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序章







　荒こう廃はいした地、そこは廃はい墟きよと化した家屋の廃はい材ざいがいたるところに散らばり天変地異にでもあったのではと疑いたくなるほどだった。

　人々で賑にぎわったであろうその地にはかつての面おも影かげはない。

　廃はい屋おくには木々や蔓つるが巻き付いて風化が進んでおり、数年程度ではこうはならないだろう有り様だ。事実、この地が打ち捨てられてから、百年余は経たっていることになる。

　文明が滅ほろびた後のようだと形容してもおかしくはない光景だった。見る者によってはこれこそが本来あるべき形なのだろうか。そんな滅びの光景を経年が包つつみ込み、哀あい感かんすら薄うすれさせていく。

　空はどこまでも澄すみ渡わたり、延々と続く蒼そう穹きゆうが、途と方ほうもない遠方の隅すみ々ずみまで埋うめ尽つくす。生おい茂しげる緑は陽光を十分に吸収し、命の胎たい動どうを思わせる生命力溢あふれる色しき彩さいを発していた。まさに生せい命めい息いき衝づく雄ゆう大だいな景観だ。

　動物も生き生きとして木々を伝い、緑の絨じゆう毯たんを駆かけずり回まわる。誰だれかが人間こそがこの星の害虫であると言ったことがある、それを肯こう定ていする結果がここにあるともいえた。

　その原因を生み出したのはおよそ生物と呼こ称しようすることが憚はばかられる存在が出現したからだ。生命としてあまりにも不自然な異形のモノが自然の摂せつ理りに紛まぎれ込んだ。

　この地が本来の生態系を取とり戻もどすきっかけとなった異形の化け物、本の中や御お伽とぎ話ばなしの中、はたまた空想上の生物が出現したのは人類史の転てん換かん期きであり、その時が同時に破は滅めつへのカウントダウンともなった。それらの異形たちは本の中で見るような幻げん想そう的てきなものではなく、もっと禍まが々まがしくおどろおどろしい姿をしていた。

　神の代行者、星にとっての救世主でもあったかもしれない化け物、まさに人間にとっての天敵の登場である。それら異形の化け物を――人類は総そう称しようして『魔ま物もの』と呼んだ。




　◇　◇　◇




　今まさに一人の少年が、複数の異形のモノと刃やいばを交えていた。

　目立つのは、木の幹を棍こん棒ぼう代わりに使っているような巨きよ漢かんまがいの異形。一いち撃げきで致ち命めい傷しようとなるという意味では、まさに必殺の武器を軽々と片手で取り回している。

　対して、少年が使うのは短たん剣けんだ。それも歪いびつな形……いや、怖おぞ気けが走りそうな形というべきだろう。殺意の塊かたまりであり、象しよう徴ちよう。その用よう途とはまさに命を奪うばうものであり、相対する異形を倒たおすための武器であった。その短剣は柄つか尻じりに細い鎖くさりが繋つながれ、腰こしに下げられた鞘さやの中から引き出されている。異様な武器だが、それでも少年の数倍はあろう巨きよ躯くを有する魔物相手では頼たよりない印象を受ける。

　魔物の形状は多種多様である。同じ種だとしてもそれこそ別種と見み間ま違ちがうほど異なることも普ふ通つうだ。ただ共通しているのは、どれも禍々しく、醜みにくい様相だということ。

　一つ目の巨きよ人じんがいるかと思えば、上半身はなんとか人に近しい印象だが、下半身はまさに動物のそれという獣じゆう人じん風もいる、ただ、一様に黒っぽい皮ひ膚ふを持つのが魔物の特とく徴ちようだ。

　今、少年一人に対する魔物の数は十体以上。それも目に見えるだけで、背後や茂みから獲え物ものを窺うかがう剣けん呑のんな視線は、あたり一面から感じ取れる。絶対的な捕ほ食しよく者しやとしての驕おごりゆえか、それらの視線には、狩かりをする野や獣じゆうが獲物を弄もてあそぶような侮あなどりがあった。

　誰であろうと、この状じよう況きようを絶望視せずにはいられないだろう。抗あらがうことすら許されまいと。しかし少年は、狼ろう狽ばいした様子を微み塵じんも感じさせない。それどころか魔物たちに近づいていく。その足取りは、揚よう々ようとして軽快だった。

　漆しつ黒こくの髪かみが歩調に合わせて踊おどるように揺ゆれる。彼かれの口くちの端はが上がるのと同時に一いつ斉せいに魔物が襲おそいかかった。

　陽の光を遮さえぎる巨きよ体たいどもが、夜になったかと勘かん違ちがいさせるかのような勢いで覆おおい被かぶさった――――瞬しゆん間かん、一つ目の魔物の不調和な雄お叫たけびが唐とう突とつに途と切ぎれ沈ちん黙もくへ変わる。その身体からだが、左右から何かに押おし潰つぶされるように弾はじけたせいだ。

　見れば少年は合がつ掌しようのポーズを取っている。まさに魔物が両側から押し潰されたことと一いつ致ちするように。濃のう緑りよく色しよくの体液が降り注ぐが、獰どう猛もうな魔物たちがそれで怯ひるむことはなかった。

　それがわかっていたのだろう。少年は軽く握にぎられた短剣で次々に魔物を両断していく。

　まさに、絶対的な強者が蟻ありの群れを踏ふみ潰すが如き光景――蹂じゆう躙りんと言えた。

　気が付けば、少年はさほど息を切らせてすらいない。そして握られていたはずの短剣の姿はいつの間にか少年の手から消えていた。

　消失を理由づけるように辺りを鎖が縦じゆう横おう無む尽じんに走っている。直進ではなく、目的を持って縫ぬうように飛ぶ。鎖が引かれる金属質な音だけが、不気味に聞こえていた。

　そして――鎖の先には体を穿うがたれた魔物がピクリともせずに停止している。死んでいるのかもわからないほど、異様で不可解な静せい寂じやく。

　あれほど獰猛に興奮し、口角から飛ひ沫まつを吐はいていた魔物が、せっかくの獲物を前に短剣で貫つらぬかれた程度で動きを止めていた。

　鎖は生い茂る木々の中にまで走っており、悲鳴のような断だん末まつ魔まの奇き妙みような音が立て続けに鳴る。

　そこで少年が初めて口を開いた。

「これで全部だな」

　誰に問うでもなく、一人自己完結した。鎖を指でなぞる。小さな輪が連なる鎖の一つに、目星を付け。

「【連鎖《レゾノート》】」

　少年が張られた鎖の輪を指で弾いた。２０７鎖式――数えるのですら気が遠くなる輪、その一つ一つに刻まれた魔ま法ほう式が固有魔法を構築していく。

　僅わずかに空気を震ふるわし耳慣れない鈴すずのような音が耳じ朶だを直接撫なでていく。鎖に穿たれ、繋がれた魔物が一斉に内から弾け飛ぶ。

　辺り一面が魔物の体液一色に染まり、肉にく塊かいが散乱する凄せい惨さんそのものと化した。美しく色いろ鮮あざやかな世界から隔かく絶ぜつされたように……。

　そんな中において少年の体には体液が一いつ切さい付着していない。それでも異い臭しゆうが立ち込める一帯で徐おもむろに少年はポーチから水すい筒とうを取り出した。

　辺りを一いち瞥べつし溜ため息いきを溢こぼすと手元の水筒を開け放つ。中には何の変へん哲てつもない、されども透すき通とおるような、一片の濁にごりもない水。

　少年は天を仰あおいだ。

　美しい空、真っ白な雲はどれも形が違ちがう。流れる速度も行き着く先も分からず、自由にたゆたう雲達たちを少年は羨うらやましくすら思っていた。この景色は皮肉なことに、魔物がいる世界……この外界にしかないのだ。

　任務で魔物の跋ばつ扈こする外界へと出る機会はあるが、そうでもない人間には縁えんのない景色なのだろう。だが、きっと本能的に恋こい焦こがれている光景なのかもしれない。かつて人が暮らしていた「本物の世界」に憧あこがれて。

　失って初めて価値を知るのは人の世の常だと言うことだ。

　そして視線は無限に広がる空に釘くぎ付づけにされたままに、少年は腕うでを掲かかげて上から一気に水を浴びた。

　多くはない水の流れはすぐに止やむ。少年は顔を振ふって水を振り払はらうと再度上空を仰ぎ見みる。いつしか――少年はこれが習慣のようになってしまっていた。美しかった空も水を浴びてリフレッシュされた頭で見れば、また違った印象を与あたえる。

　それが少年の心をどれほど打ったのかを表す語ご彙いはないのかもしれない。

　少年は名残なごり惜おしそうにその場を去った。魔物の体液によって他の魔物が集まってきてしまう前に。

　少年の名はアルス・レーギン。長きに渡る魔物との抗こう争そうにおいて、彼らに対たい抗こうする魔法師の頂点に君臨する者である。







第１章「新天地」







「考え直す気はないのだな」

「ない。俺おれは十分働いたはずだ。ゼントレイとクーベント、両大陸の奪だつ還かんは果たした。あとはのんびりと暮すだけだ」

　白い軍服に身を包んだ上司に対してアルスははっきりと言い放った。相手の胸には整然といくつもの勲くん章しようが下げられている。

　長大な机の向かいで手を組み、困り果てた顔を浮うかべる初老の上司は当とう惑わくの表情で、眉み間けんをつまみながら考えあぐねていた。

「だが、お前はもう我わが国くに、いや人類にとっても貴重な戦力だ。やめますと言って、はいそうですかとはならないのだよ。悪いが退たい役えきを認めることはできない」

「御お言こと葉ばですが総そう督とく、規定では十年軍ぐん役えきを務め、一定の戦果を挙げた者には退役の自由が認められているはずですが。六歳さいより兵へい役えきに就つき、今年で十年が経ちました。大陸の奪還が不服とは言いませんよね？」

　総督は苦い表情になるのを必死に堪たえる。いったい誰がこんな決まりを作ったのかと、その重要性を理解してもなお恨うらみがましく思ってしまう。

　規定では確かにそう明記されているが、魔法師というものはそれだけでステータスであり、かつ、圧あつ倒とう的てきに尊そん崇すうされるべき職業なのだ。国を守り、かつての領土を奪還するという任は人類の悲願である。

　なのに黒くろ髪かみの彼にはそれが理解出来ない。というより、関心がないのだ。狭せまい世界で生まれ育った世代にはわかりかねることなのかもしれない。ましてや六歳で兵役に就いたとあれば……これは本来ならばあり得ないことだった。軍に入るのは十四歳以上というのが通例なのだ。しかし、こと彼に限っては六歳で魔法師としての資質が認められ、その魔ま力りよくは幼くして高位魔法師を凌しのぐほどだった。そんな有望株を軍が放って置く筈はずもなく、一いつ般ぱん教養の習得すら飛ばして魔法師としての訓練がすぐに課せられたのだ。

　だが総督こそ、困こん惑わくの只ただ中なかにいるのかもしれない――戦せん役えきを退く年ねん齢れい間近だというのにまだ十代の半ばである黒髪の彼が、先に退役を申し出るとは想像もしなかったのだろう。

　幼い頃ころより知る少年に、多様な理り不ふ尽じんを課してきたツケが今になって回ってきた気分だった。軍に所属する魔法師は誰もが高所得である。国民の税金で賄まかなわれているとはいえ、不満は出ない。その重要性は人類全すべてが認にん知ちするところだからだ。

　このアーゼシル大陸の防ぼう壁へきを担になう七つの大国が一つ、大国アルファはその中でも突とつ出しゆつした戦果を挙げていた。その戦果の大半がたった一人の存在によって挙げられている。退役を申し出たアルス・レーギン――一桁シングル魔法師だ。黒髪が僅かに目に被かぶり、子供とは思えない分厚い手が彼の僅かな人生の濃のう密みつさを物語っているようだ。

　百年前、突とつ如じよとして現れた魔物によって人類の人口は10分の１にまで減少させられ、世界各地に点在していた国々もその数を七つにまで縮小させられていた。

　現在、人類の生存圏けんは世界の陸地、７００分の１にまで縮退を余よ儀ぎなくされた。

　魔法の概がい念ねんが武力に転用されたのはほんの最近のこと、強大な魔物・魔ま獣じゆうに対し、当時の魔ま法ほう技術は到とう底てい太た刀ち打うちできる代しろ物ものではなかった。魔法は我々の日常を支える一助としての役割しかなかったのだ。それが急速に発達していったのはひとえに魔物の侵しん攻こうがあったからだ。

　魔物は人間を喰くい、街を滅ぼし国を滅ぼす。人口の減少を食い止められたのも魔法技術を軍事力として昇しよう華かさせられたおかげだ。そして七つの国が円を描えがく様に生存圏を引き、防衛ラインとした。そしてその中央に聳そびえる白はく亜あの巨きよ塔とうこそは、人類最大の成果といえるだろう。塔とうの天てつ辺ぺんから７カ国を覆うように防ぼう護ご壁へきを張はり巡めぐらせたことでなんとか魔物の侵攻を妨さまたげることに成功したのだから。それは、まさに魔法学研究の賜たま物ものだ。それから五十年余、人類は領土奪還のため、魔法師の育成に躍やつ起きになった。

「では長期休きゆう暇かということではどうだろうか。もちろん快適な暮らしを約束するし、お前の望むことは出来る限り叶かなえよう。お前の研究も支し援えんするし、そのための設備も整える」

「その代わりに召しよう集しゆうが掛かかれば出頭しろと？」

　深い皺しわを蓄たくわえ、相応の年季と厳格さを感じさせる顔で総督は頷うなずいた。今アルスを失うことは国家戦力を半減させてしまうことに等しい。そうなれば奪だつ還かん云うん々ぬんの前に国防すらままならなくなってしまう。

　年々魔法師の死者数は増加の一いつ途とを辿たどる中で大国アルファは戦功をあげ、なおかつ死傷者を減少させてきた。それもまた眼前の、十六歳の少年の功績なのだ。

　アルスが軍役について十年、アルファは７カ国でもっとも魔法師の死亡率が低い。

　７カ国は人類生存の要である白亜の巨塔を守る同志には違いない。しかし、心理的な実情は違う。他国に協力を願い出ることは国の恥はじであり、国力低下は威い信しんに関かかわるのだ。各国は共きよう闘とう関係にありながら、同時に激しい威信競争の相手でもある。

「わかりました」

　アルスはにべもなく了りよう承しようした。そもそも最初から後あと腐くされなく退役することなどできないことはわかっていた。ここが良い妥だ協きよう点てんであろう。

　良くも悪くも今のアルファは彼に依い存ぞんし過ぎていたのだ。そのために総督は多た彩さいな手を打ってきたが、そうそう優ゆう秀しゆうな魔法師など育つはずもなく、間に合わなかったと言わざるを得ない。総督は椅い子すを深く座すわり直なおし、疲つかれたように溜ため息いきを溢した。いつかはこんな日が来るかと思っていた。例外中の例外である。全てにおいて常識を覆くつがえす才覚を宿す少年が、軍という利己的、打算的な者の巣そう窟くつたる組織で、求められた成果だけを積み重ねてきた末の結論なのだから。

　そういう世界に染まって育った彼が、人のために尽くすという大義に殉じゆんじる感覚が希き薄はくなのは仕方がないと思う一方で、どうにかしなければという手て遅おくれな焦あせりは募つのる。

「準備が出で来き次し第だい追って沙さ汰たを出す。それまでは自宅待機だ」

　アルスは姿勢を正した。

「了りよう解かいしました」

　深く腰を折ってその場を辞す。彼はこれまで少々、人の真情や心の機き微びというものと関わらなさすぎたのかもしれない。だったら今からでも次に用意された場所で、失われた「教養」を身につけてもらうしかない。彼の決意が変わらなくとも、それはそれで良いとさえ、総督は考えていた。

　そもそも、軍というのは人類の守り手であり秩ちつ序じよを求められる組織だ。だからこそ最後にアルスが「出頭しろ、と？」と意思確かく認にんをしてきた時、苦々しく思いながらも頷くしかなかった。最大の戦力たる彼を今、定型の手続きなくして欠くことだけは、総督として看過できなかったのだ。だからもし、彼が用意された場で、初めて己の意思で何かを守りたいと思ってくれたならば、その時にこそ、ベリックは総督として初めて彼に「命令」を下さずに済むのかもしれない。

　そこまで考えて、総督べリック・サーレビアヌは一いつ旦たん思考をリセットし、刻まれた皺をさらに深くした。机の上に積み上げられた書類の中から名めい簿ぼを取り出すと、カードのような端たん末まつを耳に押し当てる。

　アルスの退役の希望は一ひと先まず退けられたが、魔物に対しての防ぼう御ぎよの要である前線から彼が去ることは認めざるを得ない。非常事態に備えてこの後、人事異動の発令など新たな編成業務に、べリック総督が多た忙ぼうになったのは言うまでもない。




　◇　◇　◇




　第２魔法学院入学式、大国アルファの都市ベリーツァで広大な敷しき地ちを有する学院の一角、大勢の魔法師を目指す若者が広大なホールで鎮ちん座ざする中に、唯ゆい一いつ空白の席があった。だが、体調不良の生徒でもいるのかと、特段気にする者もいない。魔法学院への入学を許可された彼かれ等らは、一様に魔法師としての将来を約束されたようなものだからだ。彼等は難関な試験を突とつ破ぱしたエリートだ。この七つの国からなるアーゼシル大陸を守護するために……アルファ国内に一つしかない――そして各国に一校ずつしかない――魔法学院の門を叩たたいたのだ。彼等は入学した時点で一いつ般ぱん人じんではない。魔法学院の生徒であることは国の、ひいては人類の守り手であることと同義だ。同時に国土と威信を拡大するための嚆こう矢しでもある。

　学院は、表向きこそ魔法師の育成と謳うたい文もん句くを掲げているが、学院の卒業生は皆みな軍ぐん役えきに就く。無論、それを知らず入学する愚おろか者ものはいない。寧むしろみな、進んでその道に進むのだ。魔法師はそれだけでステータスであり食いっぱぐれがなく、同時に気高い職業でもある。命を賭かけて国を守る。その使命は甘かん美びな響ひびきをたたえ、民衆が憧れ、陶とう酔すいするに足る理由だ。

　そして、一般市民には実戦魔法の使用は基本的に禁じられている。初歩的な魔法で生活に必要不可欠なものだけは許されているが、それらは無論、魔法の初位級にすら分類されないものだ。だからこそ、より高位の魔法という無限大の可能性を秘ひめた力に、若者たちが惹ひかれない筈もない。その力を行使するには、魔法の使用が全面的に許される軍人になるか、軍が管かん轄かつする学院に入るしかないのだ。だからこそ、彼らは挑いどむ。そこで発行される学生証、もといライセンスを求めて。




　入学式当日、アルスは早めに登校していた。事前に送っておいた荷物がそろそろ届くかと思ってのことだ。整理や準備その他、すべきことは山積している。

　魔法師育成機関だけあって、敷地面積も相当なものだ。三学年あるここでは魔法師の雛ひなが千人余り在ざい籍せきし、その全てが敷しき地ち内ないにある寮りように住んでいる。彼等の生活の場のほかに、訓練場など多た岐きにわたる魔法学研究の施し設せつが広大な敷地に収められている。それだけでも国内最大の面積を有する都市ベリーツァの五分の一を占しめているのだ。

　全ての校舎を巡っては一日では到とう底てい足らないほどに広い。そのため学生たちが入学時に渡される校章は、転移系魔法を補助する転移門《サークルポート》の利用許可証を兼かねている。これによって、随ずい所しよに設置されている転移門を利用することができるのだ。

　アルスもまた新入生であることに違いはないが、入学式には参加するつもりはなかった。アルスにとってここは、総督の指示で仕方なく入れられた場所に過ぎない。ここで過ごす時間は、すべてが己のために費やせる仮の猶ゆう予よ期間でしかない。彼の頭の中は、卒業までの三年間、研究に没ぼつ頭とうするための段取りや計画のことでいっぱいだった。

「あなたも新入生？」

　そう声を掛けてきたのはまだ初うい々ういしく、皺一つない制服に袖そでを通した女生徒だ。薄い栗くり色いろの髪が肩かたの辺りで優ゆう麗れいに揺れ、コケティッシュな笑えみを浮かべていた。左胸には真新しい校章があり、ひときわ目立つ胸の膨ふくらみによって傾かたむいた校章をアルスは一瞥する。

「そうだけど、君も？」

「うん、待ち遠しくて早く来ちゃった」

　テヘッと舌を出しそうな雰ふん囲い気きで優やさしく微笑ほほえむと、自分と同じ新入生を見つけた嬉うれしさからかホッと表情が弛し緩かんする。春の季節らしい心地ここちよい風に、彼かの女じよの髪が靡なびいた。初対面にしては随ずい分ぶんと砕くだけた雰囲気だ。

　アルスは先を急ぎたい気持ちを殺し、面めん倒どうな「新入生同士の会話」が続きそうな流れを断たち切きるためだけに、今一度、短く言葉をつむごうとした。

　その時――。

「アリス、何やってるの。開場はまだみたいだけど、校舎で待ってていいらしいよ」

　背後から快活にそんな声が聞こえ、アリスと呼ばれた少女は振り返った。

　遠くから紅あかい髪が、背後で左右に揺られながら近づいてくる。

「ごめんなさいフィア、すぐに行くぅ」

　赤毛はアリスと呼ばれた少女の友人らしい。渡りに船、とアルスは口を開く。
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「じゃ、俺は用事があるから」

　その言葉に少女は首を傾かしげた。新入生が入学式当日に用事というのも妙みようだったのだろう。

「あなたは式場に向かわないの？」

「用事があるんだ」

「そう……じゃあまた、式場で」

　アリスは微笑みながら、胸の前で小さく手を左右に振った。

「……出会えたら、な」

　少年は、視線を外してそっと呟つぶやく。当然、式には出るつもりはない。続いて、友人に近づいてくる赤毛の少女に、簡単な目礼だけして背を向けた。

「朝からついてないな」

　離はなれゆく少女らを尻しり目めにそう漏もらすと、アルスは用意された研究室へと歩み始める。







第２章「理想と現実の相違」







　教きよう師し陣じんの研究室がある校舎とは別に、新たに新設された実じつ験けん棟とう。その中にある一室で、アルスは届いた荷物と一いつ緒しよに周囲の空間を見み渡わたしている。どうみても教師達の部屋の数倍はあろう、部屋というよりワンフロア――その主として宛あてがわれたのが、教師どころか新入生の一人だというのだから、さぞかし教員たちの顔色は良くないことだろう。

　そもそも、学院に入学した生徒は全て例外なく寮へと入る規則なのだ。運営母体が国である以上、必ず起こりうるであろう不ふ祥しよう事じを内々で収めるための施し策さくである。未成熟な新米魔法師にとって、魔法とは利己的で幼い精神が具象化したものになりがちだ。些さ細さいないざこざでさえ、あわや大だい惨さん事じというところにまで発展することも少なくない。その被ひ害がいが一般人に及およぶようなことになれば、国としても看過はできないのだから。

「設備はどれも最さい先せん端たんか、この学院に入れられたのは癪しやくだがこれなら文句は言えないか」

　アルスは呟く。魔法師を育てる以上、学院は当然、軍とも密接な繋がりがある。結局、軍の影えい響きよう下かからは逃れられないということだろう。

　幼少の頃から魔法師として育ち、六歳から軍務に就いた身としては、それでも自由になった気分だった。

　僅かばかりの荷物を寝しん室しつへと押しやって、すぐに書しよ棚だなを漁あさった。そこには予あらかじめ注文してあった本がしっかりと収められている。すべてが魔法学の基き礎そなどからかけ離れたもので、その応用といった分野ですらない。それらはいずれも古書だ。それも、今では見向きもされないような机き上じようの空論や怪あやしげな諸説が掲けい載さいされているものすらある。今や、魔法の可能性は様々な形に枝分かれしている。だからこそ、先達から学ぶのだ。どんな荒こう唐とう無む稽けいなものでも、侮れない可能性や発想の芽を持っている確率はゼロではない。そういった奇き異いな発想こそが、魔法の進展に繋がりうるのだと、アルスは本気で考えているし、実際彼かれが生み出した研究は成果を出している。

　本棚には荒唐無稽な奇書の最たるもので、世界に全て現存しているかも怪しい「フェゲル四書」の内三冊が収まっていた。写本のようだが、これだけでも総督に足を向けて寝られないほどだ。

　研究に足らない分は学院にある図書館を利用すればいい。魔法学を学ぶならここより整った場所はないだろう。今後の予定を立てるのに浮かれ始める心は、まるで探究心の泉から要求が湧わき上あがってくるようだ。

　パラパラと捲めくる全ての本は貴重なものばかりだ。これだけの物を個人のために用意するなど普通ではありえない。しかし、アルスはいくつかの論文、研究成果を提出し、魔法学の発展に一役も二役もかっているゆえの厚こう遇ぐうだった。

　ここなら、総督の言った通り満足な生活が期待できそうだ……そう思った瞬間、思考を途と絶だえさせる来訪のノックが数回、軽快な音を室内に響かせた。

「どうぞ」

　そう言葉をかけるとすぐ、正装した妙みよう齢れいの女性が入ってきた。

「初めまして、当学院の理事長をしておりますシスティ・ネクソフィアと申します。よろしく、アルス君」

　アルスもその名を知っている。魔ま女じよの異名を持つ有名人だ。すでに現げん役えきを退いているはずだが、周囲から漏れ出る魔力は、未いまだ衰おとろえを感じさせない気を孕はらんでいる。

「存じておりますよ、魔女システィ殿どの。アルス・レーギンです。片付け次し第だい、御ご挨あい拶さつにうかがおうと思っていたのですが」

　現役を退いて理事長職に就くほどだ。決して若くないはずなのに、どう見ても二十代半ばにしか見えないのは、未だシスティ理事長が魔女と呼ばれている所以ゆえんでもある。艶つやのある茶色い髪は優ゆう雅がに波打ちながら、腰まで落ちている。服の上からでもわかる張りのある胸むな元もとと、その膨らみをシルエットとして強調する括くびれのある腰。実じつ年ねん齢れいと外見の印象がまるで噛かみ合あっていない。

　理事長は動じないアルスに向け、微び笑しようする。同時に、周囲を取り巻く魔力の気が、すっと消え去った。

「さすがはシングル魔法師。これぐらいでは動じませんか。それと今の私の肩かた書がきは、魔女ではなく理事長、ですので」

「失礼しました。それにしてもおかしなことを仰いますね。理事長も現役時代はシングルだったはずですが」

「昔の話ですよ。それも９位、シングルは一時の間だけでしたので」

　微笑みつつ、彼女は謙けん遜そんするように肩をすくめたが、アルファ内に彼女を知らないものはいないだろう。現役時代はアルファの有力魔法師の筆頭で、軍にも顔の広かった彼女は退役後、当然のように第２魔法学院理事長に抜ばつ擢てきされ、多くの優秀な後進を輩はい出しゆつしている。

「それよりよろしいのですか、今は入学式の真っ最中のはずですが」

「私の出番は終わりましたので」

　よりによって理事長が入学式を途と中ちゆう退出するのはどうかと思いはしたが、元より興味のない話題ゆえに、アルスは特に口を挟はさまなかった。

　元シングルというだけでも学生の憧れだ。さぞ視線の集中砲ほう火かを浴びたことだろう。わざわざご苦労なことだ。言われてみると、少々わざとらしくはあるが、どこか気き疲づかれしているような表情を見せている。何か労ねぎらいの言葉でもかけるべきかもしれないが、こういう手合いはいらない気を回せば、次から遠えん慮りよしなくなるものだ。ごく自然にそんなリスクを感じ取り、アルスはそのサインを見なかったことにする。

「それを言うなら、アルス君も入学式を欠席ですか」

　システィは予想通り、狙ねらった意図を挫くじかれたのかやや鼻白んだように言った。

「俺は自分の研究を進めたいだけなので。他の生徒と同じように授業に出るつもりもありませんし、仲良しごっこに興じる時間もありませんよ」

「それはいけませんね。総督からは学業を怠おこたるのであればすぐに復役させろとの指示が出ているのですが」

「――――!!　なんて横暴なじじいだ」

　軍を退くのはアルスの自由のはずなのだが。とはいえ、自分の貢こう献けんがどれだけ軍、ひいては人類にとって大切かを、アルスは正確に把は握あくしている。退役は認められないという総督の考えは、妥だ当とうかつ当然だ。だからこそ、妥だ協きようしたというのに。

　これまで、任務で働きづめだったのだ。面白おもしろおかしくとまでは言わないが、残りの人生を平へい穏おんに過ごしたいという願いと計画に、儚はかなくも早々に罅ひびが入ったと言わざるをえない。

　理事長は艶なまめかしく口に手を当てて笑う。

「安心してください。授業は最低限の出席とレポート課題だけをクリアすれば単位の修得を認めますので。それと……順位についてですが、アルス君のそれは、無む駄だな混乱を防ぐためにも秘ひ匿とくするように願いますよ」

　魔法師の力の証明である順位……その中でもシングルと呼ばれる一桁レベルの魔法師の個人情報は、元より表向きは秘匿扱あつかいとされている。なので、それが理事長からのお達しであろうとも、当然アルスに異存はない。

「当然です。己の順位を、自じ慢まん気げに言いい触ふらす趣しゆ味みはありません。面倒事はないに越こしたことはありませんから」

「ふふっ……そうですね。それでは有意義な学生生活を」

　理事長は微笑みつつ、何かあればいつでも理事長室に来るよう言い残し、部屋を去った。

　いつしか室内には閑かん散さんとした気配と共に、先行きへの不安を色いろ濃こく含ふくんだ空気が蔓まん延えんしていた。

　アルスが思わず深い溜め息を吐ついてしまったのは、不ふ可か抗こう力りよくだろう。

「俺の時間が……」




　◇　◇　◇




　学院で行なわれているのは、新入生およそ四百名が各おの々おの履り修しゆうした教科に合わせて、講義を受ける形の授業だ。クラスも分けられているが、一堂に会するのは模も擬ぎ訓練など実技の場合に限る。

　今日で授業開始から三週目、アルスは初めて授業に出席した。興味のある科目など一つもなく、ずっと研究室に籠りっきりだったが、そろそろ動かないと出席日数が足りなくなってしまうと考えたのが、先週のことだったか。

　この日は模擬訓練など実技が多い日だ。一限目は魔ま法ほう基き礎そ学がくだった。アルスにとって今いま更さら基礎を学ぶ必要などない。六歳から軍で様々な英才教育を受け、さらに独学で魔法学を飛ひ躍やく的てきに進化させてきたのだ。主に軍事用の、殺傷性や攻こう撃げき性せいの方面で、だが。

　教室へと足を踏み入れると、すでにクラス内は交友関係が出来上がっていた。学年の基本構成は一クラス四十名の十クラスだ。まだ授業前だというのに、昨日の講義の内容など魔法に関する話題が飛び交かっている。

　アルスは適当に後ろの席へと座って、分厚い本を読み始めた。

　初めて見るクラスメイトへ怪け訝げんな視線が集まるが、アルスは気にしない。最初から慣れ合うつもりはないのだから。

　そこに栗色の髪をした女生徒が、しとやかな動作でアルスの前に近づいた。

「おはようございます。初めて……ではないですね。改めて、私はアリス・ティレイクです。あなたがアルスさんだったんですね」

「……ん、あぁ」

　自分に声が掛かったとは気付かず一拍ぱく遅おくれての相あい槌づち、なおかつアルスの視線は、本の文字を追ったままだ。

「初めてではない」、「だった」という女生徒の言に、以前に面識があったかと記き憶おくを掘ほり起おこすものの、すぐに出てこなかったので、意識を再度本へと戻す。

　その反応をどう受け取ったのかアリスは落らく胆たんを振り払うように話題を変えた。

「体調でも崩くずされていたのですか、どちらにしても復帰できて何よりです」

「いや、ただのさぼりだ。まともな講義がなさそうだったんでな、それよりも悪いんだが気が散る。あまり構わないでくれると助かるんだが」

「……!!　ごめんなさい」

　空気を読まない歯に衣きぬ着せない言葉は、それだけに、それが本音かと思わせる響きを伴ともなっていた。瞬またたく間まにしゅんと気分を落ち込ませ、アリスは勢い良く頭を下げる。表情の翳かげりをそのままに彼女が踵きびすを返すと、不意に反対側の席から荒あらげた声が放たれた。

「あんた、何様のつもり!!」

　ガタッと椅子が倒れるほどの勢いで、艶つややかな赤毛の女生徒が立ち上がる。一いつ瞬しゆんでクラスが騒そう然ぜんとなり、視線が二人に集中した。怒いかりを露あらわにしたのは艶やかな紅の髪を揺らした気が強そうな女生徒だ。見るからに気品があり、上から見下すような勝気な視線がアルスを突つき刺さした。少しばかり身長が足らないせいで、若じやつ干かん凄すごみには欠けているが。

「何か……？」

　面倒くさそうに、アルス。

「何か、じゃないわよ。アリスがわざわざ心配して声を掛けて上げたのにその態度はないんじゃないの」

　アルスは少し思考し、放置しては厄やつ介かいなことになりそうだと判断を下した。慣れ合うつもりはないが、ごたごたに巻き込まれれば、限りある大切な時間を浪ろう費ひしてしまう。

　アルスは椅子から立ち上がり、席から少し離れた場所で、困惑したように立たち尽くしているアリスと名乗った女生徒に向き直った。アリスは、アルスと、彼をすごい剣けん幕まくで睨にらむ紅の髪の女生徒を交こう互ごに見やり、切実に困ったような表情を浮かべている。

「済まなかった。ただ……俺のことは、今後も気にしないでくれ」

「えっ！　私こそ突とつ然ぜんごめんなさい」

　反射的に頭を下げたアリスの声に、間かん髪はつ入いれず赤髪の少女が割って入る。

「アリスは謝あやまらなくていいの！」

　アルスはひとまず安あん堵どする彼女の返答を聞くと、すぐに席に着いて本を読み始めた。だが――。

「私はテスフィア・フェーヴェルよ」

「…………」

　剣呑さを含んだ紅い髪の少女の声。アルスは厄介な、と内心で舌打ちをした。今しがた、アリスと呼ばれた最初の彼女に『気にしないでくれ』といった矢先にこれだ。

　返事がないと見て怒りに震えた女生徒は、ずかずかとアルスに詰つめ寄よると、手にしていた本を強ごう引いんに奪い取った。

　最悪だった。せっかく高めた集中力を、脆もろい糸束のようにぶちぶちと断絶された気分。

　アルスは本能的に察知する……この紅の髪の少女は、恐おそらく彼が最も嫌きらいなタイプの人種だ。いかなるときも自分の都合を強引に押し通し、他人に服従を強要する。

「本を返してもらえないか」

「貴族である私がわざわざ名乗ったのよ。あなたも名乗るのが礼れい儀ぎではなくて？」

「己の勝手な礼儀を押し付けるのか、貴族というのは、ずいぶんと横暴なんだな。いや、だからこその貴族様か」

「――――!!」

　彼女が奪い取っていた本がページを翻ひるがえらせ、空気を裂さいてアルスへと飛んだ。だがアルスは、それを難なく片手で掴つかむと。

「ご返へん却きやくありがとう。俺はアルス・レーギン。名乗った以上、十分だろう。もう君には興味がないから、どこかに行ってくれないか」

「きょ、興味がない!?　それに……横暴!?　私に向かってよくも暴言を吐いたわね」

　返礼とばかりに名乗ったアルスに、さらに怒りが増した様子のテスフィアだったが、その途と端たん、始業のチャイムが鳴る。二人を見守っていた生徒たちも、あっけない幕切れながら、これで事態が沈ちん静せい化かしたとばかり、各おの々おの席へと戻もどっていった。

　紅の髪の少女――テスフィアはいかにも渋しぶ々しぶといった様子だったが、アリスに宥なだめられてやむなく去っていく。だが、彼女は自分の席へ着くなり、アルスへ視線を飛ばし、怒りを込めてきっと睨みつけてくる。

　だが涼すずしい顔で本の虫となったアルスは、テスフィアのことなどもう頭の片かた隅すみにもない。




　一限目の教員が卓たく上じようで教科書を開いたが、アルスは教科書を持ってきていない。持参したのは当然のように、この一冊の書物のみだ。すぐに開いて自分なりの勉強を始める。

　アルスにとっては初歩的な授業など退たい屈くつなものだ。とはいえ残念ながら、漏れ聞こえてくる教師の声は、完全には意識から遮しや断だんできないようだった。

「君たちは入学と同時に魔法師ライセンスを与えられているはずだね。これは国家のために働く魔法師に共通して与えられるものだが、魔力を通すと……このように魔法師として最も重要な順位が表示される。これは魔力の強弱や個人の資質によって算出される、戦せん闘とう能力を順位化したものだ」

　教員は手にしたライセンスに魔力を込める。すると魔力独特の光こう芒ぼうを引きながら空間に数字が立体的に映写される。そこには７７８／１１９５５０と表示されていた。

　ただ教員は軍属ではなくなっており、厳密にはその順位には「元」が付く。つまりは軍属を退き、順位を返上した後の数字なのだ。その証しよう拠こに、順位を表示する色が、生徒のそれと異なっている。つまりそれは、今では「元・魔法師だった」というパーソナルデータを示すものに過ぎない。学生たち魔法師見習いと引退した魔法師、現げん役えき魔法師は、順位を示す数字の色によって見分けられるようになっているのだ。

「もちろん順位は、訓練や任務での成果に応じて常に変動する。諸君等も日々向上心をもって順位を上げるように」

　魔法師の位階は全てこの順位によって定まる。それだけに学生たちが持てる将来の可能性は、この順位に依存することが多い。つまりは順位こそが成績表でありステータスなのだ。実は、魔ま物ものと戦うことだけが魔法師の本分ではない。この教師のように三桁レベルの順位を有した魔法師ならば、軍を退き、教員の道に進むこともできる。この順位が低いほど給きゆう与よも少なく、重要なポストに就くのは難しくなるのが普ふ通つうだ。そういった意味では、この教師が持つ三桁、クラス中を驚きよう愕がくさせるには十分なものといえた。やや大人げないながらも、誇ほこらしげに語るには足る順位ではある。

　すぐ、クラス全員が熱に浮かされたように、己のライセンスを片手に自分の順位を表示させていく。そんな中、ひと際きわざわめきが高まった場所がある。

「８８６７位!!」

「４５２１位!!」

　六桁、五桁が当たり前の新入生の中に四桁がいたことに、驚おどろきの声があがった。

「アリスとテスフィアが４桁だ!!」

　照れたように頬ほおをかくアリスと、勝かち誇ったような表情を浮かべるテスフィア。そんな二人に、教師が声をかける。

「これはまた、去年に続いての衝しよう撃げきだな。確かアリス君は入学試験でも群を抜ぬいていたからな。テスフィア君は確かフェーヴェル家の……４５２１位か、なるほど、その順位も納なつ得とくだ。二人は入学試験でも試験官を手こずらせたと話題になっていた、これに慢まん心しんせず才能を磨みがきなさい」

「ありがとうございます、先生」

「しかし君達の順位は、入学試験段階で付けられたものに過ぎない。ほかの諸君も六桁だからと悲観する必要はないぞ。今後の努力次第で順位を上げることもできるのだからな。これから人類の趨すう勢せいを照らし導く自覚を持ち頑がん張ばって欲ほしい」

　満足そうにクラス内を見渡すように視線を動かした教員は、ふと怪訝そうにアルスを見やった。

「ん？　そこの君、ライセンスはどうした」

　一人クラスの動きに同調していないアルスは、否が応にも目立つ。魔ま法ほう学院に入る生徒はみな、基本的には人類の存亡を担う逸いつ材ざいであり新しん進しん気き鋭えいの魔法師の雛。だからこの学院の門を叩いた彼等は、例外なく向上心の高い優等生ばかりだ。そんな中、黙もく々もくと本を読んでいる生徒がいれば悪目立ちするのも当然であろう。クラス中の視線がアルスへと向けられた。

「すみません。失くしました」

　もちろん本当のことだ。ライセンスは基本的にマネーカードの役割もあり、財さい布ふ代わりにもなる。現代では欠かせない常備品だ。しかし、アルスの場合なければないでまったく構わなかった。必要なものがあれば申しん請せいすれば大たい抵ていの物が軍から届くし、軍は非常に高給であったがゆえ、アルスの懐ふところ具ぐ合あいは人の一生では使い切れないほど桁が違ちがう。順位については理事長からも秘匿するように口止めされているし、アルスからしてみれば余生のつもりで学院に来たのだから、そもそも順位などというものは、気にする必要すらない。

「どうせ、見られるのが恥はずかしいのでしょ。六桁だろうと今は恥ではないのよ」

　そんな様子をどう取ったのか、鼻で笑い、高らかに侮ぶ蔑べつを含んだ声こわ音ねでテスフィアが言い放つ。触しよく発はつされたようにクラスメイトも、蔑さげすむような視線をアルスに投げつけてくる。クラス内の交友関係が出来上がったとは、実のところ、こういう意味でもある。集団から浮き上がっている者と、顔見知り程度であろうとすでに知ち己きの者であれば、どちらに肩かた入いれすべきかは言うまでもない。ましてや真ま面じ目めで優秀な生徒が集った中、不ふ真ま面じ目めさを全開にしたようなアルスの態度は、大多数にとっては面白いはずもなかった。

「下らん」

「負まけ惜おしみ？　悔くやしかったらあんたの順位、見せてみたらどう？」

　一いつ蹴しゆうしたアルスに、テスフィアが言い募る。だが、アルスは知っている。軍の中では、順位が高ければ、それだけ危険な任務に就くことになるだけだ。そこにこそ魔法師としての存在意義があるなどと信じ切っている彼等とは、根本的に解わかり合えないのだろう。ここの新米魔法師達たちは外界を闊かつ歩ぽする魔物や魔獣を見たことすらないのだ。一桁二桁ならいざしらず、四桁以下の順位など、学院内でのみ通用する張子の虎とらにすぎない。戦闘能力が高かろうと、外に出て死ぬ奴やつは死ぬ。それだけなのに。

「はぁ～」

　大きな溜め息が、アルスの口から漏れる。

　いよいよもって、集中出来ない。教師を相手にするだけならばどうとでもなるし、一度の対応で済めば、授業の妨げにもならず楽で良いのだが、このテスフィアという女生徒は事あるごとに噛みついてくる性質たちなのだろう。アルスはパタンと本を閉じて席を立ち、教室を出ようと歩を進めた。

「ちょっ――君！」

　慌あわてる教師に対し、勝ち誇った顔で、テスフィアはアルスに背を向けて言い放つ。

「先生、やる気のない落ちこぼれに構っては授業の妨げになります。進めてください」




　教室を出たアルスは研究室には戻らず、そのまま図書館へと向かった。教室と同じ建物にある図書館は、そこで一限目に当たる時間を丸々過ごし、二限目の授業がある教室に向かっても間に合う距きよ離りだ。そこは予想通り、広大な本の山で、見渡す限りに埋うめ尽つくされていた。これら全てが魔法に関する書物だ――余計なものは一いつ切さいない。アルスからしてみればまさに宝の山。もちろん、ほとんどの書物は役に立ちそうにないのが残念なところだが。実際、これほどの量の書物ですら、記き載さいされているのは、すでに習得済みの知識である可能性が高い。とはいえ、その中から至高の逸いつ品ぴんを探さぐり出すことにも楽しみがあるのだ。そして、宝であってこそ、知識も真の意味でも頭に入るというもの。教室で溜めたフラストレーションを解消するには、絶好の場だった。




　が、結局アルスはその逸品を見つけることができなかった。あっという間に時間は過ぎ一限目の終しゆう了りようを知らせるチャイムが無む慈じ悲ひにも鳴り響いた。

「また来るか」

　物足りなさを抱かかえつつ、とぼとぼと図書館を後にする。




　二限目から昼食までは模擬戦形式の訓練となっていた。各おの々おの更こう衣い室しつで学校指定の訓練着へと着き替がえるが……男子更衣室は、今やアルスへの刺とげ々とげしい視線で埋め尽くされていた。

「ちっ、やる気のねぇ奴はとっとやめてくれねぇかな」

　大口でのそんな無ぶ遠えん慮りよな声が聞こえてくるが、アルスは居い心地ごこちの悪ささえ感じていなかった。幼少の頃ころから軍ぐん役えきに就ついて、最速で誰だれよりも戦果を挙げた彼かれにとっては、そういった敵意の視線を向けられるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。無論功績を積み重ねるにつれ――順位を上げるにつれ――そういった揶や揄ゆや嘲ちよう笑しようの声は鳴りを潜ひそめた。かつてはあえて平静を装よそおうことが最良の対応だと考えてそうしたものだが、今のアルスは、策としてそうするどころか、彼等に興味すら湧かない。それどころかその敵意や侮蔑の響きに、懐なつかしさすら覚えるほどだ。

　手早く着替え終えると、今度は小さめの本を片手に更衣室を出た。ちなみにドーム状の訓練場では、魔法による身体的ダメージは精神的ダメージへと置ち換かんされるため、気絶することはあっても肉体が怪我けがを負うことはない。

　模擬戦とは体術や武器、魔法などの使用を含めた戦闘だ。対戦相手はドームの中央にあるパネルに映し出される。

　教師もいるにはいるのだが、基本的に真面目な生徒しかいない魔法学院では、禁じ手の使用や不正の可能性は低く、特に模擬戦の授業程度では、教師も最低限の監かん視し員いんとしての役目ぐらいしかすることはない。

　教師がシャッフルボタンを押おすと、ランダムに組み上げられた対戦カードが切られ、参加者の名前が次々と表示されていく。一クラス四十名の生徒からは、一度に十組の模擬戦が組まれる仕組みだ。

　やがて、組同士の衝しよう突とつを避さけるため、魔ま法ほう障しよう壁へきが訓練場を細かく分ぶん割かつしていった。

　ちなみに訓練場では、武器の使用も可能である。もちろん魔ま力りよくが施ほどこされた武器に限るが、これらの武器は魔力伝導効率を上げ、魔法本来の性能を引き出すための補助武器として、ＡＷＲ（assist weapon recovery）通つう称しよう《アウラ》と呼ばれている。

　現在、ただ硬かたいだけの物質でできた剣けんや斧おのなどは、超ちよう硬こう質しつの外がい殻かくを持つ魔物相手には無意味であるため、愛用している魔法師はまずいない。そんなものは対人戦限定の武装であり、それを持つことは、己おのれが魔法師でない一般人だと世間に喧けん伝でんして歩くようなものだ。

　訓練場にも学校が用意した様々な形状の武器が揃そろえられている。まだ新入生の段階では自分専用のＡＷＲアウラを所持している生徒は少ないはずだ。いるとすれば、入学前から魔法師になるための訓練を積んできた者ぐらいだろう。

　もちろんアルスもその一人だ。だが、今手にしているのは実技に関係のない一冊の本のみ。

「さすが貴族だけあるな」

　ふと、訓練場の一角で、誰かがそんな感かん嘆たんを洩もらした。見ると、生徒達たちが取り囲む中心にはテスフィアがおり、その細い腰こしには一ひと振ふりの刀が下げられている。

（刀とは、また古風な……）

　軍で様々な武器を見てきたアルスですら、刀をＡＷＲにしている魔法師は僅わずかしか知らない。ＡＷＲとしては、片かた刃はの刀よりも両りよう刃ばである剣タイプのほうが何かと使い勝手が良く、主流となっているのだ

「家に代々伝わる業わざ物ものなのよ。ずっと使ってたから一番馴な染じむのよね」

　おそらくこの訓練場で、自前のＡＷＲを所持しているのはテスフィアだけだ。クラスでただ一人、もしかすると学年でただ一人かもしれない。これから魔法師となる生徒は、今後、学院の中で学びつつ自分の魔法特性を見み出いだし、それを生かすにはどういった武器が一番良いのかを模も索さくすることになる。だから、学院を卒業する頃にようやく、愛用のＡＷＲを持つことになるのが普通なのだ。逆に言えば、一人前の魔法師はたいてい愛用のＡＷＲを持っていることになる。ＡＷＲの役目は、魔力伝導の補助だが、それほどまでに魔力の伝導率を上げるということには意味があるのだ。

　炎ほのおや水を生み出すにしてもＡＷＲを通したほうが魔力の漏ろう洩えいも少なく、一々トリガーとなる呪じゆ文もん詠えい唱しようの必要もない。

　実は魔法の体系化以前に開発に着手されたのがＡＷＲだ。人類が従来使っていた銃じゆう火か器きや刃は物ものは魔物に対してまったくの無力だった。いずれも硬かたい外殻を傷つける程度であり、致ち命めい傷しようには遠く及ばなかったのだ。そこでどうすれば魔物を切り刻み、外殻を穿うがつことができるのかという思想の下もとに開発されたのがこのＡＷＲなのだ。

　当時は刃はに魔力を付ふ与よすることで殺傷性を上げ、硬く折れないものにするに留とどまったＡＷＲも、現在ではその比ではない発達を遂とげた。刃など至る所に魔法式――失われた文字、ロスト・スペルとも呼ばれる難解な文字を組み合わせた魔法式を刻むことで、武器を媒ばい介かいとした魔法の行使を可能にしたのだ。それによって魔ま法ほう詠えい唱しよう手順の破は棄き、ひいては格かく闘とう戦において魔物との対たい峙じが十分可能なまでに、人類の力を昇しよう華かさせることに成功した。

　だからこそ、魔法師だからといってお伽とぎ噺ばなしのような木の杖つえを持つような輩やからはまずいない。武器として実用性に欠けるからであり、同時にＡＷＲとして重要視される魔法の補助、魔法式を正確に刻むことが困難な形状のものは、基本的に不適格となる。

　感嘆が漏れる中、テスフィアがアルスを一いち瞥べつして、チャキッと音を立てて、鞘さやから刀身をチラつかせた。テスフィアが僅かに抜いた刀身にはびっしりとロスト・スペルによる魔法式が刻まれている。挑ちよう発はつのつもりだろうが、アルスはこの模擬戦の授業も平和的に乗り切るつもりだ。さらに言えば、実技の合間でさえ、片時も読みかけの本を手放したくなかった。

　やがて対戦のシャッフルが終わり、次々と知らないクラスメイトの名が表示されていく。第１訓練場、第２訓練場、そして第３訓練場にアルスの名前が挙がった。第８訓練場にはテスフィアの名前もある。幸い直接の対戦相手というわけではないが、訓練場同士が近いため、アルスが試合中、何かと観戦者たちによる比ひ較かく談義の矢や面おもてに立たされるのは明らかだろう。そうやって下を見て己の可能性を再確かく認にんする。そうやって、明確な順位付けが個々に強しいる優ゆう劣れつ差の圧力に折り合いを付けているのだ。

　アルスは武器を持たず、本のページを捲りながら第３訓練場へと歩を進めた。

　対戦相手は知らない男子だ。同じクラスメイトだがアルスは彼に興味がない。赤茶色の下品な短たん髪ぱつが特とく徴ちよう的てきな彼は、予想通り吊つり目がちな瞳ひとみに侮蔑の色を含ませ、アルスへと視線を向けてきた。その手には貸し出し用の剣型のＡＷＲが握にぎられている。

　残った二十名余りの生徒は観戦に回るわけだが、嫌いやな予感は的中するものだ。

　そのうち半分が第８訓練場でのテスフィアの試合観戦を選んだのに対し、残りの半分はアルスの第３訓練場を囲んだ。こちらは一様に、アルスが無様に地を舐なめる姿を見に来たのだろう。

　こういう場合は、どっちが勝つかなどと予想と分ぶん析せきに花が咲さくものだが、アルスに向けられる眼まな差ざしは、嘲あざけるようなものばかりだ。まるで弱者を笑いものにする、性質の悪い見世物小屋のようだった。

（どうしたものか）

　アルスがそう考えるのも、観戦する生徒の視線の中にひと際きわ鋭するどい視線を感じたからだ。その中にはアリスが交ざっていたが、アルスの感じた視線は、彼女からのものではないようだった。怪しげな視線は貼はり付くように、アルスの一挙一動まで正確に追っている。

　不気味ではあるが、アルスの懸け念ねんは別のところにある。実は、すでにアルスはこの試合を捨てている。むしろ意図的に負けて、試合を早く終わらせたいと考えていた。順位を秘匿するためもあるし、何よりアルスには試合を重ねる時間さえも惜しい。とはいえ、負けるにしてもダメージを受けるつもりは毛頭なかった。いかに攻こう撃げきを受けず、観戦者に真意を悟さとらせずに、試合を敗北という形で終わらせるか……ちなみに、この場の教師を含めた連中を欺あざむくのは容易だ。もちろんアリスだろうとテスフィアだろうと、それが朝飯前であることに変わりない。気になるのはこの鋭するどい視線の持ち主だ。

　何者かは分からないが、おおよその実力は三桁けた程度だろう、と見当をつける。それならばまあ、アルスが何をしようとも気付けないとは思うが……いずれにしても、この視線の中ではやられ心地ごこちは最悪だろうなと、アルスは溜ため息いきを吐ついた。

「運がいいぜ。日ひ頃ごろの成果を存分に試ためすには打って付けだ。ハンッ、サンドバッグも同然だなこりゃ」

　対戦者の男子生徒が嘲るように言う。片や剣のＡＷＲを使い、片や本しか持っていないのだ。傍はたから見れば勝敗は決まったようなものだろう。

　開始のアラームは、互たがいの武器確かく認にんの間すらなく問答無用に鳴り響ひびく。まず先に、男子生徒が駆かけた。それはアルスにすれば、素人しろうと然とした動きで見るに堪たえない。むしろ観戦者がいる前でよく恥ずかしげもなく、などと考えていた。剣型ＡＷＲに魔力を付与しているのだろうが、刃を覆おおうはずの魔力が酷ひどく淀よどんでいる。補助機能も形無しだった。アルスは遅おそすぎる剣速に合わせ、わざわざ攻撃をギリギリでかわしているかのように装う。合間に視線を本のページに走らせ、その間にも読書を進める。実際、眼めで追うほどでもないのだから。

　一いつ旦たん距きよ離りを取った男子生徒は、剣に魔力を多く流した。それに反応し、刃に刻まれた魔法式が赤く発光する。

「【火を宿す刃《バーン・エッジ》】」

　声とともに、刀身が炎に包まれた。本来ならば詠えい唱しよう破は棄き出来るはずなのだが、わざわざ詠唱したということは、五桁程度の実力か、ただの馬ば鹿かかのどちらかだろう。無論破棄できても魔法名を告げることで魔法としての現象を定着させる作用があるため、無駄ということはないが、それを理解した上でないことは、あの満足気な表情でわかる。魔法名だけで力を行使できたのは、やはりＡＷＲの補助があってこそだろう。これを補助なしにやってのけてようやく三桁といったところだ。

　そもそも【バーン・エッジ】は劣れつ等とう魔法であることを彼は知らないのだろう。炎えん刃ばと呼ばれる高位魔法を簡易化したもので威い力りよくも数段劣おとる。それを満足気に行使するとは見ているこちらが恥ずかしいくらいで、いっそ情けない気持ちにすらなってくる。

　観戦者達も驚きはしないものの決着は近いと見て固かた唾ずを呑のんだ。

　反対側のテスフィアが戦っている第８訓練場でも、熱ねつ狂きよう的てきな歓かん声せいが上がった。一方の第３訓練場、アルスサイドは、アルスが攻撃をギリギリでかわすたびに観戦者達が「惜しい」などと口々に盛り上がっている。こちらは緊きん張ちよう感のない雰ふん囲い気きで、かなり温度差がある。とはいえ、その温度差も周囲の声も、アルスの意識には、ノイズとして投とう影えいされることはない。

　アリスはその中で唯ゆい一いつソワソワした様子で試合を見守っていた。自然と指に力が入り、ぎゅっと固く合わせられた掌てのひらからは、アルスを気き遣づかい、無事を祈いのっているらしい様子が伝わってくる。それは、彼かの女じよ本来の優やさしさが垣かい間ま見みえる姿でもあった。

　男子生徒が使った魔法を宿した剣が迫せまる。長引かせても良いことはなさそうだと、アルスはすべてを終わらせるためにパタンと本を閉じた。

　正面から振ふり下おろされる袈け裟さ斬ぎりをわざと受ける。その代わりに体と刃の間に本を挟んだ。

　爆ばく風ふうが土つち煙けむりを巻き上げ、それが晴れた頃には仰あお向むけに倒たおれたアルスと肩かたで息をしながら構えを解く男子生徒の姿があった。

　決着を告げるブザーの直後。

「――!!　アルス君……」

　そう声を上げたのはアリスだった。あの攻撃をアルスが直ちよく撃げきで受けたと信じている彼女からすれば、声音に心配そうな色が混じるのも無理はない。敗者を案じる可か憐れんな少女の様子に、観戦していた生徒達もさすがに、無様な落ちこぼれの失態を諸もろ手てを上げて揶揄することは控ひかえざるを得なかったようだ。代わりに彼かれ等らは、その表情だけを変えた――弱者を侮ぶ辱じよくするものへと。

　しかし、アリスの心配をよそに――

「「「――――!!」」」

　アルスは何事も無かったように立ち上がる。そしてまた本を開き、ページに目を落としながら、訓練区画を平然と後にした。今の状じよう況きようだけを見たならば、どちらが勝ったのかわからないだろう。

　唖あ然ぜんとする観戦者達に、アルスは決着をつけるのが早過ぎたかと己の失態らしき事態に気付く。正確には生徒達は、アルスがあまりにも平然としていることに驚愕していたのだが、ついにそれを彼が汲くみ取ることはなかった。

　アルスが考えたのは、あの程度の魔法攻撃でどうダメージを受けろというのか、ということだった。わざと受けるにしても魔法師として、反射的にやり返してしまうリスクも考えれば、結果的にベストな選せん択たくだったと思うのだが……。意外にこのレベルに合わせるのは高難度だったということか。早めの決着は、読書の衝しよう動どうに抑おさえがたいものがあったからでもあったのだが。まあ確かに、わざと敗北を演じたとはいえ、きっちり細部まで意識を配った完全な動きではなかったのも事実だ。こんな試合は時間の浪費だとも感じていたのが、本当のところなのだから。

　一方、決着と同時にあの不ふ審しんな視線も鳴りを潜めた。

「大だい丈じよう夫ぶアルス君？　怪我は？」

　すぐに区画の外周をぐるりと回って、駆け足で寄ってきたアリスはアルスの全身を隈くまなく確かめる。

「この訓練場では身体的ダメージはないんだぞ」

「……あっ！　そうだったね」

　怪訝そうに顔を顰しかめるアリスはまだ何か違い和わ感かんがあると言った具合だった。

　アルスは自分の体を一瞥して些さ細さいな失態に気が付いた。もちろん決着の瞬しゆん間かん、爆風と土煙を起こしたのはアルスだ。わざと攻撃を受けたのを悟られないための措そ置ちだったが、この茶番程度で服を汚よごしたくなかったアルスは、無意識に体全体を魔力でコーティングしていたのだ。とはいえ、魔法師としてはあまり珍めずらしいことではない。外界での任務の時も、魔力は常に体を覆う程度に放出していたのだから。

　結果、今のアルスは凄すさまじい土煙と粉ふん塵じんの只ただ中なかにいたはずなのに、汚れ一つない状態であったのだ。

　咄とつ嗟さに――。

「そんなことより友達の心配はしなくていいのか」

「フィアは大丈夫よ。すごく強いもの」

　フィア？　テスフィアだからかと納得したものの、興味がないので戦闘中の第８訓練場を背にアルスは視線を本へと向けた。先ほどの模擬戦の時に剣を本で受けたため、傷が入っていないか表紙を見る。いくら魔力で覆ったとはいえ、紙は紙だ。しかし、そこには切り傷どころか汚れ一つない。

　確認を終え、安堵したアルスは意識を切きり替かえた。

「アリスだったっけ？　君もそろそろだろ」

「うん」

　早く自分の世界に入りたいアルスは巧たくみに話題を逸そらした。

「俺おれは負けたけど頑張ってくれ。勝てるといいな」

「もちろん！　手は抜かないよ。あまり一年生には機会もないことだからね。アルス君も怪我はしてなくても無理はしちゃだめだよ」

　コロコロと表情を変えつつ最後には破顔して、アリスは任せて、とでもいうように袖そでを捲まくった。彼女には流れで心にもないことを言ったが、これ以上長引かせることもない。

　アルスはそのまま彼女と別れて、扉とびら付近の壁かべへとゆっくり腰を下ろす。普ふ段だんより口数が多いことに少しの疲ひ労ろうを感じているようだった。

　魔法師にとって模擬戦は盛り上がる授業の一つだ。魔法は訓練場以外では許可なく使用することが禁じられているため、日頃の成果を試す絶好の場なのだ。

　だから新入生のアルスがすでに冷めたように観戦の輪に加わらない姿は、さぞ落ちぶれた末の諦てい観かんでもあるかのように映ることだろう。

　テスフィアの試合が終わったようで、さきほどまでの声せい援えんは、勝者への称しよう賛さんへとその意味を変化させていた。意い気き揚よう々ようと訓練場から出てくるテスフィアにアリスが駆け寄り、何かしら話し始めると、同時に口くちの端はを上げて、壁にもたれかかるアルスを一瞥し、一いつ笑しようする。

　彼女が試合をしていた第８訓練場に、次はアリスが入れ替わりで入っていく。対戦相手は男子だが、魔法師の戦闘に男女の隔へだたりはない。腕わん力りよく以上に魔法の技量が大きく結果を左右するためだ。

　嘲笑するためにアルスの模擬戦を観戦していた連中とは違い、アリスは真しん剣けんそのものだった。心配してもらった礼というのもおかしな話だが、アルスは少しの間だけ彼女の試合の観戦に、貴重な時間を割さくことにした。

　訓練場内のアリスは、薙刀なぎなたを持っていた。

（こっちもまた古風な）

　しかし、アリスの薙刀捌さばきには目を瞠みはるものがあった。斬撃の速さとか巧みな技というのではなく、動作が流りゆう麗れいなのである。まだまだ拙つたなさや雑さが目立つが攻こう勢せいから防勢、その切り替えが鮮あざやかなのだ。曲芸のようではあるが、隙すきを限りなく減らすように洗練されていた。アリスが扱あつかう薙刀は貸し出し用の物だが、普段からこの武器を使い慣れていないとああは動けない筈はずだ。

　薙刀というより槍やり系の長物を扱うことに長たけているのだろう。

　これだけの武芸には一見の価値があるのだろうが、それだけでは勝敗が決しないのが魔法師の戦いだ。

　勝敗の要はやはり魔法。魔物を相手にした実戦では武器に付与効果エンチヤントする技法も有効ではあるが、それでも基本的に魔法単体の直撃に勝まさるものではない。というのも魔物にはかなりの数、切り傷などのダメージを軽減・再生する個体がいるからだ。

　魔物との戦闘においてはその弱点たる核かくを正確に捉とらえるか、それ自体を高火力で撃げき滅めつする必要がある。その点、威力と有効範はん囲いという意味で、魔法の行使は有効な手段の一つだ。魔物の核は個体によって位置が変動するため正確に捉えるのは難なん儀ぎなのだ。

　アリスの対戦相手の装備はナックルダスターだ。格闘戦を好む魔法師が使うメジャーな武器。その先せん端たんから【氷の矢《アイスアロー》】が生み出され、停てい滞たいする矢や尻じりを殴なぐりつけて打ち飛ばす。

　初等教育しか受けていない駆け出しの新米魔法師が良く使う初位級魔法だ。これらは炎や水、氷、風、雷かみなり、土などの基き礎そ属性に共通する攻こう性せい魔法であり、初等教育で真っ先に習う魔法でもある。アリスが高速で薙刀を縦じゆう横おう無む尽じんに回転させると、途端に刀身が淡あわく光を放つ。

「…………！」

　アイスアローが薙刀に触ふれると粉々に分解される。しかし、それだけではない。砕くだけた氷の礫つぶてが跳はね返かえり、それを放った男子生徒へと勢いを増して襲おそいかかった。目を瞑つぶり直撃を受けた彼は勢い良く吹ふき飛とび、受け身すら取れずに大の字になって倒れる。あっという間に試合は決着してしまった。テスフィア同様に歓声が上がり、クラス内で二人しかいない四桁の実力を知らしめた。軽快に訓練場を出ると、示し合わせたようにテスフィアとハイタッチをかわすアリス。

　――今のは【反射《リフレクシヨン》】……いや【乱反射《リディクション》】か。

　リフレクション、俗ぞくにカウンターとも呼ばれる中位級魔法だ。さらにもう一段階上の【乱反射《リディクション》】は学生が使えるレベルの代しろ物ものではない。どちらも系統は光。ただ、光性の魔法を使える者は少ない。個々人の魔法の属性適性は後天的に取得されるものだが、光性の場合は先天的な資質が必要とされるので、必然的に扱える魔法師は希少だ。ちなみに魔法の属性としては地水火風、氷雷、他にも光と闇やみがあり、この二つの属性はエレメントとも呼ばれている。

　そして、実はそれらに属ぞくさない性質もある。アルスの持つそれのように……。




　実技の授業は後半に差さし掛かかると、ほぼ自習へと切り替わる。そこではおのおのが得意な魔法を磨き上げ、または新たな魔法修得のための時間に充あてるのだ。

　魔法の修練は一切が無む駄だにならない。個人差はあれど魔力を消費するという行こう為いは、繰くり返すことで魔力保有量を増大させることにも繋つながる。魔力は絶えず体内で生成されるわけだが、上限は保有量の器を満たすまでだ。それが満まん杯ぱいになればその上限に塞せき止とめられるように増えることはない。しかし、訓練などで消費、補給を繰り返すことでその器を少しずつ拡ひろげることができるのだ。先天的な個人差による初期保有量の違いはあるが、訓練で補うことができる以上、魔力量は努力の結けつ晶しようといってもいい。

　訓練場では、新入生はまだ独自で訓練をするほど明確に課題が定まっていないのが普通だ。そのため、通常は自習の時間になっても、彼等は引き続いて模も擬ぎ戦に熱心になっているわけだ。

　そんな中でもアルスはひときわ図太い神経で一人読書に耽たん溺できする。訓練場はどこも似たような作りになっており、特に地面は土がびっしりと敷しかれている。これは土系統の魔法師に対しての配はい慮りよである。そんなわけで少し埃ほこりっぽくはあるのだが、これも魔力を通すことで回かい避ひ。今、アルスを気にする者は誰もいないはずだった。皆みな観戦や対戦相手を探すのに夢中で、群れを離はなれた落ちこぼれは埒らち外がい。アルスはそう思っていたのだが。

「やめなよ！」

「こいつには良い薬よ。ねぇ、ちょっと付き合いなさいよ」

　不意の声。見るとテスフィアがアリスに止められながらも座すわり込むアルスを見下ろしていた。うんざりした表情を隠かくそうともせず、ページの隙すき間まに指を挟はさんで溜め息を吐く。

「君は本当にしつこいな。まったく付き合わされるこっちの身にもなってくれないか」

「自分のしたことを軽く考えないことね」

「ん？　なんのことだ？」

「なっ――！　フェーヴェル家を侮辱しておいて忘れたとは言わせないわよ」

　そんなこともあったか。僅か二、三時間ほど前のことだが、アルスにとって、言われなければ思い出せないほどの些さ事じであることに変わりはない。

「それがどうした」

「――――!!　それですって、どうしたですって……ふざけないで!!　あなたにこの名前を持つ意味なんかわからない、わかるはずがない。そんな軽々しいものじゃない!!」

　そんなことを言われようともこれは本音であり、やはり彼にとって些細なことでしかない。寧むしろそんなことで散々読書を妨ぼう害がいされたことのほうが、アルスにとっては重要だ。これ以上は本当に我が慢まんならない、という気分になっている。今日はなんの厄やく日びだ、と思いながらアルスは渋々、それもだいぶ億おつ劫くうそうに立ち上がった。彼女の身長のせいで今度はアルスが若じやつ干かん見下ろす構図になってしまったが。

「俺が悪かったから、もう構わないでくれ」

　空々しく謝罪を吐き、その視線は、再び開かれた本の中へと戻っていく、が。

「馬鹿にするな!!」

　怒ど気きを発し、頭一つ分低い彼女に下げた頭が持ち上がった直後、テスフィアの手が本を叩たたき、宙を舞まう。

　観戦していたクラスメイト達が、テスフィアの怒ど声せいに視線を一挙に集める。何事かという表情が並び、次には彼女の剣けん幕まくと事態のシリアスさに驚いたように、静けさが周囲に降りた。気が抜けたのか模擬戦中の生徒まで、その手を止める始末だ。訓練中だからいいようなもので、こういった集中力の散さん漫まんさはやはり未熟な新米の証あかしではある。

　弾はじかれた本は宙を舞い、ページを捲めくりながら地面を転がって、わずかな砂すな埃ぼこりを舞わせた。

「フィアッ!!」

　咄嗟にアリスが叫さけんだが、それは一線を越こえたことの警けい鐘しようで、やりすぎだ、という引き止めの意味がこもっている。

　さすがにテスフィアは親友の鋭い声に、真剣な怒いかりの意図を察し、一歩後ずさった。それでもアルスを見る目には激しい憤いきどおりがありありと映し出されている。

　これほどまでに突つっかかって来るのだ、赤あか髪がみの女生徒、テスフィアはよほど気位が高いのだろう。アルスにとってはたかが知れている些事で、彼女の思い上がりにすら思えるのだが。しかし、彼女にとっては違うということだ…………それでも、それは幼さであるといわざるを得ない。魔物を見たことのない子供、平和ボケした子供、魔物の侵しん入にゆうを阻はばんでいる崇すう高こうな魔法師の志、英知の結晶たる防ぼう壁へきの価値や意味を、何も感じず、考えずに享きよう受じゆしているだけの子供。それは、まだ過か酷こくな現実を知らないからこその、未熟で未完成な高貴さだ。

　アルスは軍に入ってからというもの、自分よりも一回りも二回りも大きな大人からの嫉しつ妬とや僻ひがみによる洗礼を受け、散々鍛きたえられたのだ。大抵のことならば受け流せる程度の精神力は身に付けている。決して、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな道を歩んできたわけではない。

　その自制心を差し引いても、テスフィアの行いには、わずかに不ふ愉ゆ快かいさが勝った。

「立ち合いなさい!!」

　もうお互い引っ込みがつかないとこまで来てしまっている、と感じたアルスだった。

　近くに転がっている本の傍までゆっくりと歩を進め、腰を下ろし拾い上げた。そして、丁てい寧ねいに汚れを払はらい落す。

　模擬戦の男子生徒のように、勝ちを譲ゆずってやるだけでは治まらないだろう。どの道、もう負けてやるつもりはなかった。今後、ちょっかいを出してこないように白黒はっきりさせておく必要があるということだ。

　軍では力や恐きよう怖ふによる支配なんて方法もあるが、それは周囲から反感を買い易やすいし、いかにも野や蛮ばんだ。魔法師であるからには、魔法の力を体現した順位によって彼ひ我がの優劣を決め、下と見た者を見下す風潮は確かにある。それを踏ふまえ、統とう率そつや指揮に影えい響きようを及およぼさないためにも、上意下達を徹てつ底ていして体に叩き込むのだ。アルス自身、それも一つの方法で間ま違ちがっていないと考えている。褒ほめられた物ではないが、それなりの成果は期待できるのだ。

　今のアルスは、それぐらいの制裁を加えてもいいだろうと考えている。寧ろそれぐらいしておかないと、今後長くはない三年という時間を、余計なちょっかいや厄やつ介かいごとの対応に追われ、無駄に過ごしてしまうことさえ考えられる。

　本の汚れは完全に落とすことは出来なかった。貴重な資料をぞんざいに扱った彼女には魔法研究の叡えい智ちが生み出す力の価値を、真に解らせる必要があるだろう。

　そっと労わるように本の表紙を撫なで、なおも敵意を向けてくる相手へと顔を上げた。

「放課後だ。訓練場は押さえておく、それで文句はないな」

「いいわ」

「フィア、アルス君も……」

「それと立ち会いには条件を付ける。俺とお前の二人だけだ。外野は連れてくるな。悪いがアリスだったか、立ち会い人になってくれ」

「それはいいけど……」

　アリスの表情には、二人の対立を止めたいという気持ちが表れているものの、最後の一言が喉のどの辺りでつっかえてしまっている。つまるところ、それは二人が望んだ結果だからだ。経けい緯いはどうあれ、テスフィアの一方的な要求をアルスが呑んだことで、対決は同意の上で成立してしまった。そうなれば、もうアリスは見守ることしかできない。回避の選択は潰ついえた。外野が何を言おうとも、もうテスフィアの怒りを収めることはできないだろう。アルスも同様に……。ぬきさしならない状況は往々にして決定的な破は綻たんを生むものだ。

「放課後、訓練場で決けつ闘とうを受けよう。この場にいる三人だけで……」

　まだ昼休みまでは一時間ほどあったが、アルスは手早く着替えて訓練場を後にした。

　そして向かう先は……理事長室だ。

　訓練場の使用は、本来は正規の受付手続きを通して申請するのだが、アルスの場合は順位を秘ひ匿とくしなければならないという、特とく殊しゆな事情がある。野や次じ馬うまの動きを押さえ、全面貸し切りにしてもらうために直接赴おもむいたのだ。

「構わないけど、うっかり最悪の事態に、なんてのは勘かん弁べんよ」

「もちろんですよ。というか心外です。子供相手にムキになるわけないでしょ」

「子供ねぇ～。で、あなたを怒おこらせた馬鹿は誰かしら」

　呆あきれながら同年代を子供扱いするアルスだが、言葉通りでないことを彼女は痛いほど理解していた。彼らと彼では生きてきた世界が違う、よって溜め息混じりの質問は誰かは問題にしていないようだったが。

「テスフィア、という名だったかと」

「――――!!　フェーヴェル家の御ご息そく女じよじゃない！」

　見開いた眼には、驚おどろきよりも不安の色が濃こかった。今にも頭を抱えたくなる衝動を抑えつつ。

「やめるわけには……いかない？」

「無理ですね。向こうが俺の邪じや魔まをしてくるのだから、それは彼女の方にこそ言って欲ほしいです。それに学生同士の模擬戦は公式にも認められていますし、理事長が仲ちゆう裁さいに入ったら一層厄介なことになりますから」

　さらに、理事長に釘くぎを刺さすように。視線でもって言外に介かい入にゆう無用と告げる。そしてそっと視線を外し、鬱うつ屈くつとしたため息を吐き出す間だけ瞼まぶたを閉じた。

　ゆっくりと開いたアルスの瞳は、明らかな憂ゆう鬱うつさと煩はん雑ざつさを予感し、うんざりとした光をたたえていた。

「ただでさえ時少ない間を削けずられているんで、これっきりにしたいんですよ」

　理事長はまだ何か言いたそうに口くち籠ごもるが、これについては諦あきらめたようだ。だが、最後に――

「学院の訓練場は、軍のものより置換設定値が低い作りになってるから加減は間違わないでちょうだいよ」

　訓練場内の魔ま法ほうによる物理ダメージは全すべて精神的ダメージへと置換されるのだが、シングル魔法師がその気になれば、置換されたとしても重大な後こう遺い症しようを残しかねない。

「わかってます」

　それを最後の挨あい拶さつとして踵きびすを返してドアへと引き返す途と中ちゆう、アルスは放課後に使う手ごろな武器を見つけた。

「これ、貰もらっても？」

「構わないけど何に使うの？」

「もちろん模擬戦に……手持ちの本は貴重なものばかりなんで」

　そう言って彼は無造作に、テーブルの上にある学院のパンフレットを手に取った。一センチにも満たない薄うすさだが、大した問題ではない。

「いくらなんでもそれは……」

「これで十分です。彼女の実力はわかっていますので」

　理事長にパンフレットの表紙を向けて、魔力を纏まとわせた。

　わずかに湾わん曲きよくしていたパンフレットは紙独特のしなりを見せたと思った瞬間――固定されたようにピンと表面を張り伸のばさせて、微び動どうだにしなくなった。

　それを見た理事長は目を瞠り、少し懸念が薄まったように胸を撫で下ろした。

「心配はなさそうね。そんなに綺き麗れいな魔ま力りよく付ふ与よを見たのは初めてよ」

「ありがとうございます。ま、そういうわけで、この程度が丁度いいかと」

「そうね」

　魔力の流動、伝達は、それがスムーズなほど魔法の威力や構築の強度に影響をもたらす。どれほどちゃちな物でも、完かん璧ぺきなまでの魔力操作ができれば、それは強力な武器に等しい。

　だから、今のアルスが仮に、刃のついた一いつ般ぱん的てきな武器を使用し魔力を付与させたならば、それは、第一級の名刀以上の出来になってしまう。それを敢あえて紙製の得物にランクを下げることでうまくバランスを取ろうというのだ。

　とは言え、アルスの思考はバランスを取る、ということすら少し当てはまらない。戦せん闘とうにおいて武器が衝突したり、その真価が発揮されるのは、ある程度実力が拮きつ抗こうした場合に限る。この場合はアルスの攻こう撃げき力りよくを弱めるための、武器性能の格下げだ。

　さすがに紙ならばいくら魔力を付与させたとて、理事長が懸念するように、脳に障害を残したり生命の危機を招くというような事態には、到とう底てい至らない。もちろんパンフレットを媒ばい体たいに使わず、直接魔法を発動させれば話は別だが。

　礼れい儀ぎ正ただしくというよりも、軍に居たせいで敬礼しそうになるのをすんでで思い留まって、深く一礼して退出する。

「じゃあまたね」

「…………」

　教室に戻もどるのは面めん倒どうだった。クラスメイトの視線が気になるというわけでは、もちろんない。昼休み後の授業が億劫なだけだ。

　出席日数が単位の取得に関かかわらないのであれば、間違ってもアルスが授業に出ることはない。

　そのまま校舎を出た足は意図せず研究室へと向かっている。

　鍵かぎを開ける動作もスムーズだった。それほど大した手間はなく、扉の横にあるパネルに魔力を通すだけで解かい錠じようされる仕組みだ。施せ錠じようも同様。もちろん魔力なら何でもいいというわけでもない。魔力に個人差があるようにその者しか持ち得ない配列など、魔力情報が存在し、それによって本人確認が行われているのだ。日常生活の一いつ環かんとなったこの動作は、ほぼパネルに触れるだけで、無意識に、認にん証しように必要な魔力を通じさせることができるように習慣化されている。

　アルスは自室で不格好なサンドイッチを片手に寂さびしい――もっとも本人は微み塵じんもそう感じていないが――昼食を取った。

　校内の食堂に行けば、上等な食事にありつけるのだが、アルスは一度として赴いたことがない。それも、昼食を取っている合間にすら本を読み資料を漁あさるからだ。

　今も視線は一度として手に持つパンの切れ端へ向かわない。

　ふと、アルスはここにきて模擬戦中の不可解な視線のことを思い出す。頭をよぎった程度だが……あれは誰だれだったのか。もっともたいした問題ではない。アルスを執しつ拗ように監かん視しする者が学内にいる時点で、理事長が把は握あくしていないはずがないのだから。怨えん恨こんや嫉妬、暗殺やテロ対象となる危険、どれも当てはめるには突とつ飛ぴ過ぎる。なんにせよ相手に危害を加えるつもりがないのなら、取り立てて探さぐる必要もなかった。どうせ、事態が差し迫ればいずれわかるだろう。アルスからすればその程度のことだ。

　アルスは思考をそこで止め、併へい設せつされた部屋、つまるところ開け放たれた寝しん室しつを一瞥した。視線の先には真黒なアタッシュケース。

　中に在るのは、最前線でともに戦ってきたアルスの唯一の相棒だ。アルスのＡＷＲは特別製である。同時に研究成果とも言えるそれは、独自にアレンジを加えた、世界に唯ゆい一いつ無む二にの一振り――【宵よい霧ぎり】。

　しかし、前線から退くことを決めたアルスは、それをもう使わない生活を願った。なのにこれを持ってきたのは、単に軍での習慣から逃のがれられないとか貴重な研究成果の結晶だからというだけではないのかもしれない。それらの理由はただの免めん罪ざい符ふであって、アルス本人は、知らず外の過酷な世界こそ、本来の自分の居場所を求めていたのかもしれなかった

　白はく亜あの巨きよ塔とうが魔ま物ものの侵しん攻こうを阻む防ぼう護ご壁へきを張はり巡めぐらせてから五十年余、中から見上げる空は偽にせ物ものだ。鮮やかなスカイブルーが毎日続く、フィルターが掛かった偽ぎ造ぞうの景色だった。だから外を知らない世代は雨を知らず、雪を知らない。雲の動き一つ取っても、厚い雲やまだらに点在する雲の存在を知らない。風が青い匂においを運んでくることも知らず、知っているのは毎日同じ形の雲が同じ方向に流れるだけの空だ。真実の世界こそは、魔物が跋ばつ扈こする外の世界。

　任務で魔物を倒すために幾いく度ど外界へと赴いたかわからない。しかし、その度に表情を変える世界にどこか心躍おどる自分がいたかもしれないという事実は、今はアルスの意識の底に沈しずんでいる。




　あっという間に昼休みが過ぎ去り、気が付けばすでに午後の授業は始まっていた。チャイムが聞こえないほどに集中していたということだろう。

　アルスはさして急がず、後うしろ髪がみを引かれる思いで読みかけの本を片手に教室へと向う。

　たっぷりと時間をかけた歩みで、教室に辿たどり着ついた頃ころには授業も折り返しに入っていた。多分に自己都合が入っているとはいえ、人に迷めい惑わくがかからないようにする良識は持っている。音を立てずにドアを開き、目に付く空席へと腰こしを落ち着けた。それでも授業中に人が一人入ってくれば、どうしても目立つ。アルスへと向けられる視線は、舌打ちすら聞こえてきそうなほどに威い圧あつ的てきで、およそ好意的なものではない。

　泰たい然ぜんとした態度で受け止めるが、テスフィアと一ひと悶もん着ちやくあったことが知しれ渡わたっているのか、悪態混じりのひそやかなささやき声が飛び交かっているようにも感じられる。

　すでにテスフィアとアリスの順位は学校中の知るところとなっている。それもそうだろう。新入生にして四桁という驚くべき順位は、それだけで将来を期待されるには十分だ。さらに、美少女と呼ぶには十二分といってなおあまりある、二人の容姿。それが拍はく車しやをかけて、彼かの女じよ等らが一いち躍やく注目を集めることになったであろうことは推測に難かたくない。

　テスフィアがまとう雰囲気は気高く美び麗れいで、勝気な目は欠点どころか、かえってその品位の高さを強く演出する。背こそやや低めだが、それですら、一点の愛らしさを覗のぞかせているといえる。アリスはいつでも柔にゆう和わでその笑え顔がおは慈じ愛あいに満ち、おおらかな母性を感じさせる。その一方で、すらりと伸びる肢し体たいは艶なまめかしく、どこか大人の色いろ香かを漂ただよわせているのだ。

　二人並んだ姿はさぞ絵になることだろう。

　こんな二人と対立するような形で周囲に目を付けられたアルスは、いわば一学年の全てを敵に回したようなものだ。さらに言えば、アルスが授業に取り組む姿勢一つ取っても、真ま面じ目めな生徒にとっては、精神を逆さか撫なでされるようなものだった。

　とはいえ、誰にも具体的な迷惑をかけていないという気持ちがあるアルスからすれば、釈しやく然ぜんとしないものがある。個々人のモチベーションの上下について、他人の授業態度にまで要因を求めるような生徒にまで気を遣つかうほどアルスは寛かん容ようでなく、その労力は無駄以外の何物でもない。それこそ徒労というものだ。

　ひそひそと陰かげで言われる分にはアルスは関知しない。しかしひとたびこれが、具体的にアルスの研究時間を妨さまたげるような事態になれば、動かざるを得なかった。

　今も丸めた紙かみ屑くずが、アルスの脇わきを通とおり抜ぬけて行った。もちろんそれは彼かれが身を躱かわした結果だ。続いて、もう一つ。

　これがテスフィアの指示で誰かがやった行為ならば放課後に借りを返せばいいが、反対側に座るテスフィアは我関せずといった具合に、喰くい入るように授業に集中していた。見て見ぬ振りをしたわけでもなさそうだ。その眼まな差ざしは前面に映し出されたディスプレイの文字のみに向けられ、彼女はそれを必死に写している。アリスはその悪戯いたずらに気づいたものの、声を上げるまでには至らなかった。

　犯人を見つけ、やり返せば事態は悪化するだけだろう。だが、さすがのアルスも、紙屑程度とはいえ、物が自分にぶつかって集中を途と切ぎれさせないほど図太くはない。だいたい、もしそうだったならば、それは寧ろ欠けつ陥かんだ。魔法師として、戦場では鋭えい敏びんな感覚を常に持ち合わせていなくてはならないのだから。

　外界へと任務に赴いた場合、日帰りで済むことなどはまずない。魔物に襲われる恐怖や緊張感に耐たえながら寝しん食しよくをしなければならないのだ。そのため、集中すれば、僅わずかな物音さえ聞きき逃さないほどにアルスの感覚は鍛え抜かれている。

　だから、彼らはアルスの時間を奪うばう略りやく奪だつ者しやだ。アルスは飛んできた最初の紙屑を拾い上げ、いくつかに千切って小さく丸める。手の平に乗せた豆まめ粒つぶほどのそれに魔ま力りよくを通す。

　魔力で覆う技術は初歩中の初歩だが、それは天性の感覚に頼たよる部分が多く、最初に躓つまずくとなかなか先には進めない。それでも一度身に付けてしまえば、それは身体感覚として刻み込まれ、コツを忘れるなどの事態にはそうそうならない。

　アルスが軽く念じるだけで、紙屑を魔力が覆う。この技術は武器にも転用されている。対象を魔力で覆う時に大事な感覚は、対象物を自分の体の一部であるかのように認にん識しきすることだ。魔法師は体内から生成される魔力を知覚することができる。だから練度の差こそあるが、本来ならば体の各部分へそれを巡らせることを、誰もが意識的に行えるはずなのだ。しかし魔力が体内から離れてしまえば、それを認識することは難しい。唯一、魔法の発動結果として具象化された現象によって認識することはできるが、それは魔力から魔法式を経て再構築された魔法が引き起こしたものである。魔法現象に魔力が通っていることは疑いようがないが、だからといって、それが魔力そのものというわけではない。

　紙し片へん独特の凹おう凸とつも、今は石のような引ひき締しまった硬こう質しつさを掌に伝えてくる。鈍にぶく薄うつすらと膜まくを張ったそれらを握にぎり込むと、指先に風系統の基き礎そ魔ま法ほうのみを微び弱じやくに発現させ、誰にも気づかれないように親指で弾く。

　あさっての方角へばらばらに飛んだように見えたそれは、跳ちよう弾だんし教室の壁に反射して、五人の生徒の首を打った。ささやき声から首しゆ謀ぼう者しやだろうと当たりをつけた彼等は、一いつ瞬しゆんビクッと電流が走ったように身体からだを震ふるわすと、次の瞬しゆん間かん皆みな一様に机に突っ伏ぷす。

　今のは単なる豆まめ鉄でつ砲ぽうレベルだ。少しばかり強化した紙屑が固くなった程度、しかし的確に急所たる首の付け根にヒットさせたため、気絶させることができたのだ。威力としては、神経の集中している首裏部分に絶ぜつ妙みようのタイミングで手刀を入れた程度だ。外傷はなく、物的証しよう拠こは丸めた紙屑だけで誰も気づいてはいない。

　おたおたと様子を窺うかがっていたアリスでさえも、突とつ然ぜん悪戯いたずらが止やんだことに疑問よりも安あん堵ど感かんを覚えたようで、真相に気づいた様子はなかった。

　それから放課後までの二限分の授業を、アルスは有意義に過ごすことができたのだ。未いまだ起きる気配を見せない彼らだが、もちろん息の根までは止まったわけではない。

　ＨＲも終わった頃、彼等はやっと目覚めた。いずれも何故なぜ授業中眠ねむってしまったのか、自分でも不思議だというような顔で目を擦こすったが、次の瞬間、顔色を変える。授業を丸々聞き逃してしまったことに気付いたその慌あわて顔には、やはり彼等の向上心の高さが窺えた。もっとも、アルスにつまらない悪戯を仕し掛かけた時点で、向上心云うん々ぬんの話で済まないことになってもおかしくはないのだが。

　そして迎むかえた放課後。日課なのか当然というべきなのか、本来は帰宅や自主練に励はげむはずの生徒達たちは真っ先にテスフィアとアリスの下へと集っていた。漏もれ聞こえる会話は、どれも魔法に関することだ。授業中、テスフィアは真面目を絵に描えがいたような優等生ぶりだった。だからというわけではないのだが、頭は良いのだろうと察することはできる。もちろんそれだけでなく、その上に彼かの女じよらの個性や人ひと柄がらあってこそ、皆を惹ひき付つけるわけだが。

　また、それ以上に順位というのは魔法師を目指す彼らにとって明確な上下関係の指針だ。長いものに巻かれると言っては大げさだが、順位の高い者に従いつつ、己の順位を少しでも上げることを目標に据すえている節がある。とはいえ魔法師を目指す者は、必然的に順位に縛しばられる構造になっているのだから、それも致いたし方かたないことなのかもしれない。

　とはいえ、今日は二人ともこの後の予定を忘れていなかった。

「ごめんなさい。この後少し用事があるの」

　テスフィアがやんわりと周囲の環わに断りを入れ、アリスも同じように続いた。

「二人で先生に呼ばれているの、また明日ね」

　アルスをちらりと一いち瞥べつし、テスフィアが視線で促うながしてくる。その力強い瞳ひとみには約束を忘れるな、という念ねん押おしと同時に、逃にげるなという威い圧あつの意味が多分に含ふくまれていた。

　二人の周囲は一瞬ざわついたが、先生、教師という正当な理由が出てきたことで、それを止める者は一人もいない。

「用事、終わるまで待ってちゃダメかな？」

　そう声を上げた女生徒は手に、魔ま法ほう基き礎そ学がくの教科書を持っている。小こ柄がらで愛らしい姿は小動物を思わせるが、それが効果的なのは男子生徒だけだろう。

　教師に直接聞きに行けば良いのでは？　とアルスは思ったがそこにも魔法師界かい隈わいの処世術の一いつ端たんが顔を覗かせている。要は将来有望な彼女達とお近づきになろうということだ。もちろん、単に友人として仲良くなりたいという線もあるかもしれないが。

「本当にごめんなさい。どれくらい時間が掛かるかわからないの。なるべく早く終わらせる予定だけど」

　後半には、含みのある言が含まれているが、それに気づけるのはアルスとアリスだけだ。

「明日の放課後に時間を取るわ」

　テスフィアは申し訳なさと目減りした愛あい想その補ほ填てんの半々といった具合に、優やさしく取とり繕つくろった。その一言に満面の笑えみを浮うかべた女生徒は嬉うれしそうに「ありがとう」と言って鞄かばんを手にした。

「アリス、行きましょう」

　隣となりで終始落ち着かない様子のアリスは、その言葉に溜ため息いき混じりに頷うなずいた。




　本来ならば訓練場を貸し切るなんて所業が一生徒にできるはずはない。

　だからアルスと言えど今回に限り特別扱いという名目ではある。だからこそ広い訓練場の二階部分、観戦席の隅すみでこっそり理事長自らが試合の様子を窺っていてもなんらおかしなことはないし、ましてやアルスが言えた道理ではない。

　隠れたとは言ってもアルスには気づかれているのは百も承知だろう。つまるところ、それはテスフィア達に気付かれないための配慮に過ぎない。

　そしてもう一つ。

　模擬戦中にも感じた例の視線について、アルスは推測がおおよそ当たっていたことを知る。つまりあれは、理事長の差しがねと言ったところだったのだろう。

「まさか本当にヘマをすると思ってるのか」

　釈然としないまでも、それほどテスフィアの家、フェーヴェル家は有力だということなのだろう。テスフィア自身、それを裏付けるほどの順位を示している。

　魔法の資質は血脈に必ずしも依い存ぞんしない。優ゆう秀しゆうな魔法師の子供もまた優秀とは限らず、その逆もまた然しかりだ。魔力量の器などある程度の基礎才能は遺伝する部分があるが、魔力や魔法を扱う技量は、後天的な部分も大きい。だから優秀な魔法師を親に持つと、幼少の頃から英才教育を施ほどこされるのが常だ。基礎魔力総量の器が優秀であればあるほど、たくさんのノウハウや技術を叩き込むことができるという理り屈くつだ。加えて、有力な家は訓練に時間や資金を費やせるため、生まれつきのセンスや才能を抜きにしても、大たい概がいエリートが出来上がるという道理なのだ。

「待たせたわね」

　訓練着に着き替がえ終えたテスフィアが、愛刀を片手に入ってくる。アルスも同様にすでに着替え終えている。本来ならば着替える必要すらない。しかし、それを見み咎とがめられてまた一悶着あったのでは、ただの時間の浪ろう費ひにしかならないことは予想済みだ。




　誰もいないことに気が付いたのか、テスフィアとアリスは周囲を一瞥し、小首を傾かしげる。

　そろそろ、役者が揃そろったことで理事長が全ての出入り口をロックしている頃ころ合あいだった。

「誰もいないなんて珍めずらしいわね」

　まさか貸切とは思いも寄らないにしても、普段からここを使用しているのか、そんなことを呟つぶやく。

「まあいいわ。さっさと始めましょう」

　今回は訓練場を仕切る必要もないため、存分に空間を使い切ることができるはずだった。だがアルスはそんな必要さえないと思っており、テスフィアもまた、アルスが一瞬で地べたに這はいつくばる結果を想像したのか、嘲あざけるような笑みを浮かべた。しかし、ふとその視線が一点を捉えた瞬しゆん間かん。すぐにその笑みは不ふ機き嫌げんそうなものへと変へん貌ぼうし、彼女はキッと眉まゆ尻じりを吊つり上げた。今、テスフィアの視線はアルスの顔からぐっと下がり、彼の腕うでの先に向けられている。その手に例のパンフレットが握られているのを見咎め……

「何のつもり」

「気にするな」

「とことん人を小こ馬ば鹿かにして……」

　慌ててアリスが二人の間に割って入り、少し距きよ離りを取らせた。アルスは静かに口を開く。

「始める前に条件がある。俺おれが勝った場合は、もう俺に干かん渉しようしてくるな」

「勝てたらね。なんならあなたの勉強を見てあげてもいいわよ」

「いや結構だ。で、お前が勝った場合は？」

「もちろん謝罪してもらうわ」

「わかった」

　すでに一度謝罪しているのだが、あれは勘かん定じようの外で、どうやら込められた誠意の量の問題らしい。

　アリスの操作によって広い訓練場内に高らかと試合開始を知らせるブザーが鳴なり響ひびいた。

　――同時にテスフィアが刀を抜きながら一直線に駆かけた。以前実技の授業で対戦した男子生徒と比べれば、身体技能だけでも遥はるかに勝ることが分かる。

　アルスは右手に持った冊子を丸めて魔力で覆おおう。

　魔法師を評価するにあたって、よく使われる力量の目安がある。その一つがＡＷＲの質や完成度だ。補助武器としての意味合いが強いものだが、それ自体は一つの例外もなく希少な鉱物が素材に使われている。いずれも魔力の伝導に優すぐれたものであるのが常だ。これを形成時の芯しんに混ぜることで、魔力の伝導効率を上げることができる。さらに表面などに魔法式を直接書き込むことで、構成が複雑な魔法を即そく時じ行使する補助にもなるのだ。

　アルスの紙束も、魔力で表面を覆っている。実際はＡＷＲでなければ魔力を通せないわけではなく、通しづらいというだけなのだ。また、冊子には無論魔法式が刻まれていないため、魔法行使を補助する機能はない。

　また、対象を魔力で覆う時の技術もその一つ。魔力伝導を高めるには、アルスが以前投げつけられた紙屑に施したように魔力で覆うのが基本だ。そしてその行為は、武器の強度を上げることにも繋がる。同時に、対象を覆った魔力の淀よどみの有う無むや表面を覆う魔力量、その流動の様子などである程度技量を測る目安になるのだ。

　とはいえこれが目安として役に立つのはせいぜい三桁けた魔ま法ほう師まで。二桁魔法師は、完璧な魔力操作など、当然行なえなくてはならない。だからこの場合、この魔力コートの技術の巧こう拙せつは、まだ四桁のテスフィアの技量を測るには打って付けといえた。

　とはいえ、ある程度ならすでに模擬戦のときに確かく認にんはしている。

　テスフィアの刀は、本人が言うだけあってかなり良質なものだ。しかし、まだテスフィアの技量がそれに追いついていない。現状では宝の持もち腐ぐされだ。

　身のこなしはともかく、刀に纏わせた魔力自体は、他の生徒と比べるとマシという程度だった。潜せん在ざい魔力量も四桁にしては多めなのだろう。刀身を纏う魔力は明らかに余よ剰じようが出ていて、結果的に形も歪いびつだ。

　二桁魔法師ともなれば必要最低限の魔力を流すに留とどめることができ、魔力のコーティングも僅かに見える程度なのだが……必要以上の魔力をＡＷＲに纏わせる利点は、強度が上がる程度しかない。逆に切れ味は落ちるため、未熟さを露ろ呈ていさせているようなものだ。それ以上に、無駄な魔力消費というデメリットのほうが大きい。威い力りよくを増すなら、鋭えい利りに魔力で刀身を象かたどらなければ使い物にならない。結果、テスフィアの場合は美しい刀も、斬きるというよりも叩くための鈍どん器きのようですらある。

　文字通り形無しとなった刀では、ＡＷＲであろうとも外界では使い物にならない。

「はぁああああ!!」

　上段から振ふり下おろされる刀をアルスは避よけずにわざわざ応じた。

　ニヤリと頬ほおが持ち上がった直後――。

「「――――!!」」

　テスフィアは振り切れるはずの刃やいばが途中で止められたことに驚きよう愕がくした。離れた位置で見届けていたアリスも同様だ。

　業わざ物ものの刀がたかだかパンフレットの冊子に受け止められたのだから。それも引き裂さくどころか、傷一つ付けることすらできずに。

　アルスはテスフィアが我に返る一瞬を待った。テスフィアには魔法師の叡智の源、貴重な本をぞんざいに扱あつかった罰ばつを与あたえなければならない。だからこそ学院のパンフレットは丁度良い。すぐショックから立ち直ったテスフィアは、大きく跳ちよう躍やくして距離を取った。

「嘘うそでしょ!!　……それただの紙じゃないわね！」

「いいや、ただの紙だ。お前ももらっただろ学院のパンフレットを」

「――!!」

　アルスはパンフレットを広げて見せた。その表紙には大きく学院の校舎が写っている。

「嘘よ！　たかが紙切れで防げるはずはないわ」

「現に防いだぞ」

　歯を食いしばるように刀を握る手に力が入った。

「ありえないわっ！」

　ただの紙ではいくら魔力を纏おうとも耐たい久きゆう力りよくに限界があり、たとえ硬こう質しつ化かしていようとも、テスフィアの刀などには簡単に押おし負けてしまう――ただ、それも並の魔法師がやったならば、という前提でしかない。ＡＷＲですらない紙束では、普ふ通つうは魔力を伝わらせるのですら至難の業なのだ。こういった常じよう軌きを逸いつした技術の一つ一つが、アルスを一桁シングル魔法師たらしめているのだが――すぐにテスフィアは刀を引きながら再度駆かけた。しかし、何度刀を振るおうとも全てアルスの持った冊子に防がれてしまう。

　最後にもう一度、大きく上段に振りかぶる。

「…………」

　アルスは内心で溜め息をついた。状じよう況きよう的てきには超ちよう接せつ近きん戦せんをしているのに目の前で大おお振ぶりに構えたテスフィア。その姿は、隙すきだらけにもほどがあった。そんな攻こう撃げきを受け止めてやるほどアルスの気は長くない。

「――――！」

　バシンッとアルスのパンフレットが盛大にテスフィアの頬を打つ。張り詰つめた空気を引き裂くような音が訓練場内に響き渡る。

　音に相そう違いして、それは紙ではなく鈍器のように重く冷たい一いち撃げき。

　一瞬の溜めの後、テスフィアは弾けたように真横に吹ふっ飛とび、数度地面を転がりながら背を丸めて倒たおれた。後ろで纏めてあった赤い髪は乱れて地面に広がる。

「フィアッ!!」

　数回転がってやっと止まったテスフィアの姿に、思わず声を上げたアリス。

　およそ、紙を丸めただけの得物が放つ威力ではなかった。訓練上のダメージ置ち換かん値を考こう慮りよしても、魔物の攻撃にも匹ひつ敵てきするほどである。テスフィアの小柄な身体を吹き飛ばすには十分だ。この場で唯ゆい一いつ、それを客観的に見ていたアリスは、今のものが魔法による攻撃でないことを確信する。詠えい唱しようもなければ魔力が流れた様子もない。だというのに、紙束は人間を軽々と飛ばすほどの威力を持っていたのだ

　女性の顔を叩いてしまったことにかすかな罪悪感はある。だが、それも訓練場内では全て精神的ダメージに置換されるため、傷や痕あとが残らないことは想定済み。何よりも魔法師を目指す者にとって男女の力の差は無いに等しい。彼女を魔法師の端はしくれとみなして相対するからこそ、アルスは下位と見て手加減はしても、男女による扱いの区別はしない。




　僅かな静せい寂じやく。

　アリスがテスフィアに駆け寄ろうと一歩踏み出した時――。それまでピクリとも動かなかったテスフィアの手がわずかに震えた。ゆっくり顔を上げ、弱々しく立ち上がる。刀を支えに身体を起こすと、おもむろに頬へ手をやり瞠どう目もくした。

　まだ事態を正確に把握していないのだろう。一体何が起こって自分が吹き飛び倒れたのか、テスフィアの頭は混乱しているようだ。

「大だい丈じよう夫ぶフィア？」

「……え、ええ」

　盛大に吹き飛びはしたが、身体的ダメージはほとんどないはずだ。所しよ詮せんは紙束、魔力を付ふ与よしたからといって威力には限界がある。

　テスフィアは戦っている最中であることを思い出すとアルスを睨にらみつけて怒ど気きを込めて口を開いた。

「何をしたの」

「これで叩たたいただけだが」

「冗じよう談だん言わないで、今のは紙の感かん触しよくじゃなかった。硬かたい物で叩かれたみたいに……」

　もう一度、テスフィアは頬を触さわってその記き憶おくを思い出すと、怒気を滾たぎらせた。

　魔法師は魔力を目に映る光として視し認にんすることができる。同様にテスフィアの刀にも、魔力が通っていることを示すようにぼんやりと淡あわい光が纏われている。

　テスフィアを叩いたパンフレットも魔力で覆ったからこそテスフィアの攻撃を防ぎ、本来ありえない威力を放つことができたのだ。

　しかし、テスフィアからしてみればただの紙束で叩かれたと感じるのも仕方のないことだ。実際に、見た目はただの冊子にしか見えない代しろ物ものなのだから。

　アルスの圧あつ倒とう的てき技量によって最効率化された魔力付与。それを四桁魔法師とはいえ、新入生に過ぎない彼女が、気付くことができなかったのも道理だ。

　タイミングにしてもパンフレットが相手に接せつ触しよくする直前に覆っているのだから、傍はたから見ればただの紙束が、鋭利な刃を一いつ切さい通さない硬質な岩であったかのように映るだろう。懸けん絶ぜつした実力差があってこその妙みよう技ぎだ。

「お前が叩たたき落とした本を読めば、わかるんじゃないか」

　アルスは責めるように言い放った。テスフィアが叩たたき落とした本は、長年の弛たるまぬ努力の末、研究者達が到とう達たつした成果。そこから得られる叡智を冒ぼう涜とくすることは、魔法師としての道徳の問題である。

「くっ……」

「どうする降参するか？」

「何をしたかわからないけど、一回当てたぐらいで調子に乗らないことね」

「フィア！　もういいでしょ」

　アリスが宥なだめようとするが、予想通りテスフィアは意に介かいさなかった。怒いかりと連動するように身体から漏れ出る魔力量が増大する。

「何言ってるのアリス、偶ぐう然ぜん当たったぐらいで……すぐにあいつを倒してやるわ」

　テスフィアは大きく深呼吸すると、刀を目の前に突つき出だした。流れるような動作で刀身を二指でなぞっていく。

　刀身に刻まれた魔法式の文字列が、なぞられた端から淡く発光していった。

「フィア、それはやりすぎよ！」

　アリスはテスフィアが何をしようとしているのか、察したのだろう。だがそれもテスフィアには届かず、愛刀をなぞる指は刃は先さきまでを滑すべるように駆け抜ける。

　テスフィアは静かに刃先を真横へと向け、先せん端たんに魔力を集中させた。テスフィアの体内からＡＷＲを通り、次し第だいに僅かな光が生み出されていく。

　周囲から魔力の残ざん滓しを取り込むように一点に集約された魔力は、すでに魔法としての発動現象を起こしていた。

　――――パキパキッ。音を立てて空中に巨きよ大だいな氷ひよう塊かいが生み出される。そして刀を軽く斬きり下ろすように動かすと、氷塊の表層が砕くだけ、透すき通るような氷の大たい剣けんが姿を現す。

「【アイシクル・ソード】」

　魔法の固有名は基本的に大全に載のるため、その名はアルスも既き知ちとしている。しかし、さほど実戦的ではない古典的、旧式魔法のため、実際に直に見たのは、これが初めてだった。というのもこの魔法は大全に収録されているとはいえ、フェーヴェル家のお家芸、はたまた伝統魔法という側面があるからだ。

「凄すごいな」

　アルスが称しよう賛さんしたのは氷塊を生み出す技術だけではなく、そこから生まれた氷剣の造形についてもだ。実用性の点では無む駄だな部分が目立つ甘あまい造形だが、そこにはどこはかとなく、見る者の心を惹き付ける不思議な魅み力りよくがある。殺傷性に特化した魔法を考案してきたアルスにとって、本来あるべき魔法の美しさを体現しているようにも見えた。何よりも、それを新入生程度が扱える魔法ではないことへの、率そつ直ちよくな賛辞だった。

　それを聞いていたかはわからないが、テスフィアは無言で鋭するどく刀を振った。すると連動するように、氷剣がアルスへと剣尖を向けて、一直線に高速で飛来する。速いには速いが、アルスからしてみればそれでも緩かん慢まんで安直な攻撃。だから避けることは容易だった。

　この決けつ闘とうめいた模も擬ぎ戦で、アルスの目的はひとつ。テスフィアにこれ以上の干渉を許さないこと以上に、貴重な人類の叡えい智ち（アルスからすれば）を冒涜した不届き者への返礼をしなくてはならない。おそらくこれは、テスフィアが使える最高位の魔法だろう。その証拠に、発現にかなりの魔力を費やしたであろうことは、テスフィアのやや苦しそうな表情と上下に揺ゆれる肩かたを見ればわかる。

　揚よう々ようと真正面から迎え撃うつ。賭かけに出たわけではない。これほどの魔法ですらアルスからすればこの程度。

「ダメ――避けて！」

　青ざめた顔でアリスが叫さけんだ。テスフィアの暴走およびアルスの危機と見て、防ぼう壁へき用の魔法を詠唱していたらしい彼女だが、圧あつ倒とう的てきにスピードで間に合わない。現代ではＡＷＲによる詠えい唱しよう破は棄き機能の普ふ及きゆうで、新入生程度では詠唱慣れしていないこともあるが……途中まで紡つむがれていた詠唱は途切れ、悲ひ嘆たんの叫びに変わっていた。

　アルスは僅かに肺から息を吐はく。

　神経を、手刀を形作った手に集中させる。形成するは鋭利な刃、全てを断たち切る強きよう靭じんな鋼。薄らと手に纏った魔力量が増大し、手刀の先端から短い魔力の刃が形成される。絶えず流動し、放出される魔力が時間を止めたように鋭利な魔力刀を形作った。

　衝しよう突とつは一瞬、アリスが目を伏ふせ、テスフィアは、やり過ぎてしまったことへの後こう悔かいか、事を最後まで見届けようとする諦てい観かんか、どちらともつかない表情を浮かべてその時を待つ。

　だが、彼女達が予想する結末にはなり得ない。一瞬のち、アリスが目を開けたのは想像していた最悪の結果を見る覚かく悟ごが出来たからではなく、聞こえるはずのない破は砕さい音が鳴り響いたからだ。

　テスフィアに相対していたアルスは、平然と無事に立っている。その背後には真っ二つにされた氷剣が、綺麗な二つの断面に光を映して転がっていた。形成された魔力が断だん裂れつされたことによって形を保てなくなり、すぐにピシッと音を立て、罅ひびが入る。その罅が次第に大きな音を上げながら走り抜けた直後、氷の剣は砕け散るのではなく、元の魔力へと霧む散さんして消えていった。

「――――!!　そんな……」

　愕がく然ぜんと溢こぼしたのはテスフィア、一方でアリスは怪け訝げんな表情を浮かべつつも胸を撫なで下ろしていた。

　いったいアルスは何をしたのか？　理解できたのは遠目で観戦していた理事長ぐらいだろう。通常、魔力は魔ま法ほうを行使するための源に過ぎない。「それ自体」を何かの用よう途とに転用するなんてことは、常識的に理解の外。

　凡ぼん百ぴやくの魔法師はあるがままの既き存そんの世界に拘こだわり、新しく何かを生み出すことを厭いとう傾けい向こうにある。それは、魔法師と学者、それぞれに適材適所という免罪符を得た結果だ。魔物を倒すのは魔法師の役目で、そのための魔法研究は学者の役目だとして、固定観念に縛られる。故ゆえに想像の埒らち外がいな事象を目にすると、理解を拒こばむように分ぶん析せきや思考は他人任せになってしまう。

　アルスがやったのは緻ち密みつな魔力操作だ。基本は、魔力で武器を覆うのと同じ原理である。

　つまり、魔力で武器を覆った場合も、魔力が物質としての実体を付与することで鋭い切れ味や硬こう度どが得られるのだから、覆う箇か所しよから魔力を独立させて、物体の姿を形成することで、魔力刀を作ることも可能なのだ。だが、それも一いつ般ぱん的てきに言えば矛む盾じゆんする。そこには、アルスならではと言える抜け道がある。

　有機物に対しての親和性を有する魔力では、魔力刀の形成は現実的には不可能なのだ。そこには魔力を否定する叡智が秘ひめられている。ざっくばらんに言えば、こうだ。対象を覆った魔力から、いったん魔力としての性質を損そこなわせ、その上から魔力の重ね掛けをしているのだ。そうすることで下地にされた魔力が有機物に吸収されるという性質を失い、無機物の残滓として留まる。いわば魔力の性質自体を変化させる技術であり、後は魔力付与の応用で、無機物の残滓となった第一層の魔力の上に、新たな魔力の層を形成・固定する。それだけだ……だけ、なのだが……。
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　それは体内で生成される魔力を掌しよう握あくし、玄げん妙みようかつ自由自在に扱えるだけの魔力操作技能を要求されるということ。

　それができるのはアルスだけだろう。それは、魔力本来の使用法に基もとづく発想ではないのだから。本来ならば魔力は、あくまで魔法に使うエネルギーとして見るのが一般的であり、魔力そのものではなく、その結果として発現する魔法自体の習熟に専念するのが普通だ。だから、彼女等は気付けない。

　静寂の中。戦意を感じさせない足取りでアルスはテスフィアの傍まで歩み寄る。未だ目の前の現象に理解が及およばない彼女は間近に迫せまったアルスを見て慌てて身構える。しかし、まるで敵意もなければ戦おうという気配もない緊きん張ちよう感のなさ。それでも眼前で軽く振り上げられた腕による陽ひの陰りに、テスフィアは全身を強こわ張ばらせて目を瞑つぶる。

　アルスは左手に持ち替かえておいたパンフレットでやんわりとテスフィアの肩を叩いた。これで決着は着いた、という合図でもある。アルスは別にテスフィアを痛めつけたいわけではない。ただ、現実を教えただけ、余計なプライドを完かん膚ぷなきまでに打うち砕いただけだ。

　だから、仕上げは一分の隙もなく。

「俺が悪かった」

「――――!!」

　突とつ然ぜんの謝罪に面食らったテスフィアは驚おどろきのあまり言葉を失った。

　別にアルスが負けを認めたわけではない。あくまで謝罪である。勝敗は当のテスフィア自身が一番理解しているだろう。だから敢あえて明確にはしない。口には出さない。

「侮ぶ辱じよくしたいわけではなかったんだが、そう聞こえたのなら俺が悪かった」

　心から、と見える謝罪、アルスはテスフィアの前まで歩を進めて深々と腰を折った。単に誤解を解く意味合いもあるが、それ以上の思おも惑わくもある。とにかくこれで万ばん事じ解決するはずだ……テスフィアは求めていた謝罪を手に入れ、アルスとしては安いプライドを対価にこれ以上の干渉を防げる。お互たがいの要求を満たすことができたのだから、後あと腐くされなく終わりを迎えることができるというものだろう。

「……そっ、そお？　私もムキになって悪かったわ」

　思いもよらない言葉に曖あい昧まいな相あい槌づちを返し、意外さを残した表情でテスフィアも謝意を示す。意固地な一面もあるが、テスフィアという人間は、本来は物分かりの良さや品位を持っているらしい。だから、釈然としない終わり方を迎えたとしても謝罪を無下にはしない。

「じゃ俺はこれで失礼するよ」

「ちょっ……」

　テスフィアの脇を通り過ぎる寸前、アルスは袖そでを掴つかまれ、面めん倒どうくさそうに振り向く。

「なんだ」

「……どうやったの」

　テスフィアは弱々しく視線を逸そらして問いかけた。得意魔法や秘術についての詮せん索さくは、たとえ同じクラスメイトだろうと避けるのが、魔法師同士の暗あん黙もくの了りよう解かいだ。魔法師の雛ひなである自覚があるからこそ、その声こわ音ねには強制力が欠けた。

　疑問を感じたのはテスフィアだけでなくアリスも同様だったようで、彼女はさりげなく会話が聞こえる範はん囲いに近づいており、耳をそばだてるようにしつつ口を噤つぐんでいる。

　２、３回振りほどくよう軽くに腕を引いてみるが、かなり力が込められているのだろう、その手はびくともしなかった。

　アルスはどうしたものかと客席の一角へと視線を投げてみる。あまり期待はしていなかったが、独断で決められることでもない。結果的にこの技の種を明かしてしまえば、順位を詮索されかねないからだ。状じよう況きようを察したのか、理事長はしれっと姿を現してワザとらしく手を打ち鳴らして称賛した。

　テスフィアとアリスの視線が必然、大きな拍はく手しゆを行なった理事長へと向く。

「「理事長!!」」

　彼女は拍手を止め、３階分の高さの観戦席から軽々と手て摺すりを乗のり越こえる。着地の瞬間に下降が和やわらぎ、一瞬ふわっと浮いたような動きを見せ、やんわりと降り立つ。

「さすがフェーヴェル家のご息女、レベルの高い模擬戦を拝見させていただきました」

　現に通っている学院の理事長とはいえ、その経歴は魔法師を目指す者にとって憧あこがれの的だ。だが、アルスは姿を現した理事長の真意を読めずにいた。

　そんな怪訝な視線をよそに、ここは任せろとばかりに前に進み出るシスティ理事長。

「新入生にして上位級魔法を会え得とくしているとは」

「……ありがとうございます。それより何故理事長が？」

　当然の疑問だ。最初こそ、己おのれの敗北を理解していたテスフィアは苦い顔をしたが、それも一瞬。元シングル魔法師から技量を褒ほめられれば、少女の表情が嬉き々きとしたものへと一変するのも仕方のないことだ。

「それはアルス君に訓練場の貸し切りを頼たのまれたからですよ。その流れで、私も見学に」

「――――[image: ]　理事長！」

　あっさりとばらされたことに、さすがにアルスも一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいする。今度は二人の視線がアルスへと集中し、さらに年とし増まの含むような視線も加わる。

「アルス・レーギンだったわね。あなた何者？　私のアイシクル・ソードをものともせず両断して見せたし……」

「彼ならばそれぐらいは造作もないでしょう。私が見に来たのはあなたの身を心配したからなのですから」

　満面の笑みを浮かべてテスフィアにそう語る理事長。アルスはさきほどの視線を受け、彼女にこの場を委ゆだねることにした。そもそも順位を秘ひ匿とくするようにとの指示は学院側の要求であって、アルス本人は実のところ、そこまでこだわっていないのだ。自分の時間さえ確保できるならば、だが。

　しかし、話の流れから、不ふ穏おんな予感はある。

「どういうことですか!?」

　そう核かく心しんに迫ろうとしたのはテスフィアだが、いつの間にかテスフィアの隣まで来ていたアリスにとっても同様だ。それは二人の共通疑問だった。

「まぁ見てもらったほうが早いですね」

　理事長はアルスへと向き直って、懐ふところから一枚のカードを取り出す。

「ライセンスですか？」

「えぇ、これをアルス君に渡わたすようにと。軍から今朝届きました」

「…………」

　真っ先にカードの正体に気付いたアリスが理事長へとわかりきった質問を投なげ掛かけ、わかりきった回答が返される中、二人は軍という言葉に小首を傾げる。

　だがアルスは、理事長の意図に、大凡おおよその見当を付けていた。だから渡される瞬間に、理事長の指がカードに記されたランク・順位の項こう目もくに触ふれても特段驚きはしない。

「「――――!!」」

　ライセンスから純じゆん粋すいな魔ま力りよくの光が漏れ、液えき晶しよう画面のようなホログラムが空中に映し出された。立体映像として現れた薄うすい画面には１／１１９５５０とそっけない一桁が浮かび上がっていた。

「うそっ!!」

「――――!!」

　思わず上ずった声を発したテスフィアと、声すら出てこないアリス。

「わかったかしら」

「……えっ！　……え、こいつが……でも……」

　器用に顔だけを理事長へと向け、震える指でアルスを差すテスフィア。一桁魔法師、十万人以上いる魔法師でも九人しかいない存在。その中でも最強の一番。それは現魔法師の頂点だ。言いかけた台詞せりふが言葉にならない呻うめきになってもおかしなことではない。

「ふふっ……面白おもしろい反応ね。私も彼かれのプロフィールを見たときは驚いたわ。その功績にも、ね」

　表面上明るく振る舞まうシスティであったが、思い出すだけで気持ちが沈しずむのは避けられない。彼女の立場ならば容易に感じ取れる、彼にのしかかった重責と孤こ独どく。それは、胸を締しめ付けられるほど過か酷こくなものであることに違ちがいないのだから。

「えっ、だって同い年……」

　未だにテスフィアの指はアルスの顔面に向けられている。一いつ般ぱんに、魔法を本格的に学ぶのは学院に入ってからだ。無論テスフィアのようなエリート貴族など、一部例外はある。アルスに関して言えばその枠わくすら超こえた、例外中の例外でもあるのだが、普通は魔法師としての真の才覚が開花するのはどれだけ早くても卒業後からなのだ。

　だからなおのこと、一桁魔法師が自分と同じ歳としであるはずがないと、テスフィアの表情が言外に告げていた。

　しかし、現にライセンスに表示される【１】という数字が圧倒的な存在感を示し、それを裏打ちするように理事長までもが追つい認にんしているとなれば、現実を疑う余地など微み塵じんもない。驚きのあまりまともな言葉を紡げないテスフィアとは対照的に、アリスは少し冷静さを取り戻もどしていた。別に自じ慢まんしたいわけでもなかったが、アルスはやや疑問に感じて尋たずねる。

「アリスはあんまり驚かないんだな」

「……え、はいっ！　何か」

　十分驚いていた。敬意混じりの反応。これまでの砕けた言こと葉ば遣づかいはどこへやら。

「そんなに畏かしこまらないでくれ、逆に俺が困る」

「……う、うん」

　すぐに照れたように、やや崩くずれた表情へと変わるが、それでもまだ少し堅いようだ。

「アルス君は例外よ。今回のいざこざの原因が何かはわからないけど、彼は第一線で多大な功績を残しているから……貴方あなた達たちとは価値観が違いすぎるのかもしれないわね」

　そう理事長に言われ、ジト目になって、アルスを訝いぶかし気げに見つめるテスフィア。

　完全に疑わしいと言わんばかりの視線がアルスを差す。理事長よりも上の順位であるアルスに対してこの態度は、さきほどまで憎にくむべき相手だったから、というだけではないだろう。そんな、らしいといえばらしい態度を見せる彼女は放っておいて。

「それより、順位を秘匿するように言ったのは理事長だったはずですが」

「気が変わりました。この二人には教えてもいいと思ったのよ。これも何かの縁えんなのかもしれないわ」

　何故なぜ、というアルスの疑問は、理事長の気まぐれという理屈もへったくれもないもので片づけられた。

「二人も、他の生徒や先生方には口外しないようにね。学院の生徒に処しよ罰ばつを言い渡したくないわ」

「……はい」

「わかりました」

　妙みような脅おどしが含ふくまれていたがテスフィアは未いまだに釈しやく然ぜんとしない様子で返事をし、アリスは機械的な動作で頷いて即そく答とうした。言げん質ちを取った理事長は続ける。

「アルス君、あなたが研究をしているのは何故かしら」

　突然の問い、しかしその口ぶりは真相をすでに知っているかのようだった。敢えてアルスの口から言わせようとしているようだが、その目的はこの二人にも聞かせるためだろう。

「自分が楽をしたいからですが」

「「……!!」」

　二人は茫ぼう然ぜんとし、理事長はやはり、と訳知り顔で溜ため息いきを溢した。アルスの功績は年ねん齢れいを差し引いても異常だ。そのことは、当然理事長も把は握あくしている。

　十六歳から大人として扱われる現代で、アルスは現在まさにその十六歳なのだ。魔法師は学院を卒業してから一人前と認められるのが一般的だ。つまり、世間では子供として定義される歳に、アルスはすでに幾いく度ども魔ま物ものの跋ばつ扈こする外界へと放ほうりだされている。それが異常でないはずがなかった。

　軍上層部の考えは、常に魔物からの生存圏けん防衛と領土の奪だつ還かんが第一優先だ。戦せん闘とう力りよくの高い魔法師を遊ばせてる余よ裕ゆうなどないのだ。幼少の頃ころより軍事教育を施されて育ったアルスは優秀すぎる魔法の資質もあり、すぐに実戦投入された。

　その結果としての功績。アルスが先日、退たい役えきを申し出たのも致いたし方かたないとシスティは考えている。国営である第２魔法学院に入学させるようにと通達が軍から下されたとき、実は理事長には同時に、別ルートから密ひそかに相反する意向も届いた。人類のためにと聞こえの良い理由で、いずれはアルスを戦場へ戻せないか、との意向がそれだ。さすがのシスティも憤いきどおりを覚えて机を叩いたほどだ。

　前線の魔法師達の負担を軽くするため、優秀な後こう継けいを学院から数多く輩はい出しゆつしてきたのに、業ごう突つく張りな軍の上層部は、たった一人の優秀すぎる魔法師に依存しきっている。もちろん彼のおかげで教え子たちは危険な地へと赴おもむく機会が減り、魔法師の死者数が激減している事実もある。そのとき、やりきれない複雑な気持ちがシスティの胸によぎったものだ。

　アルスの願いをシスティは理解していた。頭の良すぎる新入生の大人顔負けの計画を。

　だから今は、アルスをいずれは軍に戻したいという軍からの指示を一いつ旦たん隅すみに追いやって、アルスに耳打ちする。後ろから抱だき付つくように腕を回し、体を密着させた。扇せん情じよう的てきにも見える光景はシスティが一方的に作り出したもので、アルスは意図が絡からまない行こう為いに関心を寄せない。耳の傍で甘いささやき声が響いたが、アルスは無関心に目だけをそちらに向けた。もちろん、テスフィアとアリスは、一桁魔法師の内ない緒しよ話ばなしに口を挟はさめるほど度胸は据すわっていない（主にシスティに敬意を払はらってのことだが）。そのささやきはこう告げていた。

「ならば魔法研究だけでなく、彼かの女じよ達にも強くなってもらったら楽できるんじゃない？」

　アルスは苦く笑しようした。それこそ理事長が二人にアルスの順位を明かした本当の理由だったのだと察したからだ。もちろんシスティにも打算はある。いくら有望な彼女達でも彼の代役は演じられないだろう。軍が彼を執しつ拗ようなまでに前線へ戻そうとするのならば、彼が少しでも戦う意味を見出せるように、絆きずなが持てる相手を育てるのも悪くない。

　システィが、アルスにそれほど感情移入する理由はきちんとある。まだシスティが軍に居た時……八年ほど前の話だ。彼女は幼きアルスと会っていた。

　ただ、アルス本人はその時のことを覚えていないようだったので、システィも今のアルスに、それをあえて知らせようとはしなかった。彼にとってもあまり良い記憶ではないはずだから。

　アルスはテスフィアとアリスを一いち瞥べつした。確かに彼女達は学院内でもズバ抜ぬけた才能を持っているのかもしれない。たとえ正式な魔法師への昇しよう格かくを間近に控ひかえた三年生を相手にしても、勝てないまでも善戦できる程度には。けれども……。

「ダメですね。彼女達では俺が楽できません」

「それは、この学院生活を普通に過ごし、そのままで卒業した場合でしょ」

「…………俺にどうしろと？」

　それがどんな提案であれ、結果的に己の魔法研究のための時間が割さかれる気しかしなかったが、それでも理事長の次の言葉に耳を貸す。わずかながらも、自分が楽をしたいがための、その計画の一助となる可能性を感じないでもなかったから。

「あなたが彼女達を、実戦で戦えるように指導してみたら」

「無理です。そんな素養は持ち合わせてませんよ」

　もちろん謙けん遜そんではない。人に何かを教えたことなど生まれてこのかた一度としてないのだから。しかし、理事長はそう考えなかったようだ。

「大丈夫よ。こと戦せん闘とう技術に関して言えば、あなたの右に出る者はいないわ」

　さらに耳元へ、甘い香かおりと共に魅み惑わく的てきな唇くちびるが近づき、回された腕に少し力が入った。

　それを見たテスフィアとアリスが、どこか漂ただよう不道徳さの気配に、ほんのり顔を紅潮させる。決して強制ではない。だが、そこには拒めない意志が込められていた。

「研究の合間程度でいいなら」

　渋しぶ々しぶ折れるしかなかった。この学院で実権を握にぎる理事長の意向を無視すれば、今よりもさらに貴重な時間を浪ろう費ひすることになりかねないのだから。それに、面倒ごとも意外にないかもしれない……アリスはともかく、テスフィアはその性格からして、素す直なおに教えを乞こうようなたまではないだろうという希望的観測。

「そう言ってくれると思ってたわ」

　回されていた腕うでが解けていく。今のやり取りで、少なくとも学院にいる間は歴然とした上下関係が確定してしまった。伊達だてに歳は取っていないということだろうか。さすがに駆かけ引ひきでは理事長が一枚も二枚も上手だと、アルスは感じた。システィ理事長のおかげで「これ以上干かん渉しようしてこない」という、決闘前にテスフィアに出していた条件は反故にされたも同然だ。

「もう行ってもいいですか？」

　かすかな敗北感を胸に、アルスは一刻も早くこの場を立ち去りたかった。これ以上、さらに時間を割かれるような事態を避けるためにも。

「取り敢えずはね」

「……取り敢えずですか」

　さらなる厄やつ介かい事の予感にうんざりしながらも、丸めたパンフレットを理事長に返へん却きやくして、アルスはとぼとぼと訓練場の出口へと歩き出した。

　テスフィアとアリスの脇わきを抜けると二人がそろって、興味深げに顔を向けてくる。何か言いたそうにテスフィアが口を開きかけたが、結局、声を発することはなかった。その代わり、彼女の言葉の行き先は虚こ空くうへと向かった。小さく理事長にも聞こえるように

「あんなのが１番なんて世も末ね」

　ぽつりと独り言のように溢したテスフィア。それも、自分が楽をしたいがために前戦を退いたというのだから。許しがたい怠たい慢まんだとテスフィアは感じていた。

　――瞬しゆん間かん、小さな身体からだがビクッと反応する。凍いてつくような殺気がテスフィアに向けられたからだ。それを発しているのはシスティだ。魔ま女じよと呼ばれた元シングル魔法師の力……その一いつ端たんが新入生を襲おそった。

　彼女等から遠く離はなれていく途と中ちゆう、背中に感じた殺気の余波。アルスは大人げないと思いながらもその歩みを止めることはしない。

　残された二人。テスフィアだけでなく、アリスの背中にも同様に怖おぞ気けが走っていた。理事長の顔を直視できないほどに。テスフィアは、自分が理事長の怒りに触れたことは間ま違ちがいないと本能的に理解したが、原因まではわからなかった。どちらかというと、恐きよう怖ふで思考が回らなかったというほうが正しいが。

「彼にもいろいろあるのよ」

　小さな溜ため息いき一つを漏もらした後、緊きん迫ぱくした空気を打ち破ったのはシスティ本人だった。彼女は苦笑気味に、テスフィア達に告げる。

「あなた達が魔法師として上を目指すのであれば、彼に教えを乞うことね。彼にはちゃんと言っておいたから遠えん慮りよなく魔法を極きわめなさい」

「「――――!!」」

　驚きつつも、テスフィアは素直に喜べない。彼女にはまだ、アルスの凄さが実感できないのだ。さきほどの殺気といい、彼よりもよっぽど理事長のほうが凄く感じるのだから。

　だがアリスは。

「えっ！　本当にいいんですか？」

「――!!　アリス、でもあいつに教わるのよ」

「凄いじゃない。最強の魔法師に教われるのなんて、私たちだけなんだよ」

　魔法師の頂点に君臨する存在に直接指導してもらえるなど、常識的に考えればあり得ないほどの幸運だ。二桁けた魔ま法ほう師に対してすら、そんな機会を持ってもらうことは難しいだろう。自身が軍に所属し、その中で彼かれ等らと肩を並べるほどの実力を身に付けるなどしない限り、お近付きになることすら難しい。

「そうだけど……」

　テスフィアの中には、未だ現実を受け入れられずにいる自分が存在していた。彼女とて、貴族の名に恥はじない順位の魔法師を志しているのだ。一桁シングル魔法師とまでは夢を見ていないとしても二桁に近いぐらいの順位は目指したいと目標を立てている。

　絶好の機会に違いはないのだが、どうにも釈然としない。一桁シングル魔法師とはいえ、目の前で啖たん呵かを切ってしまった行いき掛がかり上、テスフィアの心情としては百歩……二、三歩譲ゆずってもまだ、アルスと師し弟てい関係にある自分が想像しがたい。

「無む理り強じいはしないわ。でも、彼に教わることで得られるものは必ずあるはずよ」

　テスフィアの分かりやすい表情に、システィは子供を諭さとすように口を開く。

「理事長に教わるわけにはいきませんか？」

　テスフィアは縋すがるようにそれが一番の希望だとばかりに、きっぱりと言い切った。もちろんシスティは理事長という要職にあるため、彼女も本心からそれが可能だとまでは思っていない。アルスに教えを乞え、と言われているのも、彼が学生という立場だからだ。

「私はこれでも忙いそがしい身なのよ。それに無理を聞き入れたら、あなた達だけ特別というわけにもいかなくなっちゃうじゃない？」

「そう……ですよね」

　わかっていただけにテスフィアは二の句が出て来なかった。




　◇　◇　◇




　アルスは自室へと戻るとすぐに資料を読みふけった。消費した時間を取り戻すために研究に没ぼつ頭とうするつもりだったが、どうも手に付かなかった。それも理事長が、あの二人に戦い方を教えろと言い出したからだろう。実際アルスはその提案にそれほど乗り気ではない。それどころか、すでに嫌いや気けが差してさえいる。仮に指導をするとしても、自分ができることはそれほど多くはないと思っていた。実戦で働ける魔法師を育てるならば、実際に魔物と戦うのが最も効率が良い。アルス自身そうして経験を積んできたのだから。

　どんなに強力な魔法が使えるようになっても、実際異形の魔物と相対した時に何も出来ずに蹂じゆう躙りんされるなんて事態は稀まれですらない、よくあることだ。魔法師の数は多いが初の実戦に投入されても怯ひるまない、真の気骨ある魔法師はその半分程度だろう。

　死への恐怖や怯おびえは魔法を行使する上で妨さまたげとなる感情だ。魔法師は常に冷静でいなければならない。どんなに絶望的な状況になったとしても、己の可能性を信じられるなら希望は残る。自身を信じられなくなることこそが本当の絶望なのだ。

　魔法師の最大の武器である魔法が戦せん闘とう中に発動できなくなる。それは魔法師としての未熟さ……いや、欠けつ陥かんだ。彼女達は魔法は技術を高めることで研けん磨まされていくと信じているが、それはそもそもの魔法師としての精神的適性を度外視した見方だ。

　安やす請うけ合あいだったと自己嫌けん悪おせずにはいられなかった。さらに本当に今さらだが、自分がそれによって楽ができるとは到とう底てい思えなかったのだ。

「まいったな」

　恐おそらくテスフィアは頭を下げてこないだろうとは思っていたが、あの様子だと、アリスは十中八九、自分に教えを乞いに来るだろう。アルスからすれば、面倒なことこの上ない事態だった。




　翌日、アルスが教室へ入ると、昨日と同じように無礼な視線が浴びせられた。扉とびらを開けるまでは聞こえた話し声が、一いつ瞬しゆんにして沈ちん黙もくへと置おき換かえられた。

　尖とがった視線を向けてくるのは主に男子生徒に限られている。敵意を剥むき出しにしてこない女子生徒のほうが、よっぽど何を優先すべきかが見えているということだろう。こういった男女の文化差が実戦での立ち居振ふる舞いには顕けん著ちよに現れることもある。それでもあからさまな嫌いやがらせがない分、まだマシというものだ。

　こちらへ向いた視線の中にテスフィアのものが交じっているが当然無視する。それにはすでに敵意が含まれていないだけ、収しゆう穫かくはあったということだろうか。だがそれに加えて、何かしらの期待めいたものが乗っている気がする。嫌な予感がするが、それは気のせいであって欲ほしい、などと願ってみたりしてしまう。

　ともあれ、視線程度では動じないアルスはマイペースに自分の勉強を始めた。今日の科目はほとんどが座学だ。本来はその都度教室を移動したりと慌あわただしいのだが、アルスは興味を持てる授業がなかったので、出来る限り教室を移らないで済むようにしている。

　三限目、昼食の前の授業。それが幸か不幸か……といえば、不幸だと断言せざるを得ない。なんと、これまでの授業の全すべてがテスフィア、アリスと被かぶっていた。以前の優等生ぶりはどこへやら、授業中ですらテスフィアの視線がチラチラとアルスに刺ささる。今も、最さい後こう尾びにある席の端はしから、生徒数人越しに彼女のそれが突き刺さってくる。さすがのアルスもこうまで頻ひん繁ぱんだと、気になるというのを通り越して苛いら立だちが募つのるというもの。

「おい！」

　アルスがテスフィアに向けて放った呼びかけは、不幸にも教師が耳みみ聡ざとくキャッチし、質問に対し反応したものと勘かん違ちがいされてしまう。まさに負の連れん鎖さだ。

「君は……君がアルス君か……そうかそうか」

　教師は名めい簿ぼに視線を落とすと得心したように一呼吸分の間の後。

「じゃあ、アルス君に答えてもらおうか」

　と、彼は液晶に映し出された問題文の一点を差し示した。今が魔物に関する授業中なのはスクリーンに映された異形の映像でわかるが、アルスは授業自体を最初から現在に至るまで一いつ切さい聞いていなかったため、質問の流れと意図を推察しなければならなかった。ただ、どの道やっていることは初歩の初歩。豊富な知識を有するアルスからすれば難題にはなり得ないはず。ざっと見た限りでは、魔物の発生やその脅きよう威いに対する講義らしい。アルスは手に持った本にしおりを挟んで立ち上がった。

「魔物は百年ほど前に突とつ如じよとして現れました。発生原因については諸説ありますが、追おい詰つめられた現在、人類の技術や知識ではどれも確証を得る手段はありません。ただ、魔物の侵しん攻こうには、当時の技術では対処できず、近年、魔法の軍事転用に成功したことでようやくそれを妨げることに成功しました。魔物は強さ――脅きよう威い度どによってレート分けされています。ＦからＳＳまでの八段階です。過去ＳＳレートが確かく認にんされたのは五十年ほど前の一度だけです」

　質問の流れや意図は不明なままだが、初歩的な授業ならこれで十分だろうと、アルスは腰こしを下ろそうとした。しかし、答えが予想と反したのか教師は不満げな様子だ。

「それだけでは不十分だ」

　映し出された液晶画面が切り替わり、今度は数種類の魔物が映し出された。映像の端には「討とう伐ばつ」とこの画像についてのテーマが記されていた。

　アルスの口から溜息が洩もれる。これ以上は初歩の授業では無意味と判断したから、あえて適度なレベルまでの回答で区切ったのに……講義の進行手順が狂くるうのは教師も本意ではないはずなのだが。彼はすでにアルスの謎なぞめいた待たい遇ぐうについて、やっかみ半分の対たい抗こう心しんを燃やしており、この問答からは教師が生徒を教え導く、という意味合いは失われている。むしろその教きよう鞭べんという名目の悪意の鞭むちは、アルスに対してのみ振りかざされている気配だ。

「レート別に軍では二桁、三桁、四桁魔法師を派は遣けん、討伐部隊の編成を振り分ける。基本的には四人以上で一隊を組む場合がほとんどだ。これは予測し得ない事態に遭そう遇ぐうした場合を想定して最低限の隊列を維い持じするための人員と言える。Ａレートならば二桁が大半を占しめる隊を編成、Ｂ・Ｃレート級の魔物ならば三桁魔法師メインの編成に二桁魔法師が隊長として据えられる場合が多い。それ以下のレートになると三桁魔法師以下を中心に、という振り分けが一般的だろうな」

　すでに敵意を察したアルスの口調は、教師と生徒という関係上で使う敬語混じりのものではなくなっている。置いてけぼりをくらった生徒達たちは呆あつ気けにとられている。全員がアルスに視線を体ごと向けていた。そんな教室内で教師だけは歯を擦すり合あわせながら頬ほおを引き攣つらせている。

「で、では一桁、シングル魔法師の要よう請せい基準はどのようになっているのか答えなさい」

　必死さが伝わる眼つきや表情は、彼が教師たる矜きよう持じを守りたいからなのか、アルスをやり込めて溜りゆう飲いんを下げたいからなのか。ちなみにシングル魔法師に関する情報は表向き秘匿されているため、本来なら学生程度では知っているはずがない。しかし少なくとも現げん役えきのシングル魔法師相手にする問いではないだろう。テスフィアは興味に彩いろどられた視線を向け、アリスも答えを期待しているのか身体ごとアルスの方を注目している。

「九人しかいないシングル魔法師は階級的には将官と同格とされ、彼等への命令権は総そう督とくにある。通常はＳレート以上と定められているが、討伐任務では総督から命令が下らない限り自由に動け、遊ゆう撃げき隊たいと呼ばれることもある。他の魔法師との違いを挙げるとすれば、シングル魔法師の任務は枝葉の魔物の撃げき滅めつより、国土の奪還と拡大を主とされている点だ」

　あんぐり口を開けっぱなしの教師のまぬけ面は、今の説明に不足がないことを証明していた。アルスは映し出されたレート別の魔物の画像に視線を戻し。

「話を戻すが……魔物は魔力を喰くらうことで強さを増す。だから魔力を有する人間を狙ねらうわけだ。魔物自体にも、人のそれとは異質だが魔力を生成する器官が備わっているため、共食いも珍めずらしくない。魔物のレートは八段階と言ったが、これ以外にも変異レートという特とく殊しゆな魔物が存在する。これは二体以上の魔物同士が同化し、もしくは共食いや人間を喰らうことで稀に生まれる。正確なレート判別は難しく、個体別のレートを足し合わせることで推測のレートを割り出す。つまり討うち損じた魔物が強大化し、次回はレートを上げさらに凶きよう悪あくとなったそいつと相対するハメになる、なんて不幸もままある」

　ここでアルスは唯ゆい一いつ、余計なことを口走った。

「そのためレートの低い魔物でも共食いなどを繰くり返かえし魔力を吸収することでレートが変化する。レートの高い魔物は防ぼう護ご壁へきを警けい戒かいしなくなる。現在は７カ国の中心に聳そびえる『バベル』から広がる防護壁によって魔物の侵攻を妨げているが、その防護壁の相対的効力は年々弱まっているというのが、研究者達の主な見方だという話で……」

　そう続けようとして辺りを見み渡わたすと、教室内全員がアルスの話す内容に耳を傾かたむけていた。これ以上はおそらく教師とて知り得ない極ごく秘ひ事じ項こうの領域だろう、と気づく。

「先生、もうよろしいでしょうか」

「……あ、あぁ、座すわりなさい」

　アルスは冷静を装よそおいつつ静かに着席した。周りから感かん嘆たんの声が漏れ聞こえる。

　そう、魔物の侵攻を妨げてきたバベルの防護壁は年々弱まっているとされる。その説明としては、新たに領土を奪還・拡大すれば、防護壁も同様に拡大させなければならないからだ、と言われていた。そうすると何が起きるか。守る領域が増え、相対的に防護効果が弱まるのだ。以前は弱い魔物は七カ国の領内に近寄ろうともしなかったが、だんだんとその傾けい向こうは薄れつつある。特に、防護効力の弱いところからはＢレート級の魔物すら侵しん入にゆうしてくる始末だ。これは軍内部でも一部の者にしか伝えられていない。もちろん近年、侵入した魔物に対処するための出動回数が増えていることに気付かない魔ま法ほう師はいないだろうが、そんな彼等も、誰だれ一人ひとりとしてその憶おく測そくを口に出すことはしない。

　アルスはその情報に少し触れてしまったことになるが、アルスの順位が秘匿されている以上、いち学生の与よ太た話程度で、受け流されるだろう。だが、アルスの隠かくされた地位を知っている者……テスフィアとアリスの表情は青白いものになり、アルスを見つめるどころではなくなっている様子だった。アルスは内心しまったと思ったものの、とりあえず二人の厄介そうな視線が止やむのなら別にいいかと、放置することにする。

　しかし……。

　授業が終わり昼食の時間になると、テスフィアが近寄ってきた。彼女は強ごう引いんに袖を引っ張り、アルスを屋上へと連れ出してまった。その後ろにアリスもしっかりと付いてきている。男子一人と女子二人、傍はたからするとキャッキャウフフな展開に見えなくもないが、テスフィアとアルスの組み合わせでは、また揉もめ事ごとかと思っている者がほとんどだろう。幸い授業が終わった直後ということもあり、屋上には誰もいなかった。テスフィアは力強く扉を開けると、掴んでいた袖を放るようにして、アルスを扉の向こうへ押おし込む。別にそういう意図ではないだろうが、自然、扉を背にしたテスフィアとアリスが、アルスの逃にげ道みちを塞ふさぐ形になった。

　開口一番。

「さっきのはどういうこと」

「なんのことだ？」

　彼女に強引に連れ出した非礼を詫わびる様子はなかったが、アルスが気を悪くすることはない。それも自分が余計なことを口走った代だい償しようだ、と諦てい観かんまじりに受け入れている。

「さっき、バベルの防護壁が弱まってるって」

「そんなこと言ったか？」

　やはり失策のツケが回ってきたとアルスは軽い頭痛を覚えたが、ここは一応とぼけてみせる。というか選せん択たく肢しは実質その一択だ。

「言った!!」

　断言するテスフィアの剣けん幕まくに、肩かたを竦すくめざるを得ない。

「アルス君、本当なの？」

「だったらどうする。お前たちには関係ないだろう」

　言葉を濁にごしたつもりだったが、アリスはそれでかえって確信を得たようだった。悲痛な面おも持もちで顔を上げる。吹ふき上あげられる風に栗くり色いろの髪かみを揺ゆらしながら颯さつ爽そうと一歩踏ふみ出し、彼女は決意を表した。

「関係なくないよ。私たちだって魔物と戦うために魔法師を目指しているんだから……そんな寂さみしいこと言わないで」

　アリスはどこか、覚かく悟ごと悲ひ壮そう感かんを漂わせながら言い切った。だが、それは未だ遭遇したことのない未知のモノに対しての妄もう言げん。実体・実感を伴ともなわない、仮かり初そめの意気込みに過ぎない。だが、今いま更さら取とり繕つくろったところで手て遅おくれだろう。

「だから、なんだ。今すぐお前ら程度がどうこう出来る問題じゃない」

「それはそうだけど……」

　アルスは厳しい言葉を含めたが、そこまで強く言わなければ食い下がられるだけだ。お前達たち程度などと言ったが、アルスの実力を知った今なら突つっ掛かって来る筈はずはない。二人には冷静に彼ひ我がの実力差を認め、ままならぬ現実に歯を食いしばってもらうしかないのだ。

「違うわ!!」

　テスフィアが真っ向から否定した。昨日のように無む鉄てつ砲ぽうかつ感情的に喧けん嘩かを吹っ掛けてくる感じではなく、真しん摯しな瞳ひとみでアルスの乾かわいた思考に反はん駁ばくしてくる。

「時間がないならなおさら、学院にいる三年間を悠ゆう長ちように過ごすのは魔法師として恥ずべきことだわ。何時いつ何なん時どきでも戦えるように備えておくべきではなくて？」

　その赤髪は光に照てり映はえて、瞳は真しん剣けんそのものの輝かがやきを有している。無む茶ちやを言う、と感じながらもアルスはどこか、そんな姿に新しん鮮せんな感覚を覚える。だがその次にどうだとばかりに人差し指を突きつけられ、その尊大さに苦笑したときには、そんな一瞬の感かん銘めいは綺き麗れいに消え去り、年相応で負けん気だけが強い少女の姿のみがそこにあった。

　考えてみれば、さっきのような物言いが出ること自体、つまりはこれまで悠長に構えていたということの証だ。無論、これで実力が伴っていれば言うことはないのだが。

　魔物も見たことない学生風情が、などと内心では揶や揄ゆしてみたものの、その意識の高さは彼女の感心すべき美徳ではある。あるが……

「そういうわけで、私達を魔物と戦えるようにしなさい」

「いやだ」

「「――――!!」」

　反射的にきっぱりとアルスは即答した。傍から見れば彼女の態度は、人に何かものを頼たのむときの言い草ではないのだから当然だ。

　それでもそれはテスフィアとしては、己のプライドとの葛かつ藤とうの中、恥はじを忍しのんで選んだ結果の頼みごとだったのだ。だから断られるとは微塵も思っていなかったのだろう。目を白黒させて絶句した姿は、まさにぽか～んの形容詞が見事に当てはまるもの。唖あ然ぜんとしてしまい、魂たましいの抜け殻がらのようになってしまっている。

「アルス君、お願い」

「……考えてやる。理事長にも頼まれたしな」

「――――!!　ちょっ！」

　アリスが頼むと回答に一考の余地が生まれたことに、我に返ったテスフィアが耳聡く気付き、断固抗こう議ぎしてくる。

「なんでアリスならいいのよ!!」

「お前、貴族だか何だか知らんがものの頼み方を知らないのか」

「っ……」

　真っ当な指し摘てきに、テスフィアは反駁することができなかったようだ。今は、これでまた貴族を侮ぶ辱じよくしただのと難なん癖くせを付けられることはなさそうなのが救いだ。その証しよう拠こに何か言おうとしたテスフィアは、結局その言葉を呑のみ込まざるを得なかったのだから。

「そもそもお前達程度に時間を割くのは勿もつ体たいない！」

　学年でも疑いなくトップクラスの順位を示した二人でも、シングル魔法師相手では言い返すことはできないはずだ。

「……でも、理事長はアルス君が面めん倒どうを見てくれるって」

「…………」

　上うわ目め遣づかいに見上げてくるアリス。その澄すんだ瞳が熱意と期待を込めて瞬またたかれ、いやに眩まぶしく陽光を反射する。重ねて憐れん憫びんを誘さそうというか、妙にしおらしい姿がちょっとずるい。それに、確かに一理はある。理事長にも頼まれたのは事実であり、それに半ば引き受けた、とも取れる返答をしたのは自分だ。

（やっぱり早計だったな）

　と頭を振りつつ。

「確かに言った……かな……まぁいい、で、お前はどうすんだ？」

「へっ!?」

　アリスの意思は聞いたし、実際に本人から頼まれてもいる。だが、赤毛の少女はムスッとしたまま頬を膨ふくらませているだけなので「やり直し」を要求する。

　テスフィアは一拍ぱく遅おくれて姿勢を正す。チラリと視線を外し、内心のプライドと折り合いをつけているのか、頬を赤くした。胸に手を置き、ふぅ～とひと息ついた後、片足を引き華か麗れいに頭を下げ。

「どうか私にご教授いただけないでしょうか……」

　そしてクイッと顎あごを上げて上目遣いに何回も目を瞬かせた。

「…………」

　アルスはその姿を、無表情を装って見下ろす。なんと空々しい光景だろうか、そもそもアリスの成功例の二番煎せんじ感が凄すさまじい。数十秒ほど沈黙していると、精神的に疲つかれたのか羞しゆう恥ち心しんゆえなのか、彼女の視線が横に逸それ、頬が再びみるみる紅潮していく。唇はわなわなと震ふるえ、今にも文句の一つも吐はき出されそうなのを、辛かろうじてこらえているといった具合。アリスは頬を人差し指で掻かきながら苦笑し、黙もくすることにしたようだ。

「見下げた根こん性じようだな」

　見みえ透すいた目的のためにプライドを捨てたか、と遠まわしの皮肉だ。鋭するどく反応しバッと頭を上げたテスフィアは、羞しゆう恥ちのあまりアルスを視線で射殺さんばかりに睨にらみつけてくる。だが、さすがにその目元が潤うるんできたのを見て、アルスも助け船を出すことにする。

「冗じよう談だんだ……」

「あ、あんたってやつは……」

「まあ、面倒を見るとは言ったが、俺おれは自分の研究を優先させるぞ。お前らがそもそも魔法師として役に立つとは限らないからな」

「なっ……」

　アルスの一方的な物言いは、魔法師を目指す彼女等からすればひどい言われように感じたことだろう。

　アリスは「ははっ」と頬を掻くようにして苦笑いを浮うかべるだけで済ませたが、勝気なテスフィアは当然納なつ得とくがいかない様子だ。というより少しでも言い返さないと、鬱うつ憤ぷんで血が上り、赤くなってしまった顔が元に戻りそうもないという気配である。

「そんなものやってみなきゃわからないじゃない。あんたと肩を並べるくらいに強くなるかもしれない、わよ」

　語ご尾びは疑ぎ問もん符ふがつきそうなぐらい弱々しかったが、以前のように一方的に突っ掛かかって来る気配はない。さすがに少しは学習したのだろう、とアルスは思う。

「そういう意味じゃない。お前達は優ゆう秀しゆうなんだろう？」
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　手放しというわけではないが、それまでの態度を翻ひるがえして舞い降おりた突とつ然ぜんの称しよう賛さんに、一瞬二人が驚おどろいたような表情を見せる

「……と、当然よ」

　テスフィアが返したのは、精せい一いつ杯ぱいの見み栄えのようなものだ。普ふ段だんなら自信を持って言い切るところなのだろうが、目の前に魔法師の頂点たる１位がいるとなれば、その矜持が揺らいだとしても責められるものではない。だが、アルスは溜息混じりにその勘違いを正す。

「そういう意味じゃない。優秀な魔法師が全て実戦で役に立つとは限らない。お前達は魔物を見たことないだろ？」

　アルスの声こわ音ねに、優位から見下ろす気配や己おのれの力を誇ほこるといった意味合いはない。それはどちらかというと、どこか幼な子に対する年長者の態度といった感じの、懸け念ねんを孕はらんだ微び妙みような気配を含んでいた。

　もちろん二人とも魔物の姿を教材で見たことはあるはずだが、アルスが口にしたのはそういう意味ではない。当然それがわからない二人ではなく、テスフィアとアリスは予想通り頷うなずいた。それも当然だろう。二人に限らずとも学院の生徒全すべてがそうだと言っても過言でなく、彼かれ・彼女等はそういう意味でも、まだ魔法師の雛ひななのだ。

　一人前として認められるのは最低でも魔物を完かん璧ぺきに討伐してからだとアルスは思っている。事実、そこが魔法師としてものになるかどうかの分かれ目、難所である。無論魔物を倒たおすだけが魔法師の役目ではないのだが、今は置いて話を進める。

「実際に魔物を目の前にしたら魔法が使えなくなる奴やつもいるからな。一度そうなったら魔法師として外界に出ることは難しい。だから俺がお前らの訓練に付き合って多少なりとも順位を上げたとしても、結果に生かされるとは限らない」

「フンッ……そんなものどうってことないわ。それこそやってみなきゃわからないじゃない」

　一いつ笑しように付するテスフィアだが、アルスの経験上、そういう輩やからに限って実戦で使い物にならないのだと、斜しやに構えて細められた目で見る。口に出すことはしないでおくのは、前と同じ轍てつを踏まないためだ。

　受け止め方は人それぞれではあるが、テスフィアとは異なり、アルスの言葉をきちんと魔法師第１位の発言として受け止めたアリスは神しん妙みような顔になった。

　テスフィアのように自分に限ってと高を括くくられるのも困りものだし、アリスのように戦う前から及および腰ごしになられても、元も子もない。どちらが良い悪いという話ではないが、それでも戦場で早死にするのは前者だろうとアルスが考えていると。

「今日から始めるわよ」

　勝手に仕切り始めたテスフィアの言葉に、アルスは軽い頭痛を覚える。現１位の威い厳げんも型無しだ。これはまあ、テスフィアに限った話ではあるのだが。

　――俺の時間が……。

　ふと、急に僅わずかな逡しゆん巡じゆんを見せたテスフィアは「アルスにアリス……」とポツリと溢こぼし、再びそれを独白するように反はん芻すうした。

「……紛まぎらわしいわね」

　何を言っているんだこの赤毛は？　などと思っているアルスの胸に、早く教室に戻もどりたいという切実な欲求が湧わき起おこる。だが扉の前を塞がれては、アルスの逃とう走そう経路は断たたれたようなものだ。だからこそ、次の言葉を黙だまって聞くことにするが。

「紛らわしいからあんた改名しなさい」

　などと、脈みやく絡らくもない命令がたかだか二日の付き合いで下される。この提案にはアリスも呆気に取られ、開いた口が塞がらないと言ったようにぽかんとし、次には苦笑を浮かべる。そして最後は親友の強引さには慣れっこだ、と言う風に、申し訳なさを込めてアルスに視線を送ってから、そっと瞳を伏ふせた。

　百歩譲っても改名するなら俺じゃなくアリスのほうだろ。とはとてもじゃないが言えない雰ふん囲い気きだ。というより、自分がなぜこんなロジックが介かい在ざいする余地のない会話に加わらなければならないのか。うんざりした気持ちがアルスを襲った。

「言ってろ」

　こう返してやるのですら、蛇だ足そくに感じる。だが、この返しに気を悪くした……わけではないらしく、テスフィアは改めて考え込むように、顎に指を当てて思考に耽ふけった。

「じゃあ、アルはどう？　アルスだからアル」

「どうって言われても」

　そんな愛あい称しようで呼ばれたことのないアルスは、ひたすら返答に悩なやんだ。軍にいた時は番号で呼ばれていた時期もあったが、どちらかと言えば名前で呼ばれるほうが多かったか。いや、一人ぐらいそんな風に気安く呼ぶ奴がいたか。困こん惑わくの最中にいるアルスとは正反対に、アリスは嬉うれしそうだ。

「うん。それいいよ。アル君のほうが親しみやすいし」

「じゃ、決まりね」

　驚くべき提案が、アリスが食い付いたことでなぜか決定（？）になった。このオチに、アルスは自分の意思や返答は、一連のやりとりに不要だったのでは、と思わざるを得ない。それでもアリスの言い方には看過出来ない語尾――「君」という響ひびき――が含ふくまれていた。だから急いで付け足す。

「アリスも俺のことは呼び捨てでいいぞ。俺も呼び捨てだしな」

「うん。そうだよね、ちょっと距きよ離り、感じちゃうもんね」

　そう頬を綻ほころばせてはにかむアリスの表情からは、もう昨日のように堅かたい印象は受けなかった。

「アル、か……」

　アルスの口がそう動いた。声に出ていたかはわからない。ただテスフィアとアリスには聞こえなかったことだけは確実だ。たかだか一文字がなくなっただけで、その言葉は別な響きを伴って、アルスの中に何とも不思議な余よ韻いんを残した。

　それはもどかしいような、こそばゆいような、今までに感じたことのない感覚だ。彼かの女じよらが同年代だからだろうか。どちらにしろ己の心中に、それを毛け嫌ぎらいするほどの強い拒きよ絶ぜつ感が生まれなかったことに、自分でも釈しやく然ぜんとしない。確実なのは、現１位の威厳は消きえ失うせてしまったのでは？　というつまらない懸念が浮かんだことだけだった。結果的に、これで片や溜飲を下げ、片や気が晴れたのはテスフィアとアリスの二人だけだろう。

「あっ!!　急いで戻らなきゃ!?」

　それほど時間は経たっていないように感じたが、思い出したように叫さけんだテスフィアは、急せかされるように軽快に入って来た扉のノブに手をかけ、こちらを振り向いた。

「あ、ありがとうアル……手間を取らせたわね」

　その感謝の言葉は快活というには程ほど遠とおいもの。まあ慣れによって改善はされるのだろうが、自分で付けた略りやく称しようを口にして気き恥はずかしさを感じるのであれば、最初から言い出さなければいいのに……などと呆あきれ半分にアルスは思う。だがそう考えを巡めぐらせている間に、テスフィアはさっさと一言を言い終え、扉の向こうに駆けて行ってしまった。残されたアリスは彼女を追って踵きびすを返す前に、喜色を湛たたえた顔でアルスへと丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする。

「ありがとう、放課後ね、アル」

「アリス何やってるの！　早くしないとお昼が終わっちゃうわよ」

　などと扉の向こうから声が掛かると「今行くぅ」とアリスが答えて後に続いた。

　一人残されたアルスは。

「身勝手な奴だ」

　ポツリと呟つぶやく。もちろんテスフィアに向けたセリフだ。勝手にここに連れて来られて、用が済めばこの扱あつかい。現場だけを見ればテスフィアとアリスに無様に振られたようにも見えるこの構図は、第三者が見たら妙みような勘違いをされること請うけ合いだろう。

　かくいうアルスは、昼食のために一度教室に戻ろうかと暢のん気きに考えたが、わずかな逡巡の後。

「……今日は食堂にするか」




　ポツリと諦あきらめたかのように漏れでた声には、気き疲づかれの気配が混ざっていた。もしかすると質素な昼食では解消されない何かが、蓄ちく積せきしていたのかもしれない。

　だがその後、可能な限り人目を避さけるために選んだルートが運の尽つきだった。この時間帯と言ってよいのかは分かりかねるが、アルスは教職員の研究室が置かれている二階――一いつ般ぱん的てきに職員専用の階という作りになっている――廊ろう下かを通ることにした。

「先生、先ほどの魔ま物ものに関する講義で……」

　つい先さき程ほどまで聞いていた少女の声音が耳じ朶だを叩たたく。微かすかに扉が開いており、廊下まで良く通る声は、教室で聞きなれた、勉強熱心な優等生としての彼女の姿を連想させた。それらはアルスも既き知ちとしている内容であり、自分に聞けばいいものをとも思ったが、生徒である彼と教員とではそもそも職務上の役割が異なっている。まあ仕方ないことではあるのだろう。実際に聞いてきたら小言の一言でも出てしまうのだから。

　足を止めることなく、通り過ぎざまに視線を一瞬だけ研究室の中へと向けた。そこには赤い髪を揺らして両手で教科書を開く、小こ柄がらな姿が見える。口調は変わらず熱心で、横顔は真剣そのもの。

（やれやれ、熱心なことだな）

　ふとそう感じてから、もしかすると、彼女への評価を改めたほうがいいのかもしれない、などと思う。結局のところ、彼女は未熟で融ゆう通ずうが利きかないだけ――貴族のプライドやら優等生としての面めん目ぼくやら、様々な重りをぶら下げた挙句、己の在り方に無む駄だに誠実であろうとして。その結果として、律りち儀ぎで、無む垢くで、無知なだけなのだから。先を歩くアルスが、若い芽が育つのを妨げてはならないのではないか……そんな、やや年ねん齢れい不相応な達観した考えまで頭をよぎる始末、老いるとはこういうことなのだろうとすら思うが。

　たかだが十数年しか生きていない彼にとって、それは早過ぎる境地なのかもしれなかった。

「先程、講義の途と中ちゆうで触ふれていらしたと思うのですが、侵攻範はん囲いにありますこのＡレートに関して、一部わからないところがありまして。つまり、この魔物なんですが『体たい細さい胞ぼう分ぶん裂れつによる』という一文について、なのですが」

「あ、あぁ、無性生せい殖しよくのクローンに関する、あれか……」

　アルスは最後まで聞くこともなく、言いい淀よどむ教員に対し、内心で苦く笑しようしてその場を去る。それは魔物の発生を扱う、いわゆる発生学に属する内容だ。ましてや人間が完璧に成し得ていないクローン技術について、ここの教員が回答を示せるはずもなかった。それがわかれば、同時に魔物に関する無数の謎の解明が可能となる。魔物に対する人類の知識が、飛ひ躍やく的てきに進展する大発見になるだろう。

　ただ、純じゆん粋すいな疑問からの質問にしては、センスを窺うかがわせるものであった。さすがに彼女が懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明を受けたとしても、一いつ端たんも理解することは適かなわないだろうが。

　それから寄り道することなく、アルスは食堂へと向かった、のだが。

「混雑してるな」

　さすがに来てすぐ引き返すのは、徒労に過ぎる。混雑した食堂の光景に辟へき易えきしながらも、後学のためとばかり、あえて今回だけは我が慢まんして行列に並ぶことにした。

　食堂は国内外の有名フードメーカーが軒のきを連ねており、ほとんどフードコート風だ。中には文字通り、名門たるこの第二魔法学院に相応ふさわしい名店も少なくない。気が遠くなるような時間の浪ろう費ひを感じている間にも、アルスは一応、電光板に映し出される無数のメニューに視線を走らせた。

　基本的には栄養さえ確保できれば問題ないはずだが、こんなに多た彩さいな選択肢が与あたえられているというのも、逆に迷う。

　結局、日ひ替がわりランチでいいだろうと心を決めた直後、アルスの番が回ってきた。カウンター越ごしに、小こ綺ぎ麗れいなお年を召めした女性店員が、三さん角かく巾きんとエプロン姿で満面のスマイルを向けてくる。

「日替わりランチを」

　その言葉に、おばさんは怪け訝げんな顔を向けて手を差し出してきた。

「何か？」

「食券は？　……あんた初めてかい？」

「そうですが」

　ふんふんと頷いたあと、店員は親指を立てて「あっちだ」とでも言うかのように、手首をスナップさせて見せる。その先には、食堂の券売機とその前に出来たさらなる行列があった。意図を察したアルスは、項うな垂だれながらカウンターを離はなれた。またあれに並ばなければならないのかという面倒な気持ちが、その表情に深い影かげを落とす。

　軍の食堂は、そもそもトレーを持っていけば流れ作業のように料理が乗っかってくる、という形式だったはず。だがやはり、一いつ般ぱんの学院では勝手が違ちがうということなのだろう。

　午後の講義までの時間が差さし迫せまる中、なんとか券売機前にたどり着いたアルスは、またしても小首を傾かしげる事態に直面した。

　券売機のボタンがタッチパネル式なのはいいが、あまりにそれが並び過ぎている。日替わりランチのボタンを探すだけでも一苦労だ。

「ッたく、多ければ良いってもんでもないな…………ん？」

　そして彼が困惑したことに、ボタンを何度押おそうとも、それらしき食券が出てこない。ここまで待たされた鬱憤も重なり、次し第だいに内面の苛立ちが色いろ濃こくなってくる。だがなぜか、周囲の視線は、痛々しい田舎者を見るようでもあり、一部は嘲ちよう笑しようめいた色が混じってさえいる。それ自体は特段気になりはしないが、ここまでの労力に対しての成果がこれでは、さすがのアルスも、口くち端はの一つも引ひき攣ってこようというものだ。人差し指はすでに拳こぶしの中に仕し舞まわれてしまった。

「ちょ、ちょっと!!　あんた何してんのよ!?」

「ん？　なんでお前が」

　振り返った先には、先ほど研究室にいるのをスルーしたばかりの、赤髪の少女の姿がある。若じやつ干かんどころか、こちらはだいぶ呆れ顔だったが。

「あっきれた、どんだけ他人の注目を集めれば気が済むのよ。むざむざこんな人が多いとこで、見世物になるような真似まねして」

「仕方ないだろ。こいつが俺の番になってぶっ壊こわれたんだから」

「ちょっとどいて」

　ずいっと割り込むテスフィアを見下ろし、アルスは少し横にずれた。アルスにほど近い距離で、彼女は券売機に向かって膝ひざに手を突き腰を曲げる。視野の大半を埋うめ尽くされ、至近距離で動いたことによって仄ほのかな甘あまい香かおりをテスフィアは引き連れてきた。眼前にあるその横顔を改めて観察する機会に恵めぐまれたというのか、自然と校内でも視線を集めやすい彼女の容姿に意識が傾く。長い睫まつ毛げにきめ細かな肌はだ、真まっ直すぐに伸のびた鼻び梁りよう。客観的に見ても彼女の女性としての魅み力りよくが際きわ立だつ。どうにも釈然としないものを感じた直後。

　そんな視線を至近距離から感じたからなのかテスフィアは小声で不用心だと告げた。

「秘密を守るため、余計な注目を浴びないようにって理事長に言われてるんでしょ」

　そう言ってから、仕方ないとばかりに券売機に視線を向けるテスフィア。「どれどれ」とでも言うかのように券売機を調べ始めた彼女の姿に、これで見世物は一段落したとばかりに、周囲の揶揄するような視線はいつの間にか散ってしまっていた。

　だが、事の経けい緯いから当然「エラー表示」など出ているはずもない。僅か数秒後にテスフィアはあからさまな溜ため息いきを吐いた。

「あんた、券売機を使ったことないの？」

「存在を知ってはいたが、使ったこと自体はないな。まさかとは思うが一見様お断りってやつか」

「はぁ～どんな生活してきたんだか……」

　そう言い、テスフィアは画面の端に映し出される「投入金額」の表示を指差した。

「学内で無銭飲食するつもりだったの？」

　アルスのズレっぷりを笑うどころか、呆れてものも言えないという口調。しかし――

「は？　まさか俺から金を取るつもりなのか、ここは！」

「ちょっと!!」

　ぐいっとアルスの袖そでを引き、姿勢を強引に屈かがめさせる。ややあって、テスフィアは自分も同じ位置まで腰を落とす。口に手を添そえて。

「あんた正気？　ここに出店してるのはどれも高級店、ただで食事を提供してくれるわけないじゃないの！　食べたきゃお金を払はらう、これ常識よ。今時硬こう貨かなんてなくても、マネーカードで支し払はらえるわよ。ほら、ここに、ね？」

　まるで年下の子供を諭さとすかのように、丁寧に説明するテスフィアだったが。

「ライセンスなんか持ち歩いてないぞ」

「は？　あんた校内で物を買ったことがないの？」

「あるに決まってるだろ。ただ、食事に金を使ったことはないがな。それにそもそも、ライセンスなんざ、学院に入るときにゴミと一いつ緒しよに捨てたつもりだったんだが」

　ライセンスを捨てたかもしれないという常じよう軌きを逸いつした発言に、まずテスフィアは周囲の様子を一通り確認した。幸いこちらの会話に聞き耳を立てている者は、誰もいなかったようだ。

　それもそうだろう。同じクラスならばアルスは六、七桁けた。期待に胸を膨らませてその結果なら、失望のあまり捨てたくなるのもギリギリ分からなくもない。いや、それすらも彼女には到とう底てい理解できないことではあるのだが。

　何よりも彼は理事長より受け取ったはずだ。それをまた捨てたかはわからないが、捨てるような人間が普段から持ち歩いているとは考えづらい。

「つまり、今は……」

「一銭も持っていないな」

「よねぇ～……」

　そんな予想はしていたけど、と取れる声音で肩を落として相あい槌づちを返しつつ、テスフィアは内ポケットからライセンスケースを取り出す。その後、やや眉まゆ根ねを寄せてから、それを券売機のセンサーにかざした。

「うぐっ……!?」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたかのような声。その後、諦めたように肩をすくめ「何にするの？」と萎しぼんだ声で問いかけてくる。おそらくさっきの声は、残高を見た結果だろう、背後にいるアルスは預金残高に一いつ喜き一いち憂ゆうする様を、なんだか軍でも見た光景だなと思い。

「お前はどうするんだ？　ここに来たってことは」

「私はあっち。アリスは先に買って教室で待っていてくれてるから早くしたいんですけど」

　どうやらテスフィアが一人なのは、教師への質問のための別行動だったのだろう。彼女が指差す先には、豪ごう勢せいなフードコート風のカウンター群の向かいにある、やや安っぽい売店がある。確かに、金銭的に余よ裕ゆうのない生徒は売店で済ませることが多いのだが。

「お前、確か貴族なんじゃなかったか。昼飯の金なんぞに困りはしないだろ？」

　思わず口にしてから、一いつ瞬しゆんしまった、という表情になるアルス。アルス自身、貴族に対してあまり好意的な感情は持っていないのは事実だ。だが誇り高い彼女に対してこの発言は、少しまずかったかもしれなかった。ただでさえ、券売機でのトラブルがあったばかりだ。だが予想に反して、テスフィアの反応は冷静なものだった。

「ふん、そんなわけないでしょ。学院に入るのだってお母様に無理を言ったのだもん。学費だけは出してもらってるんだから、それ以外は自分でなんとかしなきゃね」

　言葉こそ反発気味ではあるが、その声自体には刺とげ々とげしいニュアンスはない。自分自身の選せん択たくの結果として、そこはそれ、と受け入れているようでもある。そう思わせるほどに彼女はまっすぐに破顔してみせた。強がるでもなく自分の力で叶かなえようとするもので、きっと彼女が素す直なおに自分を褒ほめてあげることのできる務め。アルスは意外な一面を見た思いではある。とはいえ、遠えん慮りよなどしないのが彼だ。

「悪いな、じゃあメシ代は借りる。あと、どうせなら俺も売店にするよ」

「いいわよ。『借り』を返すだけなんだから……」

　そう呟くように言ってから、ふとテスフィアは真剣な面持ちになる。続く言葉はちょっぴりだけ、悔くやしそうに。

「ホントはさ……分かってたんだ。あんた、あの模も擬ぎ戦の時、手加減してくれたんでしょ」

「ん？――いや、それは」

　予想外のことに話が及び、渋じゆう面めんを作るアルス。そんな彼に、テスフィアはさらりと笑え顔がおになって言う。

「あたしだって、これでも四桁だしぃ。そりゃ、あの時すぐには分からなかったけど、よく考えてみれば、ね」

「――そうか。すまん」

　別に謝あやまるようなことでもないのだが、アルスは妙に落ち着かない気分になる。

「ま、気が済まないのなら、あんたにあたしが払う授業料代わり、とでも思えば？」

「ふ、む……？」

　アルスは少し思案する。落とし所としては妥だ当とうなところかもしれない――ただ本来、現役１位の授業料となれば、昼食代程度では到底足りないところだが。ただ、結果的に不足分は、彼女の微かな将来性への投資と考えればいいのだろう。こういう場面で損得勘かん定じようをしてしまうのは悪い癖くせで無ぶ粋すいなのかもしれない。アルスはそう、無理やり己を納得させてから、彼女の提案を受じゆ諾だくする。

「あぁ、そうさせてもらう」

　折せつ角かくの好意に、皮肉交じりに返す必要もないか、と。アルスはそう思いながら売店へと向かった。少し先には、彼を案内するかのように進む小さな背中。その上をぴょこぴょこと跳はねるポニーテールを眺ながめながら、金欠なのに随ずい分ぶんと律儀な奴だな、とアルスは改めて思う。そう思って眺めてみると、その小柄な姿からは、以前のような棘とげが感じられないような気もする。そうこうするうち、ぴたりと先行していた彼女の足が止まる。

「何よ？」

　振ふり返かえって、一言。明らかに怪あやしげな視線はじっとりとぬぐい切れない不ふ審しん感を訴うつたえていた。心なし振り返り方が恐おそる恐るといったぎこちないものだったのだ。

「何よって、何がだ」

「……言いたいことがあるならはっきり言いなさいよ。さっきからなんか見てるし」

　どうやらアルスの視線を、目め敏ざとく感じ取っていたらしい。事実、アルスは先程から彼女を見て思うところがあった。

「何って……」

　一いつ瞬しゆん言い淀むアルスにテスフィアの不審そうな瞳の色は消えない。それどころか増々強まるばかりだ。だがそのあとに何気なくアルスが続けた言葉が、意外な事態を引き起こした――彼としては、特にたいした意図もなかったのだが。顎に手を当てて先程から思っていたことがふいに口をついた。

「まあ、こうして見ればけっこう可愛かわいいな、と。普ふ通つうに美人だし、中々どうして世の男どもはこういう容姿が好きなんだろうなぁ……とか考えていたわけ……なんだ、が」

　テスフィアは、最後まで聞かずに弾はじかれたように小さな肩をピクンと跳ねさせたかと思うと、そのまま逃げるようにクルンとあちらを向いて、立ち止まってしまう。

　そう、一般的に見て彼女は他の少女と一線を画するほどには美人で、綺麗だ。それは周囲の彼女を追う視線でも明らかだろう。勝ち気な目も愛くるしく見えてくるというものだ。無論これは一般的に見た評価の予想であって、実際にアルス自身はそれほど意識したことはない。こと彼に限って言えば周囲の男子生徒のような羨せん望ぼうの眼まな差ざしを理解できない。きっと外界で育ったアルスにとって、触れられないような宝石の美しさには魅力を感じないからだろう。ただ彼女の無垢さや純粋さがふと見せる笑顔だけはどこかアルスの心を洗う気にさせてくれた。だからこそのさりげない一言だ。特に含んだ意味もなく、ふと口を突いただけだったが……。

　周囲の静せい寂じやくは恐らく、アルスの発した声を聞き取ったがためのものなのだろう。あれほど賑にぎわっていた喧けん騒そうが一瞬にして、水を打ったかのような沈ちん黙もくへと塗ぬり替かえられた。廊ろう下か奥おくから聞こえる遠い声がよく通った。

「なっ！　なななな何よ、いきなり……」

　背中を向けながら、そんなか細い声を上げるテスフィア。彼女に向かって、アルスは怪訝な声を発した。

「おい、どうした」

　追おい抜ぬき、顔を回して振り向く。見ると彼女は、動どう悸きを落ち着けるようにライセンスを胸の前でちょこんと抱かかえ込み、隠かくしようもない程ほど真っ赤になった顔を俯うつむかせて唇くちびるをわなわなと震えさせている。

「早くしないと昼時間がなくなるんだが」

「う、うるさい!!　……馬ば鹿か……アンタが変なことを……」

　などとぶつぶつ言いつつ、足早に売店前まで着くと無言で商品を抱え込む。続いて「はい、おばちゃん」とライセンスを置き、テスフィアは会計を済ませた。

「おい、俺はサンド……」

　アルスの声も空むなしく、すでに会計は終わった後だった。その直後。

「おーい、フィアー！」

　待ちかねたのか遠くから少しのんびりした声。見ると、アリスが満面の笑みで手を振っている。

「お、お仲間も合流したようだな。おい？」

　アルスが再び、テスフィアの顔を覗のぞき込もうとした瞬しゆん間かん。バネ仕じ掛かけの人形のように、彼女の身体からだが跳ねた。そのまま何を思ったのか、テスフィアは駆かけ足あしでアリスの方に向かっていってしまったのだ。その顔は真っ赤になっていたが、アルスはそれを知る由よしもない。

「ん～と、俺はどうすればいいんだ？」

　途と方ほうに暮れながら、ピョコピョコと跳ねつつ足早に遠ざかっていく赤あか髪がみを見て、アルスは頬ほおを掻く。

　結局、後を追わざるを得なくなった彼は、終始挙きよ動どう不ふ審しんなテスフィアと、彼女を怪訝そうに見守るアリスと一緒に、昼食を取ることとなったのだった。




　◇　◇　◇




　さっそくその日の放課後から、二人の優秀な雛の面倒を見ることになってしまった。そのせいで当然アルスの計画が大きく改変されてしまったことは言うまでもない。すでにアルスの脳内では、本日分の睡すい眠みん時間が犠ぎ牲せいになっている。とはいえ、昼間の出来事があったせいか、切り替えること自体はそれほど苦もない。こんなことも想定して五限・六限と当然のように授業はさぼり。丸々空いた時間を有効活用したアルスは区切りのいいところで、自室で引っ越してきた時の荷物を漁あさっていた。

「確か持ってきておいたはずだが……!!」

　人間一人がすっぽりと入れるのではというほどの巨きよ大だいな箱。それは学院に引っ越す時に、手近な荷物を強ごう引いんに詰つめ込んだものだ。そこには、残念ながら同年代の少年少女の興味を引くような物は入っていない。いや、こと魔ま法ほうに深く携たずさわる者からすれば宝の山である可能性はあるが。実のところ、ずっと軍で任務に就ついていたアルスは、普段からファッションを含めて、趣しゆ味みや気晴らしに時間を割さく余裕すらなかったと言える。もっとも最初から、アルスには日々を趣味だ娯ご楽らくだと楽しんで暮らすための資質がなかったとも言えるのだが。現１位の立場は、やはり生半可な者では得られない。多才でありながら同時に多た趣しゆ味みというわけにはいかないのだ。

　やがて見つけたそれは箱の奥おく底そこに、まるで場ば違ちがいに見える物――人によってはゴミだと思われそうな――が無造作に沈しずんでいた。見た目はそれこそ、どこにでも落ちていそうな棒切れだ。ただその表面は異質。ささくれた木き肌はだだったならばまだ触さわる気になるかもしれないが、よほど偏へん屈くつでもない限り、この棒を手に持とうという気にはなるまい。

「持ってきておいて正解だな」

　そう溢して持つ棒は軍に居た時、鍛たん練れんに用いた物だ。完全な私物であり、軍から支給されたものではない。その材質は木ではなかった。またその用よう途とは当然、訓練用の武器というような判りやすい代しろ物ものでもない。

　なにせ、素材に使われているのは【サルケロイト】というアルスが倒した魔物（変異レート推定Ａ）の一部、正確にはその死し骸がいから作られている。アルスが特注で作らせたもので、この魔物の外がい殻かくが主な素材だ。それには魔ま力りよくを乱す作用がある。原理で言えば、魔力に反応すると微び振しん動どうして触れた魔力を拡散する性質を持っているのだ。

　いずれにせよこれがあれば、テスフィアとアリスの訓練に使えるし、何よりもその間アルスは貴重な時間を浪費せずに済む。投げやりな訓練メニューになるとは思うが、まあこれは不ふ可か抗こう力りよくとして二人には我慢してもらうつもりだ。
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　無む慈じ悲ひに一日の学業が、その終わりを告げるチャイムをもって幕を下ろした。とは言ってもこの学院にいるのは皆みな、向上心が高い生徒ばかり。授業が終わったからといって脇わき目めも振らずに一目散に帰宅するなどといった生徒は、限りなく少ない――無論時期的なものもあるのだろうが。

　訓練場は放課後、最も人ひと気けの集まる場所の一つだ。昨日は貸し切りにしたために三人と＋αだけだったが、本来ならば学年関係なく生徒達たちが集まるスポットなのだ。

　もちろん事前に予約して場所を確保しなければ使用することはできない。優先順位としては、魔法師への正式昇しよう格かくを目前に控ひかえた三年生が優ゆう遇ぐうされる仕組みだ。

　それでも多数の下級生達が観戦席から上級生の試合を見ているのは、彼かれ等らの魔ま法ほう技術や模擬戦が、下級生の格好の手本となるからだろう。なので必然、観戦の割合は一年生が大半を占しめることになる。

　そういった事情で当然、アルスから受ける訓練は訓練場で行なわれるものとばかりに思っていたテスフィアとアリスは、真っ先に訓練場に向かった。しかし、すでに細かく区分された訓練場内は上級生で満員状態だった。

「あれ!?」

　二人はすでに訓練着へと着き替がえ終わった後だ。しかし、とっくの昔にわずかなスペースも残されていない場内を見た二人は、落らく胆たんでＡＷＲを落としそうになった。同時に周囲からは視線の集中砲ほう火かを受ける。それが、突然現れた美少女二人に見み惚とれた結果のものなのか、はたまた満員の訓練場に、のこのこ遅おくれてやってきた場違いな下級生へと向けられたものなのかはわからない。ただ二人が姿を現したことで、一瞬訓練の手を止めた生徒がほとんどだったのは確かだ。

「まさかあいつ、逃にげたんじゃないでしょうね」

「それはないんじゃないかな。それに言われてみれば、場所は特に決めてなかったよ」

　訝いぶかしがるテスフィアを、アリスはもっともな正論で宥なだめた。テスフィアが１位のアルスを「あいつ」呼ばわりすることについては、アリスも苦笑を浮かべる他にない。それが単に、彼女の中でアルという略称を呼ぶことに、少なからず気恥ずかしさがあるせいだといいな、と願うばかりだ。まあ、テスフィアとアルスの間であんな経緯がなければ、彼女も素直にアルスに敬意を払って、きちんと名前で呼べたのかもしれないが。もっともアリスは食堂での経緯を「何かがあったのかな？」程度の認にん識しきしかないためでもある。

「じゃあ、あいつはどこにいるのかしら!?」

「…………」

　その問いに対する回答をアリスは持ち合わせていなかった。ただ、首を傾げるばかりだ。

　それからしばらく後、研究棟と呼ばれる今年度より学院内に新設された建物。それは、広大な面積を誇る学院内の余りスペースに建てられている。本校舎からそれほど離れてはいないが、主に新しく赴任してきた教員用の場所らしい。結果、まだ研究棟内には僅かばかりの教員しかいないため、生徒が近寄る機会はまずないと言える場所だ。

　その最上階に到着するまでに、二人は大分時間を要した。授業をさぼったまま行方不明のアルスを見つけるのは、思っていた以上に難なん儀ぎだったのだ。

　訓練場から、アルスを探してまず真っ先に男子寮りようへと向かった二人は、受付でアルス・レーギンの部屋番号を尋ねたのだが、その生徒は寮にいないという返事だった。

　学校中を探し歩き、ふと理事長室前で足を止め、盲点だったとばかりにそこに飛び込む。ノックすら忘れての二人の乱入に面食らった様子の理事長だったが、それも無理からぬことだろう。特にテスフィアに当てはめてみれば、貴族にあるまじき行いであったことは言うまでもない。とはいえシスティ理事長は、大凡おおよそ事情を察したため、二人を咎めるようなことはしなかった。これが別の生徒ならばこうはいかなかったはずだ。学内の秩ちつ序じよを維い持じする理事長の本分と責任による判断で、たっぷりとしごかれたに違いない……と信じたい。

　余談はさておき、ようやく本命の居場所を突つき止めた二人は、彼かの女じよ等らを微笑ほほえましく見送るシスティの視線にも気づかず、急いで理事長室を後にした。




「本当にここなの？」

　テスフィアからアリスへの問いは、最初から答えを期待していない類のものだ。何せ理事長から教えてもらったその場所は、どんな間抜けでも間違いようがなかった。研究棟の最上階、そう言われて来てみれば、ワンフロア丸々が、ただ一人のために誂あつらえた様な作りになっている。

　最新セキュリティ付きのドアがたった一つ、ただし重厚さや重苦しさは感じない。どちらかというとこんな場所には違い和わ感かんのある素朴さ。どう見ても普通のドアだが脇わきに据えられたパネルは、防犯用のシステムロックだ。それは手の平を翳して、魔力を関知するタイプで、魔力情報を読み取り、個人認にん証しようがなされない限り開くことはない。

　来訪を伝えるべく、テスフィアはパネル下部にあるチャイムに指を押おし付けた。

　するとすぐにドアが滑すべるようにゆっくりと、横にスライドする。外観こそ素朴な作りのようだが、その厚みは手の平ほどもあった。恐る恐る部屋の中を覗き見ると、二人が見たことも無いような機器や実験用具が鎮ちん座ざしており、真新しそうな作りとは矛む盾じゆんする、どこかカビ臭い匂においが充満している。見れば、本来の棚に入ることを許されなかった古ぼけた本達が、小高い山をいくつも作り上げていた。全体的に白を基調とした壁かべは、それ自体が光を放っているかのように明るい。

「ちっ、もう来たか」

　そんな舌打ちがどこからか、二人の耳に響いた。その主の姿を探すが、どこにも見当たらない。よく見ると部屋の中は、いつもの四十人用教室四つ分はある広さだった。ある意味異様である。なにせ一人で使うには余りにも広すぎる。様々な機器や本の小山を別にしても、まだ部屋の半分近くはスペースが余っていた。

　やがて部屋の最深部と言える場所、機器や本の山を分け入った先で、ようやく先ほどの声の主を見つける。その頃ころには、テスフィアの憤いきどおりはどこかに追いやられてしまっていた。代わって頭の中を占めるようになった別の疑問を、ぞんざいに彼かれにぶつける。その人物は、長大な机の向かいで、理事長のもの並みに高価そうな、特別誂えのリクライニング・チェアにゆったりと深く腰こし掛かけていた。

「何よここは？」

　威い圧あつ的てきな物言いになるのも仕方ない。この待たい遇ぐうを、アルスの順位を知らないものが見たら不平を洩らすに決まっている。現に一部の教員から理事長に直訴があったほどだ。だからアルスの答えは、その素性を知っている二人には不毛な説明になるはずなのだが。

「……俺おれの研究室だが？　ま、それ兼自室だな」

　最初に自室という単語が出なかったのは、アルスという人物にとって、この場所の用途が、生活よりも研究のほうに重点が置かれているからだろう。続いて彼は、何をわかりきったことを、と首を傾げた。

「なんでこいつだけ……私でさえ寮生活なのに」

　実はこの場所は、研究用スペースが巨大なだけであって、実際にアルスが寝起きする寝しん室しつの広さは、寮の部屋と大差ない。キッチンのみは比べ物にならない高機能だが、料理どころかグルメとは正反対の気質のアルスにとっては宝の持もち腐ぐされだ。

　とはいえ、テスフィアが言っている不満の焦点は、要は彼だけが共同生活をしていないということなのだ。

「テスフィア、アル君は……」

　代弁しようとするアリスを遮った。単に自らテスフィアに上下関係を理解させたいという、シンプルで率そつ直ちよくな理由で、だが。

「当然だろう。俺の功績を考えればこれでもちゃちなほうだ」

「ぐぬぬっ……」

　もちろんすぐにテスフィアは言葉に詰まった。アルスの功績がどれほどのものなのか、具体的にはわからないが、その順位からして、自分の想像を軽く超えるだろうことは推測するまでもないからだ。

「それでアル、私達はてっきり、訓練場で教わるものとばかり思ってたんだけど」

　時間が押していることもあってかアリスが本題に切り替えた。一応、二人とも今はもう訓練着から制服に着替えている。アルスにとっては自室なのだから時間を気にする必要はないが、女の子を夜遅おそくまで自室に居残らせておくのは一般的に望ましくない。特にこの学院内では外聞は最悪だろう。

「そうよ。どれだけ探したと思ってるの、これで訓練はやっぱり明日から、とか言い出したら許さないわよ」

　やり込められた仕返しとばかりに、テスフィアの手は固く握にぎり込まれる。それが脅おどしとしての効力を持つことはないのだが、心情的には（怒！）といった具合だ。放課後となってから、すでに１時間以上が経過していた。まだ時節柄がら、この時間帯でも外は明るいのだが……テスフィアが寮暮らしと言ったからには、門限もあるのだろうとアルスは察した。

「わかってる」

　アルスは辺りに視線を彷徨さまよわせ、どこに置いたっけといった風に周囲を物色した。途と端たんにテスフィアとアリスの表情が変わる。いよいよ、だ……現げん役えき最強魔法師の訓練が始まるとあって、二人は心が躍おどるのを抑おさえきれない様子だ。その期待は、手にしたＡＷＲにぎゅっと伝わる握力に、しっかりと反映されていたのだが。

「んな物騒なもんはしまえ。俺の研究室で何をするつもりだよ、お前ら」

「「えっ!!」」

　間抜けな声を上げられても、アルスがやろうとしていることは変わらない。彼の手には奇き妙みような棒きれ――二人から見れば――が握られていた。一応、認識を共有すべきかとアルスは口を開く。

「俺が教えるのは魔物と戦う技術だけだ。まあその結果、順位は多少なりとも上がるかもしれんが、順位を上げるだけなら自分たちで訓練したほうが早いぞ」

　これは最後通告だ。彼女等に与えられるのは、やるかやらないかの二択たくだけ。

「へ？」

　そもそも「魔物と戦えるように」とはテスフィアが言い出したことなのだが「順位だけなら自分達でやるほうが早い」と聞いての、この落胆の表情である。

「っつ～!!」

　アルスはつい、手にした棒きれでテスフィアの頭をぽこんと叩いていた。

「お前は馬鹿か……そもそも順位とは、どういう要素に基づいて算定されると思う？」

　この問いは授業でもやったものだ。

「確か、魔力量と高難度魔ま法ほうの会え得とく数、魔物の討とう伐ばつ数、任務・依い頼らいの完遂率でしょ！」

　これだけで優ゆう秀しゆうと判断するには問題が初歩過ぎるが、一応及第点と言ったところだろう。

「討伐数の評価は、倒たおした魔物のレートによっても違うよね」

　アリスが補足を加えた。これで初めて、授業で習った範囲はカバーできたと言える。

「まぁ、そんなところだな。でも足らない」

　二人は授業で習ったことを思い出しながら頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。まあ、それも仕方のないことだ。これからアルスが言う「さらなる補足」については、授業では扱あつかっていない。

「項こう目もくに関しては合ってる。じゃあ順位を上げるためにはどれに重点を置くべきだと思う？」

　アルスのさらなる問いに二人は即そく答とうした。

「当然、魔力量と魔法の会得でしょ」

「私も魔力と魔法だと、思う……」

　テスフィアの回答は、絶対の自信がありありと声こわ音ねに表れている。一方のアリスは、質問の裏の意図を読んだのか少し弱々しく、アルスにも（でも違うんだろうな～）などと思っているのであろう、彼かの女じよの内心が読めてしまうほどだ。

　予想通りの回答にアルスは溜ため息いきを溢こぼした。そんな単純な回答が求められていないことは推測してほしかったのだが。まあ、逆にズバリ当てられても話はスムーズには流れないのだが。

　要は学院で称されている「優等生」という地位が示す、実力の度合いの確かく認にんである。そういった意味ではテスフィアの反応は期待を裏切らない。今のやりとりだけでも、テスフィアは率直というか単純、アリスは深読みが出来る慎重な性格なのがわかる。とはいえ彼女の場合は。察することができてもその直感を有効に活用したり言葉に出すわけではないので、まだモノになるレベルではないが。

「違うな。最も重要視されているのは魔ま物ものの討伐数およびそのレートだ」

「……!!」

　テスフィアは驚きよう愕がくしたが、アリスは若干、驚おどろきが少ないようだ。つまりは自分の回答が当たりではないことを予期はしていた、ということだ。

「ちなみに討伐数といっても、雑魚をいくら倒してもたかがしれている。要は、高レートの魔物を倒した後とでは順位が大きく変動するんだ」

「でも、それじゃ私達たちは順位を上げられないじゃない」

「まったく無理なわけじゃないが、確かに実戦に出ている魔法師には追いつけないな」

　とはいえ、だからこそ彼女らは四桁でも優秀なのだ。実戦による討伐数という下駄を履かず、単純な魔力量と上位級魔法の会得だけでこの順位ならば、将来を嘱しよく望ぼうされるに足る資質と言える。そんな彼女達だからこそ、アルスは理事長に耳を貸したという一面はある。まあこれはアルスの、というより理事長による二人への期待なのだが。

「だから、結果的には魔物を倒す技術は、将来的に順位を上げることに繋つながりはする。ま、目先の順位を追って二人だけで訓練するなら、やめてくれても俺は一向に構わないぞ。寧むしろ、こちらからお願いしたいぐらいだ」

　テスフィアの反発心を煽った風になってしまったが、どうせアリスはやる気もあり、アルスも面めん倒どうを見る気でいる。そうなれば一人見るのも二人見るのも大した違いはない。

「上等じゃない。結果的に順位が上がるなら問題ないわ」

　ここでもまだ順位に拘っている。そんなテスフィアにアルスはやや懸け念ねんを抱いた。軍で実戦に出る魔法師は、実はそれほど順位に頓着していない。もちろん順位が高いことで給きゆう与よは上がるし、そのぶん待遇の保障もされる。何より魔法師としては高順位にあることは大きな名誉の一つだ。

　しかしそれ以上に、高順位者には相応の危険な任務が与あたえられるのが現状である。それは人類の悲願の一助になると考えれば、喜ばしいことなのだろう。だがアルスからすれば、死に急ぎ以外の何物でもないと思う。とはいえ、最近まで高レートの魔物の討伐任務は、優先的にアルスへ命令が下っていたから、アルス以外の高順位者が無謀な任務に就くことはなかったはずだが。とはいえ、これはアルス個人の価値観であってそれを二人に押し付けようとは思わない。そもそもそれ以上は関知するところではないし、要はすべてが自己責任。人の生き方に口を挟はさんだり、余計なことは言わない。

　アリスも頷うなずいて同意を示したところで、実際の訓練の説明に入った。







第３章「銀色の邂逅」







　アルスは手にしている棒に意識を集中させた。テスフィアとアリスもそれにつられてその棒を凝視する。実質的には二人がアルスの使う魔法（と呼べるかは疑問だが）を目にするのは初めてだが、アルスにとっては、日課であった毎朝の鍛練としてやっていたもので懐なつかしさすら覚える。呼吸するかのように自然に、一瞬で棒を魔力が覆おおった。まさに見事の一言。とはいえ、これが魔ま力りよく付ふ与よというものだ、などとアルスが言う筈はずもないが。

　二人は目を丸くして驚く。それも無理からぬことだろう。アリスだけで言えば彼女の魔力付与能力がどれほどかはわからないが、少なくともテスフィアの見るに堪たえないレベルでは、格の違ちがいを見せつけられたようなものなのだから。瞬きすら忘れて、二人は無意識に顔を棒に近づける。

「何これっ！」

「綺麗！」

　表面をほんの数ミリ、魔力で覆ったのだ。魔力の膜まくの表面はせせらぎのように流動しており、滑らかに光を反射する美しさは、まさに清流を思わせた。

「お前達にはこれほどとは言わないまでも、もう少しまともに魔力付与をやれるようになってもらう。じゃないと業わざ物ものも型無しだからな」

「うっ……」

　心当たりがあるはずのテスフィアは、頬に一筋冷たい汗が伝ったのを感じたはずだ。二人が至近距きよ離りまで顔を近づけたところで、意識を戻させるために魔力付与を解く。魔力は体内から流れ出るため、付与する時はまず柄を伝い、次し第だいに剣けん先さきへと伸びていく。しかし、解く時は、その魔力が体内へと戻もどることはない。体外へと指向を持たせた魔力は絶えず劣化していくのだ。そのため、基本的には魔力を常に流し続けなければならない。

「言っておくがこれは初心者向けの訓練だからな。これが出来ない奴やつは魔物を倒すことなんかできない。寧ろあっという間に餌食になってそのままご臨終だ」

　ごくりと生唾を飲み込んで、二人は喉のどを鳴らした。とは言え、目の前に棒は一本しかない。それに気付いたアリスが口を開きかけた時。

「じゃ始めてもらおうか、――っと」

　アルスの手刀が閃く。直後、その棒は半ばから綺き麗れいに二つに分断されている。

「「――――!!」」

　今の技は何なのか、またしても二人は理解できなかった。生身でも鍛きたえれば出来る人間もいると聞いたことがあるが、この棒がただの木材ではないことは、二人も薄うす々うす気付いているはずだった。もちろんガラスなどの割れやすい素材ですらない。本来魔力は魔法を使うためのエネルギーである。だから斬きる、切断するという目的の魔法が存在したとしてもなんら不思議ではない。ただアルスは、魔法を発現するための詠えい唱しようもしなければ、それを破は棄きできるＡＷＲアウラも持っていないのだ。その謎なぞはすぐに本人の口から説明されることになるのだが、二人が理解できたかはまた別の話である。

「…………あぁ、これも魔力付与の応用だ」

「うそ!!　魔力なんて見えなかったわよ」

　目の前で現実に起きた事象を見ても納なつ得とくがいかなかったのか、テスフィアが問い詰めてくる。同様にアリスも首を縦にブンブンと振った。率直、説明するのが面倒になってきたなとアルスは感じたが。

「お前達程度に気付かれるようじゃ一桁シングルは名乗れんだろ」

　その言葉の意味を、二人は正確に理解出来ていない。互たがいに首を傾げて、疑問符を浮かべているばかり。おそらく好奇心と向上心の高い二人には種を明かしてやらねば、真相が気になって先には進めないだろう。やれやれ、とアルスは肩かたを竦めた。

　手元のメモ用紙を丸め、棒として見立てる。そして今度はゆっくりスローモーションで、さっきの技を実践して見せることにする。

　ゆっくりとアルスの手刀が横薙ぎに振られる。間近で見つめる二人は、よほど謎が知りたいのか、危険を顧みずに顔を近づけてくる。まあアルスに限ってミスを犯すということはありえないから、黙認して続けたが。

　手刀が紙に触ふれる直前、一瞬にして魔力が手を覆う。それも二人が至近距離から凝視しなければ気付けないほど微細な量。先ほども述べた通り、魔力は体内から体外へ流れ出る。これを未熟な二人が行えば、付与は一瞬で終わらず、ゆっくりと付与対象の先せん端たんまでを魔力の膜が伝い、覆っていくのが見て取れるだろう。

　次の瞬間。何の抵抗もなくアルスの手刀が紙を裂く。テスフィアとアリスが見ることができたのはここまでだった。

「本当だ！　でも……」

「うん。なんで切れるのかしら」

　魔力を付与する意味、普通は対象物の強度を上げたりする用途であり、本来は有機物への魔力付与は、それが有機物に吸収されるという親和性を持つため、ほとんど意味がない。たとえ拳こぶしを魔力で覆っても、大部分が吸収され、残りは劣化し、残ざん滓しとなって霧む散さんする。だから、アルスの手刀が紙を切り裂さいたのは、単に魔力を付与しただけではないということになる。常識の埒らち外がいであることは言うまでもない。だが、それを今二人に話したところで余計に混乱するだけだと考えたアルスは、詳細な説明を省いた。

　引ひき攣つりそうな頬をねじ伏ふせ、アルスはこの二人が本当に優秀な資質を持つのかという疑問を理事長にぶつけたかったが、事態が好転するわけでもなく、ただの徒労に終わるだろう。だから、せめて二人が理解しやすいように手を出す。

「お前、ＡＷＲを貸せ」

　テスフィアを指差した。しかし、テスフィアはお前呼ばわりが気に食わなかったのか、

「私にはちゃんと名前があるんだけど」

　と、不満げな表情を見せ、渡わたすものかとばかり刀を胸の前で抱き抱えた。こういうやり取りでさえ無む駄だに感じてしまうアルスは、人を食ったようなセリフを口にする。

「何だっけか」

「――!!　こいつやっぱり……」

「フィアやめなって」

　あっという間に激昂し、袖そでを捲まくって刀を引き抜こうとする彼女をアリスが宥めて。

「そうだった、カスフィアだったな。ありがとうアリス」

「ちがぁぁぁう！」

　人の悪い表情でニヤリと笑ったが、これでは一向に話が進まないので、アルスは真しん剣けんな表情を作り直す。

「貸して貰えないと無駄な時間を食うだけだがいいのか？　テスフィア」

　変わり身の早さに呆あきれつつ、テスフィアは根負けした――そして、未いまだ怒いかりはあれど、本当に名前を忘れられていたわけではなかったことにそっと安あん堵どの息を漏もらす。とはいえ、彼女の心情を正確に汲み取れたのはアリスだけだろうが。

　アルスは鞘さやから刀身を引き抜くと感かん嘆たんの声を上げる。

「確かに業物だな。刻まれた魔法式も正確だし、これならＡＷＲに選ぶのも頷ける」

　今回は手放しの称しよう賛さんだ。無論、持ち主ではなく刀に対してのものだが。その刀身に刻まれた魔法式はアルスの予想通り、氷系統の魔法を補助するものだ。さっそくアルスはテスフィアの刀を己の魔力で覆った。少女二人は、うっとりと表現してもおかしくない表情で、その美しさに見惚れている。刀に顔を近づけすぎると危険なのだが。

「おい……」

　意識を戻させ、話を進める。

「この状態で紙を切れば当然切断できるだろう。何故なぜだと思う？」

「あっ――――!!」

　やっと気付くことができたようだ。

「そう、刃はの部分も魔力で覆われているのになんで切れるか、それは魔力が正確に刃を象っているからだ」

　二人はまたしても刃へと視線を移した。先ほどよりもさらに顔を近づけている。

「あった！」

　僅わずかに見えたのだろう。それほどにアルスの魔力操作は精密かつ繊細なのだ。

「もちろんこれ自体は大したことじゃない。実物があるんだからそれに這わせるように魔力で覆えばいいだけだしな」

　簡単に言ってのけたが、それすらできない二人はアルスの凄すごさを再認識することになっただろう。

「これを応用したのがさっきの手刀なわけだ。つまり魔力を這わせるんじゃなくて意識的に魔力を操作して魔力刀を形作るんだ」

「そんなことが……」

　俄かには信じられないとアリスが呟いたが、それが出来る人物が目の前にいるのだから、その言葉は最後まで続けられることはない。とはいえ実は一点、矛盾が生じている。だが、それに二人は気付くことができず、アルスも敢あえてそのままにしておく。

　魔力は体外に放出した直後から内包される情報の劣化という性質がある以上、表面を覆ったそれを刃に成形できたとしても、それは僅かな間に過ぎない。それを可能にしたのがアルスの突とつ出しゆつした資質だ。いずれ種を明かすつもりだが、それが二人に可能かどうかはまた別だ。

「まっ、これができれば二桁けたまではいけるぞ」

　テスフィアとアリスは素す直なおに喜べない。ただの魔力付与すらまともに出来ないのだから、その境地に辿り着くまでには途方もない努力が要求されるだろう。ましてや、完全に体得できるという保証すらないのだから。

「そこで、これなわけだ」

　アルスは先ほど二つに分けた棒を、それぞれに手渡す。彼女等は二人して値踏みするように隅すみ々ずみまで視線を這わせるが、別段異状はないと判断すると、しっかりと握り込んだ。

「それは俺が以前倒した魔物の〝死骸〟を使ったもので……」

　と言ったところで、それを床に取り落とす乾かわいた音が二本分鳴った。

「おい！　世界に二つとない貴重品なんだぞ」

「いや、だって……」

　これで魔物を倒そうと意気込んでいるのだから、お先真っ暗だ。

「安心しろ。俺だって何年もそれで訓練したんだから何もありゃしない」

　そう聞くとアリスはあっさりと棒を拾い上げる。一方でテスフィアは辛かろうじて拾い直したものの、まるで汚物か危険物でもあるかのように、指で摘んで持ち上げている。

「俺は別に、やらなくてもいいんだぞ」

　テスフィアは慌あわてて棒をしっかり握り直す。本心では避さけられない指導だと分かっているが、そう言って脅すぐらいしないと、本当に指導が進まない。

「まずは魔力を通してみろ」

「はいっ！」

　アリスは気分を切り替えたのか、やる気が伝わってくる覇気ある声で答えた。

　しかし、二人が魔力を通した瞬間――バシュッと音を立て、魔力は拡散した。

「「――――!!」」

　アルスはニヤリと口くちの端はを上げて説明……正確には補足する。

「その魔物独特の性質でな、その棒は魔力に触れると、それを拡散させるんだよ」

「じゃ、どうやって魔力を付与すればいいのよ」

　テスフィアからすれば当然の疑問だ。それも自分で考えろと言ってやりたいが、下手をすれば何日も費やすことになりかねないので、正解を教える。

「魔力で押さえつけるんだ」

　魔力を意識的に動かしたことのない二人にとって、アルスの言っている意味は理解できないだろう。すぐに実行に移そうとしないのが、何よりの証明だ。

「それで優秀だなんて、よくいうな」

「あたし達が言ったんじゃないわよ」

　言葉では言っていないかもしれないが、態度には表れていただろうに。それこそ謙虚を装よそおっての自意識過剰というものだ。そんな傲慢な奴はさっさと魔物の餌になるべきだろう、などと行き過ぎた悪態は内に留めたが……やはりアルスは、頭を抱かかえざるを得なかった。つくづく教師というものは、面倒見の良い奴しかなれないのだと思う。それを思い知ったことが、多少なりとも今後、アルスの教師に対する態度が変わるきっかけに……はまあ、ならないだろうが。

「二人とも肌はだを出せ」

　危うくセクハラ発言とも取れそうな突とつ然ぜんのセリフに一いつ瞬しゆんの間があったが、アリスが先に従い、腕うでを出したことでテスフィアも袖を捲った。

　もちろん肌ならばどこでも良かったわけで、これで本当に服を脱がれでもしたら、アルスも自身の失言であると認めざるを得なかったところだ。

「イタッ!!」

「イッ!!」

　アルスはいきなり、テスフィアとアリスの腕を抓つねった。もちろん意味のあることだ。

「何すんのよ！」

　疑問は当然だが、口で説明するよりもやらせてみたほうが理解しやすいだろう。

「この状態で、足に魔力を集中させろ」

「「…………」」

　魔力は体内で生成され、必要に応じて体を巡る。魔法師がＡＷＲを使用する際には、無意識下で、ＡＷＲを握る手など体のどこかに自然と魔力が集中する傾けい向こうがある。意識下でも魔力の体の一部への一極集中は不可能ではない。しかし、普ふ段だんから無意識下での魔力集中に慣れてしまっていることがほとんどのため、半ば無意識の習慣と化していることのほうが圧あつ倒とう的てきに多いのだ。本能とも深い関わりを持つ魔力は、反射行動にも如実に表れる。心身と密接な関係にある魔力は、暴走することもしばしばだ。だからこそ、魔法師は常に冷静で在らねばならないのだが……そのことは別として。つまり腕を抓ったことで痛覚が働き、意識が一箇か所しよに集中するように、魔力もそれに応じて抓った箇所に流れ込むのだ。

　これは痛みのある状態で、魔力を意識的に痛みとは別の場所に集める訓練だ。ただ、軍で行なわれるそれは、抓るなんて生易しいことでは済まない。ときに蚯蚓みみず腫れになるほどの鞭むちを受けるのだから、彼女達にとっては随ずい分ぶんと易しい訓練のはずだ。

　それでも痛みが少なすぎては訓練にならない。無意識下で抓った箇所に集まる魔力に指向性を与えるのだから、ある程度は我が慢まんしてもらうしかあるまい。

　さらに力をちょっと加えると、二人はそろって顔を歪ゆがめた。もちろんあとで皮ひ膚ふが赤くなるくらいはあるだろうが、痛すぎて思考が回らないというほどではない筈だ。

「……なんだそれ」

　これは二人に対して放ったものだ。テスフィアは無意識下での魔力移動に抗えず、足に集めようとする意識的な働きと、腕に集まる無意識の働きがかちあった結果、何故か魔力が別々の場所に集まり始めた。アリスはアリスで、どういうわけか凄い勢いで抓った箇所に魔力が集中している。アルスは冷ややかに判定を下す。

「まるでダメだな。お前ら、本当に四桁なのか」

「どういう意味よ」

「それしきのこともできないで四桁なのかと聞いたんだが？」

　アルスはふと、魔ま法ほう師の――延ひいては人類の未来が不安になった。とはいえ本心から、という訳でもない。結局のところ人類の存亡など、彼にはあまり興味はないのだ。未来がどうなろうと、別に困ることはない。たとえ自分以外の人間が死に絶えたとしても、アルスは自分だけなら生き残れる自信があった。だが、それでは己のため以外に魔法を研究する意味もなく、無味乾燥な人生を送ることになる。つまるところ人類の未来など真剣に考えたくもないが、すっぱり切り捨てるほど無関心でもないという感覚でいる。

「い、いいわよ。こんなのすぐにマスターしてやるんだから」

　テスフィアは意気込んだものの、すでに意識が散さん漫まんになっている。アリスも力強く頷き、静かに闘志を燃やしているようだが、結果は課題とは逆の動きになってしまっている。

「まぁいいや。俺は自分の研究を進める」

　切り捨てるように言うと、腕を抓る指を離した。

「二人いるんだ、抓りあっていれば、いずれできるだろ。マスターしたら呼びに来い」

「「…………!!」」

　二人は息をつくと、赤くなった腕を擦さすった。予想していた訓練とはだいぶ趣が違ったことに戸惑いはあったが、この訓練の意義が分かった今、拒もうとは思わない。それでも、不出来な生徒を見放すようなアルスの言い草に、若じやつ干かん寂しさを覚えていたのは事実。やり遂げる意志はあるのに、最後までやり抜ぬける気がしない。そんな寂寥感を含ふくんだ不安に駆られたのか。己の研究机へと歩むアルスの背に向け、テスフィアが口を開いた。
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「その、何かヒントは……」

　ピタリと歩みを止めるとアルスは振ふり返かえり、一いち瞥べつ。その口が僅かに上がり。

「手加減しないことだ」

　と指で何かを掴つかむようなジェスチャーを示し、最後にそれを捻じって見せた。

　およそあやふやで、ヒントと呼べる代しろ物ものではなかったが、テスフィアとアリスは抗こう議ぎするより先ほど抓られた痛みを思い出して、表情を強こわ張ばらせるのであった。




　二人の訓練はしばらく、夜遅くまで続いた。とは言っても訓練時間は放課後から夕食時程度まで。二人が帰るのはもちろん学院の敷しき地ち内ないにある女子寮なわけで、特に帰り道に危険があるわけでもない。名門である第２魔法学院は、相応に防犯システムも充実しているため、校外よりも寧ろ安全なぐらいだ。魔ま力りよくを資質とする魔法師にとって男女差はないに等しいのだが、この時代でもまだ世間一いつ般ぱん的てきには、女性を夜間にエスコートもなしで帰らせるのは良くない風潮という感覚は残っている。だからというわけではないのだが、アルスは二人を寮まで送っている最中だ。

「おい、余所見していていいのか」

「……」

　と言うのも当然で、テスフィアとアリスは互いに腕を抓りながら器用に歩いているからだ。時折、集中をし直すために目を閉じたりしているわけだから、傍はたから見ていて実に危なっかしいのだ。だからと言ってアルスは、スルーされたらしい警告を再度行ない、障害物の接近を親切に教えてやるほど優しい性格はしていない。

　ゴンッ!!　街灯が小さく揺ゆれると同時に、衝しよう突とつ音が夕ゆう闇やみに鳴なり響ひびいた。

「――――!!　っつ～」

「大だい丈じよう夫ぶ!?　フィア」

　目を閉じて歩いた挙句、案の定、街灯に激突したテスフィアは蹲うずくまって額を押さえた。涙目での非難めいた視線がアルスへ向けられるが、そんな謂いわれもない視線は涼すずしい顔で受け流す。

「ちょっと」

「何だ」

「教えてくれても、罰ばちは当たらないでしょ」

　この抗議が正当性を持つのは魔法師以外の一いつ般ぱん人じんだけだろう。

「あのなぁ、魔物を相手にしてたら、敵が攻こう撃げきしてこないわけないだろ。魔力付与に集中し過ぎて注意力が散漫になるんじゃ本末転倒だな。それこそ良い笑い草だ」

　ウンザリした顔を隠かくそうともしないアルスに反論の声は上がらなかったが、テスフィアの視線が、さらに恨うらみがましく鋭するどいものへと変わったのは言うまでもない。

　結局その後も二人は……特にテスフィアは、意地でも寮りようまでの帰路を訓練に充てた。

「ここか……しかし……」

　アルスは女子寮を見た途端、呆れて二の句が継げなくなった。研究棟に自室を構える彼も一度ぐらいは男子寮を見たことがあるのだが、それと比べても明らかに防犯システムの厳密さが違う。正面に見える認証ゲート兼受付を通らないと、敷地内にも入れない作りになっていた。重犯罪者を閉じ込めているのかというぐらいに高い壁は、内からの脱出ではなく外からの侵しん入にゆうを警けい戒かいしてのことだろう。




　テスフィアとアリスが手慣れた手つきで認証を済ませ、二重のドアがスライドした。

「アル、今日はありがとうございました。また明日学校でね」

「じゃ、ご苦労様！　明日もよろしくね……アル」

　まだ若干ぎこちなさを残した呼び方で、アリスが丁てい寧ねいにお礼を述べる。対してテスフィアはぞんざいに手を振っただけ。ただ、テスフィアのそれは不器用にもイントネーションが少々おかしくなっており、疑問符が付くのではないかと思うほど語ご尾びが上がっている。

　手を振る姿は、しっしと小動物でも追い払はらっているようにも見えたが、赤くなった顔をさっと背けた姿は少し照れ隠しのようでもある。アルスは呆れたように肩を竦めて。

「次はきちんと出来るようになってから来……」

　と言いかけて声が途と切ぎれる。寮内に一歩踏ふみ出したテスフィアは、その声に振り向いた拍ひよう子しに柔らかい壁にぶつかった。その壁――豊満な胸に顔を埋うずめるほど盛大に。

「はぶっ!!」

「寮長!!」

　アリスが、テスフィアが衝突した人物を見て声を上げた。一方のテスフィアは、その偉大なる壁に顔を埋めて、もごもごと言葉にならない声を上げる。

「あの、何か……門限は過ぎていないと思うのですが」

　アリスの敬語混じりの気弱な発言から察するに、彼女は上級生であるのだろう。その女生徒の流れるような黒くろ髪かみは腰こしに届き、端たん整せいな顔立ちの中には柔にゆう和わな微笑ほほえみ。アリスは門限破りを懸念したようだが、その表情は怒りとは無む縁えんのようにも見える慈じ愛あいに満ちたものだ。ただ、彼女が表情通りの温和な性質たちではないらしいことは、アルスの本能が察知する。

　美貌の女生徒だ。可愛かわいいというよりも美しいと表現したほうが適切だろう。それも妖しささえ漂ただよう妖美、男性を魅惑する美しさ。アルスと比べても身長差はほとんどない。

　アリスもテスフィアと比べると大人っぽいと言えるが、寮長と呼ばれたその上級生はどちらかというと魔ま女じよシスティよりの妖よう艶えんさを備えている。だからこそなおさら、アルスにはこの上級生の笑えみが蠱こ惑わく的に感じられた。

「お帰りなさい。フィア、アリスさん」

　艶っぽい唇くちびるから、優しい声音の優しい言葉が紡つむがれた。やっとその豊満な胸から顔を離すことに成功したテスフィアは、慌しくアリス同様に一礼する。しかしその瞳ひとみは訝しげである。なぜ、わざわざ寮長が自分達ごときを出迎えに来たのか理解に苦しんでいるようだ。自分にはあんな態度のくせに、上級生に対してはちゃんと礼を尽くせるのかと突っ込んでやりたい衝しよう動どうを、アルスは辛うじて抑えた。

「そちらの方は？」

　上級生は、どこかワザとらしい微笑みで柔らかく促す。アルスは自分から口を開いた。

「一年のアルス・レーギンです。二人と居残り勉強をしていまして遅くなりました」

　形式上、上辺だけのセリフだ。アルスは二人とは違った意味での訝しさを、この上級生に感じていた。だからこそ一ひと先まずの礼節を守り、隙すきを見せたくはない。

「……!!　いえいえ、それは構いませんよ。ここの学生は熱心ですからね。門限なんてあってないようなものですから」

　そう言って一瞬、テスフィアとアリスへと視線を移した気がしたが、すぐに彼女の瞳はアルスへと向けられた。

「私は二年のフェリネラ・ソカレントと申します」

　豊満な胸に手を添そえて、優ゆう雅がな会釈で返してくる。その一挙手一投足まで優艶さが滲にじみ出でており、育ちの良さが全面に表れているようだ。まさに乱れ一つない所作、髪かみだけが艶なまめかしく顔の前に垂れ下がるが、それを片手でそっと耳までかきあげる動作に、男性ならば皆みな見惚れるところだろう。だがアルスは完かん璧ぺきすぎるそれに、かえって警戒心を抱いた。それに、ソカレントと言うファミリーネームにも聞き覚えがある。

「しかし、二年生で寮長とは」

　その立場には重い責任がつきものだ。だから当然、最上級生たる三年生もしくは教員が受け持つものだとばかり思っていたが。そんなアルスの疑念を知ってか知らずか、テスフィアが補足を加える。

「フェリ先せん輩ぱいは二年生にして当校唯ゆい一いつの三桁けた魔ま法ほう師なのよ。家の付き合いで私とは以前からの知り合いなの」

　何故か自じ慢まんげに、豊かさの意味で言えば彼女と比ひ較かくするのもおこがましい胸を反らし、得意そうに言うテスフィア。テスフィアと家レベルでの付き合いがあるということは、当然フェリネラも貴族なのだろう。続く話を聞けば爵位持ちらしいが、そもそも貴族制度自体、ある意味このご時世に相応しくないものだ。とはいえいわゆる旧家、名家が軍と深い関わりがあるため、未だ貴族制度は現代に生き残っている。魔法師としての地位や威光は順位によるところが非常に大きいため、順位の高い魔法師はそれだけで敬意を払われる。だから貴族としての威い厳げんや誇りを守りたいならば、彼かれ等らは当然魔法師としての順位にもこだわりを見せる。その結果、何々家と表されるような高貴な身分の者達は、当然それに見合った順位を得ているし、結果的に軍内部に一定の地位を築いている者も多い。

「そうでしたか、納得です」

　わざとらしく頷くアルスに対し、フェリネラは謙けん遜そんするかのように目を伏せた。

「たかだか３７５位ですよ、アルスさん」

「……」

　しかし三桁魔法師が生徒として学院にいること自体、おかしな話だ。テスフィアとアリスに話したように、順位は主に魔物の討伐によって大きく変動し、上昇する。学院の生徒が実戦に出ることはないのだから、三桁に上り詰つめる機会はそうそうないはず。怪け訝げんに思いつつもアルスはフェリネラの言葉に、かすかな引っかかりを覚えていた。

　その瞬しゆん間かん、あることに気づく。続いてさっきの……「たかだか」という言い草を思い出し、アルスはウンザリしつつ己の予想に確信を強めた。たぶんそれは、大方当たっている。もし勘かん違ちがいならば謝罪で済む程度だから、それを話題にするのに迷う必要はない。

「ヴィザイスト卿はお元気ですか？　あの頃ころは大変お世話になりました」

　アルスの一言に、フェリネラは柔らかく微笑ほほえんだ。どうやら予想は的中したようだ。

「はい！　父もアルスさんのことはとても気にかけておりました」

　ヴィザイスト卿は軍内部では将官の地位に就ついており、アルスは以前、彼かれの下で任務に就いていた。それも、類稀な戦果や順位が考こう慮りよされて総そう督とくへと指揮権が移動されるまで、わりと長い間だ。（形式上は７カ国が人類の防衛に当たっているが表面上は全人類を守護する一国であるとされているため、表向きは大国アルファも一区域に過ぎない。そのため元帥ではなく総督が最高司令とされている）

　言うまでもなくテスフィアとアリスは、このやりとりに驚愕の表情を見せる。しかし、それも僅かな間。テスフィアははっとしたように何かを思い出すと、アリスへ耳打ちする。そして、アリスは納得顔で口を開いた。

「寮長は、アルのことを知っているのですか」

　一瞬の間の後。

「もちろん存じておりますよ。こうしてお目にかかるのは初めてですが、お話は、父よりかねがね」

　貴族であるフェリネラが、ことさらに敬意を払うのもアルスの順位を知っての上だろう。

「それより、アルスさんはこの二人にご指導を？」

「あぁ、理事長に押おし付けられた」

　あの男の娘ならば、ということで、すでに上級生に対しての言こと葉ば遣づかいではなくなっていた。フェリネラもそれを気にする様子はない。寧ろ、砕くだけた言葉遣いになったことで、それだけ打ち解けられたと解釈したのか、嬉うれしそうに頬ほおを緩める。

「随分と羨ましいお話ですね」

　頬に手を当てて艶っぽく言う。その言葉に幾ばくかの棘とげが含まれているのはテスフィアとアリスも感じただろうか。だが、アルスは少し眉をひそめただけ。

「寮長、これからも遅おそくなるかもしれないが多めに見てやってくれ」

　その言葉を聞いた途と端たん、フェリネラのこめかみがピクッと動き。

「アルスさん、私のことはフェリとお呼びください」

　柔和な笑え顔がおではあったが、その声音にはどこか、強い意志と有う無むをいわせない強制力が働いており、こともあろうにアルスをも怯ひるませた。

「わ、わかった。なら俺おれのこともアルでいい。二人にもそう呼ばれてるしな」

　この返答に、フェリネラが嬉き々きとした表情を浮うかべたのは一瞬のこと。上級生としての体裁を気にしたのか、テスフィアとアリスにチラリと視線を走らせる。それに気付いたのはアルスだけだが。

「お申し出は大変嬉しいのですが、父の立場もあります、私が馴れ馴れしく呼び捨てにしては何かと問題もありましょう。しょ、初対面でもありますし、大……変……心残りではありますが、ひとまずはアルスさんとお呼びさせていただいてもよろしいでしょうか」

「わ、わかった」

「アリスさんも、フェリさんもしくは先輩と呼んでください。寮長ではあまりにも他人行儀過ぎますし」

　テスフィアはすでにそう呼んでいるから不要のはずが、何故か怯おびえたようにアリスと一いつ緒しよにコクコクと頷いている。というのも、フェリネラの顔は笑っているのに、その瞳は一いつ切さい笑えみを湛えていなかったからだ。二人とアルスを比べてのこのフェリネラの対応の違いは、純じゆん粋すいにアルスの順位に敬意を払ってのものなのか、それ以外の理由があるのか。ともあれ、アルスは二人を送り届けたことで、もうこの場にいる必要はないと判断を下す。

「じゃ俺はこの辺で」

　踵きびすを返そうとしたところに、引き止めるように声が掛かかる。

「アルスさん、それでも二人は女の子なので、指導とはいえ、あまり遅くならないようにお願いしますね」

「わかった」

「それと……私もたまにでいいので、面めん倒どうを見ていただけないでしょうか」

　これにはアルスだけでなく、テスフィアとアリスも驚おどろきを隠せない様子だ。

「ま、まあ二人も三人も変わらないが……本当に『たまに』なんだろうな」

「はい！」

　満面の笑みで答えるフェリネラは、年相応のあどけない笑顔に戻っている。

「正直、三桁どころか二桁に迫せまる順位のフェリに偉そうに指導するほど俺も自惚れてはいないから、期待はしないでくれよ」

「わかりました。あまり期待しすぎないように心がけつつ、ご指導いただきます」

　言葉の割に声は弾んでいた。その会話を最後にアルスは本当に帰路に就つく。道中、後こう悔かいせずにはいられなかった。ヴィザイストの絡みもあり拒否できる雰ふん囲い気きではなかったのは事実だが、それによって犠ぎ牲せいになるのは紛まぎれもなくアルスの貴重な時間なのだ。




　◇　◇　◇




　翌日の放課後、一週間の最後の授業。それをアルスはいつものように（とは言ってもまだ、まともに受けたのは三回目だが）平和的に乗り切った。それもテスフィアとアリスが休みの合間に、アルスに気安く近づいてくるようになったからだ。さらに言えば、アルと呼び名にも変化があったのも、良い方向に作用したのだろう。険悪だったはずのアルスとテスフィアの電撃的和解（？）に、周囲は最初こそ驚いたようだが、どうにか理り屈くつを付けてそれぞれに納得したのだろう。アルスに向けられる視線もずいぶんと変化し、平和が訪れた……はずだが、二人の美貌が男子生徒を惹きつけてやまないことは相変わらずだ。だから実際のところ、アルスへと向けられる視線は「やる気のない者に対する侮ぶ蔑べつ」から「なんであいつのところばかりに」と言わんばかりの、羨せん望ぼうと妬みのそれに変わったというのが正しい。しかも成長期にある二人は、これから女性としての魅み力りよくをますます増していくだろう期待株。男子達たちの水面下での鞘当てが、一層苛烈になるだろうことは疑いない、当のアルスだけは、まるでどこ吹く風といった具合なのだが。

「……昨日、あの技術をマスターしてから来いといったはずだが」

　教室をさっさと出て自室に戻った直後。不ふ機き嫌げんそうに細められた視線はテスフィアとアリスへと向けられていた。アルスが到着すると、すでに二人が扉とびらの前で待機していたのだ。

「いいじゃない、減るもんじゃないんだし。こうさ、見られているほうが伸び易やすいというか、程ほどよい緊きん張ちよう感というか」

「アル、お願い……少しでも早く上達したいの」

「いや、実際減るだろう……俺の時間が」

　あんなものはアルスに言わせれば自主練で十分なメニューなのだが。しかも二人がそばにいれば、コツを教えろだの何だのとさらに手間がかかることは予想するまでもない。とはいえ拝むように両手を合わせ、真剣に頼たのんでくるアリスの気持ちを無下にするのは今いま更さら躊躇ためらわれた。

　それに――アルスはふと視線を落とす……彼かの女じよ達たちの腕には、抓りすぎて、肌が赤くなった部分が、まるで斑点のようにあちこちに広がっている。女性だからと甘くするつもりは毛頭ないが、これはいささか。

「わかった。そんなにあちこち赤くなった腕を誰だれかに見られたら、俺が責められる。いるぶんには構わないが、その代わりに俺の邪じや魔まはするなよ」

　二人はその返事の間も惜しむように、こくこくと頷うなずいた。すぐ、扉をスライドさせ部屋へ入る。

「――――!!」

「何これ！」

　テスフィアが声を上げたのは、昨日と比べて部屋の様相が一変していたからだ。

「ん？　何か妙みようなことでもあるか」

「……呆れたわ、どうして男の人はこれを何とも思わないのかしら」

　その台詞せりふを聞いた途端、同居人たるアリスは逆にテスフィアへと呆れた目を向ける。さすがにここまでではないが、自室にある彼女の私物の山も相当なものだ……今はそれについて言及することまではしなかったが。

　紙束や本の山があちこちで見事に崩れ去り、地面にはびっしりと何かを書き込まれたメモが散乱している。長大な机も資料で埋め尽つくされ、飲み物を置く場所すらない。テスフィアとアリスが訓練に熱中していたように、アルスもアルスで、あの後ずっと研究に没ぼつ頭とうして、リミットを迎むかえたのでそのまま授業に出た結果である。二人は顔を見合わせて、同時に袖を捲まくった。

「お前ら、何をするつもりか知らんが、余計なことはするなよ。それは散らかってるんじゃなくて、効率的に資料を整理・分類した結果なんだからな」

「問答無用!!」

　言うが早いか、テキパキと行動を開始するアリス。その清掃スキルは、専業主婦顔負けのものだった。彼女には内容すら分からない資料のはずなのに、散らばっている位置や積み重なった順番から大凡おおよその見当をつけて、綺き麗れいに整理整頓していく。

　テスフィアはというと……まぁそこは貴族のお嬢様、というところ。意気込みこそ感じ取れるが、お世辞にもあまり手際が良いとは言えなかった。まあ、かえって散らかしているというレベルではないだけましだが。それでも僅か十数分で部屋が見違えるほど綺麗になったことに、アルスは感嘆の声をあげる。

「アリスはなんでもできるな」

「ちょっと、私もやったんですけど！」

「……あ……あぁ、まあ助かったよ」

　お茶を濁されたと感じたテスフィアがさらに何か言い出さないうちにと、アルスが先手を打って話を終わらせる。

「しょうがない。多少は面倒を見てやるか」

　見返りを求めての行動でもなかったのだろうが、二人はアルスの一言に喜々とした様子で、ほころんだ顔を見合わせる。

　面倒を見てやると言ったものの、今やっている魔力操作は初歩の初歩。だがそこで躓つまずいているからと言って、二人にそんなに資質がないわけでもない。この技術は魔ま物ものと戦うに当たって必要不可欠だが、本来ならば長いスパンでコツコツ習得していくものなのだ。アルスの予想では、棒を使った訓練の次のステップに進むのに、少なくとも一ヶ月はかかるのではないかと思っていた。しかし。

　思わずアルスが、己おのれの指導教官としての秘ひめた才能が目覚めたのかと錯覚を起こしそうなほど、今日の二人は優すぐれた才能を発揮した。昨日とはまるで見違えるほどだ。無論、本人達の弛たゆまぬ努力の結果なのだろうが、昨日の今日だ。いくらなんでもこれには驚かざるをえない。

「そこじゃない。指先に集めろ」

　アルスはお互たがいの肌を抓らせた上で、二人の指先に自分の指を近づけ、己の魔力を僅かに彼かの女じよ等らのそれに触れさせた。もちろんアルスと彼女達では魔力の性質が異なるので反発が生まれるのだが、それによって二人は体内の魔力をかえって認にん識しきし易くなり、尚且つ明確な指向性が得られるように誘導しよう、というのが狙いだ。次の段階である魔力の抑おさえ込みの課題までにはすぐに到とう達たつできないだろうが、それも時間の問題だろう。

　すでに二人は己の魔力の流れを正確に知覚し始め、体内を巡る全魔力ではないにしろ、一部に指向性を与あたえられるまで上達していた。昨日の惨状はどこへやら、二人の魔力が少しずつ指先に集まっていく。

「集中を途切れさせるなよ」

　二人の場合、まだ無意識下での動揺や集中が途切れたことの影えい響きようを受けやすいため、指先に集めた魔力のコントロールはより大変だ。実際……

「ちょっ！　黙だまってて」

　などとテスフィアが言い出した途端、魔力に与えられていた指向性が失われ、指先に集まっていた魔力が、抓った腕の表面へと流れ始める。

「――――！」

「ほれ見たことか」

　アルスは呆れ混じりに溜ため息いきを吐ついた。

　その直後。

「もうダメ……」

　アリスも集中力が切れたのか、汗を掻いていない額を軽く擦る。出し入れのトータルで実際に減少している魔力はわずかなので、枯渇による体力疲ひ労ろうはない。その代わり、精神的な面でのフラストレーションがかなり溜まる、繊細な作業であり訓練である。まあ、一息入れるにはちょうどいいかもしれない。

「少し休憩を挟むか」

　二人はぐったりと頷き、同意を示す。やがて入った休憩時間は当然テスフィアとアリスのためのもので、アルスはその間にも己の研究を進めるべく、自分の机に腰を落ち着けた。さきほど二人の活躍で綺麗に資料が整頓されていたおかげか、思いのほかすんなりと気分を切きり替かえることができ、アルスは心地ここちよく作業に没頭していく。

「そういえばアルは何の研究をしてるんだっけ」

「まだ聞いてなかったね」

　ふいにテスフィアが溢こぼした疑問は話題作りのためのものなのだろうが、その直後、純粋な好奇心を映した二つの視線が、アルスへ向けられた。ただ、その口元には微笑も浮かんでいて、少し見くびられているような気配もある。

「空間転移系魔法を、実戦で使えないかと思ってな」

　校内にある転移系魔法サークルポートは、アルスが考案した空間干かん渉しよう魔法の副産物だ。だが空間干渉魔法の詳細な理論は表向き秘ひ匿とくしたいという軍の意向もあり、アルスは理論的な論文を発表しただけで、実用化までの手順には関わっていない。もちろん自身で実験を行なって証明と確かく認にんは終えているが。

　アルスの研究はそういった経けい緯いをたどるものが多い。本人はあくまで、魔法師が扱あつかう技術の革新と戦力の底上げを図って新たな魔法や理論を生み出しているつもりだ。だが基本的にアルスの発明や発見は、既き存そんの技術やロジックからかけ離はなれた構想や発想によるものが多いため、同時に予想外の副産物や活用法が生まれるのだ。

「転移って言うとこれよね」

　テスフィアはそう言って胸の校章を掴み、アリスに同意を求めた。

「そう……思うけど」

　小首を傾かしげたアリスの表情は、アルスの回答を促すものだ。

「そうだ。転移系魔法が用いられているのは、その校章を使ったシステムが初めてだな」

　それ以外にも、地理的な意味での国防上の最重要ラインには、非常事態に備えて等間隔にサークルポートが設置されている。軍や国はそうやって、常に魔物の侵入や異常発生に目を光らせているのだ。アルスが初めて、と言ったのは一いつ般ぱん運用に限った話である。

「とはいえ欠点はある。なんせ最大転移距きよ離りは３～５kmが限界だからな」

　もちろん改良の余地は多いにある技術だ。具体的には、利用者の魔力を複写、それを元に移動先の転移門へと座標を固定し転送する。これは空間自体に作用して転移が成立するため、俗ぞくに『飛ぶ』と表現されることもある。根本的な問題としては、複写された魔力情報の劣化がある。これは現在の技術では、不定形の魔力を空間に留とどめること自体に無理があるのが原因だ。魔力を魔法へと再構築した際には劣化は起こり得ないのだが、魔力単体は体外に放出されると時間とともに劣化が生じる。それによって、一定以上距離がある転移門への移動には難が生じることが実験で明らかになっている。

「攻こう性せい魔法への転用は元々考えていたことだったんだが、いざそうするとなると、どの性質に重点を置いて改良するべきかが問題でな」

　そんな高度な部分についての迷いをぶつけたところで、二人から回答が得られるわけもないのだが。それでもついつい口に出してしまうのは、研究者の性さがゆえだろうか。

「それって、実戦でどう使うのが一番いいかってこと？」

「まぁ、そう取っても間ま違ちがいじゃないな」

　要は、オリジナルの魔法を生み出すに当たってどの用よう途とを想定するかの問題だ。特にアルスの発明する魔法は魔法師全体にとって有益でなければならないので、余計に困難だ。

「大きな分け方でも、魔物を倒たおす、行動を効果的に阻害する、味方の攻撃を支し援えんする。または、安全かつ速やかな撤退のために用いるとかだな」

「ん～…………」

　唸るように小首を傾げるテスフィアとは対照的に、アリスは挙手して発言の意思を示す。

「魔法師を守るためのとか、補助用途全部を幅広くカバーできる魔法にするのは？」

　もちろんどんな意見だろうと頭ごなしに否定することはしない。研究者としての自覚からか、アルスはどんな突とつ飛ぴな意見も、自分の中で一度吟味して結論を出す癖くせがある。しかし今のアリスの提案には、とうに結論が出ていた。

「それは無意味だな。転移魔法は、使い方によっては攻撃にも防ぼう御ぎよにも使えるし、戦せん闘とうの支援だってできるかもしれない。だが、全すべてに対応させようとするのは、最初から何もできないのと同じだ」

　魔法大全に載のる魔法は、固有名称が認にん知ちされたことで確定し、普ふ及きゆうしていく。固有名称が定着するというのは、要は魔法としての意義が認められたということだ。それゆえ、どんな用途にも使える魔法というのはナンセンスな存在だ。戦場ではそういった半端な臨機応変さよりも、何か一つの役割に特化した魔法のほうがよっぽど有益なのだ。

「まぁこれは、実際に前線に立つ魔法師に聞いたほうが早いかもしれないな」

　アルス本人がさんざん前線で戦ってきたのだから、優れた使用法ぐらい自分で何とか思いつきそうなものなのだが……そう思ったテスフィアは同時に理事長の「彼は例外だから」という言葉を思い出して、その突っ込みを呑のみ込んだ。そもそも現げん役えき１位の魔法師が、己の技術や才能のレベルを基準にして新魔法を編み出したところで、それを使えるのが己一人だけならば、それはほぼ意味のないものだ。

　特に、アルスが隠そうともしない目的――自分が楽をしたいがために魔法師全体の力の底上げを図る――そのために新魔法を提供するのならば、なおさらだろう。

　その後は何だかんだで、アルスの一方的かつ怒涛のような「魔法理論とその実践に関する授業」と、それより遥はるかに少量の「質疑応答」の時間が繰り広げられた。もちろん魔法師の雛ひな二人相手だから、質問は出ても有効な結論に至ることはない。それでもこれまで、こういう話を他人と共有する機会を持てなかったアルスは、時間が過ぎるのも忘れて話し続けてしまったのだ。

　やがて二人が帰路についた時、寮の門限を破ることはせずに済んだが、貴重な時間のほとんどがアルスがご高説を垂れるために使われ、ろくに訓練が出来なかったとのテスフィアの苦情には、さすがのアルスも己の非を認めざるを得なかった。

　……そういうわけで結局、翌日の放課後にも二人に付きっきりの指導を要求されたアルスは、それを拒否する口実を見つけ出すことはできなかった。




　◇　◇　◇




「それにしても意外だったね。あんなアル」

　横を歩くテスフィアに笑みを溢しながら、アリスは言う。その口ぶりには、隔かく絶ぜつした存在の現役１位に対してというよりも、まるで同年代の友人に対するような気さくな雰囲気がある。

　この前と違い今日は二人での帰宅だ。一緒に部屋を出たはずの当のアルスは、急に理事長から呼び出されたため、重たい足取りで二人と別れたのだ。

「まるで子供の自慢話だったわね」

「そこは年相応って言ってあげないと」

「いや、あれは子供よ。買ってもらったおもちゃをひけらかすみたいな」

　そう言われればそんな気がしてきたと、アリスは手を口に当てクスッと笑みを洩もらした。

「そうだったかもね。……まあ、おもちゃにしてはとんでもない代物みたいだけど」

「まぁね。それにしてもあいつの魔法師としての腕うでは分かったけど、研究者としての才能はどうなのかしら」

　アリスは疑いもなく。

「きっとずば抜けてるんじゃない？」

「どうかしらね。うだつの上がらない、ツマンない研究ばかりしてるのかもよ」

「う～ん、そんなことはないと思うけど……そうだ、今日言ってた魔法が完成したら見せてもらおうよ」

「そうね。でも、あんなに力説しておいてチンケな魔ま法ほうでも笑っちゃだめよ。アリス」

　お姉さんのように噛んで含める態度のテスフィアに、お返しとばかりにアリスは言う。

「フィアのほうこそ、でしょ。貴族なんだから、可笑おかしくても大口を開けてはしたなく笑っちゃだめよ!?」

　同時に控え目に笑い合う。いつの間にかアルスの偉大なる研究がチンケなモノしか生まないと決めつけられ、その才能のほどが故意に低く貶められているようだが、微笑み合いながら帰路を行く少女二人には、そんなことはどうでも良いことなのかもしれない。

　後に二人がアルスの研究の一いつ端たんを少しでも理解した時……その表情が一変することは言うまでもない。だがそれは、今はまだ先の話だ。




　◇　◇　◇




　アルスは二人と研究棟の前で別れた後、気怠く重たい足取りで理事長室へ向かった。ろくなことにならない予感しかしないのは、この前の僅わずかな間、理事長との会話や仕草などからの推測である。この女と関かかわると、絶対にやばい。そんな印象程度に過ぎなかった感覚が、今はすでに心の中で確信めいたものに変わっている。

　アルスの自室がある研究棟から理事長のいる本校舎までは、歩いて数分といったところ。

　それでもアルスの足が、短縮できるサークルポートに向かわず、そのまま徒歩で向かってしまっても責める者はいまい。

　扉に対して数回のノック、規則正しく最低限のマナーは守ったつもりだったが、ノックを鳴らすその表情は、明らかに眉まゆ根ねを寄せて不ふ愉ゆ快かいそうだ。すぐに中からくぐもった声で入室の許可が降りると、アルスは慇いん懃ぎんに扉を開ける。

「まだ何も言ってないんだけど……」

　理事長の訝しげなセリフが、何に対してのものなのかはすぐに理解できた。

「まだ何も聞いていませんが」

　素知らぬ顔でアルスは姿勢を正す。ここでは、彼女のほうが立場が上なのだから。

「まぁいいわ。わかっているとは思うけど、来月の頭に実力試験があるわよね」

「存じてますが」

　それは年間のカリキュラムに含ふくまれているもので、入学時に仮につけた新入生の順位を、現在の実力に応じて更新するために用意されている試験だ。入学時には千人以上の希望者を審査しなくてはならないため、精密さよりもどちらかというと効率を重視した審査を行なっている。そのため、この試験には一年生達の実力を改めて精査する、という意味もあるのだ。そしてこの時点で。すでにアルスは理事長の意図を察していた。

「つまり、俺の順位査定に関することですか」

「そう、無用な騒ぎはごめんだから、あなたは私が審査することにしたわ」

　職権乱用ではないかと一言言ってやりたいのは山々だったが、無用な騒ぎは更にご免だ。それにまあ、それぐらいしか抜ぬけ道みちがないのも事実だな、とアルスは思う。年間スケジュール表に試験についての記き載さいがあったのは把は握あくしていたが、そう言われればその内容、方法についてまでは明確に記載されていなかった。

「わかりました。でもそれだけではないですよね、本命の理由は？」

　理事長は特に驚きはしない。寧むしろほっとした様子の溜息が洩れたのは、これで本題に移れるという安あん堵どの表れだろう。しかしその様子から察するに、アルスの予感は的中したようだった。

「話が早くて助かるわ。これよ」

　理事長は机の前に一ひと塊かたまりの紙束を置いた。そして、くるりとその向きを反転させる。つまりはアルスが確認しやすいようにで、これを見ろということなのだろう。アルスは紙束に目をやり、続いて確認するように理事長に軽く視線を飛ばす。許可を出すように、微笑を浮かべながらうなずきが返される。

「…………」

　それに一通り目を通し終えるとアルスの口からも溜息が洩れた。

「俺にどうしろと？」

「別にどうしろってわけじゃないけど……どう思う？」

　資料は提案書であり、その中には学院に新しく組み込まれる授業について詳細に書かれている。ちなみにそれは軍からのものだ。つまり国策に近く、軍との繋つながりが断てない以上、第２魔法学院はこの提案を受け入れなければならない。

　誰かに意見を求めたことでどうなるわけではないが、確かに第三者の意見が欲しくなる内容ではあった――特にアルスのものならば。

「答える前に、一つお聞きしてもいいですか」

「どうぞ」

　艶あでやかな笑みは、アルスの意見に期待を膨ふくらませてのものか。

「これは俺が退たい役えきを申し出たことで生じたものですか」

「たぶんね」

　曖あい昧まいな返事ではあるが、そのこと自体はシスティ理事長としては問題視していないようだった。そして、肝心の資料の内容は――課外授業という名目に託して、魔法学院の生徒に魔物との実戦経験を積ませるというものである。

「これ自体は遅いぐらいだと私は思ってるわ。他の第１、４、５、７魔法学院にはすでに導入されているカリキュラムだしね。ただ……」

「これでは死人が増えるだけですよ」

「やっぱりそうよね」

　理事長はあえて事態のシリアスさを軽減したいというように、わざとらしく軽い口調でぼやく。生命いのちに関わる実戦。学院生自体は卒業後にほとんどが軍ぐん役えきに就くのだから、いずれは経験することとも言える。だが問題は、生徒達たちがまだその手の訓練を積んでいないことだった。いや、ここで問題にすべきは身体からだというより精神的な問題か。

　魔法師として一応の魔法が使える生徒達ならば、相手が低レートの魔物ならさほど問題なく討とう伐ばつに成功するだろう。だが、アルスの言ったような事態も起こりえるのだ。

　それは彼等が初めての実戦の恐きよう怖ふに慄き、心が戦うことを放棄した時に生まれる。魔法師の力は精神状態に左右される部分も大きいため、恐怖にすくみ上がればその結果、魔法が使えなくなってしまうのだ。それは戦場を離れれば簡単に回復するというものでもなく、魔物への恐怖が半永久的なトラウマのように心の奥おく底そこに刻まれれば、それ以降、魔法師としての道を閉ざされることもありえる。

　一応、そのためのセーフティーネットが設けられているのだが、この学院の現状では、それに問題があるのだ。軍からの提案書によれば、一年生には監督兼、非常事態に備えて上級生が付くだけ。練度の差こそあれ同じ生徒という範疇であり、魔ま物もの討とう伐ばつの初心者という意味では、上級生であっても一年生と大差ないことになる。非常事態の時に、そのための配置人員が役に立たないという事態は憂慮すべきリスクを伴う。

「つまり、上層部の意向ですか」

「そうなるわね。防ぼう護ご壁へきの力が弱まっていると言われている昨今、さっさと実戦に慣れろ、ということなんでしょうけど。有力な出資者として、魔法師育成機関としての各学院の優ゆう劣れつも把握しておきたいっていうのもあるかしら。お偉いさん方が考えそうなことね」

　溜息と当時に、疑念は早めに解消しておくべきだろうと、アルスは先に本題へ進む。

「で、俺にどうしろと」

「私は防衛任務がほとんどだったから、魔物に関してはあなたのほうが詳しいのよね」

　その言い分には大いに疑問を呈したいが、一先ず全てを聞くべきだろうと続きを促す。

「で、アルス君なら何とかできない？」

「何とか、とは？」

「ほら、上層部に働きかけるとか……単独でちょちょいっとさ。難しそうならほかの手も。例えばアルス君が……」

「無理です」

　理事長が第二の提案を言い出しかけたのをさえぎり、にべもなく断る。実際のところ、上層部に働きかけて意向を覆させられるほど、アルスに政治的影響力はない。いや、退役の申し出の受じゆ諾だくがさんざん渋られたように、意図的にそうさせられてきたのだ。そのくせ任務ではさんざんこき使われたのだが。これがべリック総督単独による提案ならば口添えすることもできたかもしれない。だがあいにくこれは軍全体の総意と見ていい。そして、理事長が言外に匂わせたもう一方の提案も当然。

「一体課外授業参加者に、何人の学生がいると思ってるんですか、全てカバーするのは無理です」

　たとえアルスほどの実力者だろうと、彼等が一か所にでも固まらない限りは不可能だろう。すると理事長は、年ねん齢れい不相応に頬を膨らませて、少女のように不貞腐れた。

「えー……じゃあ、何かほかにいい案はないかしら」

　簡単には解放してくれそうにない。恐おそらくここで代案の一つも出さねば、黙って帰ることはできないだろう。アルスは肩かたを竦めて、仕方ないとばかりに、わざとらしく頭を掻いた。

「その提案書の指示、どこまで変更できるんですか」

　たとえ理事長であっても上の総意によるお達しに変に口を挟めば、不興を買って進退を問われかねない。とにかく巨きよ大だいな力を持つ軍のやり方に異論を唱えるのは、非常にリスクのある行こう為いなのだ。状じよう況きようは最悪と言っていいが、そんな中でアルスに良策の提案を要求するのであれば、理事長にはせいぜい頑がん張ばってもらって、多少の無理は通してもらうしかない。

「それこそ、課外授業としての訓練の意義を損そこなわない限りなら」

　さすがに理事長は、これには真しん剣けんな面差で返答した。その表情は軽めのものから一転、どんな要求でも必ず通して見せるという決意が表れている。率そつ直ちよくに表に出しこそしないが、彼女とて教育者として当然、手塩にかけた学院生達の身の安全を気遣う気持ちは、きちんと持ち合わせているということだろう。

「エリアはここで間ま違ちがいないんですか」

「えぇ」

　淡々と答える様子から、理事長はあまり詳細なことまでは知らないか、まだ決まっていないのだろうとわかる。しかし、やはり戦力化を急ぐ余り、学生を防護壁の影響が及およばない外界に出すなど、あまり得策ではないと思うことに変わりはない。

「最低ランクの魔物が出没する区域ではあるのですが、ここは稀まれにＢレートが出現します。なので、多少距離はありますがこっちのほうが」

　資料の中にある地図を指差し、そのままラインを引くように指を横に滑らせる。

「もちろんそれでも、安全とは言い切れませんよ」

　理事長も苦々しい表情で頷く。彼女とてそのリスクは理解しているのだ。防衛任務がほとんどだった、と本当か嘘うそかわからないようなことを言っていたが、さすがに現場の人間だったのだから。予想外、想定外の出来事は外界では日にち常じよう茶さ飯はん事じである。いや、常に予想外のことしか起こらないと言っても過言ではない。万が一に備えた臨機応変な備えや戦略を、恒常的に要求されるのが外界での戦闘だ。

　それでも防衛ラインから数十kmに渡わたる範はん囲いなら、高レートの魔物の出現は探知することができる。なお、一いつ般ぱん的てきにはそれから遠のくほど魔物の探知は確実性に欠けていく。それは探知用の魔法装置を据すえて監かん視ししているためで、完かん璧ぺきとまではいかないが災害級の魔物ならば、通常はいち早く察知することができるのだ。

「この場合は特にＢレートが探知の網をすり抜ける可能性があるので、やはり改善すべきは生徒達の監督者でしょうね。同じ学生身分の上級生じゃなく、正規の魔法師を派は遣けんさせるなんて提案は……ま、当然通りませんよね」

「難しいでしょうね」

　貴重な魔法師は何時いつ何なん時どきでも動けるように待機していなければならない。教育カリキュラムの一いつ環かんである課外授業程度に、軍がその派遣を許すことは考えづらかった。

「でしたら、校内の上位勢を監督に当たらせるしかないでしょう。もしくは一人でなく二名以上とするとか。教員を付けるという手もありますよ。編成は学校側に一任されているのでしょう？」

「それはそうだけど……頭の痛いところね。ちなみに、学生は五人で一グループ＋監督者が一名以上っていう編成になるのは確実ね」

「では、後は頑張ってください」

　そう言ってアルスは踵を返す。彼かれとしては、監督員についてのいくつかの案を提案したところで、自分の役割は果たしたつもりだ。だが理事長は呆あつ気けにとられたように、素っ頓狂な声を上げた。

「えっ!!」

「まだ何か？」

　面倒さを全面に押し出したようにして振ふり返るアルス。だがこの魔ま女じよは、そんなアルスの顔色に迎合するほど素す直なおな性格はしていない

「……お茶を出すのを、忘れていたわね」

　アルスを引き止めるための見みえ透すいた口実を素早く作り、そそくさと行動に移る。それを無視して帰ることは、たとえアルスでも躊躇われた。せめてもの当てつけに、表情をさらにうんざりしたものに変えてみせはしたが……これは最低限の精神衛生上の措そ置ちだ。

　二人はその後、ドップリと夜が更けるまで解決策を模も索さくし合うハメになった。なんだかんだでアルスが知恵を貸す形になってしまったのだが、それには理事長の一言も功を奏していた。

「大変だけどこれを乗り切れば、優ゆう秀しゆうな魔法師が育つのは確実ね。人類の未来は明るいわっ！」

　宣教者の如く雄弁に語り、小さく拳こぶしを突つき上げる。現実味の欠けた理想論を、語気を強めることで無理やり押おし通そうとしている感じはぬぐえない。もっともらしい正論を振りかざした上で、システィは無邪気な笑えみを浮かべた。アルスにとってはうんざりすることだが、確かに人類が生き残れる未来図を明確に描えがくにあたり、それは一理ある内容でもあった。というよりも普遍的な意味では、正しさしかない。そんな見え透いたおべっかにアルスが乗るのもテスフィアとアリスの二人がいるからだ。彼女達の魔法師としての適性もまた、恐らくこの課外授業ではっきりするだろう。優れた結果を出せばよし、魔物を前に膝ひざを屈するようなら、それはそれでさっさと結論を下せるというものだ。

　こうしてシングル魔法師と元シングル魔法師の討論は、しばらくみっちりと綿密に行われることになったのだった。

　それ以来、テスフィアとアリスの訓練を監督した後、アルスは毎夜、遅おそくまで理事長室に呼び出されている。もう悪態を吐く気力さえ残っていないのが実情だ。貴重な時間の浪ろう費ひを嘆きつつ、それでも何とか、この煩はん雑ざつな仕事のメリットを自分に言い聞かせることで精神の均衡を保っている。要は、いずれ自分を助けることになるのだから、という気休め程度の内容なのだが。

　いずれにしても軍に決められた課外授業実施までの日数内では、準備に限界があるのも事実だ。そもそも学院生達は、どれだけ言ってもしょせん魔法師の雛。実戦経験となると圧あつ倒とう的てきに不足しているのだから、頼たよりないことこの上ない。
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　そして、新入生最初の試験当日。登校前にテスフィアとアリスはアルスの研究室を訪れていた。それもここ数日、アルスはほとんど授業に出ていなかったからだ。アルスについては最低限の出席日数すら保てれば単位は約束されるとはいえ、評価は下がる。試験自体を欠席となれば再試験は確定、それすら出席せず単位を落とせば留年の可能性があるわけで、二人はそれを懸け念ねんして健気にも迎えに来たのだが。

「「――――!!」」

　扉の向こうのアルスの顔色は最悪だった。目の下のくっきりとした隈は、はっきり睡すい眠みん不足と身体の不調を示している。数日はロクに寝ていないだろうことは明白だ。

「あんた、あれだけ睡眠取れって言ったのに、結局寝なかったのね。もし、眠れないとかなら添い寝してあげましょうか？」

　妙に抑揚の効いた声こわ音ねで少し視線を逸そらしたテスフィアは、すぐにまた悪戯いたずらっぽい笑みを向けてきた。しかし、今のアルスに応戦するだけの気力は残されていない。

「俺おれの時間なんだ、とやかく言われる筋合いじゃない。眠れないことはないが、快眠できるなら一いつ緒しよに寝てみるか？　今日にでも」

「えっ!!　い、いや……」

　売り言葉に買い言葉といった他意はない返しに、テスフィアはかえって意表を突かれたのか、急にたじたじとなる。ほんのり帯びる頬ほおの赤らみも隠かくしきれない様子に、呆あきれたアリスの言葉が、場の雰ふん囲い気きを現実に引き戻もどした。

「忘れたのアル、今日は試験だよ」

　だが、アルスはぼんやりと上の空。数すう拍はく間を置いてようやく。

「そうだったっけか」

「さっさと顔洗え！」

　冷めやらぬ顔を紛らわすように、テスフィアは屋内のデジタルスクリーンに映し出された時計を一いち瞥べつし、焦ったように大声を出す。アルスの身体を掴つかむと、力ずくで反転させてその背中をグイグイと押した。

「は～」

　三人での登校は実はこれが初めてなわけだが、アルスは手のひらで隠し切れないほど大きな欠伸あくびをした。学院指定のバッグは無用の長物である。元々教科書すら持ってきていないのだ、空のバッグなど無意味。そんなアルスを横目にテスフィアが口を開く。

「アリスは試験の対策できた？」

「どうかな。一応おさらいはしたけど」

　二人は教科書を片手に、不安げに最後の確認を行なっている。

　だが続いてのアルスの一言で、二人の努力が徒労であることが明らかになる。

「何をおさらいするつもりだ？　試験は実技なんだ、付け焼き刃ばでどうこうできるもんじゃないだろ」

「えっ!!」

「知ってたんなら早く言えッ！」

　アリスが開いた口がふさがらないといった風に足を止め、いち早く立ち直ったテスフィアの回し蹴りがアルスの背中を襲う。彼女としては眠気覚ましのつもりだったのだろうが、その中には幾分無む駄だな努力の恨うらみが籠もっていた。

　当然寝ぼけていようとも問題にならず、片手で易々と受け止められる。が、問題は蹴りそのものではない。制服のスカートはそれほど短い丈ではないものの、高めの位置から振り抜かれた回し蹴りの結果、スカートが鮮やかに翻る。そして、その中に着ていた薄うす生き地じのシルクのスリップから、白はく皙せきの太腿が眩まぶしくのぞいた。凍りついたような、一いつ瞬しゆんの時間の停てい滞たい、だが、アルスがその秘密の花園に興味を示すことはなかった。それでもテスフィアの顔がみるみる紅潮していくのは、避さけられないことだ。

「＃％＆＄＠＆＃!!」

　たちまち、魔ま力りよくを纏まとった右拳がアルスへと飛んでくる。別に威い力りよくが増すわけではないが、無意識の魔力移動はそれが手加減なしの一いち撃げきであることを物語っている。先の回し蹴りを平然と受け止めていたアルスは、その足を事も無げに押し、反動を利用してさらりと拳を躱かわす。しかし、この次は下手をすれば本当に魔法が飛んできそうな勢いだ。パッと手を放し、距離をとる。

「……見た？」

　少し潤うるんだ瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに睨にらみつけてくるテスフィア。さっと太ももに回された左手は、スカートの裾を強く握にぎり締めていた。

「見るか！」

　実際見てはいないし、アルスの背丈から見えるような高さで蹴りが放たれたわけでもない。自意識過剰過ぎやしないかと思ったが、それを口に出せば次は確実に魔法の一発も飛んでくるのは疑いない。さっさと話題を流そうと気を利きかすアルスに、テスフィアは顔を真っ赤にし、無言で記き憶おくから抹消しろと言わんばかりの視線を飛ばしてきたので、登校の時間をギクシャクした雰囲気で過ごすこととなった。アリスが気を遣って相当無理をしつつ話題を振るが、噛かみ合あっているようで噛み合っていない不毛な会話が空々しく行き交うばかり。まるで用意された台本を読まされている気分だったが、元凶のアルスは不承不承、提供された会話に乗っかるのであった。

　終始スカートの裾を握りしめたままのテスフィアのせいで――とは思っても、妙みように紅潮した顔と、普ふ段だんの彼かの女じよからは想像できないほど、しおらしいと言えなくもない姿を見れば、少し酷な気すらしてくる。そんなぎこちない時間の過ごし方をしたおかげで、到着が遅刻ギリギリになったのは言うまでもないが。
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　試験のため本日の授業は休講扱い。今日一日は、学院で実じつ施しされるのは試験のみだ。午前中は訓練場での魔力の放出試験であり、これは習得している全魔法の行使が主なメニュー。複数の教員が監督に付き、精密なデータを記録していく。魔法師として生徒達が秘匿すべき習得済み魔法の情報が漏もれないよう、いくつかに区分けされた訓練場は、さらに試験の内容も隠すため、周囲をベールのような黒い空間で覆おおってある。

　そんな中、一クラスずつ順番に試験を行っていくのだから、それだけで午前中が潰れるのも仕方のないことだろう。

　ひとまずアルス達たちは素早く訓練着に着き替がえた。そこからは順番待ちだ。だが、名を呼ばれるまでの間すら、じっとしていられないのがテスフィアという少女だ。魔力操作の復習をして気を紛らわしているようだが、その横顔からは尋常でない緊きん張ちようがうかがえる。アルスはふと、彼女が貴族であることを思い出す。つまるところ、家名に恥はじない順位が要求されるということだろう。すでに四桁けたという順位にあるとはいえ、試験前に担当員から「入学時の順位は正確性を欠いているので、この試験で改めて綿密に資質を計測する」などと説明されれば、不安にもなるのだろう。たかが試験、この結果により大きく順位が変動するとは考えづらいが、それを今の彼女に言ったところで、あまり意味はないだろう。そう考えて、アルスは口を引き結ぶ。一方、アリスも貸し出し用のＡＷＲに魔力を流し込み、不具合がないかチェックをしていた。




　今や、試験間近ではよく見られる光景が、訓練場内のそこかしこで展開されていた。そんな中、三人の中で一番初めに名前を呼ばれたのはアルスだった。近くには当然のように、テスフィアとアリスがいる。これが日常化しないことを願いながら、気怠い気持ちでアルスは九番訓練場へと向かう。残された二人も、アルスに頑張ってなどとは言わない。そんな心配は無用だと分かっているからだ。二人は、寧ろ自分のことで手いっぱいという顔で、そのＡＷＲを持つ手には、緊張からか意気込みからか、ぐっと力が入っていた。

　ちなみに、貸し出し用の物を含めてもＡＷＲを持っていないのはアルスだけだ。そのためか、彼へと向けられる視線は誰だれも注目していなかった入学当初とは一変、奇き異いな闖ちん入にゆう者しやでも見るかのように胡散くさげだ。さすがに陰かげ口ぐちは無いが、無ぶ遠えん慮りよな視線は相変わらず。今日は本すら持っていないことで（単に忘れたとも言うが）一層訝しげな視線を集めてしまっている。

　そんな雰囲気を意にも介かいさず、アルスは真っ黒に染まった一区画、怪あやしげな訓練場に踏ふみ入いる。そこには、事前の予定通りに、システィ理事長が立っていた。

「あら、ＡＷＲは持って来なかったの？」

「……本当に、やるんですか？」

　やる気がなさそうなのは当然で、アルスは順位が何位だろうとほとんど気にしないからだ。それに現役１位である今、彼の魔力を測ることにさしたる意味があるようには思えない。

「当然でしょ」

　機材の設定を手早く済ませると、システィは腕を組み、呆れ混じりに言う。

「俺はＡＷＲが無くても大だい丈じよう夫ぶですが」

「そう、それじゃあまずは……」

　理事長は隣となりにあるごちゃごちゃと装置がついた箱のような機器を指差した。大きさは丁度人が一人入れるぐらい。それは軍でも活用されていた、魔力量を測定するための機材だ。

「そこに立って」

　中に入ると、正面以外を魔力感知に適した金属板が覆っている。

「魔力を出してちょうだい」

　すでにアルスは魔力を出している。システムとしては一定時間に体外へ出た微量の魔力を金属板が感知し、その所有者の魔力保有量を測定するというものだ。

「はい、ＯＫよ」

　理事長は机の上にあるディスプレイに目を落としている。画面は測定中の文字が浮かび、進行状況をパーセンテージで知らせていた。

「――――!!　えっ！」

　これも聞き慣れた反応だ。だからやり直しにでもなったら面めん倒どうだと、先に伝えておく。

「壊れてはいませんよ。次に移ってもらっていいですか」

「え、えぇ……」

　少々歯切れの悪い返答。まあ元シングルの理事長でなければ、この程度の驚おどろきでは済まなかっただろうが、それでもにわかには信じられない数値だったのだろう。一応、納なつ得とくのいきそうな理由をでっちあげ、とぼけた顔でうそぶく。

「俺は常に前線にいたんですよ」

「そ、そうよね」

　だが、いくら前線にいたとはいえ、アルスは成長の糧になるような修羅場はそこまで多く経験していない。この魔力量は先天的なものだ。だからこそ、軍で活躍できたわけだが。

「えっと、次は……習得している魔法を使って欲ほしいのだけど……」

　未いまだ動揺しているのだろう。理事長にしては手際が悪かったが、なんとかアルスの肢し体たいに測定機器が取り付けられていく。

「その手の測定は軍でもパスしてきたのですが」

「なんで？」

　首を傾かしげる理事長。その表情から動揺の色は去り、少なからず好奇心が湧いたようだ。

「魔法を行使する際の出力がメーターを振り切ってしまうんですよ」

「ん～……まっ、いいんじゃない」

「それ、きっと壊れますよ」

　決して安くはない機材を指差して、念を押した。

　だが、理事長はそんなリスクよりも好奇心のほうが抑おさえられない、というように目を輝かせている。アルスは理事長もつくづく魔法師なのだと、ウンザリしながら思うのだった。

「さすがに予備がいくつもあるとは思えませんので、一つだけにしましょう」

「そうね」

　理事長はうなずくと、測定データが表示されるスクリーンの前まで離はなれる。

「攻こう性せいの魔法ならそこに当ててちょうだい」

　アルスの真正面には円錐形の機材が底を向けていた。中は空洞になっており、そこに魔法を放つ。これもまたアルスには見慣れたもので、空洞内に魔法を放つことで周囲を覆う高親和性の壁かべが出力、構成情報、内包魔力量、系統などを事細かに測りつつ同時に魔力を吸収し、その威力を和らげる仕組みだ。仮に威力が吸収力を上回っても、魔法の破壊力は奥おくに逃にげるようになっており、袋小路に追い込むようにして、魔法を徐々に吸収する。

　測定値オーバーによる故障などなかなかないはずだが、当然のようにこの機材でも、その失敗談をアルスは持ち合わせていた。
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　アルスの試験が始まって間もない頃ころ、アリスの名前が呼ばれた。

「頑張ってねアリス」

「フィアもね」

　二人が互たがいに励まし合い。アリスが二番試験場へと歩みを進め、テスフィアも自分の番に備えて意識を集中する。

　その時、僅かに地面が揺ゆれたのを感じ、アリスは足を止めた。最初は小首を傾げる程度の違い和わ感かんだったが、次し第だいに揺れが強くなるにつれ、それは確信へと変わっていく。地震だ。魔ま物ものの出現に対応するかのように、大きな地殻変動が起きたこの大陸では、それは珍めずらしいことではない。生徒達はこういった時の対応や防災感覚にも抜かりはなかった。揺れに対応しようと両足と身体からだに力を込めた瞬しゆん間かん。

「えっ――――!!」

　揺れどころではない爆発音が訓練場内に響ひびき渡り、周囲にどよめきが湧いた。誰も避難対応を忘れ、その視線は一箇か所しよへと集められた。轟音が響き、次いで黒煙が洩れ出た九番試験場へと。他の試験場からも何事かとすぐに教員達がわらわらと出てきたが、まず口を開いたのは九番試験場から出て来た一人の女性だ。

「大事ではありませんので、試験をそのまま続けてください」

　中から出てきたのは魔力を纏ったシスティ理事長だった。なぜ試験官が理事長なのかと訝しげな視線が集まるが、それも一瞬。理事長は何事か唱えると指を一本立てて軽く回し始めた。すると試験場から溢れ出る黒煙が彼女の上空で渦を巻き、一箇所に固まっていく。見事な手際ではある。結局、唖あ然ぜんとした顔を浮うかべたその場の全員が中断していた試験のことを思い出すまでは、理事長に一ひと纏まとめにされた黒煙が、すべて外へ追いやられるまでかかった。直後、我に返ったアリスがテスフィアに問う。

「一体何が起きたの？」

「さぁ、でもあそこは……」

　そこで試験を受けていた生徒が誰であったかを思い出したアリスは、次の瞬間、裏返ったような声を出し、九番試験場に駆け込んだ。

「大丈夫、アル!?」

　アルスは一人、バラバラに散らばった元機材の部品に目をやり、物惜しげな表情をしていた。

「アリスか……勿もつ体たいないことをした」

　拾い上げた部品を、ぽん、と放り、続いて入ってきたテスフィアが険しい顔で。

「あんた、何をしたのよ」

「まさかここまでとは……本当に規格外ね、あなたは」

　その背後からは、理事長が頬を若じやつ干かん引ひき攣つらせて言う。もちろん、あの黒煙の中で衣服に煤すす一つ付いていないのは、彼女もまた最高峰の魔法師だったからだが。

「それよりも二人とも、まだ試験中よ」

　ここで起きたことがたいした出来事でもなかったかのような言い草に、テスフィアとアリスは目を白黒させる。

　理事長にたしなめられ、一ひと先まずアルスの無事を見届けた二人は試験場を出ていき、その場にはアルスと理事長の姿だけが残った。

「それにしても今の魔法は…………そうね、空間干かん渉しよう魔法ってところかしら」

　この答えにアルスは目を瞠った。さすが、元シングル魔法師だっただけのことはある。本来ならば、平時は個々の得意魔法については詮せん索さくしないのが魔法師同士の流儀であり暗あん黙もくの了りよう解かいではあるが。

「御名答です」

　核かく心しんを突いた答えに、思わず称しよう賛さんの意味を込めて返礼した。

「それと凄すごい発熱があったけど、あれは融解系の魔法かしら」

　これは外れ。あの熱とそれに伴う爆発は魔法ではなく、巨大すぎる魔力が加わったことで機材自体から発生したものだ。だがアルスは彼女の推察通りである、とでも言いたげに目を伏ふせる。そのほうが何かと都合がいいからだ。アルスの使った魔法が空間干渉魔法であること自体は正しい。だが、その先まではたとえ理事長であっても知られたくなかった。

　そもそも、実は空間に直接干渉する魔法というのは存在しない。空間干渉魔法というのはいくつかの系統に分かれ、体系化される以前の魔法の総そう称しようだ。もちろん、魔法が空間に干渉できる可能性自体は、理論的に立証されているが。だからこそ、アルスは意図的に融解系の魔法を同時発動させたのだ。融解現象こそが先ほど使った魔法の本質であり、空間が干渉を受けたのは副次的な現象として見えるように。いわば、空間に起きた干渉そのものは、アルスの魔法の本質ではなく別の魔法の二次的作用だ、という誤解を意図的に誘導した。ここまではまだ、魔法学の常識の範囲内だからだ。アルスの力が、その常識を超えるものであることを知るのは軍内部でもアルスと関わりの深いベリック・サーレビアヌ総そう督とくだけだ。強すぎる力は往々にして畏怖される。そしてそれを利用しようとするものも多いだろう。しかし――。

「でもあなたレベルの魔法師が得意とする融解系魔法が単体で発動した場合、あの程度の威力じゃすまないはずよね。融解とは別の性質があるとも考えられるけど」

「――――[image: ]」

　何気ない疑問、単に思い付いただけのことだろう。理事長は指を顎あごに当てて思考に耽ふけった。ここでいう融解の魔法というのは、火系統に分類される高難度の魔法である。だから単純な分類なら火系統だと思われるが、この元シングルはアルスの魔力の本質がそうでないことに確信を持っているようだ。

　魔法はいくつかの性質に分類される。その中でも個人ごとに相性の良い性質があり、テスフィアなら氷、アリスなら光と、必ず分類することができるのだ。もちろんそれは単なる相性であり、それしか使えないというわけではないが、その相性自体は魔法の行使に大きく影えい響きようする。アルスの性質――それは、無属性そのものだ。正確には【無】という性質は存在しないため、アルスの場合は該当なしと言ったほうが正しい。

　もちろん他に、どの系統の魔法であっても高水準で使いこなすことはできる。だが己おのれの魔力の性質という点でいうならば、空間干渉系という新たな分類が必要だろうとアルスは位置づけている。そしてそれも同様に知られてはいけないことである。

　その禁忌に踏み込もうとする理事長に、アルスは警告を発さなければならなかった。

「理事長！」

「んっ―――……!!」

　アルスの目線や声音は普段通り……だが、彼が纏う空気が一変したことで、理事長も察したようだ。

「……そうね、余計な詮索だったわ」

　話題と空気を切きり替かえるかのように、アルスは続ける。

「で、試験はどうするんですか」

「測定結果自体は、エラーではなくて測定不能という形で出ているわ。だから、現状付けられる最高値で測定結果を付けることになるでしょうね」

「そうですか」

「とりあえずは、午前の試験はこれで終わりだけど。何か聞きたいことは？」

「特に」

　さっきまでの緊張した空気がなかったかのように、普段通りのひょうひょうとした調子を取り戻した理事長は、「お疲れ様」という言葉を、終わりの合図へと代えた。

　試験場を後にするアルスの背中を見届けてから、システィは大きな息を漏らす。

「はぁ～……」

　その溜ため息いきには自分のうかつさへの反省と、事態を収拾できた安あん堵どの色が半分ずつ。それから彼女はそっと顔を上げ、ホッとした笑みを漏らした。




　やはりと言うべきか、余よ裕ゆうを持って問題の試験場から出てきたアルスを出で迎むかえたのは、クラス中の奇異なものを見るかのような視線だった。自分だけへ集中するそれを避けるかのように、ひときわ目に付く生徒……テスフィアの傍そばに移動。次いで壁にもたれ掛けるようにして、アルスは腕うでを組む。こういうときに時間を有効活用できる術が、今はないのが、物寂しく感じる。

　テスフィアは足を抱かかえるように座すわり、傍らの壁には刀が立て掛けられていた。アリスはすでに試験場へ移動していたが、こうしてこの場にいるということは、まだ彼女の番は来ていないのだろう。右手に何も持っておらず、考え込んでいる様子の彼女は、どこか小さく見える。ふと、テスフィアが座ったまま、ぽつりとアルスに向けて言葉を紡いだ。

「さっきのは何？」

「機材が不調だったみたいだな」

　明らかな虚言に、テスフィアも無遠慮に疑わしげな顔を作る。とはいえ、機材の爆発に関してなら、ある意味で事実だ。それがアルスの魔法に起因するものだとしても。

「嘘でしょ」

　だから彼女は、そんなセリフで斬って捨てる。そして、隣に立つアルスを訝しげに見上げてくる。その瞳の色をアルスは鬱うつ陶とうしく感じた。だから正論を以て――。

「詮索するのか？」

　これが、魔法師の間での礼れい儀ぎであることは言わずもがな。

「……フンッ！」

　それが分かったのだろう、テスフィアは顔を真正面へと勢いよく戻した。

「実戦に出るようなことがあれば、知る機会もあるかもな」

「……！」

　アルスはそんなことを呟つぶやく。それは独り言のようなものであったが、次にテスフィアの名前が呼ばれた時――。

「ならさっさと追いついてやるわよ」

　きっぱりと言い切るテスフィアの表情はわからなかったが、声には決意のようなものが込められていた。彼女は軽く体をほぐすように伸びをして、しっかりとした足取りで刀を握り締め、訓練場へと向かって行く。

　入れ替わりにアリスが出てきたが、彼女もテスフィアと同じことを聞いてきた。とは言ってもその口調は素直な好奇心を映して天真爛漫、テスフィアとはだいぶ趣の異なる雰囲気を伴ともなったものだったから、調子の狂ったアルスは、つい口が滑りそうになってしまったのだが……。




　◇　◇　◇




　お昼時、午前の試験が一通り終わったことで少し遅めの昼食となった。遅めというのは単に時間が予定通りに行かなかったことを意味し、決してアルスのせいではない。食事自体も、学食に向かう者もいれば、売店で軽食を買ってくる者など様々だ。昼食を持参している生徒は教室に戻ると、各おの々おのそれを広げることになる。アルスも適当な空席に着いたが……！

「忘れた」

　ロクに寝ていないせいもあり、うっかり続きである。それ以前に昼食を用意する習慣がなかったということもあるが。

　アルスはそのまま机に突っ伏した。眠気もあるが、それ以上にすべてが面倒くさかったのだ。学食や売店に行ってもよかったが、今頃どちらもごった返しているに違ちがいない。

　しかし。

「そこ、空けてもらえる？」

　などと耳元で声がし、続いて袋の擦れる音が睡眠を妨さまたげる。顔を上げるのすら億おつ劫くうに思い、目だけを薄く開いて一瞥する。

　目の前には、売店で買ってきたばかりと思われる真新しいビニール袋が見えた。察するに、何か食べ物が入っているのだろう。

「何も持ってきてないでしょ？」

　反対側でふわりとアリスの声が聞こえ、そのマーメイドの竪たて琴ごとのような声音がさらに睡すい魔まを誘さそう。意外にもそれはアルスヘの差し入れだったらしい。抗しがたい眠気はあるが、その声を無視するのも気が引けた。そもそも、善意からのものであるのは疑いようもない。顔を上げると、すでに二人は彼の近くに陣取っていた。横に広い机の傍、わざわざ彼の隣に腰こしを落ち着けるかのように。

「はい、これ」

「くれるのか？」

　手渡してくれたのがアリスならばお礼をすぐに言えたのだが、テスフィアとなれば驚きの気持ちの方が強い。それも穿った見方なのかもしれない。

「売店で買って来たから大したものじゃないけど」

「……悪いな」

　ついつい何かあるのじゃないかと疑ってしまうのは仕方がない……ことでもないなと、アルスは己の猜疑心を自重させることにした。

「本当に大したものじゃないな」

　もちろんそれはただの軽口。楽しい昼食を演出するための話題提供、会話上のスパイスみたいなもの……だったはずが。

「じゃあ食うな」

「――――あっ」

　さっと目前で獲物をぶんどるように、取り上げられてしまった。まあ別に、わざわざ取り返したいとも思わないのだが、アルスはお世辞にも気を遣ったり、無駄話に華を咲かせるのが上手いほうではない。弁が立たないということはないのだが、同年代の生徒達たちの持つ雰囲気や感性に隔へだたりを感じている。

　なんとか誠意の籠った謝罪を経て、せっかくの昼食を取り戻したアルスは、手にしたサンドイッチを口に放り込みながら、次の試験へと話題を切り替える。

　余談だが、この学院は名門だけあり、売店のものであろうともそれは上質な食材で出来ており、味は予想以上だったという二度目の感想を抱く。

「次の試験科目は、模も擬ぎ戦だろうな」

「「……!!」」

　アルスと似たり寄ったりの昼食を取っていたテスフィアとアリスは、ふと手を止めた。その目はどこか不正を疑う懐かい疑ぎ的なものだった。

「あんたどこでそんな情報を仕入れてきたわけ？　ソースは？」

　立場上カンニングというほどでもないと思うが、その情報源が理事長であるなどと言えば、火のないところにさらに不要な煙が立つのは必然だ。

「いや……正確な魔法師の順位を測定するのであれば、それしかないというだけだ」

　嘘うそをついた、などと大げさな話ではない。彼かの女じよ達新入生は順位の精密な測定をしたことがないだけだ。その点、アルスは軍で魔力の測定自体は度々経験している。試験の趣旨さえわかってしまえば、やることは大差ないはずだった。

「この場合の模擬戦は、格上を相手にするのが通例だな」

　現げん役えき１位のアルスにすれば、自分より格上は存在しないため、普ふ段だん彼かれが模擬戦で魔力を測定することはない。というよりも、実戦に出ているトップ魔法師は、それほど順位や魔力の測定に固執しない。究極の実戦の場であり生死が主な関心ごととなる戦場では、常に変動する順位を正確に測る意味がほとんどないからだ。測定自体は年に一回、と義務付けられているものの、まじめに臨む者はほとんどいないのが実情だ。

　だがアルスは今の立場上、理事長の口ぶりからしても、やらないわけにはいかないのだろうなと、シニカルに苦く笑しようした。

「この人数だ。お前らなら、上級生が相手なんじゃないか」

「ウソッ……」

「勝てるかな」

　テスフィアとアリスの実力ならば、最上級生や教員が相手になることもありえるのだ。

「勝てるならそれに越こしたことはないが、負けたからといって順位が下がることも別にないぞ。寧むしろ簡単に勝てない相手をぶつけることで、正確な力を測るんだからな」

　午前の授業でプラス面での加点が加わり、午後の模擬戦でそれに下方修正が掛かかるのだ。二人の実力を鑑みれば、校内でもそれなりの順位の者が、試験官的な意味での対戦相手として当てがわれるのは想像に難かたくない。というのも、測定試験のマニュアルでは、判定者は段階を踏んで攻こう勢せいを強くしていくことになっているからだ。最初は防ぼう御ぎよに徹する……ひとしきり試験対象が実力を発揮することができたら、次は攻勢に回って測定対象者の戦せん闘とう能力を測るという流れだ。そのため、判定者が測定対象より格下では都合が悪いのだ。

「誰が相手でも勝つ気でやる」

「…………」

　気合いだけは込められているが、テスフィアとすでに一戦交えているアルスはただただ口を噤つぐんだ。

　昼休みが終わり、クラス毎にぞろぞろと訓練場へと向かう。今度はさらに時間が掛かっているのか、訓練場内には他のクラスの生徒が、まだ雑然と居座っていた。午前の試験と同じで十箇所に区分けされた場内では、恐おそらく攻防用の魔法が飛とび交かっているのだろう。戦闘の音が所々から響いてくる。そんな中、真っ先にテスフィアとアリスに生徒等らの注目が集まった。さすがに人気者だなとアルスは一人、人ひと影かげの少ない隅すみに、壁を背に座る。

「フィア、アリス、聞いた？」

「何を？」

　他クラスの顔見知りからの突とつ然ぜんの問いに、二人は首を傾げた。

「四番試験場ではベイス先せん輩ぱいが模擬戦の相手だったらしいわよ」

　デルカ・ベイス、三年生にして１０００位代の四桁、男子生徒内では知らない者がいない有名人だ。すでに外界で活動する実戦部隊への内定が決まっているほどだ。貴族の中でも誠意ある公平な態度が皆みなの鼻に付かず、面倒見の良い性格から下級生の注目の的だ。

「そう」

「凄いじゃない！」

　受け流すかのようなテスフィアとは対照的に、アリスは親友の無ぶ愛あい想そさを取り繕うにように、やや大げさに言う。二人は三桁魔法師で先輩格のフェリネラに名前を覚えられるほどの素質があるのだ。それに加えてシングルのアルスに手ほどきしてもらっていることもあり、今では実際のところ、その程度では驚くほどのことでもなくなってしまっている。だがそんな話題を振ふった顔見知りの女生徒は、意外に感じたらしい。

「……二人ともなんか変じゃない？」

「そうかしら」

「ん……？」

　さすがに学生で四桁となれば尊敬はする。それでも二人が目標とする地点には程ほど遠とおいのだ。だからというわけでもないのだろうが、今はその程度のことに拘こだわる気分ではない。

「フィアなんか、前は校内中の生徒の順位を聞いて回ってたくせに」

「ちょ、変なこと言わないでよ」

　慌あわてて手を前でブンブン振って否定するテスフィアだが、隣からも追撃の声が上がる。

「確かにフィア、そんなことしてたね」

　そこまでからかう調子はないが、脳内で思い起こした光景が面白かったのか、クスリとアリスは表情をほころばせる。以前はそれほどに拘りがあった順位も、今となってはあまり気にならなくなった。その理由に二人は気付いている。一瞬だけ、彼女等はその視線を、少し離れたところに佇む黒くろ髪かみの少年に向けた。

「まあ、あれを見たらね」

「そうね」

　同時に、意味ありげに笑い合う。アリスはふわりとした微笑ほほえみ、テスフィアは呆れ混じりの苦笑で。眠ねむっているのだろうか、少年は首に力が入っていないかのように、ぐったりと俯いている。少し離れたここからでも、寝息が聞こえてきそうなぐらいだった。

「何よそれ、どういう意味？　教えてよ」

「ふふ、何でもないわ」

「そうね」

　怪け訝げんに思った知人の少女が問い詰つめてくるのを、アリスとテスフィアがさりげなくはぐらかす。和やかな会話はそれからも続き、どこか弛し緩かんした雰囲気が辺りに舞まい降りる。

　やがて、いよいよアルス達のクラスの番がやってくる。訓練の対象クラスが切り替わると同時に、二人を取り巻いていた他クラスの生徒達は手を振って出ていった。

　やはり、最初に名前を呼ばれたのはアルスだった。アリスにやんわりと起こされた彼かれは少し伸びをする。多少睡すい眠みんを取ったことで、気だるさが少しは抜けていた。まだ眠気は残ってはいるが。

「あいつの相手って誰がやるのかしら」

　そんな素朴な疑問が、とぼとぼ歩くアルスの背中を見つめながらテスフィアの口から紡つむがれた。

「理事長とか？」

「まさか～」

　再び大事になりそうな予感に、苦笑いを浮かべることしかできない。それでも試合形式ということを思い出せば、抑えがたい好奇心が湧くというものだ。テスフィアとの試合ではその実力の一いつ端たんすら見せることはなかったのだから、現役１位の戦いをもっと見たいと思うのは当然。だから抜ぬき足差し足でアルスが入っていった訓練場に近寄ろうとした二人は、折悪く教員に見つかり、叱られてしまった。詮索は唾棄されるべき行いで、しかも試験中なのだから、カンニングに類似する行こう為いと疑われても仕方のないことだ。

　何とか処しよ罰ばつも免れ、罪の一線を越えずに済んだものの、二人の少女は無念とばかりに落らく胆たんの表情を隠かくしきれないのであった。




　アルスが試験場へと足を踏み入れると、そこにはやはり理事長が待っていた。しかし、午前と違うのは、そこに、理事長以外にもう一名の姿があったことだ。

　銀ぎん髪ぱつの少女。テスフィアよりも少し小こ柄がらに見えた。照明を反射した銀糸のような髪は、顔の両りよう脇わきから前下がりに、顎のラインで綺き麗れいに切り揃そろえられている。前髪の下からこちらを見る銀色に澄すんだ瞳は、わずかに蒼そう穹きゆうの如く青味がかって見えた。

　訓練着に身を包つつんでいるものの、それは学校指定の物ではなかった。アルスには見覚えのある馴染みの黒。軍で使われているものと似ており、間違いなく戦闘服である。

　さらに笑うでもなく怒るでもない表情は、いわば無形で感情が乏しく感じられる。まさしく人形のようだ。確かに、その端たん整せいすぎるほどの顔立ちは、人形と言われた方が納得がいくほどである。最初に口を開いたのはアルスだった。

「そいつが、俺おれを監かん視ししてた奴やつですか」

　少し以前のテスフィアとの模擬戦で感じた視線。アルスに名指しされたと思ったのか、銀髪の少女は一いつ瞬しゆんビクっと肩かたを震わせた。

「やっぱり気付いていたのね」

「つまりは軍の差し金といったところですか」

　理事長は頬ほおを掻かく振りをして、バツの悪い笑えみを浮かべた。そこで銀髪の少女が一歩前へ踏み出し、片かた膝ひざを突く。

「こちらでは、お初にお目に掛かりますアルス様。私は総督よりあなたのパートナーとして派は遣けんされましたロキ・レーベヘルと申します」

　顔を俯うつむかせたまま淡々と告げ。

「階位１０３４位……探位58位です」

　魔法師の中でも特に魔物の探知と、その命と言うべき魔ま核かくの場所を探さぐる能力を専門に扱あつかう者達がいる。いわゆる順位を意味する階位とは別に設けられた探位とは、その探知者間での実力を示すランクのことだ。探査は希少な能力故ゆえに、探位を持った魔法師がパートナーに付くのは二桁以上の魔法師だけだ。しかし、アルスは単独行動を最上とするポリシーと、その魔法の特性上、今まで必要としてこなかった。

「俺には必要ないんだが……」

「もちろん存じ上げています」

　その返答は顔を伏せて、涼やかな美声で静かに奏でられた。続きは理事長が引き継ぐ形で紡がれる。

「ロキはまだパートナーの経験がないのよ。だから貴方あなたがその指導も兼かねてね」

「パートナーというより、監視の意味合いのほうが強いと思いますが」

　これ以上の面倒事を引き受けるには時間を浪ろう費ひし過ぎている、とアルスは思う。そもそも本来、監視なんてされる謂いわれはないのだ。

「俺には必要ない。監かん視し役ならば、理事長が十分に担っているじゃないですか」

　ついては度重なる相談事を引き合いに出して、理事長こそが、時間を浪費している原因だと暗に告げる。

「わ、私も忙いそがしいのよ……」

　返答する目は、ちょっと泳いでいた。

「だったら俺から総督に掛け合って取り下げますよ。探位を持つ魔法師は貴重ですから、それこそ不要な者にパートナーとして付けて、遊ばせてる余裕はないはずです」

　自分のことは棚上げして、厄やつ介かい事の排除を買って出る。だが少し強めの語調で口にされた必要ないという言葉に、銀髪の少女の肩が再び少し、震ふるえたようだった。

「ロキは優ゆう秀しゆうよ……」

　それがアルスの遠大な計画を助けると言わんばかりの。すでに常套句になりかけている理事長得意の言い草が、ここぞとばかりに出てきた。さすがのアルスでも安やす請うけ合あいを繰くり返かえしはしない。

「何人押おし付つける気ですか」

「まあまあ、取り敢あえずあなたの模擬戦の相手は、彼かの女じよにお願いするから。結論は急がずとも……ね」

　さすがに聞いていない、とアルスは強ごう引いんなやり方に舌打ちしたい気分になる。そもそも試験という趣旨が変わっている気がしたが、その名を冠された以上、単位取得的な意味で、学院を統括する理事長に逆らうことも躊躇ためらわれる。それにまあ、とアルスは思いなおす。結局のところロキという少女の実力を見たところで、結果は変わらないだろう。

「わかりました。ですが、もう調子の良い言葉は通用しませんからね」

　釘くぎを刺したものの気がかりな点もある。彼女が少女と呼んで差し支えない年ねん齢れいで軍の制服を着ていることも、どこかアルスの関心を引いた。そうは意識せずとも感じ取れる、かつての自分の姿。そう考えると、彼女とはどこかで会ったことがあるような気すらしてくる。

「ありがとうございます」

　そう言って顔を上げたロキの表情には、わずかながら緊きん張ちようが窺える。そこには単に１位に胸を借りるというのとは違う、どこか異質の必死さが垣間見えた。

　模擬戦自体はすぐに開始された。まずは理事長が中央で距きよ離りを取りながら、二人の準備が整うのを待つ。

　ロキの手はアルス同様、何も握にぎられてはいない。だが、アルスはそれを手を抜いているなどとは思わない。武器を隠しておくのは対人戦において、大きなアドバンテージになり得るのだ。つまり、彼女は対人戦の経験もあるということだろうか。

　開始直前、ロキの腕に魔ま力りよくが集中しているのが窺うかがえた。三桁けたに迫せまる魔法師だけのことはある魔力操作だったが、アルスからしてみればまだまだ杜ず撰さんで、テスフィアとアリスと比べても大差ないようにさえ感じるほどだ。脅きよう威いとしては程遠い。

「アルス様、私が一太刀でも入れられたらパートナーとしてお傍に置いていただけませんか」

　不意に言葉が紡がれる。提示されたその条件と、こちらを窺い見るように投げかけられた彼女の視線に、アルスは面白みを覚えた。ロキの表情は手加減は一いつ切さいいらないとさえ言っているようだったのだ。相手が現役１位と知っていてなお、彼女は公正な試合を望んでいる。だからアルスは、単なる馬ば鹿かでもないようだと不敵に片側の口角を上げて笑い、挑ちよう発はつするかのように人指し指を小さく曲げた。

「入れられたら、な」

　ロキは深く頭を下げた。途と端たんに彼女の気配が一変する。小柄でありながら数多あまたの実戦経験を窺わせる雰ふん囲い気きが、華きや奢しやな身体からだを覆おおった。チリチリと感じる慣れ親しんだ真しん剣けん勝負の緊張感。アルスは久しぶりのそれに、涼すずしい顔で一いつ笑しようした。

　再び頭を上げた時、ロキの表情は一切迷いのない、戦闘モードのそれへと切り替わっていた。理事長は舞台が整ったと見るや、試合開始のブザーを鳴らす。




　合図と同時に動いたのはロキだ。低い姿勢のまま直進して両手を背後に回し、腰から何かを引き抜く。アルスがその正体を確かく認にんしたのは、ロキの手から投げ放たれた後のことだ。

　それは投とう擲てき用のナイフで、柄つかと呼べるものはほとんどなかった。指に挟はさんで使うタイプだ。その刃やいばはやや厚め。両手から二本ずつ、合計四本がアルスに向かった。速いには速いが真正面からの攻こう撃げきが通用すると思われた時点で、嘗なめられたものだと思う。

　無論、その裏の意図までも含ふくめて――。

　アルスは両手に二本ずつ、それらを指で挟む形で難なく受け止める。当然魔力で覆われたナイフ。そこに記された魔法式が淡あわい光を浮かべたが、そこから魔法が放たれることはない。一いち瞥べつすると自分の魔力で瞬時に上書きする。魔法式の発光はすぐに止やんだ。呆あつ気けに取られた表情を浮かべたロキに、同じようにそれらを投擲し返す。

「――――!!」

　ロキはさらに腰から引き抜いたナイフで以て応戦する。見事な技わざで、空中で迎撃するかのように投擲、刃同士が衝しよう突とつして光を放つが……ロキが再び放ったそれは、アルスの魔力で覆われたナイフを叩たたき落とすことは出来なかった。強引に上書きされた魔力はナイフ型ＡＷＲの投擲速度を引き上げ、空中で描えがく軌道すら強固に固定してしまっている。結果、瞬きすら許さない速度でそれらはロキに向かってきた。ロキは飛び退くように躱かわしたが、端整な顔に浮かんだ焦あせりの表情から、まさに間一髪であったことが窺えた。

　そして咄とつ嗟さのこと……ロキは一瞬、ナイフに注目するあまり、アルス自体を視界から外してしまった。彼女の経験に照らして、それが大きなミスであることに気付くのは少し遅おそかった。

「終わりだ」

　その声はロキの背後から聞こえた。僅わずかな一瞬――――瞬き程度の間がアルス相手には命取りとなる。アルスは手刀で、昏倒を狙ねらって少女の細い首を薙ごうとした。

「――！」

　しかし、それがロキの首筋を打つことはなかった。アルスの手刀は途と中ちゆうで目的を変える――同時にさっと指が開かれ、その手はロキの腕を掴つかんだ。

「さすがに探位を冠するだけのことはあるな、魔力の反応で察知したのか」

　後ろ向きに一いち撃げきを放とうとしたロキの手には、逆手にナイフが挟まれている。

　このまま空いた手で昏倒させることは簡単に思えたが、驚おどろいたことに挟まれたナイフが指の力だけで投擲される。顔をずらし回かい避ひすると同時に、アルスは敢えて手を離した。すぐさまロキが彼と距離を取るため、大きく跳ちよう躍やく。確かに理事長の言うとおり優秀だ、とアルスは内心で称賛した。対人戦だけでなく、魔法師としても十分やっていけるだけの腕はあるようだった。あのナイフは魔物を想定して作られたＡＷＲになっている。僅かに放電し、電気を纏まとったナイフは速度も貫通力も増しているはずだ。

　最初の時も、アルスの魔力操作でコンマ数秒のうちに魔力式を上書きしなければ、到とう底てい掴み取ることはできなかっただろう。レートの低い魔物程度ならば初撃の投擲で貫つらぬかれていたはずだ。

　だからなおさらアルスは疑問に思った。

「なぜ前線に出ない。十分な働きができるだろうに」

　訓練場の脇を一瞥すると、一部始終を見守っていた理事長はその理由を知っているらしい。答えの代わりに呆あきれの感情が籠った表情が返ってきた。

　ちなみに、シングル魔法師のパートナーに選ばれることはかなりの名誉とされる。アルスが軍にいた頃ころは、希少な探位持ちの中から、彼のパートナー志願者が続出した。アルスはもちろん全すべて断ってきたのだが、それが続いたことで『孤高の魔法師』なんて呼ばれたこともある。

　一方、ロキは息を弾ませながらも、その問いには答えなかった。彼女にも意地があるようだ。現役１位のパートナーに、という願いが簡単に叶わないことはロキでも分かっていたことのようだった。アルスが予想した通り、彼ひ我がの実力の違いが分からないほど愚かではないのだろう。

　だがそれでも。彼女からすれば――その一太刀は、絶対に入れられなければならなかった。そのために、ロキ自ら総督に無理を言ったのだから……。もしかしたらこれが最初で最後のチャンスかもしれないのだ。専門が探知だからという言い訳もしたくはない。

　その必死さが顔に表れたのだろう。

　彼女の決意や意志の強さの根源を察せられたわけではなかったが、アルスもまた、真剣な眼まな差ざしに応じるかのように、目を細める。

　その身に纏う雰囲気が一変したのは一瞬、それはアルスが、目の前の少女を倒たおすべき敵であると認にん識しきを切り替えた証。

　身体から薄うすぼんやりと、幽鬼のような姿を取った魔力が洩れ出る。それは魔力であって魔力の様相を呈していない。身体を覆う魔力自体が蠢うごめいている……まるで魔力そのものに意思があるかの如く、それはアルスの周囲の空間を、奇怪に揺ゆらめかせた。

「な……!!」

　試合を見守っていた理事長の顔に、驚きよう愕がくの色が浮かぶ。何、という疑問とも、驚愕とも取れる言葉。一瞬の恐きよう怖ふに似た感情が身体を走った直後、彼女はそのまま、その後を紡ぐことが出来なくなった。

　次いで、悲鳴にも似た溜息がロキの口から洩もれる。だがそれは悲ひ嘆たんではない。絶対的な力の差。それを改めて感じ取っただけであり、それが己の無力を厭いとう落胆に変わることはない。寧ろ嬉しくすらあった。

　ロキは決心を固めた。アルスは強い。その魔力を扱う不可解な技術……離はなれた位置にいるとはいえ、緊張に喉のどを鳴らさずにはいられない。理事長ですらそれを初めて見た様子だ。主の身体から少し離れ、意志を持ったように空中で蠢く、魔力でありながら魔力でない異質からできた、不気味な影。アルスに限って心配は無用だが、それ以外の者が為した技ならば、ロキの身に何が起こっても不思議ではないと思わせるほどの戦いの鬼のような影。

（これが１位……）

　できれば、最後の手立てまでは使わずにいようと思っていた。だが、怖おぞ気けは足を地面に張り付かせる。そんな恐怖の中で、ロキは彼女だからこそ動けた。強い意志と願いのために。膝が笑い、竦んでしまった足が次の動きを拒こばむ。だが、たかが模擬戦をそれ以上にしてしまったのは、彼女自身。それを今いま更さら取り下げることはできない……意地でも恐怖を拒きよ絶ぜつする。そう、この機を逃すぐらいならば……。

　ロキは再び引き抜いたナイフを、震える太ももの上に静かに下ろした。刃が皮ひ膚ふに埋まるほどではないが、ちくりとした痛みが頭を刺し、石のように固まった足と怯おびえた心に活を入れる。額には汗の玉がびっしりと浮かび上がり、絹のような細い髪が顔に張り付く。ロキが視線をアルスへとゆっくり向けた。大きく深呼吸してやっと立ち上がる。そして震える唇くちびるで静かに紡ぐ。

「轟ごう雷らいを以て、雷らい霆ていの尖角極致を顕現せしめる」

　腰から引き抜いた十本のナイフが刃を下に向けて浮遊する。柄に空いた小さな穴が、ナイフの間に電界を作り上げた。やがて円を描き、十本のナイフが回転し始める。詠えい唱しように伴い回転は徐々に高速となり、次いでナイフの群れがゆっくりと刃は先さきをアルスに向ける。回転が刃の輪郭がぼやけるほどの速度になると、円の中心たる空間にバチバチと雷光が生まれ、電撃が迸ほとばしった。

　ロキの震える声、それでも確かに詠唱に必要な韻を踏んでいく。決して力強いものではないが、そこには揺るがぬ決意が込められているようにアルスは感じた。

「嘘！　雷霆の八角位!?　その歳としで一角を――」

　システィ理事長が最後まで言い終えるより早く、ロキの詠唱は終わる。その呼吸は荒々しかった。誰だれが見てもありったけの魔力を行使し疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった有様。最後の力を振り絞るように右手を引き、空間の中心に向けて弱々しく、されども力強い掌しよう打だを放った。

「【鳴雷《ナルイカズチ》】」

　落雷のような轟音が一直線にアルスを襲う。雷撃は一瞬にしてアルスとの距離を詰めた。人間の反射速度を遥はるかに凌駕するその雷撃は、音を置き去りに空気を焼く。躱すことなどできない神速の域。

　爆発、それも午前中に起きたそれの比ではなかった。爆ばく風ふうが、黒こげとなった地面から砂煙を舞わせる。それは一瞬で焦土化したのだ。焦げ付いた砂すな埃ぼこりが、訓練場内全てを埋うめ尽つくすほどに巻き上げられる。




　ロキはそれを最後に力なく突っ伏した。意識を失い深いまどろみの中へと沈しずんでいく感覚。その場に巻き起こった砂煙は、理事長によってすぐに取り払われた。そして、改めて視界が取り戻されると……。

　そこには爆発の前と寸分変わらぬ場所で、彫像のように直立している少年の姿。

　アルスは今、片手を前に突つき出だし、何事もなかったかのような様子で怪訝そうに自分の腕を見つめていた。

「予想以上ではあったが」

　訓練着の袖そでが引き裂かれたようにズタズタになっている。露わになった腕は、傷一つない肌はだを覗のぞかせていた。アルスの衣類からぷすぷすと立ち込める、焼け焦げた物体が放つ独特の異い臭しゆう。雷霆の八角に属する一角を使ったのだ、最上位に分類される魔ま法ほうの威い力りよくは、もはや訓練場内に施ほどこされたダメージ置ち換かんシステムの限界さえ超えていたはずだ。アルスの腕に傷一つないのは、彼の力による部分が圧あつ倒とう的てきに大きかったといえる。
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　もちろんさっきの砂煙の中では、理事長にすら、彼がいかにして最上位魔法の絶大な威力を逸そらしたのかは、知られていないはずだ。だが、今彼が浮うかべている怪訝な表情には、別の理由がある。

　アルスほどの腕があれば、あれほどの魔法ですら、発動を見た瞬しゆん間かんにある程度の威力の予想は可能だ。だが実際にロキが放った魔法の力は、その予想を遥かに超えていたのだ。学院の備品たる訓練着を焦がしてしまったのは、彼にとっては「その程度で済んだ奇跡」どころか、いささか不本意ですらあるようだった。すぐ、倒れ伏したロキを視界に収めたことで、アルスはその理由を理解する。

「まさか――」

　彼女の傍にすぐさま駆け寄ると、アルスはその細く白い首に指を当てた。

「理事長、医療班を呼んでくれ」

「えっ！―――――わかったわ」

　今の立場を忘れ、つい医療班などと軍用の物々しい言い方を使ってしまったが、理事長はすぐに察してくれたようだ。

　ロキの脈が、ひどく弱々しくなっている。それもいつ途と切ぎれてもおかしくないほどに。

　呼吸は一定のリズムを刻めずに、まさに気息奄えん奄えんといった雰囲気であった。

「どういうこと？」

　連絡を素早く終えた理事長が、尋ねてくる。ロキの緊急を要する事態は理解できたものの、その原因について、推測と理解が追いつかないのだろう。

「不履行だ」

「――――!!」

　この言葉の意味するところを理事長はすぐに悟ったらしい。単なる魔力の枯渇を遥かに超過した魔力消費。その代だい償しようがロキの意識消失という形で支払われた。いわば、保有魔力量を上回った魔法を行使したため、不足分が生命力によって徴収されたということだ。

　アルスはすぐにロキの服の中に手を差し入れ、そのままアルスは真剣な顔で何かを探る。

「これか……」

「依より代しろ！」

　理事長はアルスの手を見つめたまま、驚いたように固まる。手のひらに乗る程度の、六角形の宝石のような塊かたまり。アルスは眉まゆ根ねを寄せて、それを勢いよく掌の中で砕いた。

　それは魔ま物ものの核かくだ。もっとも依り代としての役目を持つのは、多大な魔力を秘ひめた高レートの魔物のそれに限る。恐らくこれも、Ａレート以上の魔物から採取されたものだろう。本来ならば、魔法は魔力を供給した後に、その対価として相応の威力で発現する。しかしその法則には例外もある。それが依り代だ。

　それは不足分を一時的に補う媒ばい体たいとしての役割を果たす。だがそれは、支し払はらうべき魔力を発現後に徴収するという両もろ刃はの剣つるぎでもある。魔物が出現した当初、人類が防衛ラインを敷くための僅かな猶ゆう予よを作るため、時間稼ぎとして使われた外道の法具。今となっては禁じ手の一種であり、その使用は国家を問わず違法とされている。

　今回の件で言えば、まずスケールが違った。ロキの使っていたＡＷＲであるナイフ。それで補助を行なってさえ、四節の詠唱を用いるほどの大魔法だったのだ。さらにアルスが威力予想を誤った原因として、この依り代の存在が加わる。彼女本来の魔力以上の魔法が使われたことによって、アルスの予想に誤差が生じたのだ。

　ロキの生命は絶望的だ。もって数分……。この無謀な少女を助けてやる義理はないし、そもそも果たされた時はパートナーに、という条件であったのに、命を落としては元も子もない。そう、外界でも経験はしたことだ。単独での作戦行動を選ぶようになる前、軍の連中と並んで出動する時は、その都度といっていいほど起きた出来事。今更自分の手が汚よごれたところで気にはしない。

　せめて苦しまないように…………一撃で……。

「――！　待って」

　システィは間一髪、アルスの腕うでを掴んだ。握られた手にかかる力は女性のそれとは思えないほどに強く、そこに込められた強い意志が感じ取れる。アルスが何をしようとしていたのかは、彼女からすれば一目瞭然だ。彼の指先からは魔力で形作られた、鋭するどい針型の刃が伸びていたのだから。

「ですが、もう……」

　それは絶命と慈悲を司るもの。アルスとて、この役目を好きで行うわけではない。過か酷こくな戦場に身を置いてきた者として一時の感傷を殺すことは容易たやすいが、後味が良いわけは無い。目の前の少女が助かる方法があるのなら、真っ先に優先させるだろう。

「治癒魔法はどう？」

「ダメです。外傷の類ではないですから。これは魔法と魔力の理が引き起こした現象です。訓練場のダメージ置換システムが働いていないことからもそれは確実でしょう。身体に負った怪我けがの治療とは原理原則が異なります」

「……魔力が足りないなら、補ほ填てんするのは」

「それも無理です」

　にべもない返事。魔力は個人の情報が強固に規定されており、それを分かち合うようなことはできない。人間個々人にある生体高分子たるＤＮＡや血液型に差があるのに似ているが、魔力はそれより遥かに多くの情報を内包している。知識や記き憶おく、経験、個人を定義する大半と言い換えても良いほどだ。

　理事長にもわかっていたのだろう。一応思いついたことを口にしただけで、彼女はもう、次の方策を考えている様子だった。だが、アルスの頭に、かすかな閃きがよぎる。安直な考えだと言下に否定したものの、何かが引っかかった。気の迷いだと拭い去るには、大き過ぎる違い和わ感かん。

「じゃあ……」

　なおも言いい募つのる様子の理事長の前に手を突き出して、言葉を遮さえぎる。そう、何かが引っかかるのだ。目を閉じ、しばし黙考する。そうだ、「補填」という発想自体は悪くはない。まだロキの息があるということは、対価が一瞬で支払われたわけではない……それでも徐々に、確実に命を削っていることだけは確かだったが。そして、アルスはある発想に辿り着く。

「いや……!!　確かに一つだけ、方法はあります」

「なら……」

　可能性で言えば見込みがある程度だが、一つの方策であることは事実。しかし、それを行使するためには弊害がある。アルスは一瞬、目を輝かせた理事長の言葉を遮って続けた。

「ですがこの場にいる理事長には、一切の秘ひ匿とくを強しいることになりますよ」

　強いる。強制である。システィも、それがどういうことなのかすぐに理解する。

「後二秒で決断を。お願いします」

「――わかったわ」

　システィは素早く手にした機器を操作し、訓練場の出入り口をパネルでロックした。アルスが秘匿したいというモノが何であれ、その重みを、彼女はアルスの視線から理解していた。恐らくシスティがそれを口外した折には、アルス自身がその力で以て彼女の制裁に当たることになるのだろう。それほどの重さがある決断だが、システィもさすがに元シングル、この事態を前に二秒もかけることはない。

　状じよう況きようが整ったところで、アルスも素早く実行に着手する。ただ、何故なぜ自分がこの少女にそこまでしてやるのかは、自分でも明確には分からなかったが……それでもその最後の一手を紡ぐため、動かす腕と魔力には淀よどみがなかった。

　慈悲も容赦もない、厳格な現実だけが支配する世界を知るアルスが、あえて彼女を助ける理由。アルスは神経を魔力の行使に集中させながら、ふと銀髪の少女の顔をまじまじと眺める。

　少女の小さく形のよい唇が、ふと反射的に動く。が、開きかけたそこから音が発せられることはなく、再び静かに閉じていく――ただ銀髪の少女の口元は、そのとき微かすかに微笑ほほえんでいるようでもあった。




　◇　◇　◇




　まどろみの中、古い記憶が呼び起こされる。それはこれまでの人生で唯ゆい一いつ縋すがって来たもの、縋ってこれたものだ。

　軍の訓練施し設せつ。そこにはまだ、幼い孤児達たちがいた。両親が魔物に食われ、ロキは幼くして天涯孤こ独どくの身となった。彼女の身柄が軍預かりになったのは、親が軍属であったということからも必然だっただろう。

　見たこともない魔物への怒いかりは具体的な形こそ伴ともなっていなかったが、理り不ふ尽じんに親を奪われたことによる憎悪の感情は、全ての判断に優先された。だから魔法師訓練生としての誘いがあった時、迷いなく首を縦に振った。それを後こう悔かいしたのはずっと先のこと。

　八歳で兵へい役えき。過酷な訓練に耐える毎日。憎しみが感情を埋め尽くし、わずかながらの楽しい日々の思い出すら塗りつぶしていく。精神が摩耗していくのは避さけられなかった。魔物に対する憎悪を抱く余よ裕ゆうすらなくなったとき、ロキはふと思ったのだ。

「なんでここにいるんだろう」

　簡素なベッドに囚人のような部屋。服装は幼き訓練兵全員に共通するものだ。汚れた……元は真っ白だった服だ。両親が魔物に殺された現場を見たわけでもない。遺品が手元にあるわけでもない。埋葬すら出来ず、未いまだに外界にその屍を置き去りにされているであろう両親。憎しみはとうになくなっていた。残ったのは、貧しいながらに愛情を注いでくれたのであろう両親を、埋葬してやりたいという謝恩の気持ちだけだった。

　不思議なことに涙を流したのは最初だけ、実感もないまま心を占しめていったのは、楽しかった日々の記憶ではなく、寝顔のように安らかな両親の表情だ。見たこともないはずのそれは、いつしか彼女の救いと願いの象しよう徴ちようとして、聖画のように心に刻み込まれていった。それが荒んだ心に形を与あたえ、さらに――とあることから「真まっ直すぐに思いを遂げる目標」を得たことで、ロキは誰よりも熱心に訓練に臨んだ。生傷が絶えない過酷なトレーニング。それも二年も経たてば、慣れてくるというものだ。脱落者は確かに多かった。過酷な訓練の中、不慮の事故によって負傷し、魔法師としての道を断たたれた訓練兵もいたが、人命を損なうまでの事態は起きなかった。幸い、安全面での管理は徹てつ底ていされていたと言える環かん境きようだったのだ。

　やがて、ロキは同年代で頭一つ抜きんでた実力を身に付けた。対人近接格かく闘とう術や外界での身のこなし、更には魔法も覚え、戦せん闘とう技術の体系へと組み込む。それもある日生まれた具体的な目標と、両親への想いだけで。

　当時、ロキの訓練相手になる者はいなくなっていた……ただ一人を除いて。その相手は、少女たるロキから見ても、自分の相手にはならないだろうと思わせるほどひ弱な体躯だった。しかし何回かの模も擬ぎ戦で、いつも地面に突っ伏ぷすのはロキだけだ。まるで、大人と対たい峙じしているような気さえする。かくして研鑽の日々は彼に勝つことだけを考えて積み重ねられ、技と心が磨かれていく。

　しかしそんな日々はあっという間に幕を閉じた。一つ年上らしい彼は、しばらくすると忽然と姿を見せなくなったのだ。同期の中では唯一、彼女を凌しのぐ身体能力と魔力操作技術を持つ黒髪の少年。ロキは一方的にではあるが彼に負けたくないと思い、その小柄な背中を追って、ずっと過酷な訓練を続けてきた。誰もが目を見張るロキの成長ぶりの陰には彼の存在があったことを認めざるを得ない。いつの間にかライバルというだけでは足りない不可思議な存在になっている少年。話したこともなければ名前も知らない彼。

　試合形式の訓練にのみ姿を見せる彼は、平然と同期の訓練兵達を薙ぎ倒し、最後に無言でロキと模擬戦を行うだけが常だった。

　大部分は、体得した魔法に磨みがき上あげた体術の全てが軽くいなされるという一方的な試合ではあったが、少年と対峙しているだけでも、ロキは確実に自分が強くなっているという実感を得られたのだ。

　だが、ある日を境に彼は訓練場に姿を見せなくなってしまった。彼女は、彼が訓練から脱落したのだと考えた。あれほど強く見惚れてしまうほどの体たい捌さばきだったが、ここはそういう場所だと理解していたから。

　そして訓練から二年半が経った時。予想以上の速度で魔物の大規模な侵しん攻こうが発生したことで、人類の第一次防衛ラインが突とつ破ぱされ、甚大な被ひ害がいがもたらされた。その時は国内の魔法師が総出で防衛戦を繰り広げ、なんとか殲せん滅めつに成功。そして、苦境を凌いだ大国アルファは、すぐに魔物の残勢力の駆逐に打って出た。だが、すでに多大な被害を出していたアルファは魔法師の人員不足に陥っている。そこで目を付けられたのがロキ達訓練兵である。もっとも訓練課程は一通り終えて、魔法師としてのライセンスも所持していたのだから、もともといつ出撃命令が下ってもおかしくはなかったのだ……彼・彼女等の年齢にさえ目を瞑れば。

　十数人で一部隊。最初は、誰もがその顔に自信を湛えており、軽口すらも飛とび交かっていた。だがそれも、魔物と出くわすまでの僅かな間……。圧倒的かつ屈辱的な第一次遭そう遇ぐう。異形の魔物に怖れ慄き、ほとんどの訓練兵が膝を屈した。無理もない……彼かの女じよ達たちは未だ十歳前後であり、魔物の気は通常の弱い生物や未成熟な精神を、存在の気配のみで威い圧あつする。

　今、ロキ達の目の前に現れたのは、大型の肉にく食しよく獣じゆうに似た魔物。炭のように黒色がかった皮膚に異様に大きい口、それは不気味でこの世の物とは思えぬ、怪異そのものの容貌だった。一人また一人、見知った顔が蹂じゆう躙りんされていく。異臭を放ち横に大きく裂けた口は、犬歯だけがみっしりと群生し、まるで鋭い剣の密林だ。その歯にところどころ挟まっている犠ぎ牲せい者の衣類の切れ端は、強烈な顎あごの力で引き千切られた上、異形の消化液や唾液の作用ですでに溶解しかけ、見た目や色すらも変わっている。

　ロキは震える体で、震える腕で魔法を行使しようとした。

「――――!!」

　しかし、念じれば発現すると信じて疑わなかった魔法は不発に終わる。精神が恐怖に支配され、魔力が知覚出来なくなっていたのだ。

「な、なんで……!!」

　足は竦み、視線は幼い命を無感情に食らい続ける魔物の姿から、ピクリとも動かせなかった。飛び散った誰かの血がロキの顔を鮮血で染める。見知った仲間の血は混ざり合って、すべてが一いつ緒しよくたになって生まれた朱色だけが、その青ざめた唇や頬に付着した。

　紡がれ続ける空虚な言葉。唇はかすかに震え、無意味な行為を繰り返していた。瞳ひとみは凄惨な光景をただただ虚ろに眺ながめている一方で、口はうわごとをいう熱病患者のように、発現するはずもない未完成な詠唱式を綴つづっている。

「なんで、どうして、なんでなんでなんでなんで……」

　何もかもが上手くいかなかった。気が付けば残ったのはロキ一人、獰どう猛もうな魔物の意識が、最後に残された矮わい小しようで無力な自分に集まるのをロキは感じた。その口が弧を描き、ありえないことに少し笑ったように感じられた。

　嗜し虐ぎやく的なおぞましさに、さきほどまで繰り返していた無意味な詠唱すら忘れ、ただただ恐怖に顔を伏ふせるしかできなかった。涙は止めどなく溢れ、震えて噛み合わない歯は口中の虚こ空くうだけを挟み、やがて生温かいものが太ももを伝う。

　自分は死んだ。そう心が屈した。

　自分も起居を共にした仲間達同様、何も抵抗出来ずに終わるのだと……両親を埋葬するという夢も、この外界に出て早々に崩れ去った。甘かった、多少なりとも強くなったと思っていた自負を、いとも容易く裏切る現実。

　俯いた顔、瞼まぶたを閉じた瞳の中でロキは嗚咽を堪えて静かに謝罪した。

（ごめんなさい。お父さん、お母さん……）

　魔物が眼前に迫っているのが、目を閉じていてもわかる。嘔おう吐としそうなほど濃厚な鉄血の臭いが生温かい風に乗ってロキを覆う。それは魔物が、地獄の大口を開けた証しよう拠こだった。

「ちっ……間に合わなかったか」

　そんな場ば違ちがいな舌打ちは鮮明にロキの鼓こ膜まくを震わせた。何か巨きよ大だいな質量を持つものが倒れる音。続いて――。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　その声色は声変わりがまだ来ていない子供のもので、疑いなくロキに対して放たれたものだ。固く閉じられていた瞼をなんとか開けると、ぼやけた瞳で見えたのは黒い髪かみだけだった。

「無理はしなくていい」

　優やさしく頭に乗せられた小さな手が、とても温かく感じられた。少年は辺りをキョロキョロと見み渡わたすと残念そうに口を開く。

「遅くなって悪かった」

　恐怖から回復していないロキは声が出せなかったが、代わりに激しく首を横に振ふった。やがて視界が少し回復すると、少年は目の前で背を向けてしゃがんでいる。

「動けないだろうから乗れ」

　濡れた太ももを思い出し、咄とつ嗟さに足を閉じる。少年に気付かれてしまっただろうか……粗相をしてしまったことを。

「気にするな」

　その言葉は、少女の恥はじらいを気遣ってのもののはずだ。追い打ちの言葉さえ無ければ。

「乗らなきゃ抱かかえて持ってくぞ」

　少し苛立ったような言葉には、有う無むを言わせぬ圧力。この状況で手の平を返したように強引な手段を取ろうとする少年に、ロキは今の自分には、拒否権がないのだと悟った。

　未だ震える足では踏み出すことも出来ずに倒れるようにして身体を小さな背中に預けると、少年の腕がそのまま腰こしの下へ入って組まれた。

　濡れそぼつ裾と湿った下着の感かん触しよくは疑いなく伝わっているだろう。あまりの羞しゆう恥ちに小刻みに震える身体とは反対に、少年の腕は力強くロキの身体を支える。

　少女の身体を背負ったまま帰還する道中、少年は現れた魔物を、片手で瞬またたく間まに屠ほふって見せた。ロキを背負っていることすら感じさせない動きに、目を瞠みはる技量、自分があれほど苦戦し――いや、膝ひざを折り、目を背けた敵だ。それをゴミでも駆除するかのように一撃で滅ほろぼす。やがて、ロキは見覚えのある建物を目にして、はっとした。何度も地図で確認し目印として脳裏に焼き付けたもの。

「待って!!　そこで下ろして」

　少年が魔物を一いつ瞬しゆんで薙ぎ払う場面を見たせいか、魔物に対する恐怖が一時だけなりを潜ひそめた。それはある意味、ショックによる麻痺にも似た感覚だったが、ロキはそれにより、かえって機を逃さずに済んだ。突とつ然ぜんのロキの言葉を、少年は一瞬無視しかけたが、必死の訴えはなんとか聞き入られる。

「三分だ」

　そう言うとすぐ、近くにある大木の根にゆっくりとロキを下ろす。ロキは辺りを確認し、小さく呟つぶやく。

「間ま違ちがいない……！」

　そこにあるのは古びた特とく徴ちよう的てきな形の建物。第四前哨基地――独特の色で塗られた番号のマーキングも、今は剥げ落ちかけている。そこを出た傍そばが「聞いていた場所」のはずだった。今も戦せん闘とうの痕こん跡せきが生々しい傷を残していた。かつては小規模ながらも堅牢な城塞があったのだろう。散らばる石いし壁かべや錆びついた鉄板は拉ひしやげており、無残に崩壊の末路をこの地に埋めていた。しかし、そこにはロキの探している物――あるいは者――の姿はすでになかった。両親が亡くなったと伝え聞いた場所は、ここで間ま違ちがいはないのだが。

　半ばわかってはいたことだ。もう三年近く経っているのだから。想像するのもおぞましいが、考えたことがないと言えば嘘うそになる。魔物が殺した人間を跡形もなく食くらうということは知識としては知っていたし、先ほどの戦闘でも嫌いやというほど思い知らされた。それがどういった形にしろ、縁ゆかりの物など何一つ残されていないのだという事実と光景を、受け入れざるを得なかったのだ。

「ここに何があるんだ」

「私の両親が死んだ場所……正確には死んだと聞かされた場所……」

　少年はふと歩みを止めて、そうか、と一言のみ、ポツリと応えた。それは何の気なしの相あい槌づちのようなものに聞こえた。続く言葉はなかったが、ロキはそれを非情だとは思わない。今はそんな短い返答ですら、どんな慰めの言葉よりも、優しく聞こえるのだから。

　二人はかつての役割を果たせなかった基地の側に若木を見つけた。年月を経たと思われる大きな岩を移動させて墓石とした。ロキの隣となりで手を合わせる少年。その顔からはどんな感情も窺えない。

（遅くなってごめんね）

　心の中でそう告げると、ロキは吹っ切れたように少年に向き直った。

「ありがとう」

「……気にするな」




　結局――ロキが少年の顔をはっきりと見たのは、それから数刻後、防衛線上にある軍の拠点へと帰還してからだった。すでに闇やみが降り、月明かりの下では輪郭ぐらいしか見えなかったが。それは脱落していたと思い込んでいた、一つ年上の黒くろ髪かみの少年。あの頃より少し背が伸びていてすぐにはわからなかったけど、やはり当時の面おも影かげを残していた。

　彼かれは拠点のゲートを入ってすぐにロキを下ろすと、手短に一人の男を呼び出し、すぐに再び外界の闇に溶けて行ってしまった。彼と会話をした上官と思しき人物が、短い報告のやりとりの間に、少年の名を口にした……それをロキは、しっかりと記憶の中に直接書き込むように反はん芻すうする。

「アルス・レーギン」

　ロキはその後、駆けつけた軍医に肩かたを借りながら自分の足で歩いた。命を救われ、長年の願いも彼のおかげで達成できた。後に残されたのは……何も目標がない自分。

　ロキはこの後の人生をどう使えばいいかわからなくなった。しかし、答えが出たのは意外とすぐのこと。

（だったら私は彼の助けになる。彼のためにこの命を使うことにしよう）

　ロキはそれからさらに魔法を磨いた。実戦でも魔物を討とう伐ばつし、経験を積んだ。しかし、皮肉にも力を付ければ付けるほどに、少年が今どれほどの高みにいるのか理解できるようになってしまう。

（このままでは彼の助けになんてなれない）

　ロキは、以前より適性があった探知の分野へ向け、己おのれの未来を切り開くことを決めた。それは僅かな逡しゆん巡じゆんもなく。ただただ彼の助けになれる道だけを考えた結果だった。




　学院の医務室でロキが目を覚ました時、傍には人ひと影かげがあった。背もたれつきの椅い子すに腰掛けた黒髪の少年が、ベッドの脇わきで腕を組み、微かな寝息を立てていた。

　カーテンの隙すき間まからはオレンジ色の陽ひが差し込んでいる。時刻は夕方辺りなのだろうか。状況を把は握あく出来ていないながら、混乱する頭で、視界に収まる情報から現状を推測、記憶を再構築していく。模擬戦の前後のことは、まだおぼろげだ。それでも自分が禁忌を犯したことだけは鮮明に覚えていた。




　眠ねむっていたからなのか体が暖かく感じる。ほんの僅かに体を起こし、掛け布団の衣擦れする音が鳴った。いや、音がしたかどうかも怪しいが、それでも椅子に座すわったまま寝ていた黒髪の彼は素早く反応した。

「やっと起きたか」

　欠伸を噛み殺して彼……アルスは疲つかれたように自分のうなじに手を回した。

「私……」

　禁忌に手を染めた愚行を後ろめたく感じたロキは、真っ白な布団に視線を落として俯く。

「賭かけはお前の勝ちだな」

　そんな時、突然の敗北宣言。ロキは反射的にアルスを見たが、声までは出せなかった。

「……！」

　アルスはニヤリと微笑ほほえみ、右袖を上げ、ボロボロになった袖を彼かの女じよに見せる。

「一太刀受けたからな」

「でも……」

　衣類は、果たして体の一部なのだろうか。だがそれはアルスが決めたことであり、ロキからしてみれば、この上なく有り難い譲歩だ。ただ、どちらかというとロキが言い淀んだのは、賭けの条件達成云うん々ぬんよりも、己が犯した禁忌についての後ろ暗い気持ちからだ。軍上層部の耳に入れば、当然罰ばつが下されるだろう。試合からだいぶ時間が経っているらしいことを考えれば、それはすぐにでも起こり得ることだ。軍人である魔法師が法を犯したとなれば、どんな沙さ汰たが下されても不思議ではない。そんな思いを知ってか知らずか。

「たかがあの程度の願いに、命を賭けるのは看過できないな」

　それもそうだろう。命を落としかけただけではない、今やロキは犯罪者だ。それを庇かばうのは、ランク１位のアルスだろうと難しい相談だろう。ロキはこの後に続く言葉をただじっと待った。というよりも、何を言えばいいのか言葉が見つからなかったというのが正しい。やはり、自分の身み柄がらは軍に引き渡わたされなければならないのだろう。

　こんな結末は決してロキの望んだものではないが、唯一の願いのため、己の持てる力と手段、全てを出し切った結果なのだ。だから、受け入れるしかなかった。方法は確かに許されないものだったかもしれない。ただ、何度胸中を探っても、やはり後悔は微み塵じんもない。

（そうだ、私は精せい一いつ杯ぱいやった……だから、もう）

　静かに目を閉じ、運命を受け入れようと覚かく悟ごを決めた直後。ロキは唐とう突とつに、脳天に響く痛みに顔を顰しかめることになった。

「――――!!　イタッ」

　突然の手刀。それがストンと頭頂部を打った。それはごく緩やかなもので、反射的に声を上げてしまったものの、痛みはさほどない。ただ、それなのに……その一いち撃げきが、確かな重みと同時に、彼女への労わりの意味を伴っているかのように、ロキには感じられた。

　だが、その理由がロキにはわからなかった。頭を手で押おさえながら、アルスへと弱々しく疑問の視線を投げかけるのが精一杯だ。

「ま、これぐらいで勘かん弁べんしてやろう。あとはこれからの働きで挽回するんだな。馬車馬のようにこき使ってやる」

　口くちの端はしを上げてロキに微笑みかけ、さっと背を向けると「行くぞ」という風に、後ろ手に指を数回クイッと曲げる。魔ま力りよくの補填は成功した。病み上がりではあるが十分動くことはできるだろう。胸に湧き上がる確かな嬉うれしさ、賭けが報われた幸福感は格別のものがあったが、ロキはふと一瞬輝いた瞳と表情を曇らせる。そう、今の自分は……卑しくもパートナーが、アルスの立場を危うくする存在であってはならない。

　だから――。

「私は、許されない罪を……」

　ベッドから急いで起き上がり、アルスの背後に駆け寄る。訴えるように開きかけたロキの口を、アルスの手がそっと覆おおった。驚愕とともに、首を傾げて何事かという表情を浮かべるロキ。アルスはそのまま、勢いよく壁かべ際ぎわの扉とびらをスライドさせ――。

「何をやってる」

「いや、その……」

「あはははっ……」

　扉の向こうには、二つの顔。ばつの悪そうなその表情は、出来心というだけでは正当化出来ない不正があった証あかしだ。扉の向こうで一部始終に聞き耳を立てていたらしいテスフィアとアリスの姿がそこにあった。急に扉が開いた拍ひよう子しに崩れ落ちてしまった、ということが一目瞭然な姿勢から、恐おそる恐る、といった風に仁王立ちするアルスを見上げてくる。アルスは呆あきれ混じりの表情を浮かべているだけなのに……罪状は明白、どうあがいても叱責は免れないだろうと思ったのか、謝罪の言葉すら紡つむがれない。代わりに出たのは、わざとらしいテスフィアの咳払いが一つ。それが潔いというべきかどうか、疑問は残るが。

　ひとまずはテスフィアが発した言葉によって、場の空気が動いた。まるで今の失態がなかったかのように、落ち着き払った態度でテスフィアは口を開く。

「見ない顔だけど、そっちの子は？」

　背伸びするように室内を窺うかがうその視線は、アルスの背後に控えている少女に向いている。

「一年生だよね？　見たことないと思うけど」

　アリスもやはり気になるのだろう、テスフィアとは反対側から、覗き見るように爪先立ちをしている。盗み聞きの件はうやむやにされてしまったようだったが、アルス自身、それほど気にしてはいない。アリスはともかく、テスフィアを相手にそんなことを一々咎とがめていたのではキリがないし、何よりロキを紹介するのにも良い機会だと思ったからだ。

「お前達には紹介しておくか。今度、俺おれのパートナーになったロキだ」

「「「――――!!」」」

　この発言に、ロキ本人も驚おどろきを隠せずにいる。願ってもないことだが、やはり素す直なおに喜ぶことはできなかった。

「ですが……」

　テスフィアとアリスに聞こえないほどの小声。アルスは背を向けたまま身体からだを傾け、ロキの耳にそっと囁ささやく。

「あの場には俺と理事長しかいなかった。隠蔽は容易だ。それともなんだ、軍に突き出して欲ほしいのか？」

　悪人ぽい笑えみを浮かべるアルスに、ロキは首を左右に振る。叶わないならば自棄やけになったかもしれない。だが今は目の前、手を伸ばせば届く距きよ離りに乞い願った居場所があるのだ。

「なら問題はないな」

　そう言い切る強ごう引いんなところは、ロキの知るアルスのままだ。間もなくアルスの陰から一歩横にずれ、二人の視界にロキが収まった。さっきの言葉で、ロキの憂いは綺麗さっぱり吹き飛んでいる。この高揚、嬉しくてしょうがないゆえの胸の高鳴りを抑えつつ。

「ロキ・レーベヘルです」

　その顔は満面の笑みを湛たたえ、微かに目元に滴さえも載せていた。お互たがいの自己紹介を終えるとすぐ、テスフィアが切り込んだ。

「そ、それよりパートナーって」

「何のパートナーなの、か、かしら」

　続くアリスも、気が動転したのかしどろもどろだ。いつもと違い、少し赤くなった頬ほおの笑え顔がおが引ひき攣つっている。アルスとしては、先に済ませておく用事を抱えていることもあって、そんな二人の疑念混じりの醜態を、一いつ蹴しゆうするというより見ないことにした。おそらくひどくどうでもいいことを考えているに違いないのだから。

「俺は寄るところがあるから、先に研究室に行っていてくれ」

「畏かしこまりました、アルス様」

「……様？」

　恭うやうやしくお辞じ儀ぎするロキに、テスフィアとアリスは釈しやく然ぜんとしない目を向けるのだった。

「それでは向かいましょうか。あいにく私は場所がわかりませんので、アルス様の『ご友人』のお二人は、お手数ですが案内をお願いします」

「う……うん」

　クルッと体を翻したロキがテスフィア達に向ける顔は、打って変わって無表情そのものだ。ひとまず彼女達は医務室のある本校舎から、アルスの研究室がある研究棟まで、サークルポートを使わず徒歩で向かうことになった。単にロキがサークルポートを使用するための校章を持っていないからだけではなく、テスフィアとアリスには聞きたいことが山ほどあったからだ。

「……パートナーとは、二桁けた以上の魔ま法ほう師が外界に出る際に魔物の居場所を探知したり補佐する役目を担になう者です」

　さっそくの質問に、ロキが無ぶ愛あい想そうに解説する。

「へぇ～そんなのもあるんだね。でも、アルは学院に通っているんだから必要ないんじゃないの？」

　のんきなアリスの言葉に、ピクッとロキの柳りゆう眉びが逆立ったが、隣を歩く二人がそれに気付くことはなかった。

「アルス様は学院に通われてはいますが、籍は軍にありますので召しよう集しゆうが掛かかれば出頭せざるを得ません」

「ふ～ん、あいつも大変なのね」

　テスフィアの無ぶ遠えん慮りよな言葉に、再びロキの眉まゆ尻じりが吊つり上がり、目が鋭く細められた。

「アルの実力なら、しょうがないのかもねぇ。なんか今でも相当苦労していそうだし」

「でも、あのやる気のないアルが、素直に命令に従うのかしら」

　テスフィアが冗じよう談だん半分っぽく嘲りめいた笑みを浮かべ、アリスも口に手を当ててクスリと笑いを溢こぼす。このやり取りに、ロキが憤慨したように口を挟む。眉根を寄せ、侮ぶ蔑べつを含ふくんだ眼まな差ざしを二人に向けつつ言い放った。

「お二人は、現げん役えき１位の座にいるアルス様が、どれほど人類に貢こう献けんしてきたのか知らないようですね」

「え……！」

「ん!?」

　二人の足が止まった。続いてロキも合わせて足を止め、数歩前に進み出てから振り返る。その瞳には、無知な彼女達に対しての隠かくしようもない苛いら立だちの色が覗いていた。

「大国アルファがこうして平和を貪っていられるのも、アルス様がいればこそだということを、貴方あなた達たちは知らないのだと言ったんです。でなければあの方のことを『アル』とか『あいつ』呼ばわり出来る筈はずがありませんからね」

　すぐにその顔は無表情なものに戻もどったが、言い方には辛しん辣らつな蔑さげすみと怒りの感情が籠ったものが選ばれていた。テスフィア達が呆あつ気けに取られてから我に返るまでの間、一呼吸分の静せい寂じやく。

「そんなもの知らないわよ。でも１位だっていうのは認めているし、そのために私なんかじゃ想像も付かないほどの努力や苦難があったってことはわかるわよ。アルがどれだけこの国を救うのに頑がん張ばったかは知らないけど……それに、今の私じゃ想像出来ないんだから考えてもしょうがないでしょ」

「そうだね。アルは私達よりずっと先に行き過ぎちゃってて、尊敬するのも目標にするのも遠い存在だから……なんていうか、一周二周先にいて、実感が湧わかないって感じなのかな」

「軍でのアルを私達が知らないように、ここでのアルをあなたは知らないでしょ。私達からすればどこか抜けてる同級生が一番近い、のかな」

「……」

　アルスが国のために身を削ってきた成果とその代だい償しよう。それを知っているロキと彼女達の感覚の間には、大きな乖かい離りがある。これは同時に、確かにテスフィアとアリスが未熟であることを意味していた。

「それに、アルはそんなこと気にしないと思うけどなぁ」

「そうね。あいつはあいつだし、あなたがとやかく言うことではないんじゃない」

　テスフィアが珍めずらしく、諭さとすような言い方をした。大人気なく突つっ掛かっていかないのは、多分にロキの見た目が原因だろう。彼女が無表情ながら年ねん齢れいのわりに幼く見えるため、テスフィアとしては、妹に対する姉のような心情になってしまうのだ。ロキは自分の主張を呑込むことにした。もちろん彼女達の言い分を１００％受け入れることは出来ないが、これは魔法師としての認にん識しきのずれに根ざす問題だ。今の彼女達にアルスの凄すごさを説いたところでその一片も理解できまい。結果、彼女達と自分には、埋うめがたいほど明確な隔意があるのだと、諦めにも似た心境で現状を受け入れる。もちろんその陰には、アルスの偉大さを本当に知っているのは自分だけなのだという、奇き妙みような自己満足の意識もあるのだが。

「わかりました、アルス様がそう仰ったのであれば、確かに私が口を挟むのはお門違いですね」

　だが、ロキは自分の非を非とは思わない。だから謝罪は口にしない。その後、二人と心の距離を取ることにしたロキにとっては、三人で歩く研究棟までの数分の距離が、妙に長く感じられた。だが、それは残念ながら彼女だけの感覚だったらしい。なぜなら、テスフィアとアリスはその後もロキに対して、無遠慮に質問を投下し続けたからだ。

「……で、お二人は今、アルス様のご指導を受けている立場であると？」

　すでにアリスの言葉がそれを肯こう定ていしているのだが、ロキは目を瞠って、改めて湧き上がる羨せん望ぼうと嫉しつ妬との気持ちをなだめ、己を落ち着けずにはいられなかった。アリスはそんな気も知らずに、のんきな答えを返す。

「うん。始めたのは最近だけど」

「そうですか、ご自身の研究のために学院に移られたのだと思っていましたが……」

「う～ん……アル自身そう言ってたから、基本は研究のためなんだろうけどね。でも色々あって、私達の面めん倒どうを見てくれることになったの」

　訳知り顔で頬を掻かくアリスは、事情説明半分、申し訳なさ半分といった表情だ。

「ま、見てくれるって言うんだし問題ないわよ。アルの事情はわからないけどさ。そりゃ正直、かなり迷めい惑わくはかけてると思うわ。それでも私は自分と魔法師としての悲願のために、手段は選ばない」

　その主な原因たる赤毛の少女は少し決まり悪げに言う。そんな風にアルスの指導について話すテスフィアに、ロキが良い顔など出来ようはずもない。彼女が言っているのは己の無知を肯定し、無自覚に平和を貪むさぼる者の物言い。目を曇らせた先で、彼女らは絵空事や夢や理想を掲げるのだ。それが強者に押おし付けた無責任な期待とも知らずに。元々感情を表に出すのが苦手であるがゆえに、ロキは内心で愕がく然ぜんとし……現実に落らく胆たんした。

（なんでアルス様は、こんな蒙もう昧まいな俗物に指導など……これでは、アルス様はなんのために……）

　素直にロキは気持ち悪いと思った。彼女たちがではない、同じ世界に済む住人とは到とう底てい思えないのだ。だからロキは自分の平常心を保つため、情報収集にのみ耳を傾ける。

　僅わずかな距離にも拘かかわらず、時折立ち止まったり、ロキに学院や施設について説明するなどして――ロキからすればありがた迷惑だったが――三人はたっぷりと移動に時間をかけた。アルスとの出会いから今に至るまで、テスフィアとアリスにとっては、たかだか一カ月程度であるのに、いくら語っても足りなかったということだろう。和気藹あい々あいとアルスについて話し続ける二人に、いつしかロキは、憤いきどおりとは別の感情も抱き始めていた。ことアルス関連の内容には敏感に反応せざるをえない。

　この二人はずっと、自分の知らないアルスを見て来たのだ……そう考えると、ロキはちょっぴり羨ましささえ感じて、何時いつ疲れ果てるとも知れない二人の少女の話にそっと聞き耳を立てるのであった。




　◇　◇　◇




「あの子を、きちんと囲ってくれる気になってよかったわ」

「…………」

　アルスが訪れた理事長室。そんなシスティの言い草に、手に持った紅茶を口に含む前でよかったと、彼は本気で思った。紅茶を吹き出しこそしなかったが、まるで剥むき出しの刃やいばを突き付けられた気分だ。だが、ここで言い返せば理事長の思う壺つぼだとぐっと堪たえることにして、取り落としそうになったティーカップの握にぎり手を改めて持ち直し、そっと唇くちびるに当てて傾ける。テーブルを挟はさんだ向かい側で、楽しそうに微笑むシスティ理事長。次いで、彼女はすでに用意済みだったとばかりに、脇に置いてあった紙束を机の上に滑らせた。

「これは？」

「ロキちゃんの編入手続きの申しん請せい書。もちろん全すべて本人のサインも入っているし、実力的にも当然合格」

「随ずい分ぶん手回しの良い話ですね」

　ここにはロキの件について理事長の口止めのために赴おもむいたのだが、どうやら杞憂だったようだ。つまり前もって全部準備してあったということだろう。全て理事長の手の平の上で踊っていたということのようで、アルスとしては釈然としない気持ちがある。ただ同時に、話が早くて助かるという思いを抱いたのも本当のところだ。アルスは座ったまま目礼し、システィに軽く感謝の念を表す。

「で、理事長はロキを手塩にかけて育てろと？」

「まぁ概ねそんな感じ……ただ、この件は私情も大いに入っているからあまり気にしないで。軍も彼女を監かん視し役という名目で押し込んできたんだけど、実際は全部が総そう督とくの意向じゃないわ。体裁と言えばいいのかしら、事は単純で明瞭なのよ。私や総督は単なる仲介役」

　苦笑いを浮うかべる理事長。さすがにアルスもロキをパートナーと認めてしまった以上、引き返すことは出来ないのだが。

「確かに理事長が言うように、ロキは予想以上にできる……あれで四桁とは何の冗談です？　単純な戦せん闘とう力りよくなら二桁に切迫するんじゃ」

　そう言うアルスの口ぶりにはまだ、あの戦闘中に感じた疑念が残されている。

「ロキちゃん……いえ、ロキの最高順位は１５７位よ」

　理事長のその声こわ音ねは溜ため息いき混じり、半ば呆れも混ざっているようだ。彼女は組んでいた足を解くと、軽く苦笑を浮かべた。

「なのに、ロキは未練もなくサポーターに移ったわ。元々探知系の適性はあったみたい。でも軍に居た間は、結局誰だれとも組まずに今日まで来たの。だから結果的に、四桁まで順位が下がったってわけ」

　アルスは腑に落ちなかった。確かに、魔ま物ものを探知するサポート魔法師の位階を示す「探位」の上位ランクに入れれば、給きゆう与よも含めかなりの高待たい遇ぐうが約束される。それでもその内容は、実際の戦場に立つ実戦魔法師の二桁、三桁のそれに勝まさるものではない。だから彼女が敢あえてサポーターに進んだ意味は、金銭的な部分ではないということになる。

「あとは、ロキ本人から聞くことね」

　突つっ撥ぱねるように投げられた言葉は、これ以上は理事長の口からは言えないということを示している。

「それは今いま更さらですね」

　もう後には引けないようだった。アルスがロキに前線に行けと一言言えば、彼女は従うのかもしれなかったが、アルスのパートナーの立場は、命を賭してまで望んだものだ。どういう意図があるのかは測りかねたが……。アルスは残りの紅茶を一息に飲み干し、椅子を引いて立ち上がる。

「俺の用事は、理事長にロキの使った禁忌について口止めしたかったってだけなんで。それも徒労に終わったみたいで、何よりです」

　まあ、彼女についての理事長の意向が確かく認にんできただけでも、収しゆう穫かくはあったというべきか。そっと背を向け、さも当然のように出て行こうとするアルス。そして、その背中に新たな爆弾を投げられるのは、理事長ただ一人だけだ。

「あら、口止め料をもらってないわよ」

「……!!」

　アルスの手がノブに触ふれる直前にピタリと止まった。

「何かしらの貸しだと？　本気ですか？」

　元は理事長がロキの一件をねじこんだ結果であり、彼女にも責任の一いつ端たんがあるはずだ。にも拘わらず、ここに来て我関せずの態度は、アルスといえど見過ごせない。

　しかし――

「確かに私にも責任はあります。あるのだけれど、ロキがあなたがらみで禁忌まで使ったとなれば、庇うにしてもそれ相応のリスクが伴うわよね」

　ここで、困ったように白々しく指を顎に当てる。アルスはそんな姿を見て確信する。これこそが、この女が『魔ま女じよ』と呼ばれる所以ゆえんなのではないのかと。自らの非を認めておきながら、そのリスクに対してきっちり見返りを要求する図太さ……いや、図々しさと言うべきだろう。アルスは頬を引きつらせながら、棒読み気味に言う。

「わかりました。で、可能ならばお金とかで済ませたいんですが」

　アルスが学院生である間は、二人の上下関係はすでに確定している。よほど荒こう唐とう無む稽けいな言い分でない限り、従わざるを得ないのだが。

「残念ながらお金は余り有ってるのよね」

　なんの嫌みかと思ったが、皮肉を返す暇はなかった。理事長が、恐らくすでに用意していたのであろう新たな提案を持ち出してきたからだ。

「そうね。今度の実戦訓練を頼たのめないかしら。何にしてもあなたの力は必要なのよ」

　ま、そんなところだろうなとアルスは納なつ得とくした。そもそも、この案件についてはシスティですらお手上げ状態、自分の手助けは確実に必要になると薄うす々うす気づいていたのだから。彼女からしてみれば是が非でもアルスの手を借りたいからこそ、こんな無む茶ちや苦茶な貸しを提示してきたのだろう。

　一カ月後に控える実戦訓練は、魔物の討伐を目的とした課外授業だ。以前から理事長に相談を受け、二人で散々悩なやんだ挙句、一番の不安材料については納得行く案を提示出来ずにいたのだ。

　課外授業に参加する生徒は五人一組にチーム分けされ、それぞれのチームに監督者がつくことになる。で、今回は諸事情でその監督者の役割を上級生に割り振るしかなかったわけだ。上級生とはいえただの学生、それも実戦経験のない者を、である。軍の要求とはいえ無茶もいいところで、万が一を考えると不安しかない計画だ。

「いくら俺でも、全校生徒はカバーしきれませんよ」

　これは事実だ。アルスがたとえ最高峰の魔法師だとしても、広範はん囲いに散らばる学生達たちを全てサポートすることは出来ない。つまるところ、これは決して安くない依頼だ。

「それで構わないわ。あなたが動いてくれるなら多少なりとも予想される被ひ害がいを軽減できるもの」

　過大評価だとは言わない。生徒達に一いつ切さいの経験を積ませず、周囲すべての魔物を自分自身で片付けろというのなら、まだなんとかなる見積もりはある。

「その件ですが、まさか生徒が危ない時だけ助けろなんて無茶は言わないですよね」

「ま～多少はね～、生徒達に経験も積ませてあげないと、とはね～」

　理事長の視線は、とぼけるように明後日あさつての方向を向いていた。

「……チョロチョロ中途半はん端ぱに動き回られるようでしたら、さすがに手に負えない。この件、自分はあまり役に立てそうにありませんね」

「うそうそ!!　細かい指示は考えておくから、お願い」

　システィは手をブンブンと振ると、謝罪のつもりか強引に丸め込むつもりか、無理に朗らかな笑みを浮かべながら、アルスの黒髪をわしゃわしゃ掻き乱した。つくづく年齢不詳の、無邪気な年とし頃ごろの娘みたいな言動と仕草である。一々あざといとは思ったが、口には出さない。その代わり、視線で迷惑だと訴えたが、理事長は華か麗れいにスルーを決め込む。

「わかりました」

「また今晩ね」

　存分に言いたいことを言ったはずなのにケレン味たっぷりの艶えん笑しようである。それにしても、知らない者が聞けば、もしや生徒と理事長の間の火遊びかと、誤解されかねない。それでも頷うなずくしか選せん択たく肢しのないアルスは、せめて嫌みったらしく、盛大に溜息を吐ついて理事長室を後にした。




　扉が閉まったことを確認したシスティは、表情を真顔に戻して、こちらも溜息を吐く。それはロキについてだ……。

「あの子、ロキのことを覚えていないのかしら」

　すでにシスティはロキからだいたいの事情を聞き及んでいる。何故なぜ、実戦魔法師からサポーターに移ったのか。そう、ロキはアルスのために命を張る覚悟を持ってパートナーに志願してきたのだ。それが自分の生きる意味の全てだと訴えられれば、システィも無下には出来なかった。

　結果としてシスティにとってはベストに近い結果にはなったが、アルスがロキのことを覚えていたかは、あえて尋ねていない。未いまだ解けないままのその疑問は、いくら老婆心からだと取とり繕つくろっても、システィが口にするのは余計なおせっかいというものだろう。結局は二人の問題であって、それ以外の人間は外野にすらなり得ないのだ。果たして真実はどうなのか、結果は神のみぞ知ると言ったところだ。







第４章「夜の舞踏会」







　アルスは理事長室を出て、自室へと帰る途と中ちゆうだった。さっきは話を蒸し返しての念ねん押おしも野暮だと敢えて話題にしなかったが、ロキの禁忌の件とは別に、あの時アルスがロキに対して行った処置については、提案時にすでに他言無用の言げん質ちは取ってある。だが、あの魔女相手にそれだけで大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　いろいろと考えに耽りながら、本校舎を出る。今や茜色の夕日も、その半分以上を地平線に沈めていた。長くなった影を曳ひきながらアルスは歩を進める。




　ロキの禁忌の件とは異なる、秘ひ匿とくすべき事じ項こう……。それは、アルスがロキを助けるために使った緊急手段だ。傍から見ていたシスティにも、正確なところまでは探られてはいまい。あくまで現象としての結果しか、彼女には見えていないはずではある。実は、アルスがロキを助けるために取った手段とは、ロキの体内にある全ての魔力をアルスの魔力に置き換えるというものだった。これは禁忌以上に敬遠されるべきものであることは、アルス自身十二分に理解しているつもりだ。

　アルスの生まれ持った異能（とすら呼べるかは疑問だが）……それは、彼の魔力が魔力を喰くうという性質を持っていることだ。喰らった魔力は魔物の場合と同様、己の糧になる。

　今でこそコントロールすることができるが、そもそも彼が魔力を制御しなければならなくなったのは、この魔力の異質さが原因だった。

　アルスの中には二種類の魔力が内在している。一つは誰しもが持っているエネルギー体としての魔力……そしてもう一つ。

　ロキとの戦せん闘とう時に現れた、蠢く影のような姿を形作る異形の魔力――――アルス本来の魔力の姿だ――――それは紛まぎれもなく独立した意思を持つ。ただ一つの渇望であり欲望……《捕食》を抱き、あらゆる魔力を貪欲に喰らう。その一点において、真に欲望のままに蠢くのだ。それを制御下に置くのにどれほどの訓練を要したのかは、アルスとべリック総督のみが知ることである。

　今回その力を使ったのは、止やむを得ない事態だったからだ。さらに言えば危機に陥ったのが、アルス自身が認めた才能と意志の強さを秘めるロキだったからこそ、でもある。結果的に、アルスはこの異能でロキの魔力を喰らいつつ、同時に通常の魔力をも、ロキの体内に流し込んだのだ。仮に異質の魔力に対して、ロキの体が不履行についての魔法原理もあいまった拒きよ絶ぜつ反応を示せば、その場で彼女が絶命する可能性すらもあった。

　しかし、結果は上手く馴染んだのだ（と言えば適切でないかもしれないが）。ロキの体内に入ったアルスの魔力は、枯渇という症状を鎮め、禁忌の不足分を代替することが出来た。アルスの予想では、ロキの体内に残ったアルスの魔力は時間とともに劣化し、残ざん滓しとなった不純物が、ロキの体内で新たに生成された魔力によって、押し出されるように体外へと洩れ出るはずだ。この結果が吉と出るか凶と出るかは、今後のロキの成長次し第だいだが、二度とは使えない大博打ではある。

　そして、それとは別に。実はアルス自身、この学院に入学してからというもの、己の行動に起きた変化に戸惑っている部分がある。

　軍にいた時には取らなかったであろう行動が続いている。そもそもテスフィアとアリスの訓練に付き合うのですら、以前ならば断固として拒絶したはずだった。いや、これまでは実際にあらゆる馴れ合いを拒絶してきたのだ。

　現役１位であることに固執しないアルスだが、１位であることの恩恵自体は、これまで十分に受けてきている。実は外界で活動する魔法師はかなりの高給でもあるため、学生にしては過分すぎるほどの蓄たくわえだってあるのだ。だから権力の横よこ槍やりによりその立場を失うことすら、さほど惜おしいとは感じていない。たとえそれが理事長であろうと、彼の意志を阻めるものはないはずだった。

　そもそも、人類を守りたいと思ったことは一度も無い。自分だけ生き残ってゆっくり余生を過ごせればそれでいい……そんな利己的とも呼べる感覚が、なぜか最近はずいぶん薄くなっているように感じる。

　その変化に不思議と順応している自分を感じつつ、違い和わ感かんよりもこの流れに身を任せていたいという思いがあるのだから、すでに自分が自分でなくなってきたような錯覚すら覚える。これを成長と呼ぶのかはわからない。ただ、今はこの理り不ふ尽じんな忙しさすら、どこか充実していると感じられる気持ちが、心の隅すみに生まれていた。

　まあ、アルスの遠大な計画自体は変わらない。自分さえ楽ができればそれで構わない。他のことは、実際どうだっていいのだ――そう自分に言い聞かせつつも、でもまあ、今しばらくはこのままでもいいか、という極きわめて非論理的で曖あい昧まいな結論を出して、アルスは自分の城たる研究室へと、その歩みを進めるのだった。




　◇　◇　◇




「おい、俺の研究室はお前等らの溜まり場じゃないぞ」

　呆れ混じりの軽口は、風呂敷を広げたように座すわる三人に対してのものだ。

「申し訳ありませんアルス様」

　飛び上がったロキは深々と頭を下げた。そこまで大事ではないのだが、一度ロキとは呼び方も含めて話し合うべきだろうとアルスは苦悩する。

「良いじゃない。親交を深めてたんだから」

　テスフィアがロキの隣となりで頭に手を置いて銀の髪かみを撫なでた。一いつ瞬しゆんロキの眉がピクッと反応したが、それに気付けたのは正面に立つアルスだけだろう。

「ロキちゃん可愛かわいいんだも～ん」

　次は背後に立ったアリスがテスフィアの手を押しのけて抱き寄せる。それにもロキは僅かに眉を上げるだけで無表情を貫いた。まるで人形のように。アルスとしては仲が良くなるのは大いに結構なことなのだろうと思うが、それはアルスの研究室以外でならの話だ。この場にいる以上、訓練をしないならば彼かの女じよ達たちには早々にお引き取り願うべきだろう。しかしアルスは直球を投げなかった。まずは、テスフィアとアリスに分からせてあげるべき優ゆう劣れつがある。アルスはにやりと口の端を少しだけ上げた。

「言っとくが、ロキの最高順位は１５７位だぞ」

「「――――!!」」

　自分たちが何をしでかしているのかがやっとわかったのだろう。アリスは目を瞠って笑顔を崩くずさずに固まった。

「う、うそだ～……」

　とテスフィアの震ふるえる声。現役１位のアルスの言葉でなければ一いつ笑しように付せただろうに。

「ロキは実戦を数多あまたこなしてきたからな、実力は二桁にも引けを取らんぞ」

「ホントに？」

　ぎこちなく隣に抱かかえ込まれた格好のロキに、テスフィアが焦ったように顔を向ける。

「アルス様に比べれば足元にも及およばない駄番です」

　そこで初めてロキの表情が柔らかいものへと変わった。表面上は謙けん遜そんを装よそおっているが、他ならぬアルスに努力を認められたことに感無量の思いがあったのだろう、彼女は嬉しげにそっと目を伏ふせた。この事実を使ってアルスは残り二人に発破を掛けた。

「ロキは一つ年下だが同学年での編入が理事長から許可されてるから、お前らはロキの次に優ゆう秀しゆうということになるな」

　地歩が揺ゆらぐのを想像したのかテスフィアの表情が固まる。こういう時に貴族のプライドが邪じや魔まをするのだろう。アリスはというと、ロキが編入してくるという事実に嬉き々きとした表情を浮かべているものの、素直に喜びを表現すべきかどうか、半々というところだ。

「お前達が優秀なのはわかったが、訓練以外で俺が付き合う義理はないんだからな、この調子ならロキに時間を割いた方がマシだ」

「「――――!!」」

　少しも意地が悪いとは思わない。実際ロキのほうが、アルスの良き支えとして彼かれを明るい未来へと導いてくれそうなのは確かだ。ロキがパートナーの道を選んだ今となっては、二人の他に、ロキ自身を鍛きたえ上げる暇はさすがになさそうだが。

　とはいえ、それを事実として受け止め、どう行動するかは彼女達自身が決めることだ。だが、この程度で心が折れてしまうのであれば最初から指導なんて頼んでこなかっただろう。だからこそ、がむしゃらにでも訓練に付いて来てもらおうではないかという意図だったのだが、どうやら効果は覿てき面めんだったようだ。

「少し休憩してただけだし」

　テスフィアは、今の今まで訓練をしていたとばかりに袖そでを捲まくる。

「……そうだね。ロキちゃんと魔ま力りよく付ふ与よの技術について、議論を繰り広げて知識を深めるのはまた今度にしようかな」

　アリスは未だにロキから離はなれずに髪を丁てい寧ねいに撫でていた。口で言っていることと行動が一いつ致ちしていないようにも思えるのだが。頭ではわかっていても、小動物的に彼女を愛でたいという抗いがたい衝しよう動どうは、ロキの階位に対する遠えん慮りよを上回ったようだ。

「時間もないからさっさと訓練だけやって帰れ」

　そして、アルスの部屋は和やかにいつもの光景へと戻っていく。アリスはロキという可愛過ぎる人形を離すのに躊躇ためらいがあるようだったが、ロキのほうから離れていったことで肩かたを落とし、仕方なくといった様子で訓練へと移った。アルスは今朝二人が口々に言っていた試験を思い出す。

「そう言えば、お前ら午後の模も擬ぎ戦の試験はどうだったんだ」

　何の気なしの質問。それほど気になっていたわけではないが、順位の違ちがいによる実力差が、二人をどれくらい凹へこませる効果があったか確認したかった。端的に言えばその質問は、嫌いやがらせの部類に含まれるのだろうが。一瞬ビクッと反応を見せ、二人が訓練していた魔力の流れが、たちまち拡散して散さん漫まんになる。

「…………」

「はははっ……」

　この調子では、勝てるには至らなかったようだ。

「聞きたい？」

「だいたい予想できたから結構。痛い目にあって何よりだ」

　皮肉で返したアルスに対して意地でも話し始めるテスフィアと、その道連れにされたアリス。要点だけを言えば、テスフィアの試験官を務めた上級生は試験直前に話題に上がったデルカ・ベイスだった。結果は惨敗。息巻いていたわりには、少しも惜しいところまで行けなかったとのこと。通り一遍の魔法を繰り出しては防がれ、得意の《アイシクル・ソード》は巧たくみに避よけられてしまった。それが終わると後は防戦に回らざるを得なくなり、打つ手なしの敗北、完敗である。

　一方、アリスの相手はアルスを除けば校内一の実力者・フェリネラだったらしい。胸を借りるつもりで挑んだが、何をしようとも軽くいなされ、終わってみればフェリネラは余よ裕ゆうの笑みで「お疲れ様」と労ねぎらいの言葉を口にし、涼すずしい顔で退場を促うながしたという。自分達だってもう十分やれるはず、という勝手な思い込みもあっただろうが、結果として二人とも苦汁を嘗めさせられたということだ。上には上がいる。それがわかっただけでも二人には得難い経験だ。

　アルスは模擬戦の結果だけ確認し終えると、机に腰こしを落ち着けて地図を広げた。真横には半歩引いてロキが控えている。彼女の中ではこの辺りを定位置にしたいようだ。もちろんそれによってアルスの集中が途と切ぎれることはないが、いくらパートナーと言っても男女が四六時中一いつ緒しよというのは不自然に過ぎるのではないだろうか。

「あれが魔力付与ですか……」

　ロキがぼそりと二人を一いち瞥べつし小声で問い掛けた。もちろん訓練中の無様な姿についてだ。それに対し、地図に視線を落としたまま返す。

「どうやら俺おれのせいで、あの二人も平和ボケしたみたいだな。あいつらに限った話でもないか」

　アルスが自虐気味に答えたせいか、ロキは慌あわてて全力否定した。

「いえ！　アルス様は人類を救ってきたのですから……彼女等に危機意識が無いのは自己責任です。決してアルス様のせいではありません。ましてやアルファの人口が増え続けているのはアルス様のご活躍があればこそ、彼女達にはそれが分からないだけで……」

　憤りを通とおり越こして悲ひ壮そう感かんさえ漂ただよわせるロキを、アルスは目の端でチラリと見た。

「それも仕方がないだろうな……だが俺がいなくなったらアルファには為なす術すべがないからな。Ｓレートなんかが来てみろ、数日もたないんじゃないか？」

　それこそ軍のお偉いさん達が危惧していることだ。自己保身に走りがちな彼かれ等らの傾けい向こうは、アルスが退たい役えきを申し出たことがきっかけで、今でこそ改められつつある。それがアルスの時間を奪うばうことにも繋つながっているわけだが、彼等が提案してきた（半ば強制であるが）実戦訓練は、見方によっては、この国の未来を憂うれえたが故の施し策さくとも言える。

「上層部がどうなろうと知ったことではないが、この後、静かに暮らすにはその懸け念ねんをなんとかせにゃならんからな」

　ロキはここで初めて、アルスが軍を離れて研究に没ぼつ頭とうしようとした理由を知った。さらに、不可解な疑問を解消するべくロキが問いを重ねる。その前に……そっと視線をアルスから「彼女達」に移す。ロキも軍にいた頃、同様の訓練をしたことがあるが、彼女達の様子を見る限り、その訓練は成果の乏しい無様なものだった。

「それで、本当に彼女達が役に立つというのですか」

「どうだろうな。学院では優秀な部類らしいぞ」

　アルスは他人ひと事ごとのように言いつつ、赤いマーカーで地図に線や印を付け足す。

「では何故、彼女達に手解きするのですか」

　ロキの声音は淡々としたもので、疑問というより単に個人的に納得がいかないといった調子だった。

「理事長に押し付けられただけだ。それにこれも一つの手段だ」

「何がです？」

「少なくともあいつ等が二桁けた魔ま法ほう師ぐらいになれば、いくらか楽ができるだろ？」

　もちろん、今蒔いた種が芽吹くのは、ずっと先のことかもしれない。それでも保険程度にはなるとアルスは考えている。

「彼女達がその才能を秘めている、と？」

「さぁな」

　才能や努力だけでは超えられない壁かべは必ずある。それを超えることができるかは、結局その者の生への執着だろうとアルスは思っている。

「結局、生き残った奴やつが高みに行けるんだ」

　幾多の実戦を経験してきたロキには、アルスの言っている意味がなんとなく理解できた。

　どんなに強く才能に秀でていても、命を落とすのは一瞬だ。不意打ち、確認されたことのない変異体との遭そう遇ぐうなど要因を挙げれば星の数ほどもある。

　アルスもロキもそんな魔法師を数多く見てきた。戦場の魔法師に華々しい最後などほとんどあり得ず、勝つか負けるか、生き残るか死ぬかだけだということは、嫌というほど瞳ひとみに焼付けられ、心に刻み込まれている。

　アルスは最後に、地図の一点を数回指で叩たたいた。

「それもすぐにわかる」

「…………」

　ロキにはその仕草の意味はわからなかったが、そもそもアルスの意図を、自分が全部共有できるとは思っていない。それは出過ぎた考えだ。自分はパートナーで、アルスの助けになれればそれだけでいい。それ以上は最初から望んでいない。彼のためなら、捨て駒にだろうと喜んでなるつもりだった。だから。話題を変えるのではなく、自分の意思をはっきりと言葉にする。

「私はアルス様に付いていきます」

「そうか…………決意はわかった」

　これだけのやり取りで、ロキは十分満足した。やっと自分の生きる道に立てたのだから。

　――――が。

「ならロキも俺に相応ふさわしい実力を身につけろ」

　どっしりと深く腰を落ち着けるアルスは、地図に再び目を落とし、ロキを見ずに言葉を続ける。

「あの程度なら本来パートナーになんぞ選ばないし、いないのと変わらん。それでもそうしたのは、ロキの将来性に期待してのことだ」

「――――!!」

　今後真価が問われることになる、という趣旨の発言は、ロキの危機感を高まらせるには十分だったが、当のロキは即そく時じ、たじろぎすらせずに断言する。

「必ず期待に応えます」

　言葉の強さに反して、その表情は普ふ段だんと変わらない。ロキの心中は、簡潔明快で一点の曇りもない。それこそ、シンプルに言葉通りの意味でそれ以上でもそれ以下でもないのだ。少なくともその透すき通るような声音には、アルスの期待に沿えないかもしれないという不安の色は、微み塵じんも含ふくまれてはいなかった。

「ロキの探知範囲はおよそ１kmぐらいだろ」

　アルスの言葉は確認のためのものですらない。すでに周知、明確に全てを見透かした上でのもの。ロキは頷いて肯定した。

「俺も状じよう況きようによるがそんなものだ」

　この能力範囲でも、探知を専門に扱あつかうサポーターとしては十分に実戦投入出来るレベルだ。アルスが軍にいた頃、彼が頑なにパートナーを選ばない理由として、本人がそもそも高い探知能力を習得しているから、という噂が流れたことがある。どうやらそれは事実だったらしい。今本人の口から裏付けを得たことで、ロキは少なからず動揺を覚えた。

「ロキには少なくとも、５kmまでは探知可能領域としてもらわなければ困る」

　この水準に達しているのは、探位一桁でも片手で収まるほどの数しかいないだろう。それがどれほど無謀なことなのか、アルス以上にロキは理解していた。それでも――。

「わかりました」

　無理だとは言わなかった。ロキにとって、それはすでに可否で答える範はん疇ちゆうの問題ではない。それができなければ、生きる意味を失うというほどの重み。出来る出来ないではない、やるのだ、という覚かく悟ごはすでにある。

　アルスからしても、自分が求めたレベルの力を身に付けるのが、どれほどの困難を伴うかは想像に難かたくない。しかし、そうでもしなければ戦闘でロキがアルスの役に立つのは難しいのも、また事実である。

「もちろん戦闘の腕うでも上げてもらうが、先に探知能力の向上を優先させる」

　アルスは地図におよそ１kmの地点に半円を描えがいた。それはロキがこの件に対して無関係でないことを意味している。無論それ以上の意図は告げない。それはまだ、部屋内にテスフィア達がいるからでもある。アルスは頃ころ合あいと見て、彼女達に声をかける。

「今日はここまでだ。理事長との用事もあるからな」

　訓練自体にはかなり手応えがあったのだろう。やっと調子が出てきたところなのに、というようにテスフィアが振ふり向き、不満気な表情を向けてくる。だが、やりたきゃ自分の部屋で勝手にやってくれ、とばかりにアルスは無視する。アリスはアリスで、たった今覚えた感覚を忘れないように集中しているのだろう、その表情は上の空で、アルスの声が聞こえていないようだった。

（やれやれ）

　結局、テスフィアとアリスの二人を、少々強ごう引いんに帰宅の途に就つかせるには少々時間を要した。その直後。

「何をやってるの？」

　やっとのことで扉とびらを出かけたテスフィアが、怪け訝げんそうに振り向いて、ロキへと声を掛けた。アリスも続いて、顔に疑ぎ問もん符ふを浮かべて部屋に残っているロキを見やる。無表情を貫くロキ。テスフィアとアリスはこれから女子寮りように帰宅するわけだが、学院の学生となったロキも当然、女子寮に戻もどることになるはずだと二人は思っている。

「ロキちゃん？」

　ロキは今日付けの編入になるため、入寮の準備が整っていないのだが、それはさておき。アルスの部屋、つまりはこれから夜を迎むかえる時間、男の部屋に女の子を一人残しておくのはまずいだろう、という配はい慮りよからなのだが。

「私はアルス様のパートナーですので、寝しん食しよくを共にするのは当然です。お二人はお気になさらず」

　ロキは平然としており、わずかな照れの様子すら見られない。さも当たり前のように言う彼女に、二人は驚おどろきの表情を浮かべ、アルスは額に手を当てて「しまった」と渋じゆう面めんを作る。

　これは、アルスとロキからすれば別に珍めずらしいことではない。軍ではよくあったことで、仮に二人が同じ屋根の下で過ごしたとしても何も起こりはしない。

「ロキ、普ふ通つうは別々らしい」

　これは軍で育った者と一いつ般ぱん人じんの認にん識しきの違いなのだが、一般教養に欠けるきらいのあるロキでは、これも仕方のないことか。アルスも学院で初めて男子寮と女子寮が分けられていることを知ったぐらいだ。

　正確には軍でも一応男女の別はあるのだが、アルスとロキはそれぞれ相応に男女の機き微びには疎く、しかもパートナー同士が親睦を深めることは作戦に有効に機能するため、例外はよくあることだったのだ。

「…………」

　ロキは口を閉ざした。表情に表れないので他者にはわからないが、今のロキは脳内会議で採決を取っている最中だ。一呼吸の静せい寂じやくがあり――。

「もちろん、拒否します」

　一切迷いなく、決断を下した。脳内で提出された反対議案は即時否決。アルスが知る限り、自分の意向に彼女が反対したのは初めてだ。もちろんアルスの意向であること自体は、ロキの天秤の中でかなりの重みを持ったが、何にでも例外、一発逆転はあるものだ。採決の中で最重要とされたのはロキ本人の欲求。最も同居がアルスの助けとして役に立つことができる、という大義名分が拡大解釈され、判断をさらに歪ゆがめたのは間ま違ちがいない。アルスを支し援えんするという大目的が、戦闘行動に限定された適用から、日常生活の補助を含める拡大解釈へと発展。結果、ロキの脳内会議は満場一致。異を唱える者などおらず、同居法案が一気に可決してしまった。

「でも……ほら、何かと不都合じゃない？」

　アリスはチラッとアルスに視線を移して、オブラートに包つつんだ言い方をする。

「軍ではよくあることです。アルス様であれば『不都合なこと』は何一つありません」

　言葉に隠かくれた乙女心の意味がわかったのは、思わず顔を紅潮させたテスフィアとアリスだけ。

「ダメ、絶対ダメ！」

　思わぬ水面下での爆弾発言に、堰せきを切ったようにテスフィアが反対の意を申し立てるが、ロキも断固として譲る気はないようだ。

「あなた達には関係ないことです。私とアルス様の二人だけの問題ですので外野は帰ってください」

「…………!!」

「で、でも……」

　きっぱりした言い方に、テスフィアもアリスも返す言葉を見つけられないようだ。すかさずロキは追い討うち。

「でしたらお二人も、アルス様の部屋で寝食を共にすればよいのでは？　繰くり返かえしますが、軍ではよくあったことです」

　本人としては皮肉のつもりである。無表情だけに本気なのか冗じよう談だんなのかわかりづらいのだが、そのせいもあって、口から出た言葉は思わぬ誤解を生んでしまった。

「……！」

「あんた、まさかもう……」

　テスフィアとアリスの二人は、はっとしてアルスのほうへと視線を向けた。そして……一歩後ずさる。

　アルスは、二人からどう見られようと気にしない。気にしないが、率そつ直ちよくに言えば大いに遺憾である。とにかく、このままでは無為に時間を浪ろう費ひするだけだと彼は判断した。一ひと先まず……。

「取り敢あえずお前らは帰れ、ロキにはどの道、理事長室まで来てもらわなきゃならんからな」

　これでも二人が納得した様子ではなく、しばらく問答が続いた。だが最終的には理事長という言葉が効果的だったのか、二人はアルスに強引に押おし切られる形で、渋しぶ々しぶ踵きびすを返す。

「ヘンタイッ……！」

　テスフィアの侮ぶ蔑べつを含んだ小言がアルスに聞こえたかはわからない。しかし、ロキには聞こえていなかったことは確かで不幸さち中の幸いだ。もしそうだったならば、間違いなくテスフィアに喰って掛かかったに違いないのだから。仮にそこまではいかなくとも、アルスへの侮ぶ辱じよくを到とう底てい看過することはできなかっただろう。




　◇　◇　◇




　テスフィアとアリスを帰すことにどうにか成功したアルスは、ドッと気き疲づかれに襲おそわれていた。一方、その傍かたわらで、ロキは小さく拳こぶしを握にぎり締めている。表情はあまり変わらないが頬ほおは少しだけ紅潮していて、見ようによっては『ライバル達』の撤退に対し、勝かち誇ほこっているかのようにも見えるが、その内心はロキのみぞ知るところだろう。

　次はロキと一緒に、理事長室に赴かなければいけない。アルスは重い腰を上げ、研究室を出た。暗くなった空には唯ゆい一いつの光源である月が、丸々とその頂で単調な明かりを一点から降り注がせている。

　アルスは学院内の小道を歩きながら、夜空のそれを空ろな目で眺める。それが月であって月ではない、偽にせ物ものだからだろう。外界と内側を隔てる防ぼう護ご壁へきは、本当は何も通さないのだ。だからこの光景は後から付け加えられた平面投射映像であり、決して立体的な物ですらない。だが区別が付くのかと言われれば、まったく本物とは判別できないレベルの精巧さではある。

　それでもやはりアルスは、これは違うのだと……偽物だと思ってしまう。こういう時、ふと戦場でもあった外界の『本物』が恋しくなる。あの高みへは１位となった今でも届くことはないのだと思える尊い幻想――それが、確かに外にはあったのだから。

　カツカツと舗装された地面を打つ足音が一定のリズムを刻み、少し遅おくれてさらに小さな音が続く。ふと、仄ほのかな花の甘あまい香かおりが鼻へと抜ぬけるように漂う。何度も通ったはずの道なのに意識に投とう影えいされたのはこれが初めてだった。こんな香りが以前には漂っていただろうか、と訝いぶかしみながらも、アルスはしばし、その芳香の余よ韻いんに浸る。

　アルスとロキは一言も話さず静かに本校舎へと歩いた。無言なのは、決して話題がないからではない。ただアルスが焦がれるように夜空を見上げた時からずっと、ロキはその姿に、後ろからそっと見惚れていたというだけだ――その表情に、幸せそうな微笑ほほえみを浮かべながら。




　◇　◇　◇




　理事長室ではいつもの如く、システィが万全な状態で待ち構えていた。長大な机には課外授業の舞台となる場所の詳細な地図が広げられ、傍らには校内でも順位の高い生徒の名めい簿ぼが積み上げられていた。さすがに全部を他人任せにするつもりはないのだろうが、ここまで周到に用意して構えているのでは逆効果だ。おんぶに抱っこというほどではないにしろ、アルスの存在に七割方寄りかかろうとしているのが薄うつすらわかってしまう。アルスでなくても、苛いら立だちを隠せないところだろう。

　しかし結果として、早めにやるべき仕事に取り掛かれるのは有り難くもあり、アルスが不平を洩らすことはなかったのだが。

「実戦訓練ではロキにも働いてもらいます」

　理事長は納なつ得とく顔で首肯した。アルスがロキを連れて来たのはそのためだ。彼女を加えれば校内の実力者のワン、ツーが生徒達たちのサポートに加わることになる。

　自室でアルスは大凡おおよその計画を練っていた。ただ授業と銘めい打うった内容であるから、プランを変更してもらうにも、上の許可がなければ実施することは難しい。細かい配置は後々詰つめるとしても、対策のおおまかな構想を決めるのには、急を要することは間違いなかった。

「まずはここに本部を置きましょう。ロキはそこに常駐し、常に魔ま物ものの探知を行ってもらいます。監督として生徒達に付き沿う上級生とは別に、非常事態に備える人員を配置し、ロキの指示で本部から増援を向かわせます」

　この案を実行する上で、探知に優すぐれたロキの存在は渡わたりに船だった。机を囲むように……今回はロキも、アルスの横で彼の考えを聞いている。

　続いて理事長が、あなたは？　というように、視線を地図からアルスへと移す。

「俺は魔物の全体数を減らします。俺の探知能力ではロキと違って、魔物の正確なレート判別まではできないので、まずはロキの探知に引っ掛かったＢ・Ｃレート級の魔物を潰していくんです。さすがにＤレート以下ならば生徒でなんとかできると思うので」

　可能ですよね？　との確かく認にんに対して、理事長の返答は断言に至らず、少し弱気がちなものだった。しかしまあ、そこまでは面めん倒どうを見切れないので覚悟を決めてもらうしかないが。本来この実戦訓練が新入生である一年生に課せられること自体、不条理なものなのだ。軍部のごり押しとはいえ、そんな杜ず撰さんな計画の尻しり拭ぬぐいをさせられる身としては文句の一つでもぶつけてやりたいが、それを理事長に言ったところで酷な話だ。お互たがい、ある意味被ひ害がい者なのだから。

「で、理事長は何もしないんですか」

　これは仕返しのようなもの。理事長が表立って動いてくれれば、プランはさらに楽になるのだが。

「私は非常事態に備えて本校舎に詰めてなきゃいけないのよ。全体の状じよう況きよう確かく認にんは、そこで随時行うつもりだけど」

　予想していたことだ。実際、最終決定権のある理事長が外界でうろうろしていれば、不測の事態に収拾がつかなくなってしまうリスクもある。ましてや今回は、システィといえど、上層部の指示を仰ぐ必要がある事態にならないとも限らない。

　アルスは実力のある生徒がピックアップされた名簿を手に取った。見ると、そこには詳細な個人情報も記き載さいされているようだ。アルスが「これはいいのか？」という確認の視線を理事長に投げかけると、「あなたなら他言しないでしょ」という根拠のない信しん頼らいによって、あっさりと黙認される。ギブアンドテイクということなのだろうか。

　生徒達の個人情報など、先日アルスの要求した「ロキを救った裏技」の秘匿とは釣り合うはずもない。同等に扱われるのは割に合わないな、とは思ったが、ひとまずそのまま名簿に視線を落とす。

　当然筆頭にはフェリネラ・ソカレント二年生の名が挙がっていた。第２魔法学院でも唯一の三桁魔法師である彼女は、驚いたことに生徒でありながら実戦経験があるようだ。

　彼女の父、ヴィザイトス卿は将官の地位に就ついているためだろうか。しかし実戦経験があるのなら、三桁の地位も頷けるというものだ。

「最高討とう伐ばつレートはＢか」

「なるほど、フェリネラさんね。彼女には何をお願いするの？」

　このレベルなら、少なくとも扱いに困るということはない。

「彼女には、普通に生徒達のチームの監督役に回ってもらいます。増援要員はそこそこの実力者なら十分。ただし、数を集めます。ロキの負担を減らすためにも、増援の振り分け人員は数を揃えて監督役と差を付けましょう」

　今のところ、異は唱えられない。ロキも自分の役割を正確に理解しているようだった。

「ロキには負担が掛かるが、やってもらうぞ」

　当然ロキが首を横に振ることはない。その代わりに。

「私は討伐に出なくてもいいのですか」

「その必要はない。指示に専念してくれればそれで構わない。どっかの欲張りな誰だれかが、生徒達にも多少は実戦を経験させたいらしいんでな」

　さすがにアルスとロキが並んで出れば、討伐対象の魔物が減り過ぎてしまう懸念がある。アルス単独でも調整を強いられそうなのだから、二人ならなおさらだろう。

　活躍の場が減ることになるが、その一言にロキが表情を変えることはない。首肯を以て了りよう承しようの意が返ってくる。理事長が「お願い」とロキに、申し訳なさそうに顔の前で手を立てた。

「あとは理事長のほうで、監督者の選定をお願いしますよ」

「試験の結果は出てるから、順位が低い一年生チームから順に、学内の上位者を監督者に振り当てるわ」

　それぐらいはやれ、という皮肉のつもりだったが、すでに考えてあったようだ。少し肩透かしをくらったが、これでプランの急を要する部分は、それなりにまとめられただろう。

「では決まりだ。特に異論がなければこれでいきますが、いいですか？」

「構わないわ」

「畏まりました」

　多少の皮肉を込めて、わざとへりくだったアルスの返事に、システィは苦笑いする。だが、これで終わったわけではなく、理事長にはこの後も働いてもらわねばならない。特に、新たに加えられた計画の改定案を通すために、上と掛け合う仕事が残っているのだ。

「では、俺おれ達たちはこれで失礼します」

　まだ細かい部分で決めなければならないことは山ほどあるが、今日のところはこれでも、だいぶ改定作業は進んだはずだ。

「お疲れ様」

　理事長の労いの言葉にロキが深々とお辞じ儀ぎを返したのに対し、アルスはぞんざいに手を上げただけだ。ここまでしたのだから、この態度でもまかり通るというもの。呆あきれた顔で溜ため息いきを吐つく理事長だが、知ったことではない。

　さっさと歩き出すと、ロキがアルスのために恭しく扉を開ける。それが当然だなどとアルスは露つゆほども思わないが、せっかくの厚意を無下にも出来ず、ぎこちなく踏み出す。

　後ろでクスッと溢あふれる笑えみが聞こえたが、無視せざるを得なかった。そして扉を抜ける直前。アルスは「そうだ」と振り返った。

「俺の顔がばれないように、簡単な戦せん闘とう服はそっちで用意してくださいね」

　多少の面倒事がありそうなこの提案は、せめて少しばかりのお返しだ。

「はいはい」

　即そく答とうされたことによって、精せい一いつ杯ぱいのお返しも、まるで捨て台詞ぜりふのようになってしまった。

　帰り道、後ろを歩くロキは、少し前で揺れる真っ黒な髪を見つめていた。夜の闇やみに溶けるような黒は、ロキの人生を大きく左右したきっかけになったあの晩のものと変わりない。それがなんだか嬉しくて、この沈ちん黙もくすら愛おしく思ってしまう。

　しかし行きとは違い、帰り道では沈黙の時間が長く続くことはなかった。

「ロキ、お前は今日、どこに泊るつもりでいるんだ」

「えっ……！」

　意外さを多分に含んだ反応は、別にいきなり声をかけられたからではない。アルスもロキと思いを同じくしていると思い込んでいたがための、共通認識の食い違いによるものだ。

「アルス様の部屋に、置いていただくわけにはいかないのですか」

　前を歩くアルスの顔はわからず、アルスにも後ろを歩くロキの顔色はわからない。声だけが二人を繋いでいる。

　それでもやや悲壮感を漂わせたロキの弱々しい願望を、察することができないほどアルスは疎くない。

「あと、その『様』付けもなんとかならないか」

　アルスは呼こ称しようなど気にする性格ではないが、ロキが対等な一生徒として編入してくるのであれば、その呼び方は確実に周囲の奇き異いの目を集めてしまう。二人の関係を邪推する輩やからが出てこないとも限らない。そうなれば、周囲からいらない反感を買うはめにもなる。

「それは譲れません」

　打って変わって、ロキは確定事じ項こうのように断言した。顔は見えないが、背中に有う無むを言わせぬ強い意志の圧力を感じる。これは説得するのに時間が掛かりそうだと、アルスは肩を落としながら歩いた。
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　しかし、研究室へと帰るやいなや、プライベートチャネルによるコール音が、室内の静寂を引ひき裂さくように、厳かに鳴なり響ひびく。

「アルス様、私が出ます」

「いや、俺が出たほうが早い」

　コール音がもう少し軽快なものならば、こんな鬱うつ々うつとした気持ちにならずに済んだだろうか。いや、きっと変わらないだろう。そもそも、ここにコールしてこられる人物など絞られているのだから。

　ロキを制止したものの、彼女の明らかな表情の陰かげりはこの際致いたし方かたない。

「では、夕食の支度を……」

　そう言って、少しでも何か役に立とうとする気き遣づかいを見せる。健気なのは良いが、それでアルスが彼女をここに置く判断をするかは別の話だ。それでも、アルスがまともな夕食にありつけるというのは久しくなかったことだ。とはいえ、ロキの料理の腕は未知数ではあるのだが。

　ただ食材の備蓄も含めて基本的に調理するだけの物はほとんどない。その情報をややためらいがちに告げると、ロキは「お任せください」と表情を変化させることなく断言した。

　どこか鬼気迫せまる様子から逃れるように、アルスは仮想液えき晶しようを立ち上げる、流石さすがに相手の顔までは映らない、これがプライベートチャネルとは言っても、秘ひ匿とく回線である点には変わりないからだ。

「どうかしましたか総……」

　出掛かった言葉をアルスは一いつ旦たん呑のみ込む。軍の中枢にあるベリック総そう督とくからの直通、慎重になるのは仕方ないだろう。ましてやここのところ、嫌な予感が良く当たっているのだから。

　ロキを傍に置くということは、つまりは情報の秘匿が困難になるということでもある。それについてアルスはそこまで神経質にもなっていないが、まだロキが到着して一日も経たっていない。情報共有に関しても、踏むべき順序をかなり飛ばしていると感じてもいる。

　備え付きのインカムを耳に装着し。

「それで？　近況報告でも聞くために、連絡をくれたのですか？」

「そうであれば私も気が楽なのだがな」

　どこか申し訳無さを窺うかがわせる声。だが、彼がアルスを完全には手放さずに済ませたのは、やはりこういう時のためなのだろう。

　アルスも大凡の見当を付け、無む駄だな長話をしないために単刀直入に訊く。

「それで、内ですか外ですか」

「外だ。すまんな、学院に馴染んできたタイミングだろうに」

「皮肉のつもりですか」

「そんなつもりはないが、その様子だと良い経験にはなっているようだな」

「何もかもがままならないことだらけですよ」

　クククッと堪こらえるような笑いの後「そうか……楽しんでいるか」といささかの感慨を含んだ言葉が、送話口から静かに発せられた。何かまだ言いたいことがあるようにも感じられたが、すぐべリックは事務的な情報を語った。どうやら状況がそうさせないのか。

「アルス、座標は送っておいた、部隊は……」

「要りませんよ」

「そうだったな。こちらもまともに対たい抗こうできそうな部隊が外していてな、ここまで早く侵しん攻こうがあるとは思わなかったからな」

　夜も更けてきた。一いつ般ぱん的てきな魔物の特性からして、「任務」はアルス一人のほうがいいだろう。そもそもアルスに同行する部隊など今までにあったことはない。それは、彼かれが拒んだからでもあるのだが。

「総督としては一安心といったところですか」

「そういう言い方はやめろ、俺も気が引けているんだ。こんなことを立て続けに頼たのむことになってな。目標はＡレート。こちらの探知に引っ掛かった。その他雑兵は距きよ離り的にこちらでは捕ほ捉そくできん」

「了りよう解かい。明日も早いのでさっさと始末してきますよ」

「頼む。通信終しゆう了りよう」

　アルスはふぅと一息吐く。最近どうもぬるま湯に浸かり過ぎたせいか、一度心をリセットする必要があると感じていた。だから、一時でも頭の中を空にできるという意味ではちょうどいいのかもしれない。すぐ支度に取り掛かる。とはいっても実際の装備など大したことはないのだが。ただ少なくとも、誰かに見み咎とがめられる前に出立する必要があった。

「アルス様？」

　やはりという顔でアルスはロキを見る。料理の支度を始めているロキは手を止めて、体ごとこちらに顔を向けていた。アルスに軍から要よう請せいがかかれば、パートナーであるロキも必然的に同行するのが普通だが……。

「少し出てくる」という言葉だけで、彼かの女じよには十分だったのだろう。何よりアルスが腰に下げた物々しいＡＷＲアウラを見ればなおさらだった。

　手の水分を拭い、火を止める。

「すぐに支度をします」

　アルスは目の前を通りかかるロキの頭を、がしりと押さえつけた。

「ちょっと待て、パートナーについてはまだ口約束程度でしかない。正式に軍のパートナー登録書類に載って初めて、採用されるものだ。それにだ、お互いについて知らないことだらけだ。こんな状況じゃ一人よりもかえって手間取る。ましてやお前は病み上がりだ。無む茶ちやをして良いことなんてないのは知っているだろ」

「…………」

　一理あるとはいえ、ロキの表情は己の無力さを憂うものだった――たとえ身を案じてくれているとわかっていても。アルスはもともと、パートナーを必要としない程度の探知能力をも有しているのだから。

　少し酷ではあるが、現実的に不要ならば仕方がなかった。

　ロキの力を間近で見たアルスは、決して彼女を力不足だとは思っていない。ただどうしても頭を過るのが外界の恐ろしさ。万が一の事態や準備不足が招く落とし穴だ。

「今日は一人で行かせてくれないか？」

　何よりもそんな気分だったのだ。

「すぐに帰る。今後のことは改めて決めていこう……敬称についてもな」

「わかりました。でしたらおかえりは何時いつに……」

　と言いかけてロキは俯く。そう、外界に出た魔法師が予定など立てられるはずもない。

　しかし――ポンッと頭を軽く撫なでたアルスは。

「夕食が冷めない内に帰ってくる」

　とだけ言い残して部屋を出る。背後では恭うやうやしくお辞儀して見送る少女の姿があった。

　気休めだとしてもアルスにとって、任務の終了時間に制限ができたのは、もしかするとかなり久方ぶりのことなのかもしれなかった。それが、少しだけアルスの気持ちを新しん鮮せんにさせていた――かすかにでも「帰るべき場所」を意識させられる、ということ自体が。

　他の教員に見つかれば何かと面倒だろうと思い、研究棟の階段をそのまま下りるのは止めた。アルスは休憩スペースの窓からベランダに出ると、手て摺すりを足場に軽々と屋上に立つ。

　見み渡わたす学院の施し設せつは、いずれもまだ明かりが灯っている。屋上に吹き上げる風はどこか首筋を擽くすぐるような心地ここち良さをともなっていた。衣服を巻き上げるように隙すき間まから入る空気が、風と戯たわむれているような気にさせてくれる。髪かみは乱れに乱れるが、気持ちを切きり替かえるには好都合だろう。衣服の中を駆け抜けていくわずかな上昇気流は、同時に脳内の鬱うつ屈くつまでもさらってくれたように、身体からだと精神を冷やしてくれた。
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　この日の夜、テスフィアは寮のベッドに腰こし掛かけながら、珍しく考え込んでいた。それは自分がアルスに放った、考えなしの言葉についてだ、率直、今は少しの後こう悔かいを感じていた。どうしていつも、感情のままに言葉が口を吐いてしまうのか。

　これまではたいして気にしたこともなかった。けれど、もしかすると……という気持ちが、なぜか今は心中にある。ただの悪あく癖へきでは許されないのかもしれない、こうして思い返すと、貴族にあるまじき軽薄な言葉だったという自己嫌けん悪おすら湧き上がるのだから。

「でも……やっぱり、ヘンタイはヘンタイだし」

　ぽつりと口に出してみる。だがそれでもなお、心にわだかまった妙みような気持ちは消えない。「変態」という言葉は、当然「同棲」という概がい念ねんを指して使ったものだ。ここについては到底看過できるものでなく、そういう意味では悪いことを言ったとは思わない自分もいる。けれどその言葉自体は、さすがに貴族、淑女として、礼を失していた部分はなかったか。

　しばらく考えた後、軽く頭を振って、自分らしくないとばかりに雑念を消し飛ばす。

　少女はそっと眼めを上げた。静かに立ち上がると同時に、心中で己おのれに言い聞かせるように呟いてみる。そう、だからこれはきっと撤回のため、咄とつ嗟さに吐いた感情任せの暴言を謝罪するためなのだ。

　そういった面倒ごとは、日をまたがぬ内に処理しておくのが良いはずだ。今日のことは今日の内に清算するのが翌日に蟠わだかまりを残さない秘訣だと、いつか母か誰かが言っていた賢人の言葉にもあったではないか。ならば貴族としてその言葉には従おう、そう決心して、寮長であるフェリネラに断りを入れたのが、部屋を出て少ししてからのことだった。

　さすがにこの時間だ。善良な寮生ならば学院の敷しき地ち内ないだろうと、出歩く時間ではない。早く済ませて帰ろう、そう思い自然と速くなる歩調。

　葉擦れの音さえも今は不安感を煽ってくる。等間隔に配置された街灯さえも、さほどありがたみを感じさせてはくれない時刻だ。

「やっぱり明日にすればよかったかな」

　一いつ瞬しゆん心が挫けそうになるが、弱気を追い払はらうために強引に頭かぶりを振る。恐縮ではあるが最悪女子寮まで送ってもらおうかと卑しい考えが過る。正当な主張ではあるのだろうが、謝罪に来た者としては些いささか図々しく感じてしまう。

　――ダメダメ、また悪い癖！　それに……。

　やはり懸け念ねんがあった。やっぱりロキをアルスの部屋に置いていくのはどうしても見過ごせない。そう、それは学生としてのモラルに反している。

　結局こんなお題目じみた言い訳を自分の行動理由としている違い和わ感かんに、彼女はまだ気付いていない。あの暴言も、普段のテスフィアならばその場で訂正したか撤回したはずだ。さもなくば次に会った時に謝罪するくらいで済ませたかもしれない。要はわざわざ寮長に断りまで入れて、急ぐことなどなかったのだ。

　だから、結局それは、単に彼女自身が「個人的な理由で嫌いやだった」というだけのこと。しかしまだ、それを本人が自覚することはないのだろう――正論の建前が勝っている内は。

「――キャッ!?」

　突とつ如じよとして吹き荒れた突風にテスフィアは髪を押さえて顔を逸そらした。

「――！」

　直後、そっと息をついて夜空を振り仰あおいだその先で――月光の下に影かげ。

　目を細めたテスフィアは、息を呑のんだ。

　誰もいるはずのない時間の屋上に、それは一人。闇に溶け込むような黒いシルエットが屋根の縁ふちに足を掛けて遠くを見み据すえていた。いや、見据えていたのかどうかすらわからない。今にも、屋根上から身を躍らせるかのようにも見えたからだ。

「誰？」

　不ふ審しん者ならば大声を上げるか、ＡＷＲを持っていればそれを構えるのが最適な行動だったかもしれない。だが、テスフィアが取った行動は、実にシンプルなもの。それは「問う」ことだった。動揺のせいか、しかしそれ以上に……夜風に髪をなびかせるそのシルエット、その背格好や雰ふん囲い気きが、誰かと似た空気を纏まとっていたのだ。少なくとも彼女にとっては。

「アル……」

　喉のどの奥おくから漏もれでた「誰か」の正体についての回答。一度口にしてしまえば確信へと近づく。やっぱりそうだと思ったテスフィアは、続いて「そんなところで何を……」と言いかけた。だがその拍ひよう子しに、遥か上空から見下ろす彼と目が合う。陰っていても双そう眸ぼうに宿された無感情に等しい視線。

　直後、射い竦すくめられたようにテスフィアの意識が固まる。彼女は、次に紡ぐはずの言葉をそっくり喪失していた。アルスであるのは間違いない。だというのに今のその姿は、普ふ段だんの彼とは明らかに違ちがうと、本能が訴うつたえている。安々と言葉をかけられないほどの、圧あつ倒とう的てきで絶対的な隔へだたり。

「…………」

　俯瞰するアルスは一言も発さない。そして真っ暗な陰りを落としたその双眸は、そっと細められる。決してこちらを確認するために凝視したのではなかった。まるでお前には興味がない、と告げているかのように、視線が切られる。

　テスフィアは、月明かりが差す屋上を見上げたままだ、外せずにいる視線、外したくてもそれを許さない。だが、今一度、唐とう突とつに吹きつけた強風が意識を引き戻した。

　乱暴に流れる髪が視界を覆い、テスフィアは慌あわてたようにそれを押さえる。だが、次に見上げた夜空には、もう彼の影は失くなっていた。

「アル……でも……」

　彼が見せる学院での顔。それはその全すべてでなかったのだ。わかっていたはずだ。テスフィアは自分の考えの甘さに、唐突に悔しさを感じた。ロキは知っていた。魔ま法ほう師という在り方、ある意味で本当の現実の生き方を。
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　あの目が何を物語っていたのか、テスフィアは言葉にできない。それでもロキが言っていたアルスの功績が、通り一遍の平坦な道のりの結果ではないのだとわからされる、理解させられるには余りあるもの。それは、凄すごいとか並外れて優ゆう秀しゆうだとか、そういった平凡な言葉で語られる範疇のものではないのだ。

　いや、功績の大きさすら、もはや彼女にとっては問題ではなかった。自分と同年代の少年があんな目をする、持つに至る……過酷さや経験の深みや、もしかすると哀しみや絶望すらも。そんな隔たりを埋うめるための現実を、自分は何一つ知らない。

「…………ッ」

　嗚咽を漏らしたいほどに胸が苦しかった、辛かった、悔くやしかった。自分を責めたい気持ち以上に、己のちっぽけさが嫌になる。学院で四桁けたという順位に舞まい上がっていたのが恥はずかしい。忸じく怩じたる思いは、しかし結局は何の解決も導かないのだろう。これから自分が踏み込もうとしている世界が、脚色塗まみれである認識を改めなければならない。グッと決意を込めて彼のいた屋根上に一方的な覚かく悟ごを馳せた。

「あれ？」

　今になってガタガタと笑い出す足が、ヘタリと少女の腰を落とさせていた。




「フィア……その感じだとダメだったみたいだね。うん、大だい丈じよう夫ぶ、アルは気にしてないと思うし、明日でも遅おそいことはないよ」

　女子寮りようへと戻もどったテスフィアを見たアリスは慰めの言葉を投げた。どこか会えずというには彼女の表情は陰鬱過ぎる。

　だが、それを無ぶ遠えん慮りよに何があった、と直接尋たずねることをアリスはせず問題を明日に先送りにしたのだ。

「……うん。明日、にするわ」

　まだ身体が硬く、重い。気分的なものもあるのだろうが、一言で済ませるには彼女が見た彼はこの世の醜みにくい部分を一人で背負っているように映った。

　腕うでをだらりと下げ、心なし視線も下を向いていた。呆然としているテスフィアにアリスは呆れながら言う。

「フィア、また家での習慣が戻ってるよ。私はフィアのメイドじゃありません」

　茶化すように微笑みながらいうアリスにテスフィアは「あっ！」と声を上げた。

　学院に入る条件として身の回りは全て自分でやらなければならない。彼女は学院に入った今日まで手を抜いたこともなく、誰でもできるような日常生活を一から学んできた。それは着き替がえもしかり。

　きっと恥ずかしい場面なのだが、テスフィアは「そうだった」とだけいって力無く寝しん室しつに入る。制服を着たまま疲れとは違う倦怠感に倒たおれるように自分のベッドへ突っ伏した。一度に心に入り込んできた現実とそれが持つ情報量が整理を待たずにキャパシティを超えていた。頭で考えれば考えるほど到達はたやすい気がせず、苦しく行き詰まってしまう。

　眠たくはないのだ。それでも今は動きたくなかったし、一人になりたかった。

　コンコンッと開け放たれた扉とびらをわざわざノックするアリスは彼女に気遣ったのだろう。アリスとテスフィアは共同部屋で当然寝室にも二つのベッドが並んでいるわけだ。

「フィア、寝るならシャワーだけでも浴びてきなよ。さすがに匂においフェチに向けたアピールはどうかと思うし。それに想像しただけでも長きに渡る私達たちの友情に亀裂が生じるよぉ」

「ひどっ！　それは言い過ぎ……そんな、安くない、よね？　私達の友情」

「昨今では友情を身み嗜だしなみと言い換えるご時世なのですよぉ～」どこか教師然とした口調でご高説を垂れるアリスは、しかし、一瞬だけ覗のぞかせたテスフィアの翳かげりに意地の悪い笑みを堪える。

「全然違うし!!　というか普段から綺き麗れいにしているわよ。いつも見てるじゃない湯上がりの美白肌はだを…………コ、コホンッ……と、とにかく私はいつだって良い匂いなんですぅ、癒し効果だってあるんですぅ」

　湯上がりのあられもない姿を想像して恥はずかしくなったのか、わざとらしい空から咳せきを交え、強ごう引いんに流れを戻す。

「また、そんな男の子が抱きそうな妄想を……ま、私はその通りなんだけど」

「ちょっ、そんなのずるい」

「ホラ、行った行った。匂い云うん々ぬんはさておき、必要でしょ？」

「うっ……はぁ～い」

　だらしなく腕だけを持ち上げて返すテスフィアをアリスは呆れた顔で見返す。これでも二人は長い付き合いだ。普段あまり考えないテスフィアがこうして何かに心を占領された時、大たい概がい何も手に付かない。それでも明日にまで引きずるような性格でないのを知っているためアリスはそっとその場を去る。

　どうせ彼女のことだ。戻ってきたことも寮長は知らないだろう。帰宅の報告ぐらいはしても良いのだろうとアリスはそっと忍び足で部屋を出た。

　むくりと身体を起こし、テスフィアは着替えを衣裳箪だん笥すから抜き取る。それは畳み慣れていないからか端はしがずれており、決して折り目正しいわけではなかった。

　バスルームは一人用のスペースで浴槽はない。基本的には寮内にある大浴場を利用するのが普ふ通つうだ。だが、今の彼女にはそこまで歩く気力はない。

　纏めた髪を解き、シャツのボタンを外していく。それをカゴに入れてテスフィアはスポーツタオルを持って前身を隠かくしながら入る。

　湯気を立ち昇らせて換気口から抜けていく湿った空気をぼんやりと眺ながめていた。テスフィアは壁へき面めんから降り注ぐ程ほどよい温度のシャワーを頭から被かぶり、重たくなった瞼まぶたを閉じる。

「はあ～」

　この溜息が何を示しているのか彼女には嫌というほどわかっていた。決して学院に入って怠たい慢まんな生活を送っていたわけではない。貴族とはいえ学院に入ることを義務付けられてはいないのだ。それどころか一部では自宅学習という方針を取る家も少なくなかった。無論、裕福な家庭であるのはもちろんのこと、それなりのノウハウや専属教師として名高い魔法師を呼べるだけのコネや財力がなければならない。フェーヴェル家も例に漏れなかった。それでも彼女はアリスと同じ学生生活を望み、どうにか母を説得したのだ。その中には貴族として甘やかされていた生活を捨て、身の回りのことは全てやらなければならなかった。当然、魔法師としても人一倍努力してきたつもりだ。貴族である以上自分だけでなく外聞としても順位は大きな意味合いを持つ。だからこそ貴族は異常なほど順位に執着する。

　だが――。

「あんなのって……私……」

　まるで自分の努力がおままごとのように思えてしまう。テスフィアが憧あこがれる高ランク魔法師が想像通りでないことを彼女は肌で感じ、知ったのだ。誰もが憧れ、そのために日々魔法を磨く。でも……。

　テスフィアは倒れるように壁面に腕を突つく。白はく皙せきの肌を伝って雫しずくが落ちる音も何もかもが、今の彼女の思考を妨さまたげるものではなかった。

「頑がん張ばってきたもの、私は誰よりも頑張ってきたんだもん……これ以上何をしたらいいのよ」

　吐き出すように呟かれた言葉はきっと自分に対しての叱責と言い訳。アルスを見た時、テスフィアは理解してしまったのだから。彼の生きている世界がこの世の現実リアルで、彼女が生きているのは大事に守られた綺麗事で塗り固められた籠の中の世界。

　凭もたれ掛かかるように突いた指先が離はなれて、ゆっくりと壁をなぞって落ちていく。俯いた顔と同じように両腕は支える力を失くしてだらりと垂れ下がった。

　何をどう頑張ればいいのかわからなくなってしまったのだ。自分が何に向かっているのかがわからない。魔法師とは何なのかがわからない。

　母の言いつけ通り、努力し続けたのに……。テスフィアは自分の存在が必要とされないのではないかと思えてきて薄うすい湯気が昇る中で震ふるえる肩かたを抱いた。

　いつもより早くシャワーを切り上げたテスフィアはパステルカラーのネグリジェを着て出てきた。やはり湯上がりだというのに、その顔色には決して晴れることのない厚い雲がかかっている――そんな彼女の手からバスタオルがするりと抜ぬき取られた。

　何時帰ってきたのかアリスが悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべて髪を纏めてバスタオルで挟はさんで水分を拭き取る。

「ありがとうアリス」

「お嬢様、痛くはありませんか？」

「もう意地悪言わないで」

「じゃあ、心配かけないの。フィアはフィアなんだから」

　そんなことを平然と言ってのけるアリスはやはり人を食ったような笑みを貼り付けるだけでテスフィアを押おし黙らせた。それでも釈しやく然ぜんとしない彼女は。

「それってなんか馬ば鹿かにしてない？」

「滅相もございません。何を気にしているのか、よくわからないけどきっと大丈夫だよ。私だっているんだから」

　そう言ってアリスは濡れた髪を気にせずテスフィアを後ろから抱きしめる。

「ほら、濡れるわよ」

　それだけでどこか悩む心が少しだけ軽くなるのをテスフィアは感じた。溜息が一いつ緒しよに袋小路になった迷いを吐き出させてくれたように肩が軽くなる。

　まだ自分もアリスもスタート地点にすら立っていないのだろう。ならば真価を問われるのも、これまでの積み重ねを意味のあるものにするのも結果次し第だい。そんな単純な結論を見つけるのに少し追い詰め過ぎてしまっていたのだろうか。テスフィアは内心でアリスに感謝を告げた。

　それでも不思議と見て感じた今日のことをアリスには話さなかった。彼女が聞かなかったからなのだが、決してそれだけが理由でないことをテスフィアは自覚することのないまま、今日という一日に終わりを告げるのである。




　◇　◇　◇




　外界を疾駆するアルスの思考は至って変わりない。すでに余分な感情が入る余地などない程には仄ほの暗ぐらく、冷たさの底に感情が沈しずんでいる。

　ただ、ひたすらに異分子を排除するためだけに回転する脳。この時ばかりは通り過ぎていく空気を感じることもない。周辺世界にピリピリとする不ふ穏おんなものが混じっていることだけが、アルスの思考に情報として組み込まれていく。

「この辺りか」

　木々が騒がしい。風ではなく、地面から伝わる振動が幹ごと揺ゆらしているような、夜闇に際きわ立だつ不揃いな葉擦れの音。まるで侵攻を知らせるような作為的な動きが感じ取れた。

　近づいてくる重低音の響きの中に、アルスは明らかに奇怪な音を聞き取った。それは巨きよ体たいが地面を移動する音とは違い、幹を足場に移動するような。

　侵攻を妨げる木々が倒れるのとは別に、不自然に左右に揺れる大木。

　――来るか。

「悪いがここから通せんぼだ」

　不気味に持ち上がる口端。同時に爆ばく風ふうの如く外に向かって溢れだす魔ま力りよくがアルスの髪を緩やかに浮かせる。背後で握にぎられた短たん剣けん型ＡＷＲが引き抜かれ、魔力が吸収されるように凄すさまじい速度で流れ込んでいく。闇を撥はね除のけるようにＡＷＲが光こう芒ぼうを引き、空いた手を天高く掲げた。それは突撃の号令を出す司令官のような出で立ち。

「【重力壁《グラビティ・クリフ》】」

　直前まで近づく侵攻にともない、不可解な奇声が鮮明に魔ま物ものの存在を意識させる。が、勢い良く振ふり下おろされた腕は一瞬にしてドンッと地盤を大きく揺らし、巨きよ人じんの足が振り下ろされたかの如く、天に発現した無色透明な壁が空の景色を歪ゆがめて透かす。壁が地面との相対位置を限りなくゼロにするため、無む慈じ悲ひに落下したのだ。減速するための木々は障害物としての役割すら果たせず、天てつ辺ぺんが触ふれた直後に押し潰つぶされたかのように拉げていく。幹に走る亀裂は一いつ切さいの抵抗を許さず一瞬で圧壊され、広範はん囲いに渡って遮蔽物と一緒に魔物を押し潰した。

　外界の静せい寂じやくに似つかわしくない物々しい轟ごう音おんが駆かけ抜ける。円形の窪地と化した光景をアルスは無感情に睥へい睨げいするだけだ。無理やり地面に埋め込まれた木片などが雑多な印象を与あたえる。

　空間そのものに直接干かん渉しようする、アルスだけに許された畏怖される力。これを知るのは限られた者のみだ。以前に一つ目の魔物を圧壊したのもこの【重力壁《グラビティ・クリフ》】の応用。それは、双璧間の相対位置を変数で逐次書き換え、合わさるように座標を縮める構成を辿っている。空間に対する干渉度というレベルではなく、掌しよう握あくとさえ呼べる域。

　無慈悲に、無残に姿を変えた外界の景色も今、アルスの心中には、いささかの揺らぎをも及およぼさない。彼はじっと先を見つめたままだった。

　直後、地面から土を巻き上げて巨きよ大だいな物体が天に向かって飛び上がる。その黒い物体がアルスの眼前に降ってきた。

　まるで落石があったかとすら思わせる重量。身体を支える４本の足は地面を陥没させながら踏みしめている。蜘蛛のような歪いびつな球体から伸びる足。その先せん端たんは人間の手のように太い五指が付いていた。丸い胴体部は切り離されたように歪な楕円になっている。

　アルスが眉を寄せたのはその腹に透けて見える顔。蠢うごめいていた顔がアルスを見つけて表情の変化を止め、次第に腹を突き破るように顔自体が、皮ひ膚ふの表層に浮き上がる。

　優に人間の頭部の３倍はある。胴体だろうやや長い身体が這い出て腰の辺りで止まった。徐々に黒光りする身体が硬こう質しつ化かしていく。

　頭部が割れ、隙間から無数の複眼がギョロギョロと覗いた。中央から裂けた口、頭部を左右に揺らし不気味な口こう唇しんを形作る。そこからは超音波のような耳障りな連続音が漏れ出ていた。

「身体を作り変えたばかりだな」

　他人ひと事ごとのように溢こぼすアルスだが、これは意外にも珍めずらしい遭そう遇ぐうだ。魔物は魔力を吸収し、一定値を超えた場合、内包魔力量に合わせて身体を作り変える。つまりはレートを上げるわけだが、この変化の度合いや方向性は、吸収した魔力情報に基もとづくとされている。

　身体が硬質化していなかったのも変身中の特とく徴ちようとして符合する。魔物は受容体の究極形態であるといえる生命体だ。

　軍の情報ではＡレートとのことだったが、これは放出魔力による観測結果だろう。どうやらアルスという最高の獲え物もの――高純度の魔力――を見つけて即座に身体を完成させたようだが、少し前まではＢレートほどだったはずだ。それで発見が遅れたのだろう。アルスは脳内で自分でなくてもよかったのでは？　と考えるが軍を離れる直前の高位魔法師の配置は防衛ではなく外界に出払っていたかと今の今まで忘れていたかのように記き憶おくが蘇る。軍の推定通りのＡレートならば二桁けた魔ま法ほう師を主体とした部隊の編成が必要だろう。それでも万全とは言い難い。自分が呼ばれるのもある意味でわからなくもなかった。少なからずアルスが学院に入った直後ということもあり、防衛に割さく部隊編成が完了していなかったと予想がつく。本音をいえばこの程度はなんとかしてもらいたいが、実際そう単純な話でないことは全人類に今以て言えることだ。Ａレートとは被ひ害がいを出さずに討とう伐ばつできる脅きよう威い度ではないのだから。

　アルスは自分の不運を呪いつつ冷めた視線を標的に向けた。それはある種、今回も彼を満足させるに至らないだろう落らく胆たんのようにも見えた。

　形状は【多足鬼】と呼ばれる種に似ているが、些か不格好である。それも魔物特有ともいえるだろう。形成された外形にも基となるベースはあるのだが、それに付け合わせの付属品が組み合わされることは、魔物の変身に際してよく起こる現象だ。

　だが、それがわかったところでアルスには関係のないことだった。結局彼が行うことは最効率化された戦略の組み立てと実行作業だけなのだから。

　最初の一いち撃げきで倒せなかった雑魚の魔物が、ボコボコと地面から這い出てくる。

　――ざっと見ても三十は残ったか。

【重力壁《グラビティ・クリフ》】は圧縮魔法ではなく、また比較的柔らかい地面の上だったために、硬こう質しつな外がい殻かくを有する魔物は圧迫され、地中に一部が埋まるだけで済んだようだ。それでも下位レートでは耐え切れずに魔ま核かくごと粉砕されただろうが。

「さっさと終わらせるか」

　そう、言葉が発せられた時、アルスの位置は先さき程ほど立っていた場所から大きく離れていた。【多足鬼】の複眼ですら捉とらえるのにコンマ数秒遅おくれている。アルスが通ったとされる後には身体を灰のように崩れさせていく魔物が数体。

　グルンッと身体を捩よじるたび、次々に魔物が屠ほふられていく。殺さつ戮りく、虐殺、蹂じゆう躙りん、どれも正しいようで僅わずかに違う。

　それは、見る者がいれば味方であろうと怯おびえさせる光景だったからだろう。児戯にも等しい一方的なまでの駆逐。人間が蟻ありを無感覚に踏ふみ潰すかのような災害、それが意識的に行われれば、為す術のない凄せい惨さんな光景に変わるのは必然だった。

　粗あら方かた雑魚を始末し終えたアルスは頭上から振り下ろされた「多足鬼」の足を感覚だけで躱かわし、即座に短剣を閃ひらめかせた……が。漆しつ黒こくの刀身は夜よ闇やみに甲高い音を響かせる。

「ちっ……馬鹿みたいに魔力を込めやがって」

　弾はじかれた腕の痺れを振り払うように手首をスナップさせたアルスは無駄な抵抗を見せる魔物に辟へき易えきと悪態を吐つく。刹せつ那な、暗がりから多足鬼の足が腕のように眼前に迫った。それは遥はるかに本体から離れた位置であるにも拘かかわらず足が五指を広げて迫る。

　一拍も遅れることなくアルスは弾かれるように後方に滑すべるよう回かい避ひする。伸縮する腕の速度はほぼ互角。目の前で握り込もうと五指が歪な動きを見せて追尾する。捉えようとする指の長さは辛かろうじて射程内にあった。

　虎とら挟ばさみの如く指が迫る中でアルスは身を捩りやり過ごすと同時に離れてしまった本体を叩たたくべく伸のび切きった腕を辿たどるように駆けた。

　伸びた巨腕がアルスの後を追って反転する。接近する相手に対抗するためか、割れた頭が奇妙に揺れだす。それはメトロノームのように規則正しくも不気味な光景だ。微かすかに聞こえていた音波のような耳鳴りが更に高音になり、次第にそれは奇声へと変化していく。何かをするつもりなのだろうが。

「良い抵抗だ。寿命が十秒は延びたな」

　片手に持ったＡＷＲが薄うす闇やみの中で静かに光り出し、鎖くさりに流れ込むとアルスは背後から迫る腕を回避しつつ静かに囁いた。

「【炎弾《ヴォルカニック・フレア》】」

　掌てのひらに生まれた種子のような小さな火球を親指で弾く。流星の如く闇夜を裂き、それは瞬またたく間まに業火へと姿を変えて魔物の口腔に着弾した。爆音が轟く中でアルスは「耳障りだ」とだけ吐き捨てて口から上部を消し飛ばした魔物を駆けながら見据える。胴体から突き出た歪な上半身は内外から業火が燃え移っておりもがき苦しみ、必死に腕が消しに掛かるが。

「そこにあったか」

　腕を上げたことによって胴体に透けて輝く光の反射を見た。魔物の命とされる「魔核」を確かく認にんしたころにはアルスは天高く飛び上がっていた。落下速度にまかせ、月光の下で漆黒の刀身が淡あわい光を纏って閃く。




　ふぅ、と一息吐くアルス。彼は今、腰を落ち着けるには丁度良い高さの岩の上にいた。片かた膝ひざを曲げ、その上に無造作に置かれた腕、ＡＷＲは未いまだアルスの手の中にあった。まさに今の今まで戦っていたばかりではあったが、彼の身体には魔物の血液のシミひとつ付いておらず、疲れも吐息ほど深刻なものではなかった。それどころかその表情は、軽く身体を解すような、準備運動を終えたばかりといったようにも見えた。

　満月から注ぐひどく巨大な光の柱が、地平線までも包つつみ込んでいる。外界独特の、目が眩くらんでしまう程のチカチカする柔らかい光。その背後で無数に輝く光点が目の中で瞬いていた。

「あぁ、この空は初めてだ」

　しんと静まり返った、文字通りの森閑に満ちたこのひと時。心が浮き彫りになるような気がした。命の鼓動が眠りにつくように生命が活動を終えていく。そんなすべてが寝静まっていくかのような静寂が、五感を撫でていった。誰だれも彼もこの世界を侵すことなどできないのだろう。そう思わせる。思わせてくれる。

　その意味で言えばこのサイクルから外れた異形の魔物は、摂せつ理りに弾かれた異分子なのではないだろうか……そう考えてしまってふと、それは自分らもさして変わりないと思い返し、アルスは失笑を漏らす。そんな世界の一部にも満たない彼のことなどお構いなく、雄ゆう大だいな自然が息吹を地上に這わせていく。

　それはまるで、今日の塵ちりを払うように掻かっ攫さらっていった。

　ここに至りすべては終わる。今やアルスが腰を下ろす岩を中心に、無数の魔物の屍しかばねが横たわっているのだけが見て取れた。抵抗の傷は浅く、闇色に染まった濃のう緑りよく色しよくの血液が地面を流れている。

　しかし、すぐに身体という身体。魔物という魔物が大小関わらず身体を灰へと変えていく。魔力の残ざん滓し、空中でホロホロと溶け込んでいくそれらは天高く舞い上げられた。

　それをアルスはただただ見つめるだけだ。夜空の一部として。世界の一部としてありのままをその瞳ひとみに映し出す。

　いつもの癖か、アルスは無意識に水すい筒とうを求め、腰に手を回していた。さすがにこんな夜更けに水を被ろうとは思わなかったが。

　だが、腰に回された手は予想に反し、代わりに薄く硬かたい感かん触しよくを伝えてくる。後ろポケットに指を差し込み、二指の間に挟んでそれを引き抜くと、アルスは一瞬眉を顰ひそめる。

　見慣れたカード。彼かれが今の地位を証明するための唯ゆい一いつの拠り所、【ライセンス】である。しかし、今は学院の生徒としての身分証でもある。

　それを月に重ねて掲げ「はあ～」と人目を憚はばかる必要のない外界で、盛大に溜ため息いきを吐いた。

　おかしなことになった、と嘆息してもその表情はあながち満更でもないかのようだ。結んだままの唇に、薄い笑えみが貼り付けられていたのだから。

　慌ただしい内側での生活は、外界とは違った予想外の連続である。しかし、それでも命を意識しない平和な世界が、これほど居い心地ごこちの良いものとは思わなかったのだ。年ねん齢れいでいえばアルスはその権利を有しているのだが、これまでの生き方を今いま更さら投げ出すことはそうそう叶わない。アルス自身、すでに外界の理に浸りきってしまっているのだから。
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　だからもう、他の色に染まりようはないのだろう。

　偽りの平和であろうと、命を脅かされることを意識しなくなった「内側」の生活は、それはそれで充実している。アルスもいつしか、この成り行きに身を委ゆだねるのも存外悪くないと思い始めていた。

　しかし、それは彼が求めた場所からは遠ざかっているのだろう。こうして外界に出てみて再認にん識しきするのだから――今だけはもう少しだけこの安らかな時間に浴よくしていたいと。

　綺麗な物だけを天が飾り、地上はこの混迷。だからこそ憧れるのだろう。見上げるのだろう。手を伸ばしてしまうのだろう。

　だとしても世の中まだ捨てたものではない。この世界はまだまだ綺麗で美しいのだから。

　魔力の残滓が吹き荒れる地上の風さえもこの天空に届かず、月も星々も微び動どうだにしない。されども絶えず吹き続ける風は、未踏破の地平線までを知り尽くしているのだろう。
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　試験の翌日、何故なぜか早朝にテスフィアとアリスが訪ねて来た。鬱うつ陶とうしく感じながら、ノックの音を無視していると扉の前で…………具体的には来訪者を映し出している液えき晶しようディスプレイの向こうで、顔に明らかな緊きん張ちようの表情を張り付けたテスフィアと、付き添いの保護者のようなアリスの姿が映っている。

「朝っぱらから、迷めい惑わくな奴やつらだな」

　壁面に備え付けられているコンソールを操作して開けてやる、と。

　しかし、せっかく開けても二人はすぐに入室しなかった。なんの悪戯いたずらだとアルスは朝早くの来訪に若じやつ干かん面めん倒どうくさい気分で覗いた。玄関で足を止めた二人。アリスの申し訳無さそうな表情に引かれるようにアルスは玄関まで足を運んだ。気が進まないのは活発だけが取とり柄えのような彼かの女じよの顔でなんとなく察せられてしまう。十中八九昨日のことだろうと。

「なんだ？」

　アルスは壁面に凭れ掛かりながらチラリと出方を窺う。しかし、予想に反してテスフィアはアルスの顔を見るなりポニーテールが前に来るほどの勢いで頭を下げた。

「ごめんなさい。昨日は軽率なことを言いました」

　しかし、アルスの頭上には疑ぎ問もん符ふしかない。それでも彼女が開口一番に昨晩のことを言わないのであればそれに乗っかるのも吝やぶさかではない。というか自ら煩はん雑ざつな事柄、傷を広げるような真似まねはできない。言及されれば無視する他ないのだから徒労に過ぎるだろう。何についてなのか、分からなかったが一ひと先まず。

「あぁ、気にしてない。お前もしおらしいのは構わ……ない、が」

　というフォローを言いかけた直後、今度は毛束が勢い良く跳ね上がり、テスフィアは心のつかえが取れたとばかりに清すが々すがしい作り笑いで。

「ふぅ、まぁそれはそれとして……」

　手振りで何かが横にどかされ、彼女は礼れい儀ぎ正ただしく「お邪じや魔まします」とだけ告げて室内に入っていく。後に続くアリスと開けっ放しの扉を締めるアルス。

「――――!!　やっぱり」

　きょろきょろと室内を物色していたテスフィアが声を荒あらげたのは、ロキがさも当然のように、朝食の支度をしていたからだろう。真新しい制服に袖そでを通し、その上からエプロンを着用している。キッチンの前に立つと少し背伸びしている格好になるが、それでも随ずい分ぶんと手慣れたものだった。

「ロキちゃん凄く似合ってる!!　妙に抱きつき難い清せい楚そさが……う～ん取とり敢あえず私も手伝うよ」

「ありがとうございます。朝から元気ですね。ですがもう終わりますので大丈夫です」

　キャッキャとアリスは異常なまでの高揚を示して自ら手伝いを申し出たが、ロキはそれを鋭するどく制した。見た通り随分前から料理を仕込んでいたらしく、アルスが起床した頃ころにはほとんど完成していたのだ。

　小さな（とはいっても四人分はゆうにある）テーブルに着席すると、ロキはまずアルスの食事を用意し、続いて自分のぶんをテーブルに運んできた。

「お二人は？」

　席に座すわる前に一応。それは完全に単なる礼れい儀ぎ上、流れで聞いただけなのは言うまでもない。ロキの表情には愛あい想その欠片も浮かんでおらず、一応は聞くけど、という体裁を取っているに過ぎないのは疑いなかった。

「私達は食べて来たから、ありがとうロキちゃん」

「うん。お構いなく……」

　予想済みの回答だったのか、ロキは返事を待つことなくすでに席に着いていた。急な来訪だから本当に二人の分があったのかは不明だが、いずれにせよその意図は明確である。

「それより！」

　当たり前のように席に着くテスフィアとアリス。そして着席するなり、そう言って、勢いよくテーブルを叩こうとしたのはテスフィアだ。だがその手は唐突に、ふと空中で止まり……なぜか、ちらりとアルスを見て、こほんと咳払いをしてから、控えめにテーブルを鳴らしたにとどまった。さすがに昨日の今日で、彼女なりに配はい慮りよしたのだろうか。とはいえ、それでアルスの食事の手が止まることはなく、向かいに座っているロキがテスフィアを睨んだのは当然だろう。

　食事時のマナー違反を窘たしなめる睨みなら良いが、そこには何故かそれ以外の感情が含ふくまれているような気もして、アルスはふと、かすかに胃が痛むような気がした。だが、テスフィアはおかまいなしに追及する。

「ロキは昨日、どこに泊ったの」

　それはこの四人の中で唯一の男性に、遠まわしに向けられた非難めいた問いだ。このための「それはそれ」だったのだろう。だがそれに応えたのは、隣となりに座る銀ぎん髪ぱつの少女だった。

「当然、アルス様の部屋ですが」

　何か？　といった視線は非常に威い圧あつ的てきで、やはり昨日同様に「あなたには関係無い」と言っているかのようだった。

　誤解のないように説明するならば、昨晩の帰宅後、ロキの作った夕食を手早く済ませた二人は（アルスの説得もあって）、まず互たがいの呼び方や寝泊りする場所について、一度話し合いの場を持つことになった。

　説得のほとんどは虚しく平行線を辿ったわけだが、膠こう着ちやく状態の結果として話し合いが深夜に及んだため、一先ず昨日だけは、ロキをアルスの部屋に泊めることになったというわけだ。だからといって何が起こるわけでもない。単にベッドの上で一本足らない川の字になって寝ただけで、テスフィアやアリスが懸け念ねんする事態は当然のように発生しなかった。とはいえ、一いつ般ぱん的てきには、よろしくない流れであると言えなくもないのは確かだ。

　結局ロキの頑なさによってテスフィアの追及はいったん打ち切られ、アルスとロキは手早く食事を済ませると、身支度を終えて登校の態勢に入る。というのも編入する初日は何かと準備が必要だからだ。教材も学校で受け取る手はずになっているし、ＨＲでの簡単な紹介もあるのだから、早めに登校するのは当然だろう。

　話の腰こしを折られた形のテスフィアは、渋しぶ々しぶといった感じで後に続いた。当然、登校中の話題は、時間を巻き戻したかのような、例の疑惑の二番煎せんじが展開された。

「信じられない。ロキに何もしていないでしょうね」

　テスフィアが隣を歩くアルスを、変質者でも見るような蔑さげすみの眼まな差ざしで睨みつける。纏まとわりつくようなじっとりとした視線は不ふ埒らちな行いを良しとしない善行のつもりで、疑惑をレーダーで測定されている。アルスは取り調べでも受けている気分だった。テスフィアも彼女なりの葛かつ藤とうがあったのだろう、やはり男女間の不純な問題は別なようで気になるのか、その表情は懐かい疑ぎ的でもある。アリスは、いつものような苦笑いで彼女を宥なだめていた。しかし、アルスが現げん役えき１位であることを知っていてなお、この態度を貫けるというのは、ある意味凄いことではある。尊敬されるべき最高峰の魔法師を謝罪したとはいえ変態呼ばわりする図太さは、確かに天性の素質といえるだろう。

　アルスとしてはいちいち構っているのが馬鹿らしくなりつつも、その不毛なやり取りが不思議と不快なだけではなかった。だが、男としてその疑惑だけは否定しなければ、その後の展開は火を見るより明らかだ――しかし、逸早く。

「私としましては願ってもないことなのですが……」

　ロキのぼそりと呟かれた声に一同はピタリと動きを止めた。特にテスフィアは、呆あつ気けに取られた顔であんぐりと口を開く。

　アルスは追い打ちをかけるようなセリフに肩を竦め、聞かなかったことにし……。

「できるか！」

　……それはさすがにできなかったので、アホくさ、という投げやりな口調ではあるが、一応きっぱり否定はしておく。

「当然よ。というか不潔よ……」

　ぶつぶつと恥じらいを込めて言うテスフィア。よくもこんなにしつこく言い募れるものだ、とアルスは半ば呆あきれて、白けた目でテスフィアを眺める。

「ロキちゃん、もしよかったら私達と同じ部屋に来ない？」

　これはアリスの提案。寮は二人一組の共同部屋になっている。二人でも手狭なはずだが、ロキを加えるだけの余よ裕ゆうがあるということは、貴族たるテスフィアの見えざる手が働いたのかもしれない。アリスの丁てい寧ねいな物言いに加え、その提案内容は妥だ当とうなものだった。もっともアリス本人が何に期待を膨ふくらませているのかは知らないが。手ごろな愛玩動物でも得たように嬉き々きとした表情になっているのは、あえて指し摘てきしないでおく。それでも。

「お構いなく」

　そっけなく突き放される。アルスとしても正直もう少しアリスに粘って欲ほしいところだが、落胆した表情から察するに、どうやら強引な手段に出る気はないようだ。

「あんたも何か言いなさいよ」

　テスフィアが、アルスも同意見かつ同志であるかのような言い方をするが。

「俺おれはもう、どっちでもいい」

「「――――!!」」

　これが世間一般的に受け入れられるかは別にして、実際、ロキがいたからといって研究の妨げにはならない。寧むしろ何かと気が利くくらいだ。資料を探す時にロキはすぐに場所を言い当てたし、僅かな間でも飲み物を用意してくれる気の配りようだ。いなければそれで困りはしないが、邪険にするほどのことはない、というのも正直な気持ちである。

「……!!　アルス様が良いと言っているのでこれ以上文句を言われる筋合いはないです」

　僅かな間があったのは、ロキ自身も驚おどろいたのだろう。しかしこの強力な言げん質ちを得て、彼女はすぐに勝ったとばかりに畳み掛けた。

　それでもテスフィアとしては受け入れることができなかったのか、その後も本校舎に着くまで、口論は延々と続いた。途と中ちゆうでアリスも説得に加わったものの、押しが弱い彼女では微力の援軍にしか過ぎず、ロキを納なつ得とくさせるには到とう底てい至らなかった。

　ひとまずどうでも良くなったアルスは、口やかましい少女達の議論は捨て置き、昨晩ロキとの話し合いで勝ち取った戦果について脳内でおさらいすることにしたぐらいだ。

　まずは「学内、特に他の学生の前で『様』付けはせず、フランクにアルという略りやく称しようで呼ぶこと」だが、たかだかこの妥だ協きようを引き出すのに、数時間の労力を要したのは失態だったといわざるを得ない。中でも一番痛手だったのは、ロキの妥協の対価として、同居はいかがなものかとするアルスの主張の、正当性と優位性が損そこなわれたことだ。

　これについてはアルスでも正論で畳み掛けることはできなかった（というより、ここについてはロキにはまるで一いつ般ぱん論が通用しなかった）ので、やむなく認めざるを得なくなってしまったのだった。
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　同じクラスとなったのは理事長の配慮なのだろう。ロキの自己紹介は恙つつが無なく終えることができた。特に不手際もなかったのに、周囲が何かと騒がしくなるのは、学院特有のものだろうか。ロキのフェミニンな容姿は男性以上に女性ウケがよかったということだ。ただし、本来クラスメイトに向けられるべき彼女の自己紹介と落ち着いた笑え顔がおは、終始、まるで自分の微笑ほほえみを披露するかのように、アルスへと向けられていたのだが。

　魔ま法ほう学院には同年代の生徒が集まるが、特に年齢に決まりがあるわけではない。それこそ魔法師としての素質さえあれば、入学時に年齢は問われないのだ。ただ一般教養も授業にある以上、時間の浪ろう費ひを避さけるため、明らかな年配者が入学することはない。その場合は、軍にある養成施し設せつに入るのが通例だ。

　教室ではロキの簡素な自己紹介でさえ、彼女の人気を高めるのに余計な追い打ちとなった。ましてや時折り見せる――アルスに向けた――完かん璧ぺきにできましたと言わんばかりの無む垢くな微び笑しようには、逆らい難い魅み力りよくがあったらしい。男子のみならず女生徒までもが、魅了されてしまったように、得も言われぬ表情を浮かべ、溜ため息いきをついた。独占的な慕ぼ情じようではなく、普遍的な愛情が甘あまい吐息を溢れさせたのだ。さらに言うならばロキの順位も、注目と人気を集めるのに十分足るものだった。魔法師を目指す生徒達たちは、やはり順位に拘る。だからロキが順位を聞かれるのは必然だった。しかし――。

「５７０位!!」

　これは誰が上げたものなのか……とにかくロキの周囲でそんな驚きの声が上がる。それを遠巻きに聞いていたアルスも驚いたが、すぐに合点がいった。恐おそらく昨日の模も擬ぎ戦でロキもまた測定対象だったということだろう。加えてあの大魔法だ。禁忌に該当するものの、魔法の行使ではあるから、測定の範疇に入ったのだろう。雷らい霆ていの八角位……雷系統の中で最高位に属する魔法【鳴雷《ナルイカズチ》】を使ったのだ。本来ロキは１００位台の実力があるのだから、結果的に四桁けたの順位を一気に三桁半ばまで上げたとしても、不思議ではない。

　ロキの順位をきっかけにするかのように、教室正面のスクリーンには、上位者のみの試験結果を反映した文字が浮かび上がる。このスクリーンは授業での使用以外に、随時学内での重要情報を告知する、情報発信機器としての役割もある。途と端たんに、ロキを取り巻いていた生徒達は、そっと握りこんだライセンスを手に、思い思いにあちこちに散らばっていく。人の順位は聞きたがるくせに、自分のそれは知られたくないという身勝手な心理故である。

　その隙すきにロキがアルスの隣へと移動し、空いた席に滑り込む――ちなみに授業中、アルスの隣はほとんど空席だ。それも最近では、皆みなが彼の存在を胡散臭く感じているゆえであろう。密やかに歓喜の声と落胆の声が入り混じる教室内で、ロキは自分の順位が急に上昇した理由を疑問に感じたらしく、アルスの推測を尋ねてきた。さきほど辿り着いた答えを返すと納得したらしく、少しばかりその顔が綻ぶ。だが軍にいたロキが、ここにきて初うい々ういしい学生のように順位を気にするのを不自然に感じ、アルスは訝いぶかしげに眉を寄せる。

　順位に一いつ喜き一いち憂ゆうするのは学院では当たり前のことで、かつてのテスフィアとアリスも例外ではなかった。だが、究極の実戦の場である軍では、必ずしもそうではないのだから。

　一方、件のテスフィアとアリスの順位も明らかになる。過剰反応するのはやはり、彼かの女じよ等らよりも順位の低い者達だ。

「４５００位に７８３３位か、やっぱり二人は頭一つ二つ出てるわね」

　そう感かん嘆たんの声を洩らすのはよくテスフィアとアリスに教えを乞こいにきている女生徒だ。

「シエルももう少しで四桁じゃない」

　小動物を思わせる級友・シエルは、テスフィアとはまた違ちがった可愛らしさを覗のぞかせて照れた。だが友人を称えた当のテスフィアは、自分の順位があまり上がっていないことを知り、声に少々落胆の翳かげりが落ちている。

　一方の相方――という括りは本人達は不本意だろうが、アルスは実力では大差ないと見ているので、あながち的外れでない表現だろう――のアリスはというと、８８６７位から驚異的な上昇ぶりだ。だがこれ自体は驚くほどではない……元が入学試験を参考にした簡易的な順位だったのだから。今回の精密な測定結果こそが、本来の実力に近い数字なのだ。

　あらかた自分の順位を確認し終えたクラスメイト達は注目の的であるロキを探すように教室に視線を巡めぐらせた。

　やがて探し当てた時、総じて一いつ瞬しゆんの間があったのは、傍かたわらにアルスがいたからであろう。腫れ物を触さわるように遠えん慮りよがちな視線が、隣に座る彼に注がれるのは仕方のないことだ。

　それもロキが三桁魔法師とわかった今では、なおさらだろう。

「ロキさんは、アルス君とは知り合いなの？」

　声をかけて来たのは、先ほどテスフィア、アリスと話していたシエルだった。アルスが見かけによらず勇気があるなと思えば、しっかりと後ろには二人の姿も控えている。

「はい。アルとは以前より親しくさせていただいています」

　これは事前の打ち合わせ通りの受け答えだ。内容だけ聞けば、編入生のメリハリある微笑つきのセリフを連想させるだろうが、実際は無感情かつ淡々としており、機械的な声こわ音ねである。とにかく当たり障りのない内容で、簡易的な打ち合わせの通り、以前からの知り合いだという本人の明言に、シエルが少しばかり驚いただけで事は済んだ。だが現金なもので、口火を切ったシエルに続いて、今度は続々とクラスメイト達がロキの周りを取り囲む。一際目立つ転入生が質問攻ぜめに遭あうのは致いたし方かたないことで、きっと編入初日など、どこでもこんなものなのだろう。もっともアルスには実感が湧わかないのだが。

　何はともあれ、学院内でもフェリネラに迫せまる次席を射止めたのだから、事情を知らない者達からすれば、ロキは一いち躍やく時の人だ。

　どっとロキの周囲が沸く中、アルスは気付かれないようにそっと離はなれた……戸惑う彼女に同情しながらも薄うすい笑みを浮うかべて。

　それに一早く気付いたロキが、捨てられた子猫のような目を向けてくるが、アルスは「慣れろ」とばかりに彼女を残し、教室を後にしたのだった。




　……これはやはり、不ふ機き嫌げんになっているのだろうか。昼前の授業中、アルスは本に向けていた視線をそっと隣のロキへと移した。前下がりに切り揃そろえられた銀髪が垂れて、俯きがちな表情までは窺い知ることはできないが、やはりいつも通り無表情ではあるのだろう。

　テスフィアのようにわかりやすい性格でない反面、扱あつかいづらいと感じる部分はある。だからと言って機嫌取りのためにアルスが時間を割くことはないが。どの道、昼食時には同じことが繰り返されるのだから。

　授業の終わりを告げるチャイムが鳴り終わると、案の定生徒が押おし寄せた。気が付けば教室の外にまでも、待機している輩やからがいる。そして真っ先に駆けて来たのは……アリスだった。彼女はロキの近くに来るやいなや、もう我が慢まんできないとばかりに髪を撫なでくり回す。

「はぁ～……ロキちゃん可愛かわいい、髪もさらさらだし」

　頬ほおが緩みきっているアリスに、呆れ混じりのテスフィアの声が投なげ掛かけられる。

「まさかそれに、お昼時間使い切るんじゃないでしょうね」

「待ってぇ、もう少しでお腹いっぱいになるから～」

　どういう身体の作りだ、なんて的外れすぎる返しをアルスは呑込み、ひとまず当然のように用意していなかった昼食を取りに食堂へと向かう。さすがに今回は同じ轍てつは踏まないために復習をし、ライセンスも珍しく携帯しているのだ。

　アリスに撫でられていた間、ロキは人形のように身を任せていたがアルスが教室から出ていくのを見ると凄まじい勢いで後に続く。

　当然、それに続く二人――正確には、ロキを追いかけたアリスにテスフィアが続いた形だ。実質一年生の順位ベスト３が揃いぶみなわけだが、廊ろう下かを歩く一団の後を追いかけてくる者はいない。だがその実力をひた隠かくしているが故、その３人に交ざったアルスはより一層、奇き異いな視線に晒さらされるのであった。

　予想していた通りお昼時に雑然と賑うのはいつも通りだった。

　同じ過ちを犯さないどころか、通い慣れた常連のように流れる動作でランチメニューを受け取ったアルスは、満足気にテスフィアに一いち瞥べつをくれてやり、十人掛けのテーブルに座る。彼女は呆れた顔で応対したが、そんなことはお構いなしだ。そしてロキがその隣に来るのは理解できるが。

「何故お前達までくっついてくる」

「いいじゃない、お昼ぐらい。あんただって初めてでしょう？　私のおかげでもあるんだから」

「初めてだが、それとお前らに何の関係がある」

　わけのわからない理り屈くつを展開し始めるテスフィア。だが、確かに彼女の助けがあったのは事実で、この台詞せりふを理解できるのはアルスだけだ。そうこうしている間にアリスもテーブルにトレーを置き、状じよう況きよう的てきに無ぶ粋すいなことを言っているのが自分だけであることを悟った。

「おじゃましまぁす」

　混雑しているものの空席はまだある。そもそも全校生徒が押し寄せてこないと満席になることはないぐらいのキャパシティなのだ。テーブルの端はしに四人が固まり、アルスの向かいにはテスフィアが毅然と腰を下ろした。

　ついつい溜息が溢れてしまう。それどころかこの後、アルスは結局、続けざまに溜息を吐くはめになるのだった。

「お隣よろしいかしら、アルスさん」

　どこかで聞いた声。食事の手を止め、一同の意識が声の主に向いた。一様に驚いた顔になるが、そこには間違いようがない光景が広がっていた。艶つややかな黒くろ髪かみを垂らして、フェリネラがたった一人、トレーを持ってアルスの返答を待っている。明らかに混雑している周囲の中で、フェリネラを中心とした不可侵の空間が出来あがっているようだった。学年１位のカリスマも、ここまで来ると逆に怖いなと、羨せん望ぼうや畏敬の眼差しでその空間を避けるようにしていく生徒達を一瞥して、アルスは思った。だがその間をどう捉えたのか、フェリネラは首を傾げて、傍まで近寄り。

「ダメでしょうか？」

　アルスが顔を向けると、腰を軽く折り、片手ですくった髪を耳に掛けたフェリネラの顔が眼前にあった。ほぅっ、と驚きよう愕がくとも溜息ともつかない声が周囲であがる。それにはなぜか、黄色い声も混じっているようだ。

　それを華か麗れいなワンシーンに流れるＢＧＭにして彼女の美貌を称えるのは容易たやすいが、このフェリネラという少女を、アルスはどうも苦手に思っている。

　どこか理事長に似て、妖よう艶えんな肢し体たい、口から紡つむがれる優美な言葉には抗い難いものが含まれているように感じるのだ。瞳の奥おくを覗こうものならば吸い込まれそうになるのだから。

「どうぞお好きに」

　素っ気ないセリフは、フェリネラのペースに乗せられないための一種の防ぼう壁へきである。……脆もろい防壁だということは自覚の上だ。

「ありがとうございます」

　丁寧でありながら、どこか含みのある声音。

　本人は自覚してのことではないのだろうが、生まれ持った気品からか、それが威圧的なものではないにも拘らず、相手は自然と彼女に場のイニシアチブを譲ゆずってしまう。結果、アルスの隣にフェリネラが席を確保した。すぐに座らないのは初対面の人物が加わっているからだろう。

「初めましてロキさん」

　アルスに礼と断りを入れたフェリネラが、続いて奥のロキに微笑んで、初の顔合わせを果たした。さすがにロキの転入の噂は、全生徒に行き渡っているようだ。

　艶あでやかな笑みを受け取ったロキは、彼女に対してアルスと同じような第一印象を抱いたが、それが表情に反映されることはなく、愛想を作りすらしない表情で受け答えをする。

「初めまして、フェリネラ嬢」

　ロキは昨晩のアルスとの打ち合わせの中で、上級生の名めい簿ぼに目を通している。だから彼女のことは知識として知っている。その父が軍の関係者だということも含め。その後、アルスはロキに関する最低限の情報をフェリネラ、合わせてテスフィアとアリスにもそれとなく話し、一先ずの顔合わせは済んだ。

　だが、この異様な光景を目まの当あたりにした他の生徒から、アルスが要らぬ敵意の視線の集中砲ほう火かを浴びることとなったのは言うまでもない。絶世の美女四人に囲まれているのだから、嫉しつ妬との感情がその場に渦巻くのは避けられないことなのだろう。

　しかしその直後、ぴたりとその視線が止やむ。１０００近い座席が置かれる食堂には随ずい所しよに五つの大型スクリーンが設置されている。そこに突如、新情報の告知テロップが流れ、短いアナウンスの後、その内容が映し出されたからだ。

『課外授業の実施をお知らせします。５月28日、当校の生徒が卒業後、魔法師としての第一歩を踏み出す後押しとして、今回は実戦訓練を行うこととなりました……』

　聞こえの良い理由と共に、淡々と告げられていく滑舌の良い声。

『皆さんには実戦を想定して魔ま物ものの討とう伐ばつを行っていただきます。詳細な説明につきましては、各クラスにてデータを配布します。繰くり返かえします…………』

　やがて告知が終しゆう了りようし、プツッと一方的に切られる告知は、ディスプレイが通常の画面に戻もどるのを皮切りに食堂には大きな動揺の波が走った。騒そう然ぜんとなる中で誰かが食器を床に取り落とす音も、一つや二つでは済まなかった。魔法師を目指す生徒達には、実戦は避けて通れない課題であると同時に、最大の難所である。気骨のある者は今からやる気を露わにするが、戸惑いの声を上げる生徒がほとんどだった。

　アルスのテーブルはというと。

　アルス、ロキは事前に知っていたため食事の手が止まることはない。実戦経験者のフェリネラも、突とつ然ぜんのことに驚きはした様子だったが、すぐに「理事長も大変ね」と呟つぶやくと平静を取り戻し、他人事のように食事に戻る。残るは――。

「よ、余裕よ……ねっ」

　何も乗せていないスプーンがふらふらと宙で行き場をなくしている。誰に向かうわけでもない問いは余裕とは正反対の硬かたい口調であり、視線は未だスクリーンに向いていた。

「なんで今!?　今までなかったのに……」

　動揺と疑問の色を顔に浮かべ、目を白黒させるアリス。助けを求めるような独白、それに答えられるのはこの場ではアルスだけだが、丁寧に説明したところで事態が好転するわけでもなし、逆に行き場のない不安や鬱うつ憤ぷんを抱かかえるだけだろうと、アルスはきっぱり平静を装よそおった。今や二人の顔は、一様に真っ青だった。

「どうするのかしら？　他校ではすでに実じつ施しされているようですが、当校では初の試みですよね」

　隣のフェリネラがアルスに聞こえるほどの小声で呟く。斜しやに逸らされた視線。面めん倒どうそうに、今度はアルスが小声で答えた。

「すでに厄やつ介かい事は回ってきてる」

　答える義理はなかったかもしれないが、彼女も課外訓練の一年生チームの監督者候補である。多少なりとも、伝えないわけにはいかないだろう。

「……そうですか、お手を煩わせます」

「まったくだ」

　だが、それ以上フェリネラがこの話をほじくり返すことはなかった。そっと目を伏ふせて話を切り上げる。それはどうやら、アルスの心労を慮おもんぱかってのことらしかった。

　だから一度その言葉に甘えるようにアルスは瞬きをするように目を瞑つぶる。一時だけ……この騒々しい喧けん騒そうが止む間だけでも……疲れを癒やす。




　目まぐるしく流れていく景色に己の力量が追いつかないような感覚が全身に満ちていく。これが力あるものの責任という命題を抜ぬきにしても忙しない日々だ。何かをすれば何かが舞まい込んでくる。それは秒針の針が動き続けるように彼の鼓動と同調し平和な日々をカチカチと追い立てる。

　それに何を求めろというのか。

　きっと理性的で即物的な人生を歩んできたアルスには、そこに含まれる無む駄だの価値を知ることはないのだろう。だからこそ、馴れ合いの末に面倒事を請け負う構図にも慣れようというもの。今さら、己の心の状態を確かめるまでもないことだ。何せ騒がしき日々は、まったく新しい日常と化してきているのだから。

　変化に気づく暇もない…………。

「アル？」

　食事の手が止まっていたために、こんなロキの不安げな言葉で、また現実に引き戻されるのだから、忙しないし……退たい屈くつしない。







あとがき







　本作はこうして生まれました。良し！　一段落。

　あとがき一行目で、こんなオチをつけてしまうくらいには、文面に悩みました。

　初めての方、そしてＷＥＢ版からの読者の皆様、本書をお手に取って頂き誠にありがとうございます。こちらで会える日が来ようとは夢にも思っておりませんでした。ＷＥＢ版から応援頂いていた方、その節は大変お世話になりました！　こうして書籍の形にできたことで、少しは期待に応えることができたのかなと思います。




　本作は小説投稿サイト「小説家になろう」様で連載中のところ、幸運にもＨＪ文庫様にお声をかけて頂き、出版という運びになりました。さて「本作はこうして生まれました」という経緯に関しては、長くなりそうなので、紙幅の都合で割愛させて頂きまして……。

　まずは、本作の主人公であるアルスについて書きたいと思います。彼は全てを手に入れても、なお束縛される存在です。正しくは、容易に手に入れられるからこそ、枷や柵が纏わりつくのでしょう。この物語では、戦いしか知らない彼が、とあることから初めて「自分を知る旅」を始めることになります。文字通り世界最強でありながら、「それゆえに決定的に欠けてしまったもの」を取り戻し、同時に「かけがえのないもの」を見つけ、育んでいくことになるのです。「最強でありながら、大きく欠けている」という、存在自体に矛盾を含む彼。このストーリーは、一人の魔法師として、一人の人間として凄く歪な彼、アルス・レーギンが、まぎれもない主人公として紡ぎ出していく物語です。著者としても彼には格別な思いがありますが、もちろん彼だけでなく、周囲の登場人物達にも目を向けて頂けたら、また違った味わいを楽しんで頂けるのではと思います。

　ただ、読者の皆様が本作をどのように受け止め、お楽しみ頂けるのか、という最重要部分を前にしては、私の狙いなど些細なことに過ぎないだろうと思います。彼が紡ぐ軌跡を十二分に愉しみ、想像の中で物語の外の景色までも思い描き、皆様がそれぞれに楽しめる部分を、作品の中に一つでも見つけて頂けるようでしたら作者冥利に尽きます。また、願わくば作者が面白いと思い、力を入れて描いた（つもり）の場面に、何かしらの共感をもって頂けましたら、著者として、これ以上の幸せはありません。




　それでは出版にあたりお世話になった方々に感謝の言葉を。ＨＪ文庫編集部様と担当のＴ様、また拙作を応援してくださったファンの皆様、「小説家になろう」という場を提供してくださったサイト運営者の方々、皆様のご協力があればこそ、本作を世に出すことができました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。

　そして、イラストを担当してくださいましたミユキルリア様。美麗なイラストを描いて下さり、誠にありがとうございます。私の頭の中だけで呼吸をしていた主人公やヒロインたちが、そのまま物語の中から歩み出てきたようでございます。色鮮やかなイラストのクオリティに、それらを目にするだけで、私の中の物語が無限に広がっていきます。これからも関係各位にお礼とお詫びと感謝の言葉を重ねることになると思いますが、今後とも何卒よろしくお願い致します。




　最後に改めて、この本を手にとって下さった方々へ格別の感謝を。『最強魔法師の隠遁計画 １』、いかがでしたでしょうか？　物語のどこか一か所でもお楽しみ頂けたのであれば、作者としましては望外の喜びです。次は、きっとそう遠くない未来にお届けできるはずの、第二巻でお会いできることを楽しみにしております。




２０１７年２月　イズシロ
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